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法的およ び安全に関する 情報

法的注意事項

安全記号

安全に関する 注意事項

法的注意事項

© Copyright Keysight Technologies 2017- 2021
第6版、2021年8月
更新：2021年9月

マニュ アル品番 RP7900-90901

米国および国際著作権法の規定に基づき、Keysight Technologiesによる事前の同意と 書面に

よる許可なし に、本書の内容をいかなる手段でも ( 電子的記憶および読み出し 、他言語へ

の翻訳を含む ) 複製するこ と はできません。

本マニュ アルでは、「 マスタ 」 および「 スレーブ 」 と いう 語が「 プラ イ マリ 」 および「 セ

カ ンダリ 」 と いう 語に置き換えら れています。

Keysight Technologies
550 Clark Drive, Suite 101
Budd Lake, NJ 07828 USA

ソ フ ト ウェ ア

本製品は、Microsoft Windows CEを利用し ています。Keysightでは、Windows CE機器に接続

さ れるすべてのWindowsベース・ コ ンピュ ータ で、最新のウイ ルス対策ソ フ ト ウェ アを使

用するこ と を強く お勧めし ています。

本書に記載さ れているハード ウェ アおよびソ フ ト ウェ アはラ イ センスに基づいて提供さ れ

ており 、使用および複製にあたっ てはラ イ センスの条件を守る必要があり ます。

ラ イ セン ス ・ フ ァ イ ル

Gifencode Cソ ース・ コ ード 抜粋：

* Code drawn from ppmtogif.c, from the pbmplus package Based on GIFENCOD
* by David Rowley <mgardi@watdscu.waterloo.edu>.A Lempel-Zim
* compression based on "compress".Modified by Marcel Wijkstra
* <wijkstra@fwi.uva.nl> Copyright (C) 1989 by Jef Poskanzer.Permission
* to use, copy, modify, and distribute this software and its
* documentation for any purpose and without fee is hereby granted,
* provided that the above copyright notice appear in all copies and that
* both that copyright notice and this permission notice appear in
* supporting documentation.This software is provided "as is" without
* express or implied warranty.The Graphics Interchange Format(c) is the
* Copyright property of CompuServe Incorporated.GIF(sm) is a Service
* Mark property of CompuServe Incorporated.;

法的および安全に関する情報
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保証

本書に記載し た説明は「 現状のまま」 で提供さ れており 、改訂版では断り なく 変更さ れる

場合があり ます。また、該当する法律の許す限り において、本書およびそのすべての内容

について、Keysightは明示、暗黙を問わずいかなる保証も し ており ません。特に、商品性

および特定目的への適合性に関し て保証するも のではあり ません。本書の内容の誤り 、お

よび本書の使用に伴う 偶然、必然を問わずあら ゆる損害に対し て、Keysightは責任を負い

かねます。Keysightと ユーザが別途に締結し た書面による契約の中で本書の情報に適用さ

れる保証条件が、こ れら の条件と 矛盾する場合、別途契約の保証条件が優先さ れます。

証明

Keysight Technologiesは、本製品が工場出荷時点では公表仕様に適合し ていたこ と を証明し

ます。Keysight Technologiesはまた、校正測定法が、米国NIST( National Instituite of Standards
and Technologies) の校正機関が認める範囲で、また他の ISO( 国際標準化機構 ) 加盟団体

の校正機関にト レーサブルであるこ と を証明し ます。

米国政府の権利

本ソ フ ト ウェ アは、連邦調達規制 ( 「 FAR」 ) 2.101に定義さ れる 「 商用コ ン ピ ュ ータ ・ ソ フ ト ウェ ア 」 です。FAR 12.212
およ び 27.405-3なら びに国防総省FAR補足 ( 「 DFARS」 ) 227.7202の規定によ り 、米国政府は商用コ ン ピ ュ ータ ・ ソ フ ト

ウェ アを 、慣例に基づいて民間に提供さ れる 場合と 同じ 条件で調達でき ます。し たがっ て、Keysightは、当社のエン ド ・

ユーザ使用許諾契約書 ( EULA) に記載さ れている 標準商用ラ イ セン ス ( 詳細はwww.keysight.com/find/sweulaを 参照 ) の下

で、本ソ フ ト ウェ アを 米国政府ユーザに提供し ます。本EULAで定めら れている ラ イ セン スは、独占的な権限を 示すも の

で、こ れによ っ て米国政府には、ソ フ ト ウェ アを 使用、変更、頒布およ び開示が許さ れます。本EULAと そこ に定める ラ

イ セン スは、Keysightが以下の行為その他を 行う こ と を 要求する も のでも 許容する も のでも あり ません： ( 1) 慣例的に

民間に提供さ れていない、商用コ ン ピ ュ ータ ・ ソ フ ト ウェ アまたは商用コ ン ピ ュ ータ ・ ソ フ ト ウェ ア ・ ド キュ メ ン ト に

関連する 技術情報を 政府に提供する こ と 、なら びに、 ( 2) 商用コ ン ピ ュ ータ ・ ソ フ ト ウェ アまたは商用コ ン ピ ュ ータ ・

ソ フ ト ウェ ア ・ ド キュ メ ン ト の使用、変更、複製、発表、実行、展示、または開示に関し て、慣例に基づき 民間に付与

さ れている 権利を 超える 権限を 、放棄またはその他の形で政府に付与する こ と 。本EULAに定める 要件以外の更なる 政府

要件が課さ れる こ と はないも のと し ます。ただし 、それら の条件、権利またはラ イ セン スの適用が、FARおよ びDFARSに
定める 商用コ ン ピ ュ ータ ソ フ ト ウェ アの提供者全員に対し 明示的に要求さ れ、かつ、本EULAの別の箇所に明記さ れてい

る 場合はこ の限り ではあり ません。Keysightは、本ソ フ ト ウェ アを アッ プデート 、改定、またはその他の形で変更する 何

ら の義務も 負いません。 FAR 2.101で定義さ れている すべての技術データ については、FAR 12.211およ び 27.404.2、およ び

DFARS 227.7102に従い、米国政府はFAR 27.401またはDFAR 227.7103-5 (c)で定義さ れている 制限さ れた権限を 超えない範囲

で調達し ます。こ れはすべての技術データ に適用さ れます。

Waste Electrical and Electronic Equipment( WEEE) 指令2012/19/EU

以下の取り 消し 線付きの車輪付きビンの記号は、指令2012/19/ EUおよびその他の国内法で

義務付けら れているよう に、廃棄電気電子機器 ( WEEE) の個別の収集が必要であるこ と

を示し ています。

家庭ゴミ と し て廃棄し ないこ と 。 製品の回収手順に加えて、Keysight
でのオプショ ンの下取り について理解するには、

about.keysight.com/en/companyinfo/environment/takeback.shtmlを参照し

てく ださ い。

Keysight RP7900シリ ーズ操作／サービス・ ガイ ド 10
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安全記号

WARNINGの表示は危険を表し ます。こ こ に示す操作手順や規則などを正し く

実行または遵守し ないと 、怪我または死亡のおそれがあり ます。指定さ れた

条件を完全に理解し 、それが満たさ れているこ と を確認するまで、警告の指

示より 先に進まないでく ださ い。

注意の指示は危険を表し ます。こ こ に示す操作手順や規則などを正し く 実行

または遵守し ないと 、製品の損傷または重要なデータ の損失を招く おそれが

あり ます。指定さ れた条件を完全に理解し 、それが満たさ れているこ と を確

認するまで、注意の指示より 先に進まないでく ださ い。

直流

交流

フ レ ームまたはシャ ーシ端子

電源スタ ン バイ 。スイ ッ チを オフ にし ても 、本器はAC電源から 完全には切り 離さ れ

ません。

感電の危険があり ます。

付属マニュ アルを 参照し て く ださ い。

アース端子

CEマーク は、ヨ ーロ ッ パ共同体の登録商標です。

ISM1-A こ の表示は、本器が Industrial Scientific and Medical Group 1 Class A製品 ( CISPER 11、Clause 4)
である こ と を 示し ています。

ICES/NMB-001 こ の表示は、本製品がカ ナダの Interference-Causing Equipment Standardに適合する こ と を 示

し ています。

ETLマーク は、 Intertekの登録商標です。こ の表示は、本製品がカ ナダの Interference-
Causing Equipment Standard( ICES-001) に適合する こ と を 示し ています。

RCMマーク は、オースト ラ リ ア通信メ ディ ア庁の登録商標です。

6種類の危険物質のう ち 1つ以上の含有量が40年のEPUPでの最大濃縮値 (MCV)を 超えて

います。

韓国のク ラ ス A EMC宣言。

本機器は、ビ ジネス環境における 使用に関する 適合性評価を 受けています。居住環

境においては、本機器によ り 無線妨害が生じ る 可能性があり ます。本EMC宣言は、

ビ ジネス環境において使用する 機器にのみ適用さ れます。

法的および安全に関する情報
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安全に関する 注意事項

本器の操作のあら ゆる段階において、下記の安全に関する一般的注意事項を遵守する必要

があり ます。こ れら の注意事項や、本書の他の箇所に記載さ れている個別の警告や指示を

守ら ない場合は、本器の設計、製造、および想定さ れる用途に関する安全標準に違反し ま

す。Keysight Technologiesは、お客様がこ れら の要件を満たさ なかっ た場合について、いか

なる責任も 負いません。

こ の機器は工業用です。機器のオペレータ は、該当するすべての安全規則に従う 義務を負

います。本書の警告や安全に関する通知と と も に、関連する安全、事故防止、および環境

に関するすべての規則にも 従う 必要があり ます。特に、装置のオペレータ には以下が必要

です。

l 関連する安全要件が通知さ れているこ と 。

l 機器を使用する前に操作マニュ アルを読み、理解し ておく こ と 。

l 指定さ れた安全装置や推奨さ れた安全装置を使用するこ と 。

一般

製造者が指定し た以外の方法で本製品を使用し ないでく ださ い。操作説明書

に記載さ れている以外の方法で本製品を使用し た場合は、本製品の保護機能

が損なわれるおそれがあり ます。

環境条件

製品仕様の環境特性に記載さ れている環境条件外では決し て使用し ないでく

ださ い。

大重量

手足を負傷する危険があり ます。作業者の負傷および機器の損傷を防止する

ために、機器を移動する際は必ず頑丈なカ ート またはその他の適切な装置を

使用し てく ださ い。機器を 1人で持ち上げるこ と はせず、必ず2人で作業を

行っ てく ださ い。

Keysight RP7900シリ ーズ操作／サービス・ ガイ ド 12
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感電の危険：アースが必須

本製品には感電防止用アース端子が装備さ れています。感電事故を防ぐ た

め、機器と AC主電源と の接続にはアース線付きの電源ケーブルを使用し 、

アース線を電源コ ンセント の電気的アース ( 感電防止用アース ) 端子にし っ

かり と 接続し てく ださ い。感電防止用 ( アース ) 線が切れているか、感電防

止用アース端子が接続さ れていない場合、感電により 死亡を含む人身事故の

危険性があり ます。

電源を投入する前に

安全に関する注意事項がすべて守ら れているこ と を確認し てく ださ い。接続

を行う と きは常にユニッ ト の電源を切り 、関連する危険を認識し ている、有

資格者が実行する必要があり ます。不適切な行為は致命傷や機器の損傷を引

き起こ すおそれがあり ます。「 安全記号」 の項に記載さ れた本器外部のマー

キングに注意し てく ださ い。

感電の危険、致死電圧：多く のモデルが60 VDCを超える電圧を発生さ せ、定

格が950 VDCのモデルも あり ます。測定器のすべての接続、負荷の配線、負

荷の接続が絶縁さ れているか、または付属の安全カ バーで覆われており 、致

死的な電圧に誤っ て触れるこ と がないよう にし てく ださ い。

感電の危険：ユニッ ト の電源をオフ にし た直後にケーブルや接続部に絶対に

触れないでく ださ い。モデルによっ ては、オフ にし た後も 数秒間にわたっ て

出力端子に致死電圧が残存し ている可能性があり ます。触れる前に、出力端

子やセンス端子に危険な電圧がないこ と を確認し てく ださ い。

感電の危険：外部エネルギー源に起因するも の。

本器は電流をシンク する負荷と し て使用できるため、本器の電源をオフ にし

ても 、バッ テリ などの外部エネルギー源から の危険な電圧が出力端子に残っ

ている可能性があり ます。出力端子またはセンス端子に触れる前に、必ず外

部エネルギー源を切り 離し てく ださ い。

爆発のおそれがある環境で使用し ないこ と

可燃性のガスや蒸気が存在する環境で本器を使用し ないでく ださ い。

カ バーを開けないこ と

機器のカ バーを開けるこ と ができるのは、危険について認識し ている有資格

のサービスマンだけです。機器のカ バーを開ける際には、必ず電源ケーブル

や外部回路の接続を切り 離し てく ださ い。

改造し ないこ と

本製品の部品を交換し たり 、無許可の改造を行っ たり するこ と はおやめく だ

さ い。安全機能を維持するため、点検や修理の際はKeysight営業所まで本製

品を返送し てく ださ い。

法的および安全に関する情報
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ヒ ュ ーズ

本器には内部ヒ ュ ーズが装備さ れています。お客様がヒ ュ ーズを交換するこ

と はできません。

清掃

感電を防止するため、清掃前に必ずAC主電源と の接続を遮断し てく ださ

い。乾いた布または水でわずかに湿ら せた布を使っ て、ケース外部のパーツ

を清掃し ます。 洗剤や化学溶剤は使用し ないでく ださ い。内部の清掃はし

ないでく ださ い。

損傷の際には

本器が正し く 機能せず、損傷または欠陥が認めら れる場合は、ただちに使用

をやめ、誤っ て使用さ れないよう 必要な措置を講じ た上で、有資格のサービ

スマンに修理を依頼し てく ださ い。

Keysight RP7900シリ ーズ操作／サービス・ ガイ ド 14
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機器について

回生型双方向直流電源の概要

フ ロ ン ト ・ パネルの概要

リ ア ・ パネルの概要

フ ロ ン ト ・ パネル・ ディ スプレ イ の概要

フ ロ ン ト ・ パネル・ キーの概要

安全接続解除システムの概要

回生型双方向直流電源の概要

Keysight回生型双方向直流電源 ( RPS) フ ァ ミ リ には、自動テスト ・ システム用に最適化さ

れた性能と 機能を備えた、3Uラ ッ ク 搭載可能なDC電源が含まれています。主な出力機能

およびシステム機能は以下のと おり です。特定のモデルでのみ使用できる機能について

は、「 モデルと オプショ ン 」 のセク ショ ンで説明し ます。

出力機能

l 電圧と 電流のレンジ全域に対応し たフ ル・ プログラ ミ ング機能

l 柔軟性を高める出力オート レンジ

l 電流優先モード または電圧優先モード で動作可能な出力

l 出力の急速アッ プ／ダウンプログラ ミ ング

l 出力抵抗プログラ ミ ング

l タ ーンオン／タ ーンオフ 遅延が可能にする複数ユニッ ト にわたる出力オン／オフ ・

シーケンス

l 並列接続出力用の電流共有機能

l 保護機能 ( 過電圧、過電流、過熱など )

l 2象限動作が可能にする電流ソ ース／シンク 機能

l 100%定格電流シンク 機能

l 5kWおよび10kW定格モデル

測定機能

l 5.12マイ ク ロ秒のサンプリ ング・ レート

l リ アルタ イ ム電力測定

l アンペア時およびワッ ト 時測定

l デジタ イ ズ測定機能

1 ク イ ッ ク ・ リ フ ァ レンス
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システム機能

l 最大10個の機器ステート を不揮発性メ モリ に保存可能

l リ モート ・ プログラ ミ ング・ イ ンタ フ ェ ースと し て、GPIB( IEEE-488) 、LAN、USBの3
種類を内蔵

l GPIBおよびLANパラ メ ータ 用のフ ロン ト ・ パネル・ メ ニュ ー設定

l LXI Core 2011遵守、内蔵Webサーバ搭載

l SCPI(Standard Commands for Programmable Instruments)互換

l プラ イ マリ ／セカ ンダリ 機能による単一ユニッ ト から の複合出力制御と 表示

回生動作

回生動作は自動で行われるため、ユーザによるプログラ ミ ングは必要あり ません。出力の

急速ダウンプログラ ミ ングまたはバッ テリ などのエネルギー源の放電によっ てRPSが電流

をシンク し ていると きはいつでも 、過剰な電力がAC主電源に自動的に戻さ れます。回生動

作を無効にするこ と はできません。

回生動作中は0.99の力率が維持さ れます。正弦波歪みはフ ル負荷で 2%未満です。こ れによ

り AC主電源に返さ れる AC信号の品質が保証さ れます。

AC主電源のド ロッ プアウト が感知さ れると 、ガルバニッ ク ・ リ レーにより AC主電源が接

続解除さ れて、ユニッ ト がシャ ッ ト ダウンし ます。テスト 対象デバイ スを保護するため

に、本RPSには「 単独運転検出機能」 が搭載さ れており 、回生電力をグリ ッ ド に戻す前

に、グリ ッ ド に電流が流れているこ と が確認さ れます。

ユニッ ト のシャ ッ ト ダウンと 再起動の詳細については、「 AC主電源に関する注意事項」 を

参照し てく ださ い。

フ ロ ン ト ・ パネルの概要

1. オン／オフ ・ スイ ッ チおよびLED - LEDの点灯は電源オンの状態を示し ます。緑は通常

動作を表し 、黄はディ スプレイ がスク リ ーン ・ セーバ・ モード になっ ているこ と を表

し ます。
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2. ディ スプレイ - 1時間操作がないと オフ になり ます。任意のキーを押すと 再びオンにな

り ます。

3. システム・ キー -メ ータ 機能を選択し ます。フ ロン ト ・ パネルのコ マンド ・ メ ニュ ー、

ヘルプ・ メ ニュ ー、およびエラ ー・ メ ニュ ーにアク セスできます。

4. ナビゲーショ ン ・ キー -カ ーソ ルをメ ニュ ー項目に移動し 、強調表示さ れたメ ニュ ー

項目を選択できます。

5. 出力キー -出力をオン／オフ し ます。また電圧または電流を入力できます。

6. 数値入力キー -値の入力に使用し ます。また矢印キーを使用し て数値設定を増減でき

ます。

リ ア ・ パネルの概要

1. AC入力 - 3相AC入力 ( L1、L2、L3) ( アース付きシャ ーシ ) 。AC入力は双方向です。

2. DC出力 -正および負の出力端子。

3. センシング -リ モート ・ センシング端子 ( 図はローカ ル・ センシング用の接続 ) 。

4. GPIB - GPIBイ ンタ フ ェ ース・ コ ネク タ 。

5. デジタ ル IO -デジタ ル IOコ ネク タ 。ピンはユーザ設定可能です。

1 ク イ ッ ク ・ リ フ ァ レンス
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6. USB - USBイ ンタ フ ェ ース・ コ ネク タ 。

7. LAN - 10/100/1000Base-T。左のLEDは動作中かどう かを、右のLEDはリ ンク が正常かどう

かを示し ます。

8. プラ イ マリ ／セカ ンダリ -コ ネク タ ( 並列接続ユニッ ト のグループ化に使用 ) 。

9. 終端スイ ッ チ -プラ イ マリ ／セカ ンダリ の終端タ イ プを指定し ます。

10. SDSコ ネク タ - Keysight SD1000Aシステムコ ネク タ -モデル のみ。

11. 共有 -電流共有コ ネク タ -モデル のみ。

フ ロ ン ト ・ パネル・ ディ スプレ イ の概要

電圧および電流

測定

実際の出力電圧／電流を表示し ます

Keysight RP7900シリ ーズ操作／サービス・ ガイ ド 19
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動作モード 次のいずれかを示し ます：

OFF = 出力はオフ

CV = 出力は定電圧モード

CC = 出力は定電流モード

CP+ = 出力は正のパワー・ リ ミ ッ ト により オフ

CP- = 出力は負のパワー・ リ ミ ッ ト により オフ

VL+ = 出力は正の電圧制限モード

CL+/– = 出力は正または負の電流制限モード

T-on = 出力はオン

T-off = 出力はオフ

OV = 出力は過電圧保護により オフ

OV– = 出力は負の過電圧保護により オフ

OC = 出力は過電流保護により オフ

OT = 加熱保護が動作

PF = 出力は停電条件により オフ

P = 機器は別の機器と 並列接続

Inh = 出力は外部禁止信号により オフ

Unr = 出力は未調整

Prot = 出力は別の機器の保護条件により オフ

EDP = 出力は超過出力ダイ ナミ ッ ク 保護により オフ

IPK+/– = 出力は正または負のピーク 電流制限状態

CSF = 電流共有障害が発生

PSP = プラ イ マリ ／セカ ンダリ 保護が発生

SDP = 安全接続解除システムの故障が発生

UV = 出力は電圧不足保護により オフ

LOV+/– = 出力電圧は正または負の内部制限を超過

DOV+/– = DUT印加電圧は正または負の電圧制限を超過

OCF+/– = 正または負の内部電流制限を超過 -
正または負の電圧制限を超過する DUT印加電圧による

電圧および電流

設定

プログラ ミ ングさ れた電圧／電流を表示し ます。こ れら の設定は測定さ れた出力電圧／電

流と は異なる場合があり ます。例えば、定電圧動作の場合、出力電流設定( 制限) が1 A
に設定さ れていても 、定電圧モード 内に留まるためには、実際の( 測定) 出力電流が1 A
未満でなければなり ません。電流制限値に到達し た場合、出力は定電圧モード で動作し な

く なり 、電流制限モード になり ます。こ の場合、実際の測定電圧は出力電圧設定より も 低

く なり ます。

ステータ ス・ エ

リ ア

次のリ モート ・ イ ンタ フ ェ ース動作を示し ます。

Err = エラ ーが発生( [Error]キーを押すと エラ ー・ メ ッ セージが表示さ れます )
Lan = LANが接続さ れ、設定済み

IO = リ モート ・ イ ンタ フ ェ ースの1つがアク ティ ブ

フ ロ ン ト ・ パネル・ キーの概要

オン／オフ ・ スイ ッ チは機器の電源投入／切断に使用し ます。LED
は電源オンの状態を示し ます。緑は通常動作を表し 、黄はディ スプ

レイ がスク リ ーン ・ セーバ・ モード になっ ているこ と を表し ます。

LEDは起動プロセス中も 黄に点灯し ます。スク リ ーン ・ セーバ・

モード を終了するには何かキーを押し てく ださ い。

1 ク イ ッ ク ・ リ フ ァ レンス
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システム・ キーは次のフ ロント ・ パネル・ メ ータ と コ マンド ・ メ

ニュ ーにアク セスし ます。

[Meter]：ディ スプレイ をメ ータ ・ モード に戻し ます。また電流測定

と 電力測定が切り 替わり ます。

[Menu]：コ マンド ・ メ ニュ ーを表示し ます。

[Function]：将来用に確保さ れています。

[Back]：変更を行わずにメ ニュ ーを終了し ます。

[Help]：表示さ れているメ ニュ ー・ コ ン ト ロールに関する情報を表

示し ます。

[Error]：エラ ー待ち行列にあるエラ ー・ メ ッ セージを表示し ます。

ナビゲーショ ン ・ キーの操作：

矢印キーを押すと 、コ マンド ・ メ ニュ ーの中を移動できます。英数

字入力フ ィ ールド では英数字を選択し ます。

[Select]キーはコ マンド ・ メ ニュ ー項目の選択に使用し ます。数値パ

ラ メ ータ を編集する場合はこ のキーを押すこ と で編集モード に入り

ます。

出力キーの操作：

[On/Off]：出力を制御し ます。

[Voltage]：電圧設定を変更できます。

[Current]：電流設定を変更できます。

数値入力キーの操作：

[0]～[9]のキーは数字の入力に使用し ます。

[.]キーは小数点です。

[-]キーはマイ ナス記号の入力に使用し ます。

[↑]、[↓]キーを使用すると 電圧／電流設定を増減できます。また、英

字入力フ ィ ールド で文字を選択するためにも 使用し ます。

[E]キーは指数の入力に使用し ます。Eの後に値を入力し てく ださ

い。

バッ ク スペース・ キーは1つ前の数字を削除し ます。

[Enter]キーは値の入力に使用し ます。[Enter]キーを押さ ずにフ ィ ー

ルド から 抜けた場合、その値は無視さ れます。

[Help]キーを押すと コ ンテキスト 依存ヘルプが表示さ れます。
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フ ロ ン ト ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レ ン ス

[Menu]キーを押し てフ ロン ト ・ パネル・ メ ニュ ーを表示し ます。メ ニュ ーの操作方法の概

要は、「 フ ロン ト ・ パネル・ メ ニュ ーの使用」 を参照し てく ださ い。メ ニュ ー項目がグ

レー表示さ れている場合、ご使用のモデルではその項目を使用できません。

メ ニュ ー・

レベル1
レベル2 レベル3およびレ

ベル4
説明

Output Voltage 出力電圧設定をプログラ ムし ます

Current 出力電流設定をプログラ ムし ます

Mode 出力優先モード をプログラ ミ ングし ます

Sequence Delay 出力オン／オフ 遅延をプログラ ミ ングし ます

Couple 出力状態の結合を設定し ます

Advanced Slew 出力電流または電圧スルー・ レート をプログラ ミ ングし ま

す

Resistance 出力抵抗をプログラ ミ ングし ます

Bandwidth Current 電流帯域幅をプログラ ムし ます

Voltage 電圧帯域幅をプログラ ムし ます

Tmode 出力タ ーンオン／タ ーンオフ ・ モード をプログラ ムし ます

CurrSharing 出力電流共有をオン／オフ し ます

Measure Sweep 測定サンプリ ングを設定し ます

Window 測定ウィ ンド ウを選択し ます

Control 取得を開始、ト リ ガ、中止し ます。またト リ ガ状態を表示

し ます

AhWh アンペア時と ワッ ト 時を測定またはリ セッ ト し ます

Transient Mode 電圧または電流過渡モード を選択し ます

Step 電圧または電流ステッ プを設定し 、信号をト リ ガし ます

List Pace 待ち時間またはト リ ガ・ ペース・ リ スト を指定し ます

Repeat リ スト の繰り 返し 回数、または連続リ スト を指定し ます

Terminate リ スト の終了条件を指定し ます

Config 個別リ スト のステッ プ設定を行います

Reset リ スト を中止し 、リ スト 設定をすべてリ セッ ト し ます

Arb Repeat Arbの繰り 返し 回数、または連続Arbを指定し ます
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メ ニュ ー・

レベル1
レベル2 レベル3およびレ

ベル4
説明

Terminate Arb終了条件を設定し ます

Config 個別Arb設定を行います

TrigSource ト ラ ンジェ ント およびCD Arbト リ ガ・ ソ ースを指定し ます

Control ト ラ ンジェ ント を開始、ト リ ガ、中止し ます。またト リ ガ

状態を表示し ます

Protect OVP 過電圧保護設定を行います

UVP 電圧不足保護設定を行います

OCP 過電流保護設定を行います

Inhibit 禁止入力モード 設定を行います

WDog 出力ウォ ッ チド ッ グ保護設定を行います

Clear 保護条件をク リ アし 、出力状態を表示し ます

States Reset すべての機器をリ セッ ト ( *RST) 状態に戻し ます

SaveRecall 機器の設定を保存し 、リ コ ールし ます

PowerOn 電源投入時の状態を選択し ます

System IO LAN Settings 現在アク ティ ブなネッ ト ワーク 設定を表示し ます

Modify ネッ ト ワーク 構成を変更し ます

( IP、名前、DNS、WINS、mDNS、サービス )

Apply 構成の変更を適用し 、機器を再起動し ます

Cancel 構成の変更をキャ ンセルし ます

Reset LAN設定のLXI LCIリ セッ ト を実行し 、再起動し ます

Defaults ネッ ト ワーク を工場出荷時の設定にリ セッ ト し 、再起動し

ます

USB USB識別文字列を表示し ます

GPIB GPIBアド レスを表示または変更し ます

DigPort Pins 個別デジタ ル・ ポート のピンを設定し ます

Data デジタ ル・ ポート に対するデータ の読み書きを行います

Groups Function プラ イ マリ ／セカ ンダリ 機能を指定し ます

Primary プラ イ マリ を検出し てセカ ンダリ ・ ユニッ ト に接続し ます

Secondary セカ ンダリ ・ アド レスを指定し ます

SDS Status SD1000A安全接続解除システムの接続ステータ スを返し ま

す
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メ ニュ ー・

レベル1
レベル2 レベル3およびレ

ベル4
説明

Config SDSユニッ ト への接続を設定し ます

Data Input SDSユニッ ト のデジタ ル・ ポート から ステータ ス・ データ

を読み取り ます

Output SDSユニッ ト の外部出力信号の状態を設定し ます

Preferences Clock リ アルタ イ ム・ ク ロッ ク を設定し ます

Display スク リ ーン ・ セーバと 起動時のメ ータ 表示を設定し ます

LineFreq 自動または手動の電線周波数検出を指定し ます。

Lock フ ロント ・ パネル・ キーをパスワード でロッ ク し ます

Admin Login パスワード を入力し て管理機能にアク セスし ます

Cal Vprog 電圧プログラ ミ ングを校正し ます

Curr 電流プログラ ミ ングと 測定を校正し ます

Misc CurrSharing、ResBout、およびCurrTCを校正し ます

Count 校正カ ウント を表示し ます

Date 校正日を保存し ます

Save 校正データ を保存し ます

IO USB、GPIB、およびLANサービスのオン／オフ を切り 替えま

す

Sanitize すべてのユーザ・ データ のNISPOMセキュ ア消去を実行し ま

す

Update パスワード で保護さ れたフ ァ ームウェ アを更新し ます

Password adminパスワード を変更し ます

About モデル、オプショ ン、シリ アル番号、フ ァ ームウェ アを表

示し ます
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コ マン ド ・ ク イ ッ ク ・ リ フ ァ レ ン ス

明確にするために、いく つかの [オプショ ン ]コ マンド が含まれています。すべての設定コ

マンド には、対応する問い合わせコ マンド が存在し ます。SCPIの「 構文の規約」 を参照し

てく ださ い。

ABORt

      :ACQuire すべてのト リ ガ測定を キャ ン セルし ます。

      :ELOG 外部データ ・ ロ ギン グを 停止し ます。

      :TRANsient すべてのト リ ガ動作を キャ ン セルし ます。

CALibrate

      :COUNt? ユニッ ト が校正さ れた回数を 返し ます。

      :CURRent

[:LEVel] <値> 電流プロ グラ ミ ン グおよ び測定を 校正し ます。

            :SHARing 並列ユニッ ト の Imon信号を 校正し ます。 ( RP795xA、N676xA)

            :TC 温度係数を 校正し ます。 ( RP793xA、RP794xA)

      :DATA <値> 外部メ ータ によ っ て読み取ら れる 校正値を 入力し ます。

      :DATE <"日付 "> 非揮発性メ モリ に校正日付を 入力し ます。

      :LEVel P1|P2|P3 校正の次のレ ベルに進みます。

      :PASSword <値> 数値パスワード を 設定し て不正な校正を 防ぎます。

      :RESistance

            :BOUT ボト ムアウト 抵抗を 校正し ます。 ( RP795xA、RP796xA)

      :SAVE 不揮発性メ モリ に校正定数を 保存し ます。

      :STATe 0|OFF|1|ON 校正モード を オン ／オフ し ます。

      :VOLTage

[:LEVel] <値> ロ ーカ ル電圧プロ グラ ミ ン グおよ び測定を 校正し ます。

DISPlay

[:WINDow]

[:STATe] 0|OFF|1|ON フ ロ ン ト ・ パネルのディ スプレ イ を オン ／オフ し ま

す。

            :VIEW METER_VI|METER_VP|METER_VIP フ ロ ン ト ・ パネルに表示する パラ メ ータ を 選択し ま

す。

      :SAVer

[:STATe] 0|OFF|1|ON フ ロ ン ト ・ パネルのスク リ ーン ・ セーバを オン ／オフ

し ます。

FETCh

[:SCALar]

            :CURRent

[:DC]? [<start_index>, <points>] 平均測定値を 返し ます。

                  :ACDC? RMS測定値 ( AC＋DC) を 返し ます。

                  :HIGH? パルス波形のハイ ・ レ ベルを 返し ます。

                  :LOW? パルス波形のロ ー・ レ ベルを 返し ます。
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                  :MAXimum? 最大値または最小値を 返し ます。

                  :MINimum?

            :POWer

[:DC]? 平均測定値を 返し ます。

                  :MAXimum? 最大値または最小値を 返し ます。

                  :MINimum?

            :VOLTage

[:DC]? [<start_index>, <points>] 平均測定値を 返し ます。

                  :ACDC? RMS測定値 ( AC＋DC) を 返し ます。

                  :HIGH? パルス波形のハイ ・ レ ベルを 返し ます。

                  :LOW? パルス波形のロ ー・ レ ベルを 返し ます。

                  :MAXimum? 最大値または最小値を 返し ます。

                  :MINimum?

      :AHOur? [IGNORE_OVLD] 累計アン ペア時を 返し ます。

      :ARRAY

            :CURRent

[:DC]? [<start_index>, <points>] 瞬時測定値を 返し ます。

            :POWer

[:DC]? 瞬時測定値を 返し ます。

            :VOLTage

[:DC]? [<start_index>, <points>] 瞬時測定値を 返し ます。

      :ELOG <最大レ コ ード > 最新の外部データ ロ グ・ レ コ ード を 返し ます。

      :WHOur? [IGNORE_OVLD] 累計ワッ ト 時を 返し ます。

FORMat

[:DATA] ASCII | REAL 返さ れる データ のフ ォ ーマッ ト を 指定し ます。

      :BORDer NORMal | SWAPped バイ ナリ ・ データ の転送方法を 指定し ます。

HCOPy

      :SDUMp

           :DATA? [BMP|GIF|PNG] フ ロ ン ト ・ パネル・ ディ スプレ イ の画像を 返し ます。

           :DATA

                 :FORMat BMP|GIF|PNG 返さ れる フ ロ ン ト ・ パネルのイ メ ージのフ ォ ーマッ ト を 指定し

ます。

IEEE-488共通コ マン ド

*CLS ステータ ス ・ ク リ ア ・ コ マン ド 。

*ESE <値> イ ベン ト ・ ステータ ス ・ イ ネーブル・ コ マン ド と 問い合わせ。

*ESR? イ ベン ト ・ ステータ ス ・ イ ベン ト 問い合わせ。

*IDN? 識別問い合わせ。

*OPC 標準イ ベン ト ・ レ ジスタ のOPC( 動作完了 ) ビ ッ ト を 設定し ます。

*OPC? すべての待ち 動作が完了する と 、出力バッ フ ァ に 1を 1つ返し ます。

*OPT? イ ン スト ールさ れている オプショ ン すべてを 識別する 文字列を 返し ます。

*RCL <値> 保存さ れている 機器ステート を リ コ ールし ます。
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*RST 通常または安全のいずれかの定義済みの値に機器を リ セッ ト し ます。

*SAV <値> 10か所の不揮発性メ モリ 位置のいずれかに機器の状態を 保存し ます。

*SRE <値> サービ ス要求イ ネーブル・ コ マン ド と 問い合わせ。

*STB? ステータ ス ・ バイ ト 問い合わせ。

*TRG ト リ ガ ・ コ マン ド 。

*TST? 問い合わせを セルフ テスト し ます。

*WAI すべての待ち 状態動作が完了する まで、追加コ マン ド 処理を 休止し ます。

INITiate

[:IMMediate]

            :ACQuire 測定ト リ ガ ・ システムを 起動し ます。

            :ELOG 外部データ ・ ロ ギン グを 開始し ます。

            :TRANsient ト ラ ン ジェ ン ト ・ ト リ ガ ・ システムを 起動し ます。

      :CONTinuous

            :TRANsient 0|OFF|1|ON ト ラ ン ジェ ン ト ・ ト リ ガ ・ システムを 連続的に起動し ます。

INSTrument

      :GROup

            :FUNCtion PRIMary/SECondary|NONE プラ イ マリ ／セカ ン ダリ 機能を 設定し ます。

            :PRIMary

                  :CONNect

[:STATe] 0|OFF|1|ON プラ イ マリ を 以前に検出さ れたセカ ン ダリ ・ ユニッ ト

に接続し ます。

                        :DELay <遅延> 電源投入後の自動接続遅延を 指定し ます。

                        :MODE AUTO|MANual 電源投入時に自動接続、またはコ マン ド によ り 接続

し ます。

                  :DISCover バス接続さ れている プラ イ マリ ・ ユニッ ト を 検出し ま

す。

                  :RESet プラ イ マリ 設定を リ セッ ト し ます。

            :SECondary

                  :ADDRess <バス ・ アド レ ス > セカ ン ダリ のバス ・ ア ド レ スを 設定し ます。

LXI

      :IDENtify

[:STATe] 0|OFF|1|ON フ ロ ン ト ・ パネルのLXI識別イ ン ジケータ を オン ／オフ

し ます。

      :MDNS

[:STATe] 0|OFF|1|ON MDNS状態を 設定し ます。

MEASure

[:SCALar]

            :CURRent

[:DC]? 測定を 実行し 、平均電流を 返し ます。

                  :ACDC? 測定を 実行し 、RMS電流 ( AC＋DC) を 返し ます。
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                  :HIGH? 測定を 実行し 、ハイ ・ レ ベルの電流パルスを 返し ます。

                  :LOW? 測定を 実行し 、電流パルスのロ ー・ レ ベルを 返し ます。

                  :MAXimum? 測定を 実行し 、最大電流を 返し ます。

                  :MINimum? 測定を 実行し 、最小電流を 返し ます。

            :POWer

[:DC]? 測定を 実行し 、平均パワーを 返し ます。

                  :MAXimum? 測定を 実行し 、最大電力を 返し ます。

                  :MINimum? 測定を 実行し 、最小電力を 返し ます。

            :VOLTage

[:DC]? 測定を 実行し 、平均電圧を 返し ます。

                  :ACDC? 測定を 実行し 、RMS電圧 ( AC＋DC) を 返し ます。

                  :HIGH? 測定を 実行し 、電圧パルスのハイ ・ レ ベルを 返し ます。

                  :LOW? 測定を 実行し 、電圧パルスのロ ー・ レ ベルを 返し ます。

                  :MAXimum? 測定を 実行し 、最大電圧を 返し ます。

                  :MINimum? 測定を 実行し 、最小電圧を 返し ます。

      :ARRAY

            :CURRent[:DC]? 測定を 実行し 、瞬時電流を 返し ます。

            :POWer[:DC]? 測定を 実行し 、瞬時パワーを 返し ます。

            :VOLTage[:DC]? 測定を 実行し 、瞬時電圧を 返し ます。

OUTPut

[:STATe] 0|OFF|1|ON 出力を オン ／オフ し ます。

            :COUPle

[:STATe] 0|OFF|1|ON 出力連動を オン ／オフ し ます。

                  :DOFFset <値> 結合出力状態の変化を 同期する 遅延オフ セッ ト を 設定し ま

す。

                  :MAX

                        :DOFFset? こ の機器で必要と さ れる 遅延オフ セッ ト を 返し ます。

            :DELay

                  :FALL <値> 出力タ ーン オフ ・ シーケン ス遅延を 設定し ます。

                  :RISE <値> 出力タ ーン オン ・ シーケン ス遅延を 設定し ます。

            :TMODE

                  :COUPle 0|OFF|1|ON タ ーン オン 設定と タ ーン オフ 設定を 連動さ せます ( RP793xA、
RP794xA) 。

[:OFF] LOWZ|HIGHZ 出力タ ーン オフ ・ モード を 選択し ます ( RP793xA、RP794xA) 。

                  :ON LOWZ|HIGHZ 出力タ ーン オン ・ モード を 選択し ます ( RP793xA、RP794xA) 。

      :INHibit

            :MODE LATChing|LIVE|OFF リ モート 禁止デジタ ル・ ピ ン の動作モード を 設定し ます。

      :PON

            :STATe RST|RCL0 出力電源投入時ステート を 設定し ます。

      :PROTection

            :CLEar ラ ッ チ保護を リ セッ ト し ます。

            :TEMPerature

                  :MARGin? 過熱保護が作動する 前の残り のマージン を 返し ます。
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            :WDOG

[:STATe] 0|OFF|1|ON I/Oウォ ッ チド ッ グ・ タ イ マを オン ／オフ し ます。

                  :DELay <値> ウォ ッ チド ッ グ遅延時間を 設定し ます。

      :RELay

            :LOCK

[:STATe] 0|OFF|1|ON SD1000Aユニッ ト のロ ッ ク 済みリ レ ー状態を オン ／オフ し ま

す。

SENSe

      :AHOur

            :RESet アン ペア時またはワッ ト 時の測定を 0にリ セッ ト し ます。

      :ELOG

            :FUNCtion

                  :CURRent 0|OFF|1|ON 外部電流ロ ギン グを オン ／オフ し ます。

                        :MINMax 0|OFF|1|ON 外部最小／最大電流ロ ギン グを オン ／オフ し ます。

                  :VOLTage 0|OFF|1|ON 外部電圧ロ ギン グを オン ／オフ し ます。

                        :MINMax 0|OFF|1|ON 外部最小／最大電圧ロ ギン グを オン ／オフ し ます。

            :PERiod <値> 外部データ ロ グ積分時間を 設定し ます。

      :FUNCtion

            :CURRent 0|OFF|1|ON 電流測定を オン ／オフ し ます。

            :VOLTage 0|OFF|1|ON 電圧測定を オン ／オフ し ます。

      :SWEep

            :NPLCycles <値> 電源周波数単位で測定時間を 設定し ます。

            :OFFSet

                  :POINts <値> ト リ ガ測定のデータ 掃引のオフ セッ ト を 定義し ます。

            :POINts <値> 測定のポイ ン ト 数を 定義し ます。

            :TINTerval <値> 測定サン プル間の時間を 定義し ます。

      :WHOur

            :RESet 累計ワッ ト 時測定を リ セッ ト し ます。

      :WINDow

[:TYPE] HANNing|RECTangular 測定ウィ ン ド ウを 選択し ます。

[SOURce:]

ARB

            :COUNt <値>|INFinity 任意波形が反復する 回数を 指定し ます。

            :CURRent

                  :CDWell

[:LEVel] <値>{,<値>}|<ブロ ッ ク > 任意波形の各ポイ ン ト のレ ベルを 指定し ます。

                        :DWELl <値> 任意波形の各ポイ ン ト の待ち 時間を 指定し ます。

                        :POINts? 任意波形のポイ ン ト 数を 返し ます。

            :FUNCtion

                  :TYPE CURRent|VOLTage 電圧または電流任意波形を 指定し ます。

            :TERMinate

                  :LAST 0|OFF|1|ON 任意波形の終了後の出力設定を 選択し ます。
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[SOURce:]

CURRent

[:LEVel]

[:IMMediate]

[:AMPLitude] <値> 電流優先モード のと き の出力電流を 設定し ます。

                  :TRIGgered

[:AMPLitude] <値> ト リ ガ出力電流を 設定し ます。

            :BWIDth

                  :RANGe 0 | 1 電流補正を 設定し ます。 ( RP793xA、RP794xA)

                  :LEVel 0 | 1, <値> 補正周波数を 設定し ます。 ( RP793xA、RP794xA)

            :LIMit

[:POSitive]

[:IMMediate]

[:AMPLitude] <値> 電圧優先モード のと き の電流制限を 設定し ます。

                  :NEGative

[:IMMediate]

[:AMPLitude] <値> 電圧優先モード のと き の電流制限を 設定し ます。

            :MODE FIXed|STEP|LIST|ARB 過渡モード を 設定し ます。

            :PROTection

                  :DELay

[:TIME] <値> 過電流保護遅延を 設定し ます。

                        :STARt SCHange|CCTRans 過電流保護遅延タ イ マの起動原因を 指定し ます。

                  :STATe 0|OFF|1|ON 過電流保護を オン ／オフ し ます。

            :SHARing

[:STATe] 0|OFF|1|ON 並列機器の電流共有を オン ／オフ し ます。 ( RP795xA、
RP796xA)

            :SLEW

[:IMMediate] <値>|INFinity 電流スルーレ ート を 設定し ます。

                  :MAXimum 0|OFF|1|ON 最大スルーレ ート ・ オーバラ イ ド を オン ／オフ し ます。

[SOURce:]

DIGital

            :INPut

                 :DATA? デジタ ル制御ポート の状態を 読み取り ます。

            :OUTPut

                 :DATA <値> デジタ ル制御ポート の状態を 設定し ます。

            :PIN<1-7>

                 :FUNCtion <機能> ピ ン の機能を 設定し ます。 DIO |DINPut |FAULt |INHibit |ONCouple
|OFFCouple |TOUTput |TINPut

                 :POLarity POSitive|NEGative ピ ン の極性を 設定し ます。

            :TOUTput

                 :BUS

[:ENABle] 0|OFF|1|ON デジタ ル・ ポート ・ ピ ン に対する バス ・ ト リ ガを オン ／オフ

し ます。

1 ク イ ッ ク ・ リ フ ァ レンス

30 Keysight RP7900シリ ーズ操作／サービス・ ガイ ド



[SOURce:]

FUNCtion CURRent|VOLTage 出力規制 ( 電圧優先または電流優先 ) を 設定し ます。

[SOURce:]

LIST

            :COUNt <値>|INFinity リ ス ト の繰り 返し 回数を 設定し ます。

            :CURRent

[:LEVel] <値>{,<値>} 各リ スト ・ ステ ッ プの設定を 指定し ます。

                  :POINts? リ ス ト ・ ポイ ン ト 数を 返し ます。

            :DWELl <値>{,<値>} 各リ スト ・ ステ ッ プの待ち 時間を 指定し ます。

                  :POINts? リ ス ト ・ ポイ ン ト 数を 返し ます。

            :STEP ONCE|AUTO ト リ ガに対する リ スト の応答方法を 指定し ます。

            :TERMinate

                  :LAST 0|OFF|1|ON リ ス ト が終了し たと き の出力値を 決定し ます。

            :TOUTput

                  :BOSTep

[:DATA] <ブール>{,<ブール>} ステッ プの初めにト リ ガを 発生さ せます。

                        :POINts? リ ス ト ・ ポイ ン ト 数を 返し ます。

                  :EOSTep

[:DATA] <ブール>{,<ブール>} ステッ プの終わり にト リ ガを 発生さ せます。

                        :POINts? リ ス ト ・ ポイ ン ト 数を 返し ます。

            :VOLTage

[:LEVel] <値>{,<値>} 各リ スト ・ ステ ッ プの設定を 指定し ます。

                  :POINts? リ ス ト ・ ポイ ン ト 数を 返し ます。

[SOURce:]

POWer

            :LIMit? 機器の出力の電力制限を 返し ます。

[SOURce:]

STEP

            :TOUTput0|OFF|1|ON ト ラ ン ジェ ン ト ・ ステ ッ プ発生時にト リ ガ出力が生成さ れる かど

う かを 指定し ます。

[SOURce:]

VOLTage

[:LEVel]

[:IMMediate]

[:AMPLitude] <値> 電圧優先モード のと き の出力電圧を 設定し ます。

                  :TRIGgered

[:AMPLitude] <値> ト リ ガ出力電圧を 設定し ます。

            :BWIDth LOW|HIGH1 電圧補正を 設定し ます ( RP795xA、RP796xA)

                  :RANGe 0 | 1 | 2 電圧補正を 設定し ます。 ( RP793xA、RP794xA)
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                  :LEVel 0 | 1 | 2, <値> 補正周波数を 設定し ます。 ( RP793xA、RP794xA)

            :LIMit

[:POSitive]

[:IMMediate]

[:AMPLitude] <値> 電流優先モード のと き の電圧制限を 設定し ます。

                  :LOW <値> 低電圧制限を 設定し ます。 ( RP793xA、RP794xA)

            :MODE FIXed|STEP|LIST|ARB 過渡モード を 設定し ます。

            :PROTection

[:LEVel] <値> 過電圧保護レ ベルを 設定し ます。

                  :LOW

[:LEVel] <値> 低電圧保護レ ベルを 設定し ます。 ( RP793xA、RP794xA)

                        :DELay <値> 低電圧保護遅延を 設定し ます。 ( RP793xA、RP794xA)

                        :STATe 0|OFF|1|ON 低電圧保護を オン ／オフ し ます。 ( RP793xA、RP794xA)

            :RESistance

[:LEVel]

[:IMMediate]

[:AMPLitude] <値> 出力抵抗レ ベルを 設定し ます。

                  :STATe 0|OFF|1|ON 出力抵抗プロ グラ ミ ン グを オン ／オフ し ます。

            :SLEW

[:IMMediate] <値>|INFinity 電圧スルーレ ート を 設定し ます。

                  :MAXimum 0|OFF|1|ON 最大スルーレ ート ・ オーバラ イ ド を オン ／オフ し ます。

STATus

      :OPERation

[:EVENt]? 動作イ ベン ト ・ レ ジスタ を 問い合わせます。

            :CONDition? 動作条件レ ジスタ を 問い合わせます。

            :ENABle <値> 動作イ ネーブル・ レ ジスタ を 設定し ます。

            :NTRansiton <値> 立ち 下がり 遷移フ ィ ルタ を 設定し ます。

            :PTRansiton <値> 立ち 上がり 遷移フ ィ ルタ を 設定し ます。

      :PRESet すべてのイ ネーブル、PTR、およ びNTRレ ジスタ を プ リ セッ

ト し ます。

      :QUEStionable<1|2>

[:EVENt]? 疑問イ ベン ト ・ レ ジスタ を 問い合わせます。

            :CONDition? 疑問条件レ ジスタ を 問い合わせます。

            :ENABle <値> 疑問イ ネーブル・ レ ジスタ を 設定し ます。

            :NTRansiton <値> 立ち 下がり 遷移フ ィ ルタ を 設定し ます。

            :PTRansiton <値> 立ち 上がり 遷移フ ィ ルタ を 設定し ます。

SYSTem

      :COMMunicate

            :LAN|TCPip:CONTrol? 初期ソ ケッ ト ・ コ ン ト ロ ール・ コ ネク シ ョ ン ・ ポート 番号

を 返し ます。

            :RLSTate LOCal|REMote|RWLock 機器のリ モート ／ロ ーカ ル状態を 設定し ます。

      :DATE <yyyy>, <mm>, <dd> システム・ ク ロ ッ ク の日付を 設定し ます。
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      :ERRor? エラ ー待ち 行列から エラ ーを 1個読み取り 、ク リ アし ます。

      :LFRequency? 電源基準周波数を 返し ます。

      :LFRequency

            :MODE AUTO|MAN50|MAN60 自動または手動の電線周波数検出を 指定し ます。

      :PASSword

            :FPANel

                  :RESet フ ロ ン ト ・ パネル・ ロ ッ ク アウト ・ パスワード を 0にリ セッ

ト し ます。

      :REBoot 機器を 電源投入時の状態にリ ブート し ます。

      :SDS ( SDSコ マン ド はN795xA／N796xAでのみ使用可能 )

            :CONNect SDSユニッ ト に接続し ます。

                  :MODE AUTO|MANual 電源投入時の接続モード を 選択し ます。

            :DIGital

                  :DATA

                      :INPut? SDSデジタ ル・ ポート 信号を 読み取り ます。

                      :OUTPut <値> SDSデジタ ル出力信号を 設定し ます。

            :ENABle 0|OFF|1|ON SDSユニッ ト を オン ／オフ し ます。

            :STATus? SDSステータ スを 返し ます。

      :SECurity

            :IMMediate すべてのユーザ・ メ モリ を ク リ アし て機器を リ ブート し ま

す。

      :SET <ブロ ッ ク ・ データ > 機器の状態を 取得およ び設定し ます。

      :TIME <hh>, <mm>, <ss> システム・ ク ロ ッ ク の時刻を 設定し ます。

      :VERSion? 機器が準拠する SCPIバージョ ン を 返し ます。

TRIGger

      :ACQuire

[:IMMediate] 即時ト リ ガを 発生さ せます。

            :CURRent

[:LEVel] <値> 出力のト リ ガ ・ レ ベルを 設定し ます。

                  :SLOPe POSitive|NEGative 信号のスロ ープを 設定し ます。

            :INDices

[:DATA]? ト リ ガがキャ プチャ さ れたと き のイ ン デッ ク スを 返し ます。

                  :COUNt? 収集時にキャ プチャ さ れる ト リ ガの数を 返し ます。

            :SOURce <ソ ース > 収集システムのト リ ガ ・ ソ ースを 選択し ます。 BUS |CURRent1 |EXTernal
|PIN<1～7> |TRANsient1 |VOLTage1

            :TOUTput

[:ENABle] 0|OFF|1|ON デジタ ル・ ポート ・ ピ ン に測定ト リ ガを 送信可能にし ます。

            :VOLTage

[:LEVel] <値> 出力のト リ ガ ・ レ ベルを 設定し ます。

                  :SLOPe POSitive|NEGative 信号のスロ ープを 設定し ます。

      :ARB

            :SOURce <ソ ース > 任意波形のト リ ガ ・ ソ ースを 選択し ます。 BUS |EXTernal |IMMediate
|PIN<1-7>
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      :ELOG

[:IMMediate] 即時ト リ ガを 発生さ せます。

            :SOURce <ソ ース > 外部データ ・ ロ グのト リ ガ ・ ソ ースを 選択し ます。 BUS |EXTernal
|IMMediate |PIN<1-7>

      :TRANsient

[:IMMediate] 即時ト リ ガを 発生さ せます。

            :SOURce <ソ ース > ト ラ ン ジェ ン ト ・ システムのト リ ガ ・ ソ ースを 選択し ます。 BUS
|EXTernal |IMMediate |PIN<1-7>
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モデルの機能と オプショ ン

モデルの機能

5 kWモデル -
10 kWモデル -

RP7931A/RP7941A
RP7933A/RP7943A

RP7932A/RP7942A
RP7935A/RP7945A RP7936A/RP7946A

RP7951A/RP7961A
RP7952A/RP7962A RP7953A/RP7963A

電圧、電流、

電力定格

0～20 V
0～±400 A( 5

kW)
0～±800 A( 10

kW)

0～80 V
0～±125 A( 5

kW)
0～±250 A( 10

kW)

0～160 V

0～±125 A( 10
kW)

0～500 V
0～±20 A( 5 kW)
0～±40 A( 10

kW)

0～950 V

0～±20 A( 10
kW)

3相、200/208 VAC
( 公称値 )

RP7931A/RP7933A RP7932A/RP7935A RP7936A RP7951A/RP7952A RP7953A

3相、400/480 VAC
( 公称値 )

RP7941A/RP7943A RP7942A/RP7945A RP7946A RP7961A/RP7962A RP7963A

2象限ソ ース／シ

ンク 動作

○ あり あり あり あり

出力オート レン

ジ

1.6:1 2:1 2:1 2:1 2:1

出力リ スト あり あり あり あり あり

任意波形 あり あり あり あり あり

調整可能帯域幅 電圧および電

流

電圧および電流 電圧および電

流

電圧のみ 電圧のみ

並列動作 ○ あり あり あり あり

プラ イ マリ ／セ

カ ンダリ ・ モード

あり あり あり あり あり

電圧および電流

プログラ ミ ング

○ あり あり あり あり

出力抵抗

プログラ ミ ング

○* ○* ○ あり あり

電圧および電流

測定

あり あり あり あり あり

アンペア時、

ワッ ト 時、

および電力測定

あり あり あり あり あり

配列リ ード バッ

ク

あり あり あり あり あり

調整可能サンプ

リ ング

あり あり あり あり あり
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5 kWモデル -
10 kWモデル -

RP7931A/RP7941A
RP7933A/RP7943A

RP7932A/RP7942A
RP7935A/RP7945A RP7936A/RP7946A

RP7951A/RP7961A
RP7952A/RP7962A RP7953A/RP7963A

外部データ ・ ロギ

ング

あり あり あり あり あり

電圧不足

保護

○ あり あり なし ×

SDSユニッ ト の使

用

× × × ○ あり

*フ ァ ームウェ ア ・ バージョ ン B.03.02.1232以上が必要

オプショ ン ／アク セサリ

オプショ ン／アク セサリ 説明

Option UK6 テスト 結果データ 付き校正証明書

Option 056 Keysight 14585A制御／解析ソ フ ト ウェ ア用ラ イ センスを追加

Keysight SD1000AOption 500
Keysight SD1000AOption 950

安全接続解除システム -冗長電源およびセンス接続解除リ レーを含みます。

こ のアク セサリ を 500 Vモデルで使用するにはOption 500が、950 Vモデルで使用する

にはOption 950が必要です。こ のアク セサリ はRP793xA/RP794xAモデルでは使用でき

ません。

KeysightRP7909A ラ ッ ク ・ マウント ／スラ イ ド ・ キッ ト - 19イ ンチ EIAキャ ビネッ ト へのユニッ ト の

搭載に必要

Keysight 1CP108A ハンド ル付きラ ッ ク ・ マウント ・ フ ラ ンジ・ キッ ト

Keysight E3663AC システム II Keysight機器ラ ッ ク 用ベーシッ ク ・ レール・ キッ ト
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仕様と 特性 - RP793xA、RP794xA

仕様 - RP793xA、RP794xA

補足特性 - RP793xA、RP794xA

一般的な特性

AC入力効率、力率、およ び THD

出力イ ン ピ ーダン スのグラ フ

誘導性負荷境界定電流 ( CC) 動作の場合

容量性負荷境界定電圧 ( CV) 動作の場合

測定確度と 分解能

超過ダイ ナミ ッ ク 保護

出力象限

仕様 - RP793xA、RP794xA

特に記載のない限り 、仕様は、30分間のウォ ームアッ プ後、0～40 ℃の周囲温度範囲で保

証さ れます。仕様は、センス端子が出力端子に接続さ れた状態 ( ローカ ル・ センシング )
で、出力端子に適用さ れます。

仕様 RP7931A、
RP7941A

RP7932A、
RP7942A

RP7933A、
RP7943A

RP7935A、
RP7945A

RP7936A、
RP7946A

DC定格

電圧源：

電流ソ ースと シン ク :
電力：

0～20 V
0～±400 A
0～±5 kW

0～80 V
0～±125 A
0～±5 kW

0～20 V
0～±800 A
0～±10 kW

0～80 V
0～±250 A
0～±10 kW

0～160 V
0～±125 A
0～±10 kW

出力リ ッ プルおよ びノ イ

ズ

    CV p-p：1

    CV rms：2

30mV
3mV

80mV
8mV

30mV
3mV

80mV
8mV

200mV
20mV

負荷レ ギュ レ ーショ ン

電圧：

電流：

1mV
25mA

3mV
13mA

1mV
50mA

3mV
25mA

6mV
13mA

電圧プロ グラ ミ ン グ &
測定確度3 0.02% + 2mV 0.02% + 8mV 0.02% + 2mV 0.02% + 8mV 0.02% + 16mV

電流プロ グラ ミ ン グ &
測定確度：3 0.04% + 45mA 0.03% + 13mA 0.04% + 90mA 0.03% + 25mA 0.03% + 13mA

過渡応答4

回復時間：

セト リ ン グ・ バン ド ：

300 µs
0.2 V

300 µs
0.8 V

300 µs
0.2 V

300 µs
0.8 V

300 µs
1.6 V

1 20 Hzから 20 Mhz( -3dBの帯域幅 ) 、抵抗負荷があり 、端子が接地さ れていない、または一部の端子が接地さ れている

場合
2 20 Hzから 10 Mhz( -3dBの帯域幅 ) 、抵抗負荷があり 、端子が接地さ れていない、または一部の端子が接地さ れている

場合
3 %値+オフ セッ ト ( 30分のウォ ームアッ プ後の25°C ±5°C、測定NPLC＝1、1年間有効の場合 ) 。「 校正間隔」 を 参照。 ;
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リ ード あたり 最大1Vの負荷リ ード 電圧降下がある 場合 - 負荷リ ード 電圧降下の詳細については「 線径」 を 参照し て く だ

さ い。
4 フ ル負荷の40%から 90%にステッ プ変動し た後でセト リ ン グ・ バン ド 内に回復する までの時間 ( 電流立ち 上がり 時間35
μs)

1 ク イ ッ ク ・ リ フ ァ レンス
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補足特性 - RP793xA、RP794xA

補足特性は保証さ れたも のではなく 、設計または型式テスト によっ て確認さ れた性能を表

し ます。補足特性は特に記載がない限り 、代表値です。

特性 RP7931A、
RP7941A

RP7932A、
RP7942A

RP7933A、
RP7943A

RP7935A、
RP7945A

RP7936A、
RP7946A

規制の下限値

電圧優先：

電流優先1：
±400mA

0およ び 20mV
±125mA

0およ び 80mV
±800mA

0およ び 20mV
±250mA

0およ び 80mV
±125mA

0およ び 160mV

電圧プロ グラ ミ ン グ

レ ン ジ：

分解能：

0.02～20.4 V
191 µV

0.08～81.6 V
800 µV

0.02～20.4 V
191 µV

0.08～81.6 V
800 µV

0.16V～163.2V
1.6 mV

電流プロ グラ ミ ン グ

レ ン ジ：

分解能：

-408 A～408 A
7.7 mA

-127.5 A～127.5 A
2.5 mA

-816 A～816 A
15.5 mA

-255 A～255 A
5mA

-127.5A～127.5A
2.5 mA

抵抗プロ グラ ミ ン グ

レ ン ジ：

分解能：

確度：

0～0.098Ω
0.8 µΩ

0.05% + 4 µΩ

0～1.25Ω
9.8 µΩ

0.05% + 32 µΩ

0～0.049Ω
0.4 µΩ

0.05% + 2 µΩ

0～0.625Ω
4.8 µΩ

0.05% + 16 µΩ

0～2.5Ω
19.6 µΩ

0.05% + 50 µΩ

追加Vプロ グラ ミ ン グ・ オフ

セッ ト ／オーム： 50mV 15mV 100mV 30mV 15mV

測定範囲

電圧：

電流：

-25 V～25 V
-1014 A～1014 A

-100 V～100 V
-315 A～315 A

-25 V～25 V
-2028 A～2028 A

-100 V～100 V
-630 A～630 A

-200 V～200 V
-315 A～315 A

測定デジタ ル化ノ イ ズ 2

電圧：

電流：

4mV
400mA

20mV
200mA

4mV
800mA

20mV
400mA

40mV
200mA

プロ グラ ミ ン グおよ び測定

温度係数3

電圧：

電流：

0.0015% +80 µV/℃
0.0075%
+1.2mA/℃

0.0015%
+300µV/℃
0.0025%
+400µA/℃

0.0015% +80 µV/℃
0.0075% +2.3mA/℃

0.0015%
+300µV/℃
0.0025%
+800µA/℃

0.0015%+600µV/℃
0.0025%+400µA/℃

出力電流リ ッ プルおよ びノ

イ ズ ( CC rms) ：

200mA 70mA 200mA 70mA 50mA

コ モン ・ モード 電流

    CC rms：
    CC p-p：

2mA
20mA

2.5 mA
24mA

2mA
20mA

2.5 mA
24mA

3.5 mA
30mA

過電圧保護4

最大設定：

応答時間：

確度：

24 V
< 30 µs

0.02% + 2mV

96 V
< 30 µs

0.02% + 8mV

24 V
< 30 µs

0.02% + 2mV

96 V
< 30 µs

0.02% + 8mV

192 V
< 30 µs

0.02% + 16mV

電圧プロ グラ ミ ン グ速度、

無負荷5

立ち 上がり ／立ち 下り 時間

( ステッ プの10%～90%) ：

ステッ プの0.1%までのセト

リ ン グ時間：

80 µs
810 µs

75 µs
480 µs

80 µs
810 µs

75 µs
480 µs

75 µs
550 µs
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特性 RP7931A、
RP7941A

RP7932A、
RP7942A

RP7933A、
RP7943A

RP7935A、
RP7945A

RP7936A、
RP7946A

電圧プロ グラ ミ ン グ速度、

フ ル負荷6

立ち 上がり ／立ち 下り 時間

( ステッ プの10%～90%) ：

ステッ プの0.1%までのセト

リ ン グ時間：

140 µs
4.2 ms

130 µs
1.35 ms

140 µs
4.2 ms

130 µs
1.35 ms

170 µs
1.35 ms

電流上昇／下降プロ グラ ミ

ン グ速度7

立ち 上がり ／立ち 下り 時間

( ステッ プの10%～90%) ：

ステッ プの0.1%までのセト

リ ン グ時間：

300 µs
960 µs

180 µs
500 µs

300 µs
960 µs

180 µs
500 µs

190 µs
550 µs

出力オン 遅延時間8

電圧優先 -高イ ン ピ ーダン

ス：

電圧優先 -低イ ン ピ ーダン

ス：

電流優先：

8.1 ms
8.1 ms
7.1 ms

8.1 ms
8.1 ms
7.1 ms

8.1 ms
8.1 ms
7.1 ms

8.1 ms
8.1 ms
7.1 ms

8.1 ms
8.1 ms
7.1 ms

最大負荷イ ン ダク タ ン ス：9 20 µH 200 µH 10 µH 100 µH 400 µH

ラ イ ン ・ レ ギュ レ ーショ ン

電圧：

電流：

< 10 µV
< 20 µA

< 10 µV
< 10 µA

< 10 µV
< 40 µA

< 10 µV
< 10 µA

< 10 µV
< 10 µA

漏れ電流 ( 代表値 )
出力オフ -瞬時10：
出力オフ -長期11：
ユニッ ト の電源プラ グを AC

主電源から 抜いた状態：

2 µA
0.4 µA
2 µA

800 µA
800 µA
800 µA

4 µA
0.8 µA
4 µA

800 µA
800 µA
800 µA

800 µA
800 µA
800 µA

1 電圧規格の上限と 下限
2 5.12 µsのサン プリ ン グ・ レ ート でのデジタ ル化
3 周囲温度が30℃を 超える 、または20℃を 下回る 場合
4過電圧の発生から シャ ッ ト ダウン の開始まで
5 CV Comp 0範囲内、周波数 = 100 kHz、無負荷、出力定格の10%から 100%へのステッ プ変動
6 CV Comp 0範囲内、周波数 = 2.3 kHz、フ ル定電流負荷、出力定格の0.1%から 100%へのステッ プ変動
7 CV Comp 0範囲内、周波数 = 100 kHz、電流定格の10%から 100%へのステッ プ変動、低イ ン ピ ーダン ス DC電源へ
8 Output Onコ マン ド の受信から 出力オン の開始までの時間
9

定格電流で最大負荷イ ン ダク タ ン ス制限を 超える と 、ユニッ ト の内部損傷が発生し やすく なり ます。詳

細については、「 誘導性負荷グラ フ 」 を 参照し て く ださ い。
10 フ ル負荷運転後1秒間を 超えて出力を オフ にし てから ユニッ ト の電源を 投入
11 フ ル負荷運転後10秒間を 超えて出力を オフ にし てから ユニッ ト の電源を 投入

一般的な特性

一般的な特性 全モデル

コ マンド 処理時間 コ マンド の受信から 出力変化の開始まで≦1 ms。GPIBイ ンタ フ ェ ース経由の単純

な設定コ マンド に適用さ れます ( 「 代表的なコ マンド 処理時間」 を参照 ) 。

一定待ち時間ARB
ポイ ント 数：

待ち時間範囲：

待ち時間分解能：

最大65,535
1つの待ち時間設定がARB全体に適用さ れます ( 10.24 µs～0.30秒 ) 。

値は10.24マイ ク ロ秒単位で最も 近い値に丸めら れます。

1 ク イ ッ ク ・ リ フ ァ レンス
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一般的な特性 全モデル

コ ンピュ ータ ・ イ ンタ

フ ェ ース

    LXI：
    LAN：
    USB：
    GPIB：

LXI 1.5 LXIデバイ ス仕様2016
10 Mb、100 Mb、1 Gb LAN
USB 2.0( USB-TMC488プロト コ ル )
SCPI-1993、 IEEE 488.2準拠のイ ンタ フ ェ ース

環境

動作環境：

温度範囲：

相対湿度：

高度：

保管温度：

屋内使用、設置カ テゴリ II( AC入力 ) 、汚染度2
0℃～55℃ ( 使用可能な最大連続電流は、40℃～55℃では1℃あたり 定格の1%低
下 )
95％以下 ( 非結露 )
最高2000 m
-30 ℃～70 ℃

音響ステート メ ン ト

( 欧州機械指令 )
音響ノ イ ズ放出

オペレータ 位置で LpA 79 dB
傍観者位置で LpA 73 dB
アイ ド ル・ フ ァ ン速度で LpA 61.4
ISO 7779に基づく 通常動作モード

デジタ ル・ ポート

最大電圧定格：

ピン 1と 2がFLTの場合：

ピン 1～7が出力の場

合：

ピン 1～7が入力の場

合：

ピン 8：

ピン間で＋16.5 VDC／－5 VDC

最大低レベル出力電圧＝0.5 V( 4 mAで )
最大低レベル・ シンク 電流＝4 mA
高レベル漏れ電流 ( 代表値 ) ＝1 mA( 16.5 VDCで )

最大低レベル出力電圧＝0.5 V( 4 mAで ) 、

1 V( 50 mAで ) 、1.75 V( 100 mAで )
最大低レベル・ シンク 電流＝100 mA
高レベル漏れ電流 ( 代表値 ) ＝0.8 mA( 16.5 VDCで )

最大低レベル入力電圧＝0.8 V
最小高レベル入力電圧＝2 V
低レベル電流 ( 代表値 ) ＝2 mA( 0 Vで ) ( 内部2.2 kプルアッ プ )
高レベル漏れ電流 ( 代表値 ) ＝0.12 mA( 16.5 VDCで )

ピン 8はコ モン ( シャ ーシ・ グラ ンド に内部接続 )

規制適合

    EMC：

安全規格：

電子計測器に関する欧州EMC指令に準拠し ています。

オースト ラ リ ア規格に準拠し ており 、C-Tickマーク が付いています。

こ の ISMデバイ スはCanadian ICES-001に準拠し ます。

Cet appareil ISM est conforme à la norme NMB-001 du Canada

欧州低電圧指令に準拠し 、CEマーク が付いています。

米国と カ ナダの安全規制に適合し ています。

本製品の適合宣言がWebから ダウンロード 可能です。

http://www.keysight.com/go/conformityにアク セスし て、「 Declarations of
Conformity」 を ク リ ッ ク し てく ださ い。
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一般的な特性 全モデル

AC入力

相および範囲：

周波数：

入力VA：

相ごと の入力電流

        200 VAC入力：

400 VAC入力：

フ ル電力時の効率性：

力率：

3相、200 VAC公称±10%、208 VAC公称±10%
3相、400 VAC公称±15%、480 VAC公称±10%
50／60 Hz
RP7931A、RP7932A、RP7941A、RP7942A、RP7936A：6.5 kVA
RP7933A、RP7935A、RP7936A、RP7943A、RP7945A、RP7946A：11.5 kVA

RP7931A、RP7932A：17.3 A。RP7933A、RP7935A、RP7936A：35 A
RP7941A、RP7942A：8.66 A。RP7943A、RP7945A、RP7946A：17.3 A
RP7931A、RP7932A、RP7941A、RP7942A：84%
RP7933A、RP7935A、RP7936A、RP7943A、RP7945A、RP7946A：85%
0.99( 公称入力および定格電力で )

1サイ ク ルのラ イ ン ・ ド ロッ プアウト 中にユニッ ト が再起動するこ と があり ま

す。再起動後、オペレータ がフ ロント ・ パネルの制御機能またはコ ンピュ ータ ・

プログラ ムを使用し て以前の設定を復元するまで、出力はオフ のままです。こ れ

は安全操作手順に準拠し た動作です。

出力端子のアイ ソ レー

ショ ン：

    20 VDCモデルの場合：

    80／160 VDCモデルの場

合：

すべての出力端子は、他の端子またはシャ ーシ・ グラ ンド から ±60 Vdc以内でなけ

ればなり ません。

すべての出力端子は、他の端子またはシャ ーシ・ グラ ンド から ±240 Vdc以内でな

ければなり ません。

通常の重量 RP7931A、RP7932A、RP7941A、RP7942A：60 lbs.( 27.3 kg)
RP7933A、RP7935A、RP7936A、RP7943A、RP7945A、RP7946A：70 lbs.( 31.8 kg)

外形寸法 高さ 3U。ラ ッ ク の全幅 ( 詳細は「 外形図」 を参照 )

AC入力効率、力率、およ び THD

以下のグラ フ は、機器の全出力範囲における AC入力効率、力率、全高調波歪みに関する詳

細を示し ています。ハイ ラ イ ン電圧はそれぞれ208 VACと 480 VACであるこ と に注意し てく

ださ い。ローラ イ ン電圧はそれぞれ200 VACと 400 VACです。

ソ ース /シンク 効率RP7931A( 200V/208V) 力率RP7931A、RP7932A( 200V/208V)

1 ク イ ッ ク ・ リ フ ァ レンス
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ソ ース /シンク 効率RP7932A( 200V/208V) 合計高調波歪みRP7931A、RP7932A( 200V/208V)

ソ ース /シンク 効率RP7933A( 200V/208V) ソ ース /シンク 効率RP7943A( 400V/480V)

ソ ース /シンク 効率RP7935A、RP7936A( 200V/208V) ソ ース /シンク 効率RP7946A、RP7945A( 400V/480V)

力率RP7933A、RP7935A、RP7936A( 200V/208V) 力率RP7943A、RP7945A、RP7946A( 400V/480V)
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合計高調波歪みRP7933A、RP7935A、RP7936A
( 200V/208V)

合計高調波歪みRP7943A、RP7945A、RP7946A
( 400V/480V)

リ スト またはarbを使用し てグリ ッ ド 周波数付近で正弦波を生成し ている

場合、ラ イ ンに追加の歪み電流が発生し ます。「 正弦波出力の制限」 セ

ク ショ ンを参照し てく ださ い。

1 ク イ ッ ク ・ リ フ ァ レンス
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出力イ ン ピ ーダン スのグラ フ

以下のグラ フ は、定電圧 ( CV) 動作と 定電流 ( CC) 動作の補正モード における小信号出

力イ ンピーダンスを示し たも のです。 イ ンピーダンスは、負荷リ ード がバス・ バーから 6
イ ンチ離れた所で測定し た結果に基づきます。

CV動作 ( 20 Vユニッ ト ) CC動作 ( 20 Vユニッ ト )

20 V、5 kWユニッ ト ( @ 10 V、200 A、6イ ン チ ・ リ ード 、

ロ ーカ ル・ セン ス )

20 V、5 kWユニッ ト ( @ 10 V、200 A、6イ ン チ ・ リ ード )

20 V、10 kWユニッ ト ( @ 10 V、400 A、6イ ン チ ・ リ ード 、

ロ ーカ ル・ セン ス )
20 V、10 kWユニッ ト ( @ 10 V、400 A、6イ ン チ ・ リ ード )
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CV動作 ( 80 Vユニッ ト ) CC動作 ( 80 Vユニッ ト )

80 V、5 kWユニッ ト ( @ 40 V、125 A、6イ ン チ ・ リ ード 、ロ ー

カ ル・ セン ス )
80 V、5 kWユニッ ト ( @ 40 V、125 A、6イ ン チ ・ リ ード )

80 V、10 kWユニッ ト ( @ 40 V、250 A、6イ ン チ ・ リ ード 、

ロ ーカ ル・ セン ス )

80 V、10 kWユニッ ト ( @ 40 V、250 A、6イ ン チ ・ リ ード )

1 ク イ ッ ク ・ リ フ ァ レンス
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CV動作 ( 160 Vユニッ ト ) CC動作 ( 160 Vユニッ ト )

160 V、10 kWユニッ ト ( @ 80 V、125 A、6イ ン チ ・ リ ード 、

ロ ーカ ル・ セン ス )
160 V、10 kWユニッ ト ( @ 80 V、125 A、6イ ン チ ・ リ ード )
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誘導性負荷境界定電流 ( CC) 動作の場合

以下の図は、定電流動作の場合の直列抵抗による誘導性負荷の境界限度を示し たも ので

す。 こ れは、電流制限設定で定電圧で動作し ている場合にも 当てはまり ます。Comp 0また

はComp 1帯域幅設定で、限界安定性ラ イ ン未満で動作さ せると 、出力が不安定になる可能

性があり ます。 リ ード 抵抗と DUT抵抗はこ のコ ンテキスト では区別できないこ と に注意し

てく ださ い。 リ ード 抵抗の増加に伴う リ ード 線の電圧降下と 電力損失を考慮するこ と も 重

要です。 詳細については、「 イ ンダク タ ンスに関する考慮事項」 を参照し てく ださ い。ユ

ニッ ト の損傷を防ぐ には、「 最大負荷イ ンダク タ ンス」 を参照し てく ださ い。

補正0( CC動作 ( 20 Vユニッ ト ) ) 補正1( CC動作 ( 20 Vユニッ ト ) )

20 V、5 kWユニッ ト 20 V、5 kWユニッ ト

20 V、10 kWユニッ ト 20 V、10 kWユニッ ト
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補正0( CC動作 ( 80 Vユニッ ト ) ) 補正1( CC動作 ( 80 Vユニッ ト ) )

80 V、5 kWユニッ ト 80 V、5 kWユニッ ト

80 V、10 kWユニッ ト 80 V、10 kWユニッ ト
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補正0( CC動作 ( 160 Vユニッ ト ) ) 補正1( CC動作 ( 160 Vユニッ ト ) )

160 V、10 kWユニッ ト 160 V、10 kWユニッ ト

容量性負荷境界定電圧 ( CV) 動作の場合

以下の図は、定電圧動作の場合の等価直列抵抗による容量性負荷の境界限度を示し たも の

です。 補正帯域幅設定で、限界安定性ラ イ ン未満で動作さ せると 、出力が不安定になる可

能性があり ます。 負荷リ ード がある場合と ない場合の差異は、定電圧の安定性にイ ンダク

タ ンスが及ぼす追加の影響を示し ています。 安定性はESRと も 関係するため、DUTキャ パ

シタ ンスに絶対的な制限はあり ません。 詳細については、「 負荷キャ パシタ ンスと リ ー

ド ・ イ ンダク タ ンスに関する考慮事項」 を参照し てく ださ い。
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20 V、5 kWユニッ ト の最小ESRと DUTキャ パシタ ンスの関係性

ローカ ル・ センシングと

バス・ バーに直接接続さ れたDUT
リ モート ・ センシングと

約6 μH/2 mΩの負荷リ ード

20 V、5 kWユニッ ト 、comp 0 20 V、5 kWユニッ ト 、comp 0

20 V、5 kWユニッ ト 、comp 1 20 V、5 kWユニッ ト 、comp 1

20 V、5 kWユニッ ト 、comp 2 20 V、5 kWユニッ ト 、comp 2
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20 V、10 kWユニッ ト の最小ESRと DUTキャ パシタ ンスの関係性

ローカ ル・ センシングと

バス・ バーに直接接続さ れたDUT
リ モート ・ センシングと

約3 μH/1 mΩの負荷リ ード

20 V、10 kWユニッ ト 、comp 0 20 V、10 kWユニッ ト 、comp 0

20 V、10 kWユニッ ト 、comp 1 20 V、10 kWユニッ ト 、comp 1

20 V、10 kWユニッ ト 、comp 2 20 V、10 kWユニッ ト 、comp 2
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80 V、5 kWユニッ ト の最小ESRと DUTキャ パシタ ンスの関係性

ローカ ル・ センシングと

バス・ バーに直接接続さ れたDUT
リ モート ・ センシングと

約6 μH/2 mΩの負荷リ ード

80 V、5 kWユニッ ト 、comp 0 80 V、5 kWユニッ ト 、comp 0

80 V、5 kWユニッ ト 、comp 1 80 V、5 kWユニッ ト 、comp 1

80 V、5 kWユニッ ト 、comp 2 80 V、5 kWユニッ ト 、comp 2
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80 V、10 kWユニッ ト の最小ESRと DUTキャ パシタ ンスの関係性

ローカ ル・ センシングと

バス・ バーに直接接続さ れたDUT
リ モート ・ センシングと

約3 μH/1 mΩの負荷リ ード

80 V、10 kWユニッ ト 、comp 0 80 V、10 kWユニッ ト 、comp 0

80 V、10 kWユニッ ト 、comp 1 80 V、10 kWユニッ ト 、comp 1

80 V、10 kWユニッ ト 、comp 2 80 V、10 kWユニッ ト 、comp 2
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160 V、10 kWユニッ ト の最小ESRと DUTキャ パシタ ンスの関係性

ローカ ル・ センシングと

バス・ バーに直接接続さ れたDUT
リ モート ・ センシングと

約6 μH/2 mΩの負荷リ ード

160 V、10 kWユニッ ト 、comp 0 160 V、10 kWユニッ ト 、comp 0

160 V、10 kWユニッ ト 、comp 1 160 V、10 kWユニッ ト 、comp 1

160 V、10 kWユニッ ト 、comp 2 160 V、10 kWユニッ ト 、comp 2
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小信号プロ グラ ミ ン グ応答 ( 全モデル )

以下のグラ フ は、出力電圧／電流プログラ ミ ングの応答特性を示し たも のです。 電圧応答

は、無負荷状態の場合を示し ています。 電流応答は、AC短絡状態 ( DUTがRPSの定格出力

の10%以上で動作する低イ ンピーダンス状態 ) で、負荷リ ード が1フ ィ ート 未満の場合を

示し ています。また下の表は帯域幅の詳細を示し たも のです。

電圧優先プログラ ミ ング応答 -開回路 電流優先プログラ ミ ング応答 - AC短絡

動作 Comp 0( -
1dB)

Comp 0( -
3dB)

Comp 1( -
1dB)

Comp 1( -
3dB)

Comp 2( -
1dB)

Comp 2( -
3dB)

20 V
モデル

CV 5.6 kHz 8.3 kHz 3.8 kHz 4.7 kHz 1.6 kHz 2.0 kHz

CC 550 Hz 2.0 kHz 1.3 kHz 2.7 kHz N/A N/A

80 V
モデル

CV 5.7 kHz 7.5 kHz 5.3 kHz 6.6 kHz 4.9 kHz 5.9 kHz

CC 1.9 kHz 2.7 kHz 3.1 kHz 3.5 kHz N/A N/A

160 V
モデル

CV 5.5 kHz 7.0 kHz 5.1 kHz 6.2 kHz 4.8 kHz 5.6 kHz

CC 1.9 kHz 2.5 kHz 3.0 kHz 3.5 kHz N/A N/A

測定確度と 分解能 -短い測定イ ン タ ーバル

以下の表に、さ まざまな電源周波数 ( NPLC) 測定設定における、短期間の測定確度と 分

解能の変化を示し ます。値の変化は、A/Dコ ンバータ のノ イ ズ性能によるも のです。表の

ベースラ イ ンは、追加ノ イ ズなし の1 NPLCです。短いアベレージング・ イ ンタ ーバルで測

定確度を求めるには、単に追加する %レンジを計算し てから 、仕様表の固定確度値に追加

し ます。

例えば、0.003 NPLCで測定する場合、電圧測定の確度仕様に追加する %レンジを求めるに

は、全電圧定格に「 仕様値に追加さ れるレンジの%」 を次のよう に乗算し ます：20 V x
0.006% = 1.2 mV。次にこ の数値を測定確度仕様のオフ セッ ト 部分に次のよう に追加し ま

す：2 mV + 1.2 mV。新し い電圧測定確度は、0.003 NPLCで 0.02% + 3.2 mVになり ます。
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NPLC( 60Hz) 平均ポイ ン ト 数 電圧測定

仕様に追加さ れたレ ン ジの%
電流測定

仕様に追加さ れたレ ン ジの%

1 3255 0 0

0.6 1953 0.00013% 0.0005%

0.1 325 0.0005% 0.004%

0.06 195 0.0009% 0.005%

0.031 100 0.0015% 0.008%

0.010 33 0.0025% 0.0015%

0.006 20 0.004% 0.020%

0.003 10 0.006% 0.03%

0.0003 1 0.02% 0.10%

超過ダイ ナミ ッ ク 保護

高電流モデルの場合は、プログラ ム可能な波形の許容振幅または周波数がEDPにより 制限

さ れるこ と はあり ません。最大周波数の97.6 kHzでフ ル・ スケール方形波をプログラ ムす

るこ と も 可能です。

出力象限

モデル + V1 + V2 + V3 +/- I1 +/- I2 最小シンク

抵抗

RP7931A／RP7941A 20 V 12.5 V 0.5 V 400 A 250 A 1.25mΩ

RP7933A／RP7943A 20 V 12.5 V 0.5 V 800 A 500 A 625 µΩ

RP7932A／RP7942A 80 V 40 V 0.75 V 125 A 62.5 A 8mΩ

RP7935A／RP7945A 80 V 40 V 0.75 V 250 A 125 A 4mΩ

RP7936A／RP7946A 160 V 80 V 1.5 V 125 A 62.5 A 12mΩ

Keysight RP7900シリ ーズ操作／サービス・ ガイ ド 57

1 ク イ ッ ク ・ リ フ ァ レンス



仕様と 特性 - RP795xA、RP796xA

仕様 - RP795xA、RP796xA

補足特性 - RP795xA、RP796xA

一般的な特性

AC入力効率、力率、およ び THD

出力イ ン ピ ーダン スのグラ フ

誘導性負荷境界定電流 ( CC) 動作の場合

容量性負荷境界定電圧 ( CV) 動作の場合

電圧プロ グラ ミ ン グ応答

超過ダイ ナミ ッ ク 保護

出力象限

仕様 - RP795xA、RP796xA

特に記載のない限り 、仕様は、30分間のウォ ームアッ プ後、0～40 ℃の周囲温度範囲で保

証さ れます。仕様は、センス端子が出力端子に接続さ れた状態 ( ローカ ル・ センシング )
で、出力端子に適用さ れます。

仕様 RP7951A、RP7961A RP7952A、RP7962A RP7953A、RP7963A

DC定格

電圧源：

電流ソ ースと シン ク :
電力：

0～500 V
0～±20 A
0～±5 kW

0～500 V
0～±40 A
0～±10 kW

0～950 V
0～±20 A
0～±10 kW

出力リ ッ プルおよ びノ イ ズ

    CV p-p：1

    CV rms：2
500mV
100mV

500mV
100mV

1000mV
200mV

負荷レ ギュ レ ーショ ン

電圧：

電流：

30mV
9mA

30mV
17mA

60mV
9mA

電圧プロ グラ ミ ン グ確度：3 0.03% + 60mV 0.03% + 60mV 0.03% + 120mV

電圧測定確度：3 0.03% + 80mV 0.03% + 80mV 0.03% + 160mV

電流プロ グラ ミ ン グ &
測定確度：3 0.1% + 12mA 0.1% + 24mA 0.1% + 12mA

過渡応答4

回復時間：

セト リ ン グ・ バン ド ：

500 µs
1.25 V

500 µs
1.25 V

500 µs
2.375 V

1 20 Hzから 20 Mhz( -3dBの帯域幅 ) 、抵抗負荷があり 、端子が接地さ れていない、または一部の端子が接地さ れている

場合
2 20 Hzから 10 Mhz( -3dBの帯域幅 ) 、抵抗負荷があり 、端子が接地さ れていない、または一部の端子が接地さ れている

場合
3 %値+オフ セッ ト ( 30分のウォ ームアッ プ後の25°C ±5°C、測定NPLC＝1、1年間有効の場合 ) 。「 校正間隔」 を 参照。

リ ード あたり 最大1Vの負荷リ ード 電圧降下がある 場合 - 負荷リ ード 電圧降下の詳細については「 線径」 を 参照し て く だ
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さ い。
4 最大スルー・ レ ート でステッ プがフ ル負荷の50%から 100%に変化し た後でセト リ ン グ・ バン ド 内に回復する までの時間
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補足特性 - RP795xA、RP796xA

補足特性は保証さ れたも のではなく 、設計または型式テスト によっ て確認さ れた性能を表

し ます。補足特性は特に記載がない限り 、代表値です。

特性 RP7951A、RP7961A RP7952A、RP7962A RP7953A、RP7963A

出力リ ッ プルおよ びノ イ ズ

    CC rms： 100mA 200mA 100mA

電圧プロ グラ ミ ン グ

レ ン ジ：

分解能：

0.5～510 V
10.5 mV

0.5～510 V
10.5 mV

1.0～969 V
21mV

電流プロ グラ ミ ン グ

レ ン ジ：

分解能：

-20.5 A～20.5 A
190 µA

-41 A～41 A
380 µA

-20.5 A～20.5 A
190 µA

抵抗プロ グラ ミ ン グ

レ ン ジ：

分解能：

確度：

0～25Ω
140 µΩ

0.08% + 200 µΩ

0～12.5Ω
70 µΩ

0.08% + 110 µΩ

0～50Ω
280 µΩ

0.08% + 280 µΩ

抵抗プロ グラ ミ ン グを 有効にし た

追加Vプロ グラ ミ ン グ・ オフ セッ ト ： +157mV+( 0.36Ω x A) +157mV+( 0.36Ω x A) +313mV+( 0.72Ω x A)

追加Vプロ グラ ミ ン グ・ オフ セッ ト ／

オーム：

175mV 175mV 350mV

電圧プロ グラ ミ ン グ速度 ( Comp 0) 1、
2

立ち 上がり ／立ち 下り 時間 ( ステッ

プの10%～90%) ：

ステッ プの0.1%までのセト リ ン グ時

間：

1ms
6ms

1ms
6ms

1ms
6ms

電圧プロ グラ ミ ン グ速度 ( Comp 1) 1、
2

立ち 上がり ／立ち 下り 時間 ( ステッ

プの10%～90%) ：

ステッ プの0.1%までのセト リ ン グ時

間：

15ms
50ms

15ms
50ms

15ms
50ms

電流プロ グラ ミ ン グ速度1

ステッ プの10%から 90%への立ち 上が

り 時間 :
2 ms 2ms 2ms

最大スルー・ レ ート

電圧：

電流：

200 kV/s
1.6 kA/s

200 kV/s
3.2 kA/s

400 kV/s
1.6 kA/s

小信号プロ グラ ミ ン グ帯域幅

    3 dBでの無負荷時電圧 :
出力短絡時の電流 :

500 Hz
40 Hz

500 Hz
40 Hz

500 Hz
40 Hz

ラ イ ン ・ レ ギュ レ ーショ ン

電圧：

電流：

< 10mV
< 290 uA

< 10mV
< 580 uA

< 20mV
< 290 uA

1 ク イ ッ ク ・ リ フ ァ レンス
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特性 RP7951A、RP7961A RP7952A、RP7962A RP7953A、RP7963A

リ アク テ ィ ブ負荷

キャ パシタ ン ス ・ デフ ォ ルト ／低：

イ ン ダク タ ン ス：3
80 µF／800 µF

5 µH
160 µF／1600 µF

5 µH
40 µF／400 µF

5 µH

1フ ル抵抗負荷で、定格出力の0.1%から 100%へ段階的に変化する アッ ププロ グラ ミ ン グ
2負荷がなく 、定格出力の100%から 0.1%へ段階的に変化する ダウン プロ グラ ミ ン グ
3 10フ ィ ート の負荷リ ード に相当

一般的な特性

一般的な特性 全モデル

コ マンド 処理時間 コ マンド の受信から 出力変化の開始まで≦1 ms。GPIBイ ンタ フ ェ ース経由の単純

な設定コ マンド に適用さ れます ( 「 代表的なコ マンド 処理時間」 を参照 ) 。

一定待ち時間ARB
ポイ ント 数：

待ち時間範囲：

待ち時間分解能：

最大65,535
1つの待ち時間設定がARB全体に適用さ れます ( 10.24 µs～0.30秒 ) 。

値は10.24マイ ク ロ秒単位で最も 近い値に丸めら れます。

コ ンピュ ータ ・ イ ンタ

フ ェ ース

    LXI：
    LAN：
    USB：
    GPIB：

LXI 1.5 LXIデバイ ス仕様2016
10 Mb、100 Mb、1 Gb LAN
USB 2.0( USB-TMC488プロト コ ル )
SCPI-1993、 IEEE 488.2準拠のイ ンタ フ ェ ース

環境

動作環境：

温度範囲：

相対湿度：

高度：

保管温度：

屋内使用、設置カ テゴリ II( AC入力 ) 、汚染度2
0℃～55℃ ( 使用可能な最大連続電流は、40℃～55℃では1℃あたり 定格の1%低
下 )
95％以下 ( 非結露 )
最高2000 m
-30 ℃～70 ℃

音響ステート メ ン ト

( 欧州機械指令 )
音響ノ イ ズ放出

オペレータ 位置で LpA 79 dB
傍観者位置で LpA 73 dB
アイ ド ル・ フ ァ ン速度で LpA 61.4
ISO 7779に基づく 通常動作モード
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一般的な特性 全モデル

デジタ ル・ ポート

最大電圧定格：

ピン 1と 2がFLTの場合：

ピン 1～7が出力の場

合：

ピン 1～7が入力の場

合：

ピン 8：

ピン間で＋16.5 VDC／－5 VDC

最大低レベル出力電圧＝0.5 V( 4 mAで )
最大低レベル・ シンク 電流＝4 mA
高レベル漏れ電流 ( 代表値 ) ＝1 mA( 16.5 VDCで )

最大低レベル出力電圧＝0.5 V( 4 mAで ) 、

1 V( 50 mAで ) 、1.75 V( 100 mAで )
最大低レベル・ シンク 電流＝100 mA
高レベル漏れ電流 ( 代表値 ) ＝0.8 mA( 16.5 VDCで )

最大低レベル入力電圧＝0.8 V
最小高レベル入力電圧＝2 V
低レベル電流 ( 代表値 ) ＝2 mA( 0 Vで ) ( 内部2.2 kプルアッ プ )
高レベル漏れ電流 ( 代表値 ) ＝0.12 mA( 16.5 VDCで )

ピン 8はコ モン ( シャ ーシ・ グラ ンド に内部接続 )

規制適合

    EMC：

安全規格：

電子計測器に関する欧州EMC指令に準拠し ています。

オースト ラ リ ア規格に準拠し ており 、C-Tickマーク が付いています。

こ の ISMデバイ スはCanadian ICES-001に準拠し ます。

Cet appareil ISM est conforme à la norme NMB-001 du Canada

欧州低電圧指令に準拠し 、CEマーク が付いています。

米国と カ ナダの安全規制に適合し ています。

本製品の適合宣言がWebから ダウンロード 可能です。

http://www.keysight.com/go/conformityにアク セスし て、「 Declarations of Conformity」
を ク リ ッ ク し てく ださ い。

AC入力

相および範囲：

周波数：

入力VA：

相ごと の入力電流

        200 VAC入力：

400 VAC入力：

フ ル電力時の効率性：

力率：

3相、200 VAC公称±10%、208 VAC公称±10%
3相、400 VAC公称±15%、480 VAC公称±10%
50／60 Hz
RP7951A、RP7961A：6.5 kVA
RP7952A、RP7962A、RP7953A、RP7963A：11.5 kVA

RP7951A：17.3 A。RP7952A、RP7953A：35 A
RP7961A：8.66 A。RP7962A、RP7963A：17.3 A
RP7951A、RP7952A、RP7953A：86.3%
RP7961A、RP7962A、RP7963A：91.5%
0.99( 公称入力および定格電力で )

1サイ ク ルのラ イ ン ・ ド ロッ プアウト 中にユニッ ト が再起動するこ と があり ま

す。再起動後、オペレータ がフ ロント ・ パネルの制御機能またはコ ンピュ ータ ・

プログラ ムを使用し て以前の設定を復元するまで、出力はオフ のままです。こ れ

は安全操作手順に準拠し た動作です。

出力端子のアイ ソ レー

ショ ン：

すべての出力端子は、他の端子またはシャ ーシ・ グラ ンド から ±950 Vdc以内でな

ければなり ません。

通常の重量 RP7951A、RP7961A：60 lbs.( 27.3 kg)
RP7952A、RP7962A、RP7953A、RP7963A：70 lbs.( 31.8 kg)

外形寸法 高さ 3U。ラ ッ ク の全幅 ( 詳細は「 外形図」 を参照 )
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AC入力効率、力率、およ び THD

以下のグラ フ は、機器の全出力範囲における AC入力効率、力率、全高調波歪みに関する詳

細を示し ています。ハイ ラ イ ン電圧はそれぞれ208 VACと 480 VACであるこ と に注意し てく

ださ い。ローラ イ ン電圧はそれぞれ200 VACと 400 VACです。

ソ ース /シンク 効率RP7951A( 200V/208V)

力率RP7951A( 200V/208V)

合計高調波歪みRP7951A( 200V/208V)
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ソ ース /シンク 効率RP7952A( 200V/208V) ソ ース /シンク 効率RP7962A( 380V/480V)

ソ ース /シンク 効率RP7953A( 200V/208V) ソ ース /シンク 効率RP7963A( 380V/480V)

力率RP7952A、RP7953A( 200V/208V) 力率RP7962A、RP7963A( 380V/480V)

合計高調波歪みRP7952A、RP7953A( 200V/208V) 合計高調波歪みRP7962A、RP7963A( 380V/480V)

1 ク イ ッ ク ・ リ フ ァ レンス
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リ スト またはarbを使用し てグリ ッ ド 周波数付近で正弦波を生成し ている

場合、ラ イ ンに追加の歪み電流が発生し ます。「 正弦波出力の制限」 セ

ク ショ ンを参照し てく ださ い。

出力イ ン ピ ーダン スのグラ フ

電圧優先イ ンピーダンスのグラ フ はすべて高帯域幅です。低帯域幅のグラ フ では低周波数

域のわずかな差異し か示さ れません。CC動作では帯域幅設定は効果があり ません。

CV演算 CC演算

500 V、5 kWユニッ ト ( @ 250 V、10 A) 500 V、5 kWユニッ ト ( @ 100 V、15 A)

500 V、10 kWユニッ ト ( @ 250 V、20 A) 500 V、10 kWユニッ ト ( @ 100 V、15 A)
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CV演算 CC演算

950 V、10 kWユニッ ト ( @ 500 V、5 A) 950 V、10 kWユニッ ト ( @ 100 V、15 A)

誘導性負荷境界定電流 ( CC) 動作の場合

装置の損傷：12.5 μHを超える負荷イ ンダク タ ンス、または15メ ート ル ( 各

ワイ ヤ ) を超えるツイ スト 負荷リ ード による損傷から 、ソ リ ッ ド ステート

出力リ レーを保護する必要があり ます。こ の長さ 制限は、追加のツイ スト

負荷リ ード を並列接続するこ と で延長できます。di／dtおよびリ レーにかか

る電圧を最小にするために、出力をオフ にする前に、出力電流を必ずゼロ

にダウンプログラ ムし てく ださ い。

以下の図は、定電流動作の場合の直列抵抗 ( Rs) による誘導性負荷

( L) の境界限度を示し たも のです。限界安定性ラ イ ン未満で動作

さ せると 、出力が不安定になる可能性があり ます。負荷抵抗が増加

すると 、出力イ ンダク タ ンスも 増加し ます。

1 ク イ ッ ク ・ リ フ ァ レンス
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500 Vユニッ ト 950 Vユニッ ト

500 V、10 kWユニッ ト

950 V、10 kWユニッ ト

500 V、5 kWユニッ ト
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容量性負荷境界定電圧 ( CV) 動作の場合

以下の図は、定電圧動作の場合の等価直列抵抗による容量性負荷の境界限度を示し たも の

です。高または低帯域幅設定で、それぞれの限界安定性ラ イ ン未満で動作さ せると 、出力

が不安定になる可能性があり ます。

500 Vユニッ ト 950 Vユニッ ト

500 V、10 kWユニッ ト 950 V、10 kWユニッ ト

500 V、5 kWユニッ ト

電圧プロ グラ ミ ン グ応答 ( 全モデル )

以下のグラ フ は、出力電圧プログラ ミ ングの応答特性を示し たも のです。こ れら のグラ フ

は、無負荷条件下の小信号にのみ当てはまり ます。

1 ク イ ッ ク ・ リ フ ァ レンス
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超過ダイ ナミ ッ ク 保護

次のグラ フ は、無負荷状態における方形波振幅し きい値と 周波数の関係を示し たも ので

す。示さ れた振幅し きい値を超えるエリ アでは、方形波の継続的な発生により 、超過ダイ

ナミ ッ ク 保護 ( EDP) 機能が使用さ れ、出力がオフ になる可能性があり ます。EDP保護

は、プログラ ムさ れた電圧変化、リ スト 、任意波形、または負荷による電圧スイ ングに

よっ て使用さ れる可能性があり ます。

最大ピーク ツーピーク ・ プログラ マブル電圧と

方形波周波数の関係

出力象限

モデル + V1 + V2 + V3 +/- I1 +/- I2 最小シンク

抵抗

RP7951A／RP7961A 500 V 250 V 8 V 20 A 10 A 0.4 Ω

RP7952A／RP7962A 500 V 250 V 8 V 40 A 20 A 0.2 Ω

RP7953A/RP7963A 950 V 500 V 16 V 20 A 10.5 A 0.8 Ω
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2
機器の取り 付け

取り 付け前または使用前

ラ ッ ク ・ マウン ト

AC主電源接続

シン グル・ ユニッ ト 出力接続

複数ユニッ ト 出力接続

イ ン タ フ ェ ース接続

大重量

手足を負傷する危険があり ます。作業者の負傷および機

器の損傷を防止するために、機器を移動する際は必ず頑

丈なカ ート またはその他の適切な装置を使用し てく ださ

い。機器を 1人で持ち上げるこ と はせず、必ず2人で作業

を行っ てく ださ い。



取り 付け前または使用前

ユニッ ト の検査

RPSユニッ ト がお手元に届きまし たら 、輸送中に損傷し ていないかどう かを確認し てく だ

さ い。損傷し ている場合は、運送会社およびKeysightお客様窓口に至急お知ら せく ださ

い。詳細はwww.keysight.com/find/assistをご覧く ださ い。輸送用カ ート ンと 梱包材料は、本

器を返品し なければなら ない場合に必要と なるので、機器の検査が終わるまで保管し てく

ださ い。

付属品目の確認

開始する前に、以下のリ スト を調べて、すべて揃っ ているかどう か確認し てく ださ い。 不

足品がある場合は、Keysightのお客様窓口までお問い合わせく ださ い。

RP7900Aの品目 説明 パーツ番号

リ モート ・ センス・ ケーブ

ル - RP795xA、RP796xA用 ( 装

着済み )

+および -センス用の2ピン ・ コ ネク タ 付き高

電圧ケーブル

Keysight 5188-9516
プラ グのみ：Phoenix Contact
1714278

リ モート ・ センス・ ケーブ

ル - RP793xA、RP794xA用 ( 装

着済み )

+および -センス用の2ピン ・ コ ネク タ 付きセ

ンス・ ケーブル

Keysight 5190-4501
プラ グのみ：Phoenix Contact
1952267

デジタ ル・ コ ネク タ ・ プラ

グ 1.2
デジタ ル・ ポート 用8ピン ・ コ ネク タ Keysight 1253-6408、

Phoenix Contact 1840421

プラ イ マリ ／セカ ンダリ ・

ケーブル 1.2
プラ イ マリ ／セカ ンダリ 通信用の1 mケーブ

ル ( CAT6A)
Keysight 8121-2314

ブッ シング付き入力安全カ

バー 1.2
緩衝ブッ シング付き AC入力用安全カ バー カ バーのみ：Keysight 5066-

1925
ブッ シングのみ：Keysight
1410-1901

出力安全カ バー 1.2 高電圧出力バス・ バー用安全カ バー

高電流出力バス・ バー用安全カ バー

Keysight 5066-1927
Keysight 5188-9544

共有コ ネク タ ・ ケーブル 1 共有ポート 用3ピン ・ コ ネク タ 付き高電圧

ケーブル

Keysight 5188-9517
プラ グのみ：Keysight 0360-
3038、
Phoenix Contact 1840379

制御安全カ バー 1 電流共有ケーブル用安全カ バー Keysight 5066-1926

フ ェ ラ イ ト ・ コ ア 1 電流共有ケーブル装着用フ ェ ラ イ ト ・ コ ア Keysight 9170-2573

フ ラ ンジ付き ESDカ バー 1, 2 リ モート ・ イ ンタ フ ェ ース接続用ESDカ バー Keysight 5003-2364 -カ バー

Keysight 0515-1946 -ネジ
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取り 付け金具キッ ト

    RP795xA、RP796xA
    RP793xA、RP794xA

+および -高電圧バス・ バー用のナッ ト と ボル

ト

+および -高電流バス・ バー用のナッ ト と ボル

ト

Keysight 5067-6031
Keysight 5066-1936

電源コ ード 用フ ェ ラ イ ト ・

コ ア

初期モデルRP7961A、RP7962A、RP7963A用 Keysight 9170-2578

校正証明書 シリ アル番号を基準と する校正証明書 なし

1 部品はRP795xAに含まれています。RP796xAカ バー・ キッ ト ( パーツ番号5066-1930) 。
2 部品はRP793xAに含まれています。RP794xAカ バー・ キッ ト ( パーツ番号5066-1935) 。

SD1000Aの品目 説明 パーツ番号

出力電力ケーブル RP7900Aの出力を SD1000Aの入力に接続するための

ケーブル

Keysight 5188-2407

取り 付け金具キッ ト +および -バス・ バー接続用のナッ ト と ボルト Keysight 5067-6031

イ ンタ フ ェ ース・ ケーブ

ル

RP7900Aユニッ ト と のイ ンタ フ ェ ース用の1 mケー

ブル ( CAT6A)
Keysight 8121-2314

安全情報の確認

本電源は安全ク ラ ス 1の機器であり 、感電防止用アース端子があり ます。こ の端子は、

アース・ グラ ンド を装備し た電源を通じ て接地する必要があり ます。安全に関する一般情

報については「 安全についての概要」 ページを参照し てく ださ い。取り 付け／操作前に、

電源を検査し 、本書の安全上の警告および指示を再度確認し てく ださ い。特定の手順に関

する安全上の警告については、本書の該当箇所に掲載さ れています。

感電の危険、致死電圧：多く のモデルが60 VDCを超える電圧を発生さ せ、定

格が950 VDCのモデルも あり ます。測定器のすべての接続、負荷の配線、負

荷の接続が絶縁さ れているか、または付属の安全カ バーで覆われており 、致

死的な電圧に誤っ て触れるこ と がないよう にし てく ださ い。

環境条件の遵守

可燃性のガスや蒸気が存在する環境で本器を使用し ないでく ださ い。

電源の環境条件はRP793xA-RP794xAおよびRP795xA-RP796xAの「 一般的な特性」 に記載さ

れています。基本的に、本器は屋内の制御さ れた環境でのみ使用できます。室温が55℃以

上と なる場所で本器を使用し ないでく ださ い。こ れは、ラ ッ ク ・ マウン ト やベンチ使用に

適用さ れます。

十分なエア フ ロ ーの供給

ユニッ ト 前面の吸気口と 背面の排気口を塞がないでく ださ い。
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電源の寸法および外形図は、「 外形図」 に記載さ れています。電源は、フ ァ ンによっ て前

面から 吸気し 、背面から 排気するこ と で冷却さ れます。本器を取り 付ける場所には、前面

および背面に通気のために30.5 cm以上の空間が必要です。

機器の積み重ね

独立し た状態で設置し ている場合、3台以上の機器を積み重ねないでく ださ

い。

2 機器の取り 付け
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RP793xA、RP794xAの外形図
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RP795xA、RP796xAの外形図

2 機器の取り 付け
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ラ ッ ク ・ マウン ト

こ のセク ショ ンでは、RP7909Aラ ッ ク ・ マウン ト ・ キッ ト の取り 付け方法について説明し

ます。こ のラ ッ ク ・ マウン ト ・ キッ ト を使用すると 、RPSユニッ ト を 19イ ンチ EIAラ ッ ク ・

キャ ビネッ ト に搭載できます。

開始する前に、以下のリ スト を調べて、すべて揃っ ているかどう か確認し てく ださ い。 不

足品がある場合は、Keysightのお客様窓口までお問い合わせく ださ い。

ラ ッ ク ・ マウント ・ キッ ト の内容 Keysightパーツ番号

スラ イ ド ・ レール、2組( 取り 付け金具を含む) 5003-1128

ラ ッ ク ・ フ ラ ンジ・ キッ ト ( ハンド ルなし ) -内容物： 5067-6705

フ ラ ンジ・ マウント ( 2個) 5022-9638

フ ラ ンジ取り 付けネジ ( 6本) ( M4x0.7 10mm) 0515-1114

フ ロント ・ ド レス・ ネジ ( 4本) ( 10-32 x 0.625) 3030-1768

金属ク リ ッ プ ・ ナッ ト ( 4個) ( 10-32 x 0.5) 0590-0804

機器の取り 付け

Keysight RP7900Aシリ ーズ電源装置の重量は70ポンド ( 31.8 kg) も あり ます。

設置作業には2人必要です。ユニッ ト を 1人で持ち上げたり 、移動さ せたり し

てはなり ません。またユニッ ト の移動を手で行わないでく ださ い。やむを得

ない場合は、筐体部分を持ち上げるよう にし ます。出力端子を使用し てユ

ニッ ト を持ち上げないでく ださ い。

ユニッ ト 前面の吸気口と 背面の排気口を塞がないでく ださ い。

必要なツール： プラ ス・ ド ラ イ バ、T22 Torxド ラ イ バ、T10 Torxド ラ イ バ。

1. 機器の底部から 4本の脚を取り 外し ます。

2. 付属の2本のネジを使用し て、ESDカ バー・ フ ラ ンジを機器の側面に装着し ます。フ ラ

ンジと ネジ ( 0515-1946) は、機器に同梱さ れているカ バーキッ ト ( 5066-1930) に

入っ ています。
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3. スラ イ ド ・ レール ( 5003-1128) を取り 付けます。詳細はスラ イ ド ・ レールの説明書を

参照し てく ださ い。

a. 付属のネジ 4本 ( 0515-1013) を使用し て、各スラ イ ド ・ レールの可動部を機器の側

面に取り 付けます。

b. 4個のク リ ッ プ ・ ナッ ト を、ラ ッ ク ・ フ レーム上の機器を設置する位置に取り 付け

ます。それぞれの角にク リ ッ プ ・ ナッ ト ( 0590-0804) を 1個取り 付けてく ださ い。

c. 付属のネジ 4本 ( 2680-0104) を使用し て、各スラ イ ド ・ レールの非可動部をラ ッ

ク ・ フ レームの側面に取り 付けます。

4. 付属の6本のネジ ( 0515-1114) を使用し て、2個のフ ラ ンジ・ マウン ト を機器のフ ロン

ト ・ パネルの角に取り 付けます。

5. フ ロン ト ・ パネルを取り 付けるために、4個のク リ ッ プ ・ ナッ ト ( 0590-0804) をラ ッ

ク ・ フ レームの前面に取り 付けます。

6. 機器をラ ッ ク に差し 込みます。

7. 付属の4本のド レス・ ネジ ( 3030-1768) を使用し て、フ ロン ト ・ パネルを機器に取り

付けます。

2 機器の取り 付け
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AC主電源接続

AC主電源に関する 注意事項

デルタ 型およ びY型AC配電器に関する 注意事項

サージ ・ プロ テク タ の取り 付け

電源ケーブル接続

AC主電源に関する 注意事項

Keysight RPSモデルには、AC主電源と DC出力端子間のシームレスな双方向電力潮流を実現

する、双方向3相AC入力コ ンバータ がついています。標準電源では、エネルギーはACから

DC出力端子にし か流れません。回生型電源では、出力の高速ダウン ・ プログラ ミ ングのた

めであれ、バッ テリ などのエネルギーソ ースの放電のためであれ、ユニッ ト が電流をシン

ク し ている場合、エネルギーはDC出力端子から AC主電源にも 流れます。AC主電源にエネ

ルギーが引き込まれるこ と を、回生動作と 呼びます。

RPSユニッ ト のAC入力コ ンバータ は、フ ァ ームウェ アのアルゴリ ズムを使っ て、様々な動

作条件において高い力率および低い全高調波歪みを維持し ます。詳細については、

RP793xA-RP794xAおよびRP795xA-RP796xAの「 一般的な特性」 、および「 正弦波出力の制

限」 セク ショ ンのAC入力の部分を参照し てく ださ い。

マニュ アルのこ のセク ショ ンに記載さ れている、電源コ ード の配線に関するすべての指示

に従っ てく ださ い。

AC入力電圧定格を超えている場合、またはコ ード の接続が間違っ ている場

合、以下のデバイ スに回復不能な損傷を与える場合があり ます。

1 kVまでのラ イ ン間の過渡電圧に、および2 kVまでの対地過渡電圧に対し て耐性を提供す

るため、以下のコ ンポーネント が使用さ れます。

l 600 Vrms電圧制限デバイ スが、ラ イ ン間接続で、400 VACユニッ ト 上に取り 付けら れて

います。

l 300 Vrms電圧制限デバイ スが、ラ イ ン間接続で、200 VACユニッ ト 上に取り 付けら れて

います。

異常なラ イ ン状態から 機器を保護し 、またAC主電源の単独運転を防ぐ ためにも 、複数の内

部保護機能が使用さ れています。以下の条件により 、機器がシャ ッ ト ダウンさ れる場合が

あり ます。

l 線間電圧が1サイ ク ルの最大公称定格の120%より 大きい場合。

l 線間電圧が3サイ ク ルの最小公称定格の50%より 小さ い場合。
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l 線間電流が1秒間に予期さ れる最大線間電流の120%より 大きい場合。

l 電源周波数が1秒以上の間に最初の電源周波数より 2 Hz以上変化し た場合。

l 1サイ ク ルのラ イ ン ・ ド ロ ッ プアウト が発生し た場合。

エラ ー状態が解消すると 、機器は自動で再起動さ れます。再起動後、オペレータ がフ ロン

ト ・ パネルの制御機能またはコ ンピュ ータ ・ プログラ ムを使用し て以前の設定を復元する

まで、出力はオフ のままです。こ れは安全操作手順に準拠し た動作です。

以下の条件により 、出力が強制的に保護状態になり 、停電 ( PF) ステータ ス・ フ ラ グが生

成さ れます。

l 線間電圧が最小公称定格の83%より 小さ い状態が1秒以上続いた場合。

以下の条件下では、機器はオンになり ません。

l 電源周波数が46.5 Hz～63.5 Hzの範囲害である場合。

AC主電源に障害が発生し た場合、ユニッ ト はラ イ ンから 自動的に切り 離さ れます。こ れ

は、ユニッ ト の電流がソ ース電流またはシンク 電流である場合に起こ り ます。

デルタ 型およ びY型AC配電器に関する 注意事項

Keysight RPSモデルは、Y型またはデルタ 型の3相AC配電器で動作できます。200/208 VACユ
ニッ ト には、以下に示す構成をお勧めし ます。デルタ 構成で動作する場合、ユニッ ト は恒

久的に接続さ れた構成で動作するか、 IEC 60309に準拠し たAC入力コ ネク タ を使用する必

要があり ます。上記のいずれも 不可能な場合は、機器のシャ ーシをアースに接続するため

に、3相接続のアースに加えて 2次導体を使用する必要があり ます。

AC主電源と の接続は、3相主電源回路および該当するすべての安全基準や要件に関する知

識が豊富な、有資格の電気技術者が行う 必要があり ます。

200/208 VACユニッ ト の構成

ニュ ート ラ ルを 機器に接続し ないでく ださ

い。

こ れはフ ロ ーテ ィ ン グデルタ 型です。

2 機器の取り 付け
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こ れはコ ーナーグラ ウン ド を 持つデルタ 型

です。

こ れはハイ レ ッ ググラ ウン ド を 持つデルタ

型です。

400/480 VACユニッ ト の構成

ニュ ート ラ ルを 機器に接続し ないでく ださ

い。

こ れはフ ロ ーテ ィ ン グデルタ 型です。

サージ ・ プロ テク タ の取り 付け

KeysightモデルRP7941A、RP7942A、RP7943A、RP7945A、RP7946A、RP7961A、RP7962A、
およびRP7963Aには、サージ・ プロテク タ ( キッ ト ・ パーツ番号RP7961A-60007) が必要で

す。

機器の破損。サージ・ プロテク タ の定常状態のラ イ ン ( 電源 ) 定格は、最大

ラ イ ン -アース間で 350 VAC、最大ラ イ ン間で 600 VACです。

開始する前に、以下のリ スト を調べて、すべて揃っ ているかどう か確認し てく ださ い。 不

足品がある場合は、Keysightのお客様窓口までお問い合わせく ださ い。

ラ イ ン ・ サージ ・ プロ テク タ PCA 400V - パーツ 番号5067-6846
ネジ Torx-T10 M3X0.5 35 mm - パーツ 番号0515-1038
六角ボルト M5X0.8 35 mm 数量3 - パーツ 番号0515-6395
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感電の危険。サージ・ プロテク タ を取り 付ける前に、AC主電源から 電源コ ー

ド を外し てく ださ い。

必要なツール： M5ボルト 用8 mm六角ド ラ イ バ、M3ネジ用T10 Torxド ラ イ バ。

1. 8 mm六角ド ラ イ バを使用し て、AC入力アセンブリ か

ら 既存の3本のM5ボルト を取り 外し ます。また、T10
Torxド ラ イ バを使用し て、アース・ スタ ッ ド の右側に

あるシャ ーシのM3ネジも 取り 外し ます。

2. サージ・ プロテク タ を AC入力アセンブリ の上に配置

し 、サージ・ プロテク タ に付属のM3 35 mm長ネジを

使用し て取り 付けます ( アイ テムA) 。T10 Torxド ラ

イ バを使用し てネジを 9イ ンチ・ ポンド のト ルク で締

めます。

3. ACラ イ ン ・ リ ング・ ラ グ ( L1、L2、L3) をサージ・ プ

ロテク タ ( アイ テムA) に取り 付けます。サージ・ プ

ロテク タ ( アイ テムC) に付属のM5 35 mm長ボルト 3
本と 、AC入力アセンブリ ( アイ テムB) に元々付属し

ているロッ ク ・ ワッ シャ 3個を使用し て、ワイ ヤと

サージ・ プロテク タ を AC入力アセンブリ ( ステッ プ 2
のアイ テムB) に接続し ます。8 mm六角ド ラ イ バを使

用し てボルト を 20イ ンチ・ ポンド のト ルク で締めま

す。

注記：元のM5ボルト に付属し ている追加のロッ ク ・ ワッ シャ ー、またはユニッ ト に付

属し ている元のM3ネジは使用し ないでく ださ い。

4. まだ実施し ていない場合は、AC入力アセンブリ の真下にあるアース・ スタ ッ ド にアー

ス線リ ング・ ラ グを取り 付けます ( ステッ プ 2のアイ テムC) 。M5コ ンビネーショ ン ・

ナッ ト を 8 mmド ラ イ バを使用し て 20イ ンチ・ ポンド に締め付けます。

5. 電源コ ード の取り 付けの説明に従っ て、AC入力カ バーと 緩衝部を取り 付けます。
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82 Keysight RP7900シリ ーズ操作／サービス・ ガイ ド



電源ケーブル接続

エネルギー・ バッ ク フ ィ ード 機器の運用、なら びに公共グリ ッ ド への接続に

関する、すべての規制を必ず遵守し てく ださ い。

適用さ れるすべての安全要件に従い、必要条件をすべて満たすために、接続

作業はエネルギー・ バッ ク フ ィ ード 機器に精通し た有資格の電気技師が行う

必要があり ます。3相主電源回路および該当するすべての安全基準や要件に

関する知識も 必要です。

AC主電源ケーブルはユニッ ト に同梱さ れていません。

各ケーブル導体の最大電流容量の要件については、次の表を参照し てく ださ い。

地域の電気工事規程により 求めら れている場合は、AC主電源と ユニッ ト と の間にヒ ュ ーズ

またはブレーカ を設置し てく ださ い。定格電流については次の表を参照し てく ださ い。

AC主電源ケーブルはできるだけ短く し ます。ケーブルが長いと 、ケーブルの抵抗により 電

圧損失が大き く なり ます。

ケーブルの横断面は、機器の最大入力に適し たも のである必要があり ます。

また、接地ケーブルの横断面は、位相ケーブルと 同じ にする必要があり ま

す。

ユニッ ト から AC主電源ケーブルを物理的に切断する方法は、安全機関の要件

に従います。スイ ッ チまたは回路ブレーカ の断路装置は最終的な設置で取り

付ける必要があり ます。断路装置は本器の近く の、簡単に操作できる場所に

設置し 、本器の断路装置であるこ と を示すマーク を付けてく ださ い。次の表

に示す入力定格の要件を満たす必要があり ます。

モデル ユニッ ト の定格 L1 I最大 L2 I最大 L3 I最大

RP7931A、RP7932A、RP7951A 5 kW- 200/208 VAC 19.5 A 19.5 A 19.5 A

RP7941A、RP7942A、RP7961A 5 kW- 400/480 VAC 9.5 A 9.5 A 9.5 A

RP7933A、RP7935A、RP7936A、RP7952A、RP7953A 10 kW- 200/208 VAC 39 A 39 A 39 A

RP7943A、RP7945A、RP7946A、RP7962A、RP7963A 10 kW- 400/480 VAC 19 A 19 A 19 A

適切なラ イ ン間電圧が印加さ れている場合は、デルタ 型またはY型のAC配電器を使用でき

ます ( 上記参照 ) 。Y型のAC配電器に中性線を接続し ないでく ださ い。アース・ グラ ンド

と シャ ーシ・ グラ ンド 間の接続には、個別の導体を使用する必要があり ます。

Keysight RP7900シリ ーズ操作／サービス・ ガイ ド 83

2 機器の取り 付け



電源コ ード の取り 付け

感電の危険：本器には、個別の導体を介し たシャ ーシ・ グラ ンド 接続が必要

です。またアース付きのAC主電源を必ず使用し てく ださ い。

AC主電源と の接続は、3相主電源回路および該当するすべての安全基準や要

件に関する知識が豊富な、有資格の電気技術者が行う 必要があり ます。

ユニッ ト が電気系統に配線さ れていない場合は、UL 498、 IEC 60309、または

同等のロッ ク ・ コ ネク タ ・ スキームを使用する必要があり ます。お住まいの

地域に適し たコ ネク タ ・ スキームについては、地域の電気技師にご相談く だ

さ い。

208V/30Aの例：

https://www.grainger.com/product/HUBBELL-WIRING-DEVICE-KELLEMS-30-Amp-
Industrial-Grade-Locking-6C549

480V/30Aの例：

https://www.grainger.com/product/HUBBELL-WIRING-DEVICE-KELLEMS-30-Amp-
Industrial-Grade-Locking-6C549

2 機器の取り 付け
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l 安全カ バーをユニッ ト から 取り 外し

ます ( 装着さ れている場合 ) 。

l 電源コ ード の終端付きの端を安全カ

バーの緩衝部を通し て挿入し ます。

安全カ バーの緩衝部は、ワイ ヤ・

ケーブルと 単線ワイ ヤの両方に対応

するよう に設計さ れています。

l 配線作業がすべて完了するまで緩衝

部を固定し ないでく ださ い。

l 安全カ バーをユニッ ト に装着し ま

す。

l 環状端子付きワイ ヤを AC主電源端子に取り 付

けます ( 図は米国カ ラ ー・ コ ード ) 。ボルト

の直径はM5です。

環状端子は星型ワッ シャ で挟んで装着し てく

ださ い。アース線を AC配線フ ィ ルタ ・ アセン

ブリ の下にあるシャ ーシ・ スタ ッ ド に接続し

ます。

中立線 ( 付属し ている場合 ) は接続し ないで

く ださ い。

l 端子ボルト を 2.6 Nm( 23 in-lb) ト ルク で締め

ます。

l なお初期のモデルでは、AC主電源端子が六角

ナッ ト 端子接続である点に注意し てく ださ

い。

フ ェ ラ イ ト ・ コ アの取り 付け -初期のRP7961A、RP7962A、RP7963Aモデル

( ボルト ではなく ) 六角ナッ ト 端子で接続

さ れる 400／480 VAC入力ユニッ ト の場合

は、RFI干渉を減少するために、フ ェ ラ イ

ト ・ コ ア ( パーツ番号9170-2578) を取り 付

ける必要があり ます。

コ アは図のよう にできる限り 入力カ バーの

近く に配置し ます。

コ アが電源コ ード 上を滑り 落ちないよう

に、コ アの後ろにタ イ ラ ッ プを装着し てく

ださ い。
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シン グル・ ユニッ ト 出力接続

出力接続

単一負荷接続

複数の負荷接続

リ モート ・ セン ス接続

負荷に関する その他の注意事項 -全モデル

負荷に関する その他の注意事項 - RP793xA、RP794xA

出力接続

セン ス接続

センス・ ケーブルが図に示すよう に機器の背部に接続さ れているこ と を確認し ます。セン

ス・ ケーブルを出力バス・ バーから 取り 外す必要があるのは、リ モート ・ センシングを行

う 場合のみです。

機器の電源を投入する前にセンス・ ケーブルが取り 付けら れていなかっ たり 、センス・

ケーブルが途中で外れたり し た場合も 、ユニッ ト は動作し 続けます。レギュ レーショ ン ・

ポイ ン ト は内部のセンス保護抵抗器によっ て維持さ れるため、出力端子における開回路電

圧はプログラ ムさ れた値より も 0～0.54%の範囲で高く なり ます。次の表は、センス・ リ ー

ド が接続さ れていない状態の出力端子における電圧変化を、電圧設定に対するパーセント

で示し たも のです。リ ード バッ ク 電圧は依然と し てプログラ ムさ れたままの値が示さ れま

す。

モデル 増加率 ( %)

RP7931A、RP7941A、RP7933A、RP7943A * 0%

RP7932A、RP7942A、RP7935A、RP7945A + 0.54%

RP7936A、RP7946A + 0.27%

RP7951A、RP7952A、RP7961A、RP7962A + 0.13%

RP7953A、RP7963A + 0.06%

2 機器の取り 付け
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* 20 V RPSユニッ ト の場合のみ、センス・ リ ード がバッ フ ァ さ れるため、センス・ ケーブル

が取り 付けら れていなかっ たり 、途中で外れたり し たよう な場合にも 、開回路出力電圧が

事実上変化し ません。

バス ・ バー接続

感電の危険、致死電圧：多く のモデルが60 VDCを超える電圧を発生さ せ、定

格が950 VDCのモデルも あり ます。測定器のすべての接続、負荷の配線、負

荷の接続が絶縁さ れているか、または付属の安全カ バーで覆われており 、致

死的な電圧に誤っ て触れるこ と がないよう にし てく ださ い。

負荷を電源に接続する際には、以下の要素を検討する必要があり ます。

l 負荷ワイ ヤの通電容量

l 負荷ワイ ヤの絶縁定格 ( 最大出力電圧と 同等でなければなら ない )

l 負荷ワイ ヤの電圧降下

l 負荷ワイ ヤのノ イ ズと イ ンピーダンスの影響

線径

火災の危険：安全を確保するため、負荷ワイ ヤは最大短絡出力電流を通し て

も 過熱し ない太さ である必要があり ます。負荷が複数ある場合、負荷ワイ ヤ

のすべての対に、ユニッ ト のフ ル定格電流を通し ても 安全でなければなり ま

せん。電流容量が大きいモデルでは、負荷ワイ ヤの並列接続が必要と なる場

合があり ます。

次の表は、AWG( 米国ワイ ヤゲージ規格 ) 銅線の特性を示し ています。

AWG 対応する mm2 最も 近いメ ト リ ッ

ク サイ ズ

電流容量 ( 注記1) 抵抗 ( 注記2)

18 0.82 1.0 mm2 最大14 A 6.385 Ω

16 1.31 1.5 mm2 最大18 A 4.016 Ω

14 2.1 2.5 mm2 最大25 A 2.525 Ω

12 3.3 4 mm2 最大30 A 1.588 Ω

10 5.3 6 mm2 最大40 A 0.999 Ω

8 8.4 10 mm2 最大60 A 0.628 Ω

6 13.3 16 mm2 最大80 A 0.395 Ω

4 21.2 25 mm2 最大105 A 0.248 Ω

2 33.6 35 mm2 最大140 A 0.156 Ω

1/0 53.5 50 mm2 最大195 A 0.098 Ω

2/0 67.4 70 mm2 最大225 A 0.078 Ω
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3/0 85 95 mm2 最大260 A 0.062 Ω

4/0 107 120 mm2 最大300 A 0.049 Ω

6.2/0( 350 MCM) 177 185 mm2 最大420 A N/A

注記1：電流容量は、周囲温度が26～30℃、導線定格温度が60℃の、自由空気中にある 単芯導線を 基準にし ています。温

度が高く なる と 電流容量は減少し ます。

注2：抵抗はオーム /1000フ ィ ート ( ワイ ヤ温度20℃時 ) 単位です。

線径を選択する際には、温度に加えて、電圧降下も 考慮する必要があり ます。RPSはリ ー

ド 1本あたり 1Vの電圧降下に耐えるこ と ができ、指定さ れたプログラ ミ ング確度および測

定確度を維持できます ( RP793xA-RP794xAおよびRP795xA-RP796xAの仕様を参照 ) 。また

リ ード 1本あたり 定格出力電圧の最大25%の電圧降下にも 、プログラ ミ ング確度および測

定確度のわずかな低下により 耐えら れます。も ちろん、負荷ワイ ヤの電圧降下により 、負

荷で利用可能な最大電圧が下がり ます。負荷で利用可能な最大電圧を求めるには、ユニッ

ト の定格電圧から 負荷リ ード の電圧降下を減算し ます。

単一負荷接続

1. 次の図に示すよう に、すべての負荷ワイ ヤはワイ ヤ端子をし っ かり と 固定するこ と に

より 正し く 終端する必要があり ます。電源への負荷接続に未終端のワイ ヤを使用する

こ と は避けてく ださ い。

2. ワイ ヤをバス・ バーに接続する前に、ワイ ヤを安全カ バーで保護し て配線し ます。線

径の大きなワイ ヤにはノ ッ ク アウト が付属し ています。図は、ワイ ヤをバス・ バーに

接続するための推奨金具を示し たも のです。ケーブルはすべてお客様でご用意いただ

く 必要があり ます。ワイ ヤ取り 付け金具によっ て出力端子が短絡さ れないよう に注意

し てく ださ い。

3. 端子ラ グをバス・ バーに取り 付ける際は、安全カ バーのための十分なスペースを確保

する必要があり ます。リ ード 線イ ンダク タ ンスと ノ イ ズの混入を小さ く するため、負

荷ワイ ヤを撚り 合わせるか束ねてく ださ い。こ れはバス・ バーから 負荷までの＋と －

の出力リ ード 間のループ面積と 物理スペースを最小化するためです。

4. 安全カ バーをリ ア・ パネルに装着し ます。接続ケーブルが重い場合、安全カ バーやバ

ス・ バーが曲がっ たり するのを防ぐ ために、何ら かの緩衝部を使用し てく ださ い。

高電圧モデル - RP795xAおよびRP796xA

出力ボルト の締め付けト ルク は10.8 Nm( 8 lb-ft) 以内でなければなり ませ

ん。
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高電流モデル - RP793xAおよびRP794xA

出力ボルト の締め付けト ルク は20.3 Nm( 15 lb-ft) 以内でなければなり ませ

ん。
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複数の負荷接続

ローカ ル・ センシングを使用し 、1つの出力に複数の負荷を接続する場合は、それぞれの

負荷を個別の接続リ ード 線で出力端子に接続し てく ださ い ( 下の図を参照 ) 。こ れによ

り 、相互カ ッ プリ ング効果が最小限に抑えら れるため、電源の低出力イ ンピーダンスをフ

ル活用できます。負荷イ ンダク タ ンスと ノ イ ズの混入を小さ く するために、それぞれのワ

イ ヤ対はできるだけ短く し 、撚り 合わせるか束ねてく ださ い。こ れはバス・ バーから 負荷

までの＋と －の出力リ ード 間のループ面積と 物理スペースを最小化するためです。

負荷の都合で本器から 離れた所にある分配端子を使用する必要がある場合は、出力端子か

ら のワイ ヤを撚り 合わせるか束ねて、リ モート の分配端子に接続し ます。それぞれの負荷

を分配端子に別々に接続し ます。こ のよう な場合は、リ モート 電圧センシングの使用を推

奨し ます。リ モート 分配端子で感知するか、1つの負荷が他の負荷より 感度が高い場合

は、その負荷の位置で直接感知し ます。
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リ モート ・ セン ス接続

リ モート ・ センシングを使えば、出力端子でなく 負荷における電圧を監視するこ と によ

り 、負荷の電圧レギュ レーショ ンを改善できます。こ の方法では、負荷リ ード の電圧降下

を電源が自動的に補正し ます。リ モート ・ センシングは、CV動作で、負荷イ ンピーダンス

が変動するか、リ ード 抵抗が大きい場合に特に有効です。CC動作中には効果があり ませ

ん。センシングは他の電源機能から 独立し ているため、電源がどのよう にプログラ ムさ れ

ているかにかかわら ず、リ モート ・ センシングの使用が可能です。

本器をリ モート ・ センシング用に接続するには、まずセンス端子と 負荷端子の間のローカ

ル・ センス・ ケーブルを外し ます。次に下の図のよう に接続し ます。

出力端子は別々の接続ワイ ヤで負荷に接続する必要があり ます。負荷イ ンダク タ ンスと ノ

イ ズの混入を小さ く するために、ワイ ヤ対はできるだけ短く し 、撚り 合わせるか束ねてく

ださ い。

Keysight RP7900シリ ーズ操作／サービス・ ガイ ド 91

2 機器の取り 付け



センス・ コ ネク タ には、最大AWG 16( 1.5 mm2) 、最小AWG 24( 0.2 mm2) サイ ズのワイ

ヤを接続できます。ワイ ヤ絶縁被覆を 10 mm剥がし 、ネジをし っ かり と 締めます。

センス・ リ ード はできるだけ負荷の近く に接続し ます。センス・ ワイ ヤを負荷リ ード と 一

緒に束ねないでく ださ い。負荷リ ード と センス・ ワイ ヤは別々にし ておく 必要があり ま

す。センス・ ワイ ヤには負荷ワイ ヤより も 細いも のを使用できます。センス・ リ ード は電

流測定を低下さ せるこ と なく 、1 mAの電流を通すこ と ができます。

センス・ リ ード 抵抗をリ ード あたり 約0.5Ω未満に抑えるよう にし てく ださ い

( 15.2 m長の場合、20 AWG以上の太さ が必要です ) 。

ただし 、センス・ リ ード に電圧降下があると 、出力電圧レギュ レーショ ンが低下する可能

性があり ます。負荷リ ード の電圧降下が増加すると 、次の式に従っ て、センス・ リ ード 抵

抗による負荷電圧レギュ レーショ ン誤差が増加し ます。

ΔVregulation = 2(Vload(Rsense/Sprotect))

Rsenseは各センス・ リ ード の抵抗 ( Ω) です。Vloadは各負荷リ ード の電圧降下です。Sprotect
は内部センス保護抵抗です ( 次の表を参照 ) 。

こ の式は、+および-のセンス・ リ ード の電圧降下と 、+および-の負荷リ ード の電圧降下が

等し いと 仮定し ています。

モデル Sprotect抵抗

RP7931A、RP7941A、RP7933A、RP7943A 1.96 kΩ

RP7932A、RP7942A、RP7935A、RP7945A 524 Ω

RP7936A、RP7946A 524 Ω

RP7951A、RP7952A、RP7961A、RP7962A 1.6 kΩ

RP7953A、RP7963A 1.5 kΩ

( 出力電流が存在する状態で ) 通常の動作中にリ モート ・ センス・ ワイ ヤが開放さ れた場

合の、負荷における出力電圧の変化は、負荷電流および関係するワイ ヤ抵抗に依存し ま

す。センス・ リ ード が開放さ れると 、ユニッ ト は自動的にローカ ル・ センシングに戻り ま

す。以前のリ モート ・ センス・ ポイ ン ト ( 通常は負荷 ) における電圧は、次の式で得ら れ

る量だけ低下し ます。

Δ V= Iout x (負荷配線の総抵抗 )
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逆にユニッ ト が電流をシンク 中の場合は、以前のリ モート ・ センス・ ポイ ン ト における電

圧は、同じ 量だけ上昇し ます。

センス・ リ ード の短絡は過電圧保護機能により 検出さ れます。こ の機能の結果、過電圧エ

ラ ー ( OV) によっ て出力がオフ になり ます。

センス・ リ ード の反転は負の過電圧保護機能により 検出さ れます。こ の機能の結果、負の

過電圧エラ ー ( OV) によっ て出力がオフ になり ます。

リ モート ・ センシングを使用する場合のリ ード ・ イ ンダク タ ンスの詳細については、「 負

荷に関するその他の注意事項 - RP793xA、RP794xA」 を参照し てく ださ い。

過電圧保護

過電圧保護 ( OVP) 機能は、センス・ リ ード 電圧に基づいて、設定可能な過電圧保護を提

供し ます。OVP回路が出力端子電圧ではなく センス・ リ ード 電圧を監視するこ と により 、

より 正確な電圧を、負荷側で直接監視できます。

負荷リ ード の電圧降下のために、電源の出力端子における電圧は、負荷でレギュ レート さ

れている電圧より も 高く なるこ と に注意し てく ださ い。電源の出力端子における電圧が、

ユニッ ト の定格電圧を超えるこ と はできません。

出力雑音

センス・ リ ード に雑音が混入すると 、出力端子に現われ、CV負荷の電圧制御に悪影響を及

ぼす可能性があり ます。外部ノ イ ズの混入を最小にするため、センス・ リ ード は撚り 合わ

せてく ださ い。ノ イ ズの大きな環境では、場合によっ てはセンス・ リ ード をシールド する

必要があり ます。シールド は必ず電源側でのみグラ ンド に接続し てく ださ い。シールド を

センシング導線の1つと し て使用し ないでく ださ い。

RP793xA-RP794xAおよびRP795xA-RP796xAの仕様表に記載さ れたノ イ ズ仕様は、ローカ ル・

センシング使用時の出力端子に適用さ れます。ただし 、リ ード に誘導さ れたノ イ ズや、負

荷電流の過渡変動が負荷リ ード のイ ンダク タ ンスおよび抵抗に与える影響により 、負荷に

おいて電圧の過渡変動が生じ る可能性があり ます。電圧の過渡変動レベルを最小限に抑え

たほう がよい場合は、1フ ィ ート ( 30.5 cm) の負荷リ ード あたり 約10 μFのアルミ またはタ

ンタ ル・ コ ンデンサを負荷と 並列に配置し ます。

負荷に関する その他の注意事項 -全モデル

外部キャ パシタ 使用時の応答時間

外部キャ パシタ を使っ てプログラ ミ ングし た場合、電圧応答時間が、抵抗負荷だけの場合

の時間より 長く なるこ と があり ます。アッ ププログラ ミ ング時間の増加は、次の計算式に

よっ て予測できます。

応答時

間 =
( 追加さ れた出力キャ パシタ ) X( ボルト 数

の変動 )
( 電流制限設定値 ) –( 負荷電流 )
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外部出力キャ パシタ にプログラ ミ ングすると 、RPSが少し の間定電流動作モード に入るた

め、応答時間が長く なるこ と に注意し てく ださ い。外部キャ パシタ 使用時に適切な電圧ス

ルー・ レート を設定するこ と で、定電流へのモード 移行を防ぐ こ と が可能と なる場合があ

り ます。

正、負、およ び浮動電圧

出力端子の1つをグラ ンド ( コ モン ) に接続するこ と により 、グラ ンド を基準にし た正ま

たは負の電圧が出力から 得ら れます。システムがどこ でどのよう にグラ ンド に接続さ れて

いるかにかかわら ず、負荷を出力に接続するには必ず2本の線を使用し てく ださ い。

l 20 Vモデルは、すべての出力端子が±60 VDC( グラ ンド から の出力電圧を含む ) の状態

で動作できます。

l 80 Vおよび160 Vモデルは、すべての出力端子が±240 VDC( グラ ンド から の出力電圧を

含む ) の状態で動作できます。

l 500 Vおよび950 Vモデルは、すべての出力端子が950 V VDC( グラ ンド から の出力電圧

を含む ) の状態で動作できます。

RPSモデルは、負の出力端子をグラ ンド に接続するこ と を前提と し て最適化

さ れています。正の端子をグラ ンド に接続すると 、電流測定のノ イ ズが増加

し 、電流測定確度が下がる場合があり ます。

負荷に関する その他の注意事項 - RP793xA、RP794xA

こ こ に記載する情報は、RP793xAモデルおよびRP794xAモデルにのみ適用さ れ

ます。

負荷イ ン ダク タ ン ス制限

装置の破損：リ ード ・ イ ンダク タ ンスが当該モデルの最大負荷イ ンダク タ ン

ス特性を超過し ていると 、フ ル負荷電流状態で出力が突然オフ になっ たと

きに、機器の内部電圧ク ラ ンプが過熱により 損傷するおそれがあり ます。

ワイ ヤ・ イ ンダク タ ンスの基準点と し て、1対の負荷リ ード は通常、ペア長 ( 往復 ) 1 mあ

たり 500 nH～1 µHのイ ンダク タ ンスを生成し ます。こ の数値は、ワイ ヤのゲージ、絶縁の

厚さ 、およびリ ード 線の機械的な結合方法によっ て変動し ます。 追加の負荷リ ード ・ セッ

ト を並列接続するか、または特殊な低イ ンダク タ ンス配線を使用し て、ワイ ヤ・ イ ンダク

タ ンスを最小限に抑制するこ と で、リ ード 長を長く するこ と が可能です。

負荷キャ パシタ ン スと リ ード ・ イ ン ダク タ ン スに関する 注意事項 ( 定電圧

( CV) 動作の場合 )

CV動作 ( 電圧優先モード と 電流優先モード ( 電圧制限時 ) の両方 ) の場合、セッ ト アッ プ

は通常、次の図のよう になり ます。こ のよう な構成では、DUTは抵抗または高イ ンピーダ

ンスの性質を持ち、自身の端子の近く にローカ ル・ バイ パス・ キャ パシタ ンスを備えま
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す。 正確なDC電圧レギュ レーショ ンが必要な場合は、DUT端子におけるリ モート ・ センシ

ングをお勧めし ます。

CV動作では、負荷や電圧が突然変動し た場合に、高容量性負荷や高イ ンダク タ ンス・ リ ー

ド により 、DUTでリ ンギングや動的な不安定電圧が発生する可能性があり ます。 ESRは、

負荷キャ パシタ ンスと リ ード ・ イ ンダク タ ンスの間で発生する共振を減衰さ せるこ と によ

り 、こ の問題を軽減し よう と し ます。 リ ード 抵抗はESRによる減衰効果に寄与し ますが、

その一方で、負荷リ ード の電圧降下と 電力損失を増加さ せます。「 特性」 セク ショ ンの容

量性負荷境界グラ フ には、2対の負荷リ ード 条件下における DUTキャ パシタ ンスに応じ

た、必要最小限のESRガイ ド ラ イ ンが示さ れています。 こ れは電圧補正モード の機能で

す。

フ ィ ルム・ キャ パシタ やセラ ミ ッ ク ・ キャ パシタ のよう に、内部キャ パシタ ンスを持つ

DUTで、ESRが不十分な場合 ( 「 容量性負荷境界」 グラ フ を参照 ) は、次の図に示すよう

に、リ ンギングの影響を抑えるために追加のキャ パシタ ンスと 直列抵抗を並列に追加でき

ます。 追加のキャ パシタ ンスはCDUTの値の少なく と も 1～4倍でなければなら ず、CDUT.の
「 容量性負荷境界」 グラ フ に基づいて適切な ESRを選択する必要があり ます。 こ れは明示

的なキャ パシタ と 抵抗器を追加するか、または適切な定格ESRを備えた電解キャ パシタ を

追加するこ と によっ て実装できます。並列キャ パシタ ンスおよびESRは、電流リ ッ プルや

電圧リ ッ プルなどのDUT固有の要件に適合できなければなり ません。 さ ら に並列キャ パシ

タ ンスは、DUTから 直接供給さ れる高速電流エッ ジを測定する RPSの能力を制限すると と

も に、電圧プログラ ミ ングの速度と 帯域幅も 低下さ せます。

典型的な外部

減衰ネッ ト ワーク

過渡電圧偏差

RPSの負荷電流ステッ プに対する規定の電圧過渡応答は、と り わけDUTのバイ パス・ キャ

パシタ ンスが小さ い場合に、長い負荷リ ード でリ モート ・ センシングを行う と 低下し がち

です。 その影響は、減衰が不十分なリ ンギングと し て、あるいは適切に減衰さ れているが

ピーク 偏差が非常に大きい応答と し て現れるこ と があり ます。 こ の問題は、低電圧で高電

流のRPSユニッ ト の場合により 深刻化し ます。 対象と なる端子に並列キャ パシタ ンスを追

加し て電圧偏差の振幅を減ら すこ と で、こ の問題を軽減できます。 前に説明し たよう に、
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純粋なキャ パシタ の代わり に、または純粋なキャ パシタ に追加する形で、外部並列減衰

ネッ ト ワーク が必要になる可能性があり ます。一般的に、低ESRのキャ パシタ を高ESRの
キャ パシタ と 並行し て使用すると 、安定性の向上、過渡応答電圧偏差の最小化、および電

圧ノ イ ズ・ フ ィ ルタ リ ングの改善を実現できます。

リ ード ・ イ ン ダク タ ン スに関する 注意事項 ( 定電流 ( CC) 動作の場合 )

CC動作 ( 電流優先モード と 電圧優先モード ( 電流制限時 ) の両方 ) の場合、セッ ト アッ

プは通常、次の図のよう になり ます。こ のよう な構成では、DUTは低イ ンピーダンスまた

は電圧源の性質を持ちます。 こ の場合も 、過電圧／電圧不足保護イ ベント およびCV動作

へのク ロスオーバーの発生を検出するために、センス・ リ ード 測定が使用さ れます。

CC動作では、電流プログラ ミ ング・ ステッ プの実行中、あるいは負荷電圧が変化し たと き

に、大きい誘導性負荷により 出力電流にリ ンギングが発生する可能性があり ます。 こ の影

響は、イ ンダク タ ンスが大き く なり 、リ ード 抵抗が小さ く なるほど増大し ます。 「 特性」

セク ショ ンの誘導性負荷境界グラ フ には、2対の負荷リ ード 条件下で、プログラ ミ ング・

オーバーシュ ート と 不安定なプログラ ミ ング応答を緩和するために必要な最小リ ード 抵抗

が示さ れています。 こ れは電流補正モード の機能です。 リ ード 抵抗と DUT抵抗はこ のコ ン

テキスト では区別できないこ と に注意し てく ださ い。し たがっ て、グラ フ に示さ れている

よう に、DUT内のあら ゆる抵抗が実効リ ード 抵抗に追加さ れます。

高誘導性負荷時の動的電流プロ グラ ミ ン グ

高イ ンダク タ ンスのDUTまたはリ ード で電流ステッ プをプログラ ムする場合は、追加の制

約が課さ れるこ と があり ます。 誘導性負荷が1μHを超えると プログラ ミ ング速度が低下し

ます。 また高電流ステッ プをプログラ ムする場合は、RPS固有の電圧制限により 、さ ら な

る速度の低下と オーバーシュ ート が発生する可能性があり ます。 速度の低下を緩和するに

は、イ ンダク タ ンスを下げるし かあり ません。 ただし オーバーシュ ート 問題は、適切なパ

フ ォ ーマンス・ レベルが達成さ れるまでプログラ ミ ング・ ポール設定またはスルー・ レー

ト 設定を徐々に下げるこ と で、緩和または解消できます。

電流優先モード における 過剰電流

過度の出力電流は、特定の条件下でDUTを損傷するおそれがあり ます。例え

ば、低電圧制限にゼロより も 大幅に大きい値が設定さ れている場合に、DUT
が機器の出力を短絡さ せたよう なケースです。

2 機器の取り 付け
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電流優先モード で動作さ せている場合に、低イ ンピーダンスDUT( バッ テリ や短絡回路な

ど ) の電圧が設定値の上限を上回っ たり 下限を下回っ たり すると 、RPSユニッ ト の定常状

態定格を超える電流が流れ、その結果と し てDUTが損傷する可能性があり ます。 過剰電流

が流れると 、少し の遅延の後に過電流保護が働き、RPSの出力がオフ になり ます。
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複数ユニッ ト 出力接続

並列接続

負荷接続と セン ス接続

プラ イ マリ ／セカ ン ダリ 接続

電流共有接続 - RP795xA、RP796xA

直列接続

並列接続

電源を並列に接続すると 、1台の場合より も 大きい電流を得るこ と ができます。プラ イ マ

リ ／セカ ンダリ 設定の使用は、RP793xA/RP794xAモデルの場合は必須、RP795xA/RP796xAモ
デルの場合は推奨です ( 並列動作を参照 ) 。

RP795xA/RP796xAモデルは、プラ イ マリ ／セカ ンダリ 設定を使用せずに並列動作さ せるこ

と が可能ですが、電流共有機能を明示的に有効にする必要があり ます ( 詳細は「 独立並列

動作」 を参照 ) 。

感電の危険：すべての並列接続ユニッ ト を、アース付き電源コ ード を介し て

接地さ せる必要があり ます。いずれかのユニッ ト で、感電防止用アース線が

断線し ているか、感電防止用アース端子が接続さ れていない場合、感電によ

り 死亡を含む人身事故の危険性があり ます。

可能性のる装置の損傷を防止する：

l 接続可能な同一電圧定格のユニッ ト は20台までです。すべてのユニッ ト の

定格電圧は同じ でなければなり ませんが、定格電流は異なる場合があり ま

す。すべてのユニッ ト に同じ バージョ ンのフ ァ ームウェ アがイ ンスト ール

さ れていなければなり ません。詳細については、「 機器識別」 を参照し て

く ださ い。

l AC電源は必ず同時にオン／オフ にし ます。特定の機器をオンにし たまま

でその他の機器をオフ にするこ と は避けてく ださ い。

l RP795xA/RP796xAモデルの場合は、共有バスの損傷を防ぐ ため、すべての

並列接続ユニッ ト の負の出力端子を一緒に接続するよう にし てく ださ い。

負荷接続と セン ス接続

次の図は、並列接続さ れた 3台のユニッ ト を示し ています。以下の推奨事項があり ます。

2 機器の取り 付け
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l 並列接続ユニッ ト 同士は比較的近い場所に設置する必要があり ます。

l 負荷イ ンダク タ ンスと ノ イ ズの混入を小さ く するため、電源から 負荷までのケーブル

はできるだけ短く し 、より 合わせるか束ねてく ださ い。 こ れはバス・ バーから 負荷ま

での＋と －の出力リ ード 間のループ面積と 物理スペースを最小化するためです。

l 共通負荷ポイ ント への接続には、対称に配置さ れた同じ 長さ の個別の負荷ワイ ヤ対を

使用するこ と を強く お勧めし ます。こ れにより 考えら れる最高の動的応答が提供さ れ

ます。

l スタ ッ ク 構成内の出力端子を並列接続するためにバス・ バーを使用するこ と も 可能で

す。バス・ バーの断面構造は、スタ ッ ク の総出力電流に適合し たも のでなければなり

ません。バス・ バーは、出力端子の内側にも 外側にも 配置できます。致死電圧に誤っ

て触れるこ と がないよう に、露出し たバス・ バーの表面は、キャ ビネッ ト に入れるか

絶縁し てく ださ い。

l 並列接続ユニッ ト を使用し て規定の負荷レギュ レーショ ンを維持できるよう 、すべて

のセンス・ ワイ ヤを負荷に直接接続し てく ださ い。また各センス・ ワイ ヤ対は撚り 合

わせる必要があり ます。リ モート ・ センシングと ローカ ル・ センシングを併用し ない

でく ださ い。

以下の図では、推奨さ れるリ モート ・ センシングを使用し ていますが、やむを得ない理由

がある場合はローカ ル・ センシングを使用するこ と も 可能です。ただし ローカ ル・ センシ

ングを使用する場合、共有回路は任意のユニッ ト のローカ ル・ センス・ ポイ ン ト と 、並列

接続さ れた他のユニッ ト のローカ ル・ センス・ ポイ ン ト と の間で測定さ れた電圧降下が、

それら のユニッ ト の最大電圧定格の0.5 %未満である場合にのみ正常に動作し ます。

並列接続の例 - RP793xA、RP794xA

図に示さ れているケーブルの長さ は、正確な縮尺ではあり ません。最良の性能を得るため

には、すべての負荷ケーブル対が対称かつ同じ 長さ である必要があり ます。負荷ケーブル

のサイ ズはユニッ ト の定格電流に応じ て決定し ます。 10 kWユニッ ト の場合は、ケーブ

ル・ イ ンダク タ ンスが5 kWユニッ ト に比例するよう に、ケーブル数を 2倍にし てく ださ

い。またプラ ス・ ケーブルと マイ ナス・ ケーブルを束ねる必要があり ます。わかり やすく

するために図ではユニッ ト を並べて示し ていますが、積み重ねるこ と も 可能です。
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並列接続の例 - RP795xA、RP796xA

感電の危険、致死電圧：多く のモデルが60 VDCを超える電圧を発生さ せ、定

格が950 VDCのモデルも あり ます。測定器のすべての接続、負荷の配線、負

荷の接続が絶縁さ れているか、または付属の安全カ バーで覆われており 、致

死的な電圧に誤っ て触れるこ と がないよう にし てく ださ い。

2 機器の取り 付け
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マスタ ／スレ ーブ接続 -全モデル

ユニッ ト を並列接続する場合は、プラ イ マリ ／セカ ンダリ 構成を使用できます。こ れによ

り 、1台の指定さ れたユニッ ト が並列接続スタ ッ ク 内のすべてのユニッ ト のプラ イ マリ ・

コ ン ト ローラ になり ます。プラ イ マリ ／セカ ンダリ 通信にはデジタ ルRS485バスを使用し

ます。次の図に示すと おり 、接続には同梱のシールド CAT6Aケーブルを使用し てく ださ

い。 プラ イ マリ ／セカ ンダリ 設定の詳細については、「 並列動作」 を参照し てく ださ い。

次の図には、並列接続さ れたユニッ ト の終端スイ ッ チ設定の詳細も 示さ れています。ス

タ ッ ク 内の最初と 最後のユニッ ト のみ、スイ ッ チを 「 終端」 位置に設定する必要があり ま

す。中間にあるユニッ ト のスイ ッ チはすべて「 非終端」 位置に設定し ます。2台のユニッ

ト のみをプラ イ マリ ／セカ ンダリ 設定で接続する場合は、両方のユニッ ト のスイ ッ チを

「 終端」 位置に設定し てく ださ い。スイ ッ チが正し く 設定さ れていないと 、電流共有障害

( CSF) が発生する可能性があり ます。
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プラ イ マリ ／セカ ンダリ ・ グループの一部と し てアク ティ ブに使用さ れていないプラ イ マ

リ ／セカ ンダリ 構成に、ユニッ ト を設置し ないでく ださ い。

電流共有接続 - RP795xA、RP796xA

並列接続さ れたRP795xA/RP796xAモデル 間で電流を共有するため

には、個別の共有ケーブルでユニッ ト 同士を接続する必要があり ます。こ の

ケーブルはアナログ信号を提供するこ と で、電圧定格が同一のユニッ ト 間で

の電流の共有を可能にし ます。電流共有機能はユーザが有効にする必要があ

り ます。電流共有の詳細については、「 電流共有の有効化」 を参照し てく だ

さ い。

電流共有動作を可能にするために、次の図のよう に共有端子を接続し ます。 図に示すと お

り 、共有ケーブルの両端にはコ ネク タ ・ プラ グが取り 付けら れています。複数のケーブル

を接続する場合は、いずれかのケーブルから コ ネク タ ・ プラ グを外し 、ワイ ヤの端を前の

ケーブルにつなぎます。ピン 2同士、およびピン 3同士を並列に接続し ます。ピン 1は使用

し ません。

共有ケーブルが切断さ れても 、並列接続さ れているユニッ ト は動作を続けま

すが、電流は共有さ れず、また定電圧モード 動作は維持さ れません。出力が

オフ になると 、共有リ レーが開いて共有バスから ユニッ ト が切断さ れます。

共有ケーブルおよ びカ バーの取り 付け

感電の危険：出力端子を浮動さ せると きは、電流共有コ ネク タ の上に安全カ

バーを必ず取り 付けてく ださ い。共有端子は浮動電位を持ちますが、特性表

に示さ れている絶縁定格を超えるこ と はできません。

2 機器の取り 付け
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共有接続プラ グに触れると 感電する危険があるため、ケーブルと と も に安全カ バーを取り

付ける必要があり ます。安全カ バーを介し てケーブルを取り 付けるには、コ ネク タ の1つ
を取り 外す必要があり ます。

EMC IEC61326-1規格に準拠するために、フ ェ ラ イ ト ・ コ アも 提供さ れます。フ ェ ラ イ ト ・

コ アが本製品の機能に影響するこ と はあり ません。

以下の図は、安全カ バーと フ ェ ラ イ ト ・ コ アを使用する共有ケーブルの詳細を示し たも の

です。

l 3ピン ・ コ ネク タ ・ プラ グの1つを取り 外し

ます。

l EMIを低減するため、共有ケーブルをフ ェ ラ

イ ト に4回巻きつけます ( コ アの内側から 見

た場合 ) 。共有ケーブルの両端にコ アを取

り 付ける必要があり ます。

l 複数の共有ケーブルを使用する場合は、す

べての共有ケーブルをコ アに巻きつける必

要があり ます ( 図内の2番目のコ ア ) 。

l 上図のよう に安全カ バーを共有ケーブルに

取り 付けます。

l 取り 外し たコ ネク タ ・ プラ グを再び取り 付

けます。

l 共有ケーブル・ コ ネク タ をユニッ ト の背部

に差し 込みます。

l 安全カ バーをユニッ ト に装着し ます。

わかり やすく するために、ケーブルか

ら カ バーを取り 除いています。

ESDカ バーの装着方法については、「 イ ンタ フ ェ ース接続」 を参照し てく ださ い。

直列接続

直列接続はいかなる状況下でも 許可さ れません。
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感電の危険／致死電圧：直列接続はさ まざまな理由により 許可さ れていませ

ん。例えば、RP795xAモデルと RP796xAモデルの場合の主な理由の1つは、浮

動電圧がRP795xA、RP796xAの特性表に示さ れている絶縁定格を超えるこ と

はできないためです。

2 機器の取り 付け
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イ ン タ フ ェ ース接続

GPIB接続

USB接続

LAN接続 ( サイ ト およ びプラ イ ベート )

デジタ ル・ ポート 接続

イ ン タ フ ェ ース ・ カ バーの装着

こ のセク ショ ンでは、RPS上のさ まざまな通信イ ンタ フ ェ ースの接続方法について説明し

ます。リ モート ・ イ ンタ フ ェ ースの設定の詳細については、「 リ モート ・ イ ンタ フ ェ ース

の構成」 を参照し てく ださ い。

まだ実行し ていない場合は、www.keysight.comから 最新のKeysight IO Libraries Suiteをイ ンス

ト ールし てく ださ い。

イ ンタ フ ェ ース接続の詳細については、Keysight IO Libraries Suiteに収めら

れている 『 Keysight Technologies USB/LAN/GPIB Interfaces Connectivity
Guide』 を参照し てく ださ い。

GPIB接続

下の図は、代表的なGPIBイ ンタ フ ェ ース・ システムを示し ています。

1. GPIBイ ンタ フ ェ ース・ ケーブルを使っ て、測定器を GPIBイ ンタ フ ェ ース・ カ ード に接

続し ます。

2. Keysight IO Libraries SuiteのConnection Expertユーティ リ ティ を使っ て、GPIBカ ード のパラ

メ ータ を設定し ます。

3. こ れで、Connection Expert内で対話型の IOを使っ て測定器と 通信し たり 、各種プログラ

ミ ング環境を使っ て測定器をプログラ ムし たり するこ と ができます。

Keysight RP7900シリ ーズ操作／サービス・ ガイ ド 105

2 機器の取り 付け

https://www.keysight.com/en/pd-1985909/io-libraries-suite?nid=-33330.977662.00&cc=US&lc=eng


USB接続

下の図は、代表的なUSBイ ンタ フ ェ ース・ システムを示し ています。

1. 測定器をコ ンピュ ータ のUSBポート に接続し ます。

2. Keysight IO Libraries SuiteのConnection Expertユーティ リ ティ が実行中であれば、コ ン

ピュ ータ が自動的に機器を認識し ます。こ れには数秒かかる場合があり ます。測定器

を認識すると 、コ ンピュ ータ にVISAエイ リ アス、 IDN文字列、VISAアド レスが表示さ れ

ます。こ の情報はUSBフ ォ ルダに入っ ています。

3. こ れで、Connection Expert内で対話型の IOを使っ て測定器と 通信し たり 、各種プログラ

ミ ング環境を使っ て測定器をプログラ ムし たり するこ と ができます。

LAN接続 ( サイ ト およ びプラ イ ベート )

サイ ト LANは、LAN対応の測定器／コ ンピュ ータ がルータ 、ハブ、スイ ッ チ経由でネッ ト

ワーク に接続さ れているローカ ル・ エリ ア・ ネッ ト ワーク です。通常は、DHCPサーバや

DNSサーバなどのサービスを提供する大規模な中央管理ネッ ト ワーク です。下の図は、代

表的なサイ ト LANシステムを示し ています。

プラ イ ベート LANと は、LAN対応の測定器／コ ンピュ ータ 同士が直接接続さ れ、サイ ト LAN
に接続さ れていないネッ ト ワーク です。通常は小規模なネッ ト ワーク で、リ ソ ースは中央

管理さ れていません。下の図は、代表的なプラ イ ベート LANシステムを示し ています。

2 機器の取り 付け
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1. LANケーブルを使っ て、機器をサイ ト LANまたはコ ンピュ ータ に接続し ます。工場出荷

時の機器のLAN設定は、DHCPサーバを使っ てネッ ト ワーク から IPアド レスを自動的に

取得するよう に設定さ れています ( DHCPの設定がオン ) 。DHCPサーバは、測定器の

ホスト 名をダイ ナミ ッ ク DNSサーバに登録し ます。こ れにより 、 IPアド レスだけでなく

ホスト 名を使っ ても 測定器と 通信できるよう になり ます。プラ イ ベート LANを使う 場合

は、すべてのLAN設定をそのまま使う こ と ができます。ほと んどのKeysight製品やコ ン

ピュ ータ は、DHCPサーバが存在し ない場合は、自動 IPを使っ て自動的に IPアド レスを

選択し ます。ブロッ ク 169.254.nnnから IPアド レスがそれぞれに割り 当てら れます。LAN
ポート が設定さ れている場合は、フ ロン ト ・ パネルのLanイ ンジケータ が点灯し ます。

2. Keysight IO Libraries SuiteのConnection Expertユーティ リ ティ を使っ てRPSモデルを追加

し 、接続を確認し ます。本器を追加するには、Connection Expertに本器を検出するよう

に要求し ます。本器が検出さ れない場合は、本器のホスト 名または IPアド レスを使っ

て本器を追加し ます。

3. こ れで、Connection Expert内で対話型の IOを使っ て測定器と 通信し たり 、各種プログラ

ミ ング環境を使っ て測定器をプログラ ムし たり するこ と ができます。 「 Webイ ンタ

フ ェ ースの使用」 に記載さ れているよう に、コ ンピュ ータ のWebブラ ウザを使用し て

機器と 通信するこ と も できます。

デジタ ル・ ポート 接続

デジタ ル・ コ ネク タ と の間の信号線はすべて撚り 合わせてシールド するの

が最適です。シールド 線を使用し ている場合は、シールド 線の一端だけ

をシャ ーシ・ グラ ンド に接続し て、グラ ンド ・ ループを回避し てく ださ

い。

デジタ ル・ ポート 機能を使用するために、8ピン ・ コ ネク タ と ク イ ッ ク 切断コ ネク タ ・ プ

ラ グが用意さ れています。ワイ ヤを接続するために、コ ネク タ ・ プラ グを外し ます。コ ネ

ク タ ・ プラ グには、AWG 14( 1.5 mm2) から AWG 28( 0.14 mm2) の線径のワイ ヤを接続で

きます。AWG 24( 0.25 mm2) より 細いワイ ヤは推奨さ れません。ワイ ヤの絶縁被膜を 7
mm剥がし ます。
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1. ワイ ヤを挿入

2. ネジを締める

3. フ ォ ールト ／禁止設定可能ピン ( INHの極

性の確認 )

4. 出力連動設定可能ピン

5. デジタ ル IO設定可能ピン

6. 信号コ モン

デジタ ル・ ポート の使用については、「 デジタ ル・ ポート のプログラ ミ ング」 を参照し て

く ださ い。電気的特性は、RP793xA/RP794xAおよびRP795xA/RP796xAの「 一般的な特性」

表に記載さ れています。

イ ン タ フ ェ ース ・ カ バーの装着

ESDカ バーと 取り 付け金具はユニッ ト に同梱さ れています ( 「 付属品目」 を参照 ) 。

1. 付属の2本のネジを使用し てカ バー・ フ ラ ンジを装置の側面に装着し ます。重要 -こ の

作業はユニッ ト をラ ッ ク に取り 付ける前に行う 必要があり ます。

2. LANケーブル、USBケーブル、GPIBケーブル、およびデジタ ル IOワイ ヤ ( 図はGPIB) を

リ ア・ パネルの適切なコ ネク タ に接続し ます。

3. 2本のネジを使用し て、ESDカ バーをユニッ ト の背部に取り 付けます。カ バーがフ ラ ン

ジに差し 込まれているこ と を確認し てく ださ い。

2 機器の取り 付け
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フ ロ ン ト ・ パネルの使用

リ モート ・ イ ン タ フ ェ ース設定



フ ロ ン ト ・ パネルの使用

電源オン

出力電圧の設定

出力電流の設定

過電圧保護の設定

出力オン

内蔵ヘルプ ・ システムの使用

電源オン

感電の危険、致死電圧：多く のモデルが60 VDCを超える電圧を発生さ せ、

定格が950 VDCのモデルも あり ます。測定器のすべての接続、負荷の配

線、負荷の接続が絶縁さ れているか、または付属の安全カ バーで覆われて

おり 、致死的な電圧に誤っ て触れるこ と がないよう にし てく ださ い。

電源コ ード が接続さ れ、電源に差し 込まれているこ と を確認し ます。

フ ロン ト ・ パネルの電源スイ ッ チでユニッ ト に電源を入れます。数秒後にフ ロン ト ・ パネ

ル・ ディ スプレイ が点灯し ます。本器の電源をオンにすると 、電源投入時のセルフ ・ テス

ト が自動的に実行さ れます。こ のテスト で、電源が動作し ているこ と を確認し ます。

電源が初期化さ れて使えるよう になるまでに30秒程度かかる場合があり

ます。

機器の電源がオンになら ない場合は、電源コ ード がし っ かり と 差し 込まれているこ と を確

認し ます ( 電源電圧は電源投入時に自動的に検出さ れます ) 。また、機器が接続さ れてい

る電源が通電状態であるこ と も 確認し てく ださ い。電源スイ ッ チの横にある LEDがオフ の

場合、AC主電源が接続さ れていません。LEDが黄色に点灯し ている場合は、AC電源が接続

さ れて機器がスタ ンバイ ・ モード になっ ています。緑色に点灯し ている場合は、機器の電

源がオンになっ ています。

セルフ テスト ・ エラ ーが発生し た場合は、フ ロン ト ・ パネルにメ ッ セージ

が表示さ れます。その他のセルフ テスト ・ エラ ーが発生し た場合の手順、

およびサービスのために機器を返却する方法については、「 サービスと

保守」 を参照し てく ださ い。

3 はじ めに
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出力電圧の設定

方法1

左右のナビゲーショ ン ・ キーを使っ て、変更し たい設定に移動し ます。

下の画面では、電圧設定が選択さ れています。数字キーを使っ て値を入力し ます。 次に、

[Select]を押し ます。

数値矢印キーを使っ て値を増減するこ と も できます。 出力がオンになっ たと きの値が反映

さ れます。

電圧優先モード では、ユニッ ト の出力電圧はプログラ ム設定値に保持さ れます。電流優先

モード では、ユニッ ト が指定し た電圧制限値に達し たと きに出力電圧が制限さ れます。詳

細については、「 出力モード の設定」 を参照し てく ださ い。

方法2

[Voltage]キーを使用し て、電圧入力フ ィ ールド を選択し ます。下の画面では、電圧設定が

選択さ れています。数字キーを使っ て必要な設定を入力し ます。次に、 [Enter]を押し ま

す。

入力を間違えた場合、←バッ ク スペース・ キーを使っ て数字を削除するか、 [Back]を押し

てメ ニュ ーを終了するか、 [Meter]を押し てメ ータ ・ モード に戻り ます。
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出力電流の設定

方法1

左右のナビゲーショ ン ・ キーを使っ て、変更し たい設定に移動し ます。

下の画面では、電流設定が選択さ れています。上下のナビゲーショ ン ・ キーを使っ て、+
と -の制限値のエント リ を切り 替えます。数字キーを使っ て値を入力し ます。 次に、

[Select]を押し ます。

数値矢印キーを使っ て値を増減するこ と も できます。負と 正の両方の電流値を設定できま

す。 出力がオンになっ たと きの値が反映さ れます。

電流優先モード では、ユニッ ト の出力電流はプログラ ム設定値に保持さ れます。電圧優先

モード では、ユニッ ト が指定し た電流限界値に達し たと きに出力電流が制限さ れます。詳

細については、「 出力モード の設定」 を参照し てく ださ い。

方法2

[Current]キーを使用し て電流入力フ ィ ールド を選択し ます。 下の画面では、電流設定が選

択さ れています。 数字キーを使っ て必要な設定を入力し ます。 次に、 [Enter]を押し ます。

入力を間違えた場合、←バッ ク スペース・ キーを使っ て数字を削除するか、 [Back]を押し

てメ ニュ ーを終了するか、 [Meter]を押し てメ ータ ・ モード に戻り ます。

3 はじ めに
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過電圧保護の設定

フ ロ ン ト ・ パネル・ メ ニュ ーを 使用し ます。

フ ロン ト ・ パネル・ コ マンド ・ メ ニュ ーから 、機器のほと んどの機能を利用できます。実

際の機能コ ント ロールは、メ ニュ ーの最下位レベルにあり ます。以下に簡単に説明し ま

す。

l [Menu]キーを押すと コ マンド ・ メ ニュ ーが表示さ れます。

l 左向きおよび右向きのナビゲーショ ン ・ キー ( <、>) を押すと メ ニュ ー・ コ マンド 間

を移動できます。

l 中央の [Select]キーを押すと コ マンド を選択し て、1つ下のメ ニュ ー・ レベルに移動でき

ます。

l 最下位のメ ニュ ー・ レベルで [Help]キーを押すと 、機能コ ント ロールに関するヘルプが

表示さ れます。

l コ マンド ・ メ ニュ ーを終了するには、 [Meter]キーを押し てすぐ にメ ータ ・ モード に戻

るか、 [Menu]キーを押し て最上位レベルに戻り ます。

フ ロン ト ・ パネル・ メ ニュ ー・ コ マンド のマッ プについては、「 フ ロン ト ・ パネル・ メ

ニュ ー・ リ フ ァ レンス」 を参照し てく ださ い。

メ ニュ ー例 -過電圧保護の設定

[Menu]キーを押し てフ ロン ト ・ パネル・ コ マンド ・ メ ニュ ーを表示し ます。最初の行にメ

ニュ ー・ パスが表示さ れます。はじ めてメ ニュ ーにアク セスし た場合は、最上位または

ルート のメ ニュ ーが表示さ れ、パスは空になっ ています。2行目には、現在のメ ニュ ー・

レベルで使用できるコ マンド の一覧が示さ れます。こ の例では、ト ッ プ ・ レベルのメ

ニュ ー・ コ マンド が表示さ れ、Outputコ マンド が強調表示さ れています。3行目には、

Outputコ マンド の下で使用できるコ マンド が示さ れます。下位のコ マンド がない場合は、

強調表示さ れたコ マンド の簡単な説明が表示さ れます。

右矢印ナビゲーショ ン ・ キー ( [>]) を押し てメ ニュ ー内を移動し 、Protectコ マンド を強調

表示し ます。 [Select]キーを押し て Protectコ マンド にアク セスし ます。
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OVPコ マンド がすでに強調表示さ れているため、 [Select]キーを押し てOVPダイ アログにア

ク セスし ます。

こ のモデルのデフ ォ ルト OVP設定は600 Vです。設定を変更するには、数字入力キーを使用

し て値を入力し 、 [Enter]、 [Select]の順に押し ます。 [Meter]キーを押し てメ ータ ・ ビュ ーに

戻り ます。

出力オン

[On/Off]キーを使用し て出力をオンにし ます。出力に負荷が接続さ れている場合は、電流が

流れているこ と がフ ロン ト ・ パネル・ ディ スプレイ に示さ れます。負荷が接続さ れていな

い場合は、電流の表示値は0です。ステータ ス・ イ ンジケータ に出力のステータ スが表示

さ れます。こ の図の「 CV」 は出力が定電圧モード であるこ と を意味し ています。

ステータ ス・ イ ンジケータ の説明については、「 フ ロン ト ・ パネル・ ディ スプレイ の概

要」 を参照し てく ださ い。

内蔵ヘルプ ・ システムの使用

最下位のメ ニュ ー・ レベルで [Help]キーを押すと 、メ ニュ ー機能コ ント ロールに関するヘ

ルプが表示さ れます。

リ ミ ッ ト の超過やその他の無効な設定が見つかっ た場合は、エラ ー・ コ ード 情報などの

メ ッ セージが表示さ れます。

ヘルプを終了するには [Meter]または [Back]を押し ます。

3 はじ めに
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リ モート ・ イ ン タ フ ェ ース設定

USB設定<:so>USBせっ てい

GPIB設定

LAN設定

LAN設定の変更

Webイ ン タ フ ェ ースの使用

Telnetの使用

ソ ケッ ト の使用

イ ン タ フ ェ ース ・ ロ ッ ク アウト

概要

本機器は3種類のイ ンタ フ ェ ース ( GPIB、USB、LAN) 上でリ モート ・ イ ンタ フ ェ ース通信

をサポート し ます。電源投入時には3種類のイ ンタ フ ェ ースすべてが「 使用可能」 な状態

になっ ています。こ れら のイ ンタ フ ェ ースを使用するには、まずwww.keysight.com.から 最

新のKeysight IO Libraries Suiteをイ ンスト ールする必要があり ます。次に機器を PCに接続し

ます。

リ モート ・ イ ンタ フ ェ ース上に何ら かの動作が存在し ている場合は、フ ロン ト パネルの IO
イ ンジケータ が点灯し ます。LANポート が接続さ れ、設定さ れている場合は、フ ロン ト ・

パネルのLanイ ンジケータ が点灯し ます。

こ の機器には、イ ーサネッ ト 接続モニタ 機能が備わっ ています。イ ーサネッ ト 接続モニタ

機能は、機器のLANポート を連続的にモニタ し 、20秒以上接続が切れてから ネッ ト ワーク

に再接続し た場合は自動的にLANポート を再設定し ます。

USB設定<:so>USBせっ てい

設定可能なUSBパラ メ ータ はあり ません。USB接続文字列を取得するには、フ ロン ト ・ パ

ネル・ メ ニュ ーを使います。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\IO\USBを選択し ます

ダイ アログにUSB接続文字列が表示さ れます。

使用不可
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GPIB設定

GPIB( IEEE-488) イ ンタ フ ェ ースの各デバイ スには、0から 30までの一意な整数アド レスが

割り 当てら れている必要があり ます。本器はアド レスに5が設定さ れた状態で出荷さ れま

す。ご使用のコ ンピュ ータ のGPIBイ ンタ フ ェ ース・ カ ード のアド レスが、イ ンタ フ ェ ー

ス・ バス上の他の機器と 競合し ていないこ と を確認し てく ださ い。こ の設定は不揮発性で

す。電源の入れ直し 、または*RSTでは変更さ れません。GPIBアド レスはフ ロン ト ・ パネ

ル・ メ ニュ ーから 変更できます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\IO\GPIBを選択し ます。

数字キーを使っ て 0から 30までの新し い値を

入力し ます。次に、 [Enter]を押し ます。

使用不可

LAN設定

以下の各セク ショ ンでは、フ ロン ト ・ パネル・ メ ニュ ーの主要な LAN設定機能について説

明し ます。LANパラ メ ータ を設定する SCPIコ マンド はあり ません。すべてのLAN設定は、

フ ロン ト ・ パネルから 行う 必要があり ます。

LAN設定を変更し た後、それら の変更を保存する必要があり ます。選択：

を選択し ます。Applyを選択すると 設定がアク ティ ブになり ます。LAN設定

は不揮発性です。電源の入れ直し または*RSTでは変更さ れません。変更を

保存し ない場合は、System\IO\LAN\Cancelを選択し ます。Cancelを選択す

ると 、すべての変更がキャ ンセルさ れます。

工場出荷時はDHCPがオンになっ ています。こ れによっ て LAN経由の通信が可能な場合があ

り ます。DHCPと はDynamic Host Configuration Protocolの略で、動的 IPアド レスをネッ ト ワー

ク のデバイ スに割り 当てるためのプロト コ ルです。動的アド レスを使用すると 、デバイ ス

がネッ ト ワーク に接続するたびに、別の IPアド レスを割り 当てるこ と ができます。

アク テ ィ ブな設定の表示

現在アク ティ ブな LAN設定を表示するには：

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

System\IO\LAN\Settingsを選択し ます。

アク ティ ブな LAN設定が表示さ れます。上

下矢印キーを使っ てリ スト 内をスク ロール

し ます。

使用不可

ネッ ト ワーク の構成によっ ては、 IPアド レス、サブネッ ト ・ マスク 、デフ ォ ルト ・ ゲート

ウェ イ の現在アク ティ ブな設定がフ ロント パネルの機器構成メ ニュ ーの設定と 異なる場合

3 はじ めに
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があり ます。設定が異なる場合は、ネッ ト ワーク が独自の設定を自動的に割り 当てている

こ と が原因です。

LANのリ セッ ト

LANをリ セッ ト すると 、機器のLAN Configuration Initialize( LCI) リ セッ ト が実行さ れて、

DHCP、DNS、およびpingが有効になり ます。また、Webサイ ト のパスワード が工場出荷時

のデフ ォ ルト ・ パスワード にリ セッ ト さ れます。 なおホスト 名およびmDNSサービス名は

リ セッ ト さ れません。

LANを工場出荷時の ( デフ ォ ルト ) 設定に戻すこ と も できます。こ れにより 、すべての

LAN設定が工場出荷時の値に戻り 、ネッ ト ワーク が再起動し ます。すべてのデフ ォ ルト

LAN設定を 「 不揮発設定」 に示し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

System\IO\LAN\Resetを選択し ます

System\IO\LAN\Defaultsを選択し ます

リ セッ ト を選択すると 、選択し た LAN設定

がアク ティ ブになり 、ネッ ト ワーク が再起

動し ます。

使用不可

LAN設定の変更

IP Address

IP を選択し て、機器のアド レスを設定し ます。 [Menu]キーを押し て、

System\IO\LAN\Config\IPを選択し ます。設定可能なパラ メ ータ を以下に示し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

System\IO\LAN\Modify\IPを選択し ます

AutoまたはManualを選択し ます。全体的な

説明については、以下を参照し てく ださ

い。

使用不可

l Auto -機器のアド レスを自動的に設定し ます。こ のパラ メ ータ を選択すると 、機器はま

ずDHCPサーバから IPアド レスを得よう と し ます。DHCPサーバが検出さ れた場合は、

DHCPサーバは IPアド レス、サブネッ ト ・ マスク 、デフ ォ ルト ・ ゲート ウェ イ を本器に

割り 当てます。DHCPサーバが利用できない場合は、本器はAutoIPを使っ て IPアド レス

を取得し よう し ます。AutoIPは、 IPアド レス、サブネッ ト ・ マスク 、DHCPサーバを持

たないネッ ト ワーク 上のデ���ォ ルト ・ ゲート ウェ イ のアド レスを自動的に割り 当て

ます。

l Manual -次の3つのフ ィ ールド に値を入力するこ と によっ て、機器のアド レスを手動で

設定できます。こ れら のフ ィ ールド は、Manualを選択し た場合にだけ表示さ れます。
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l IP Address -機器のイ ンタ ーネッ ト ・ プロ ト コ ル ( IP) アド レスの値です。 IPアド レス

は、本器と のすべての IPおよびTCP/IP通信に必要です。 IPアド レスは、ピリ オド で区切

ら れた 4つの10進数で構成さ れます。各10進数は0から 255までで、先頭に0を付けずに

表し ます ( 例：169.254.2.20) 。

l Subnet Mask -ク ラ イ アン ト IPアド レスが同じ ローカ ル・ サブネッ ト 上にあるかどう か

を機器が確認するために使用し ます。同じ 番号付け注釈が IPアド レスの場合にも 適用

さ れます。ク ラ イ アン ト IPアド レスが別のサブネッ ト 上にある場合は、すべてのパ

ケッ ト をデフ ォ ルト ・ ゲート ウェ イ に送信する必要があり ます。

l DEF Gateway -サブネッ ト ・ マスク 設定に従っ て、ローカ ル・ サブネッ ト 上にないシス

テムと 機器が通信できるよう にするデフ ォ ルト ・ ゲート ウェ イ の IPアド レスです。同

じ 番号付け注釈が IPアド レスの場合にも 適用さ れます。0.0.0.0の値は、デフ ォ ルト ・

ゲート ウェ イ が定義さ れていないこ と を示し ます。

ド ッ ト 記法のアド レス ( "nnn.nnn.nnn.nnn"、こ こ で "nnn"は0～255のバイ ト 値 ) の表記には注

意が必要です。PC上のほと んどのWebソ フ ト ウェ アは、先頭に 0が付いたバイ ト 値を 8進数

と し て解釈するから です。例えば、"192.168.020.011"は、10進の"192.168.16.9"と 見なさ れま

す。".020"は"16"の8進表記と 解釈さ れ、".011"は"9"と 解釈さ れるから です。混乱を避けるた

めに、先頭に 0を付けずに、10進表現 ( 0～255) だけを使用し てく ださ い。

ホスト 名

ホスト 名は、ド メ イ ン名のホスト 部分であり 、 IPアド レスに変換さ れます。機器のホスト

名を設定するには：

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\IO\LAN\Modify\Nameを選択し ます

数字キーを使っ て任意の値を入力できます。その他の

文字については、上／下のナビゲーショ ン ・ キーを

使っ て、キーを押し たと きに表示さ れる選択リ スト 内

をスク ロールし てアルフ ァ ベッ ト を入力し ます。テキ

スト ・ フ ィ ールド 内を移動するには、左／右のナビ

ゲーショ ン ・ キーを使います。値を削除するには、

バッ ク スペース・ キーを使います。終わっ たら [Enter]
を押し ます。

使用不可

Host Name -こ のフ ィ ールド に指定し た名前が、選択し たネーミ ング・ サービスに登録さ

れます。こ のフ ィ ールド を空白にし た場合は、名前は登録さ れません。 ホスト 名には、

大文字、小文字、数字、ダッ シュ ( -) を含めるこ と ができます。最大長は15文字です。

各機器は、K-modelnumber-serialnumberと いう フ ォ ーマッ ト のデフ ォ ルト のホスト 名が設

定さ れて出荷さ れます。modelnumberはユニッ ト の7文字のモデル番号 ( 例：RP7951A) で

す。serialnumberは、ユニッ ト の上部にあるラ ベルに示さ れている 10文字のシリ アル番号

の最後の5文字 ( 例：シリ アル番号MY12345678の場合は45678) です。
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DNS Server

DNSは、ド メ イ ン名を IPアド レスに変換するイ ンタ ーネッ ト ・ サービスです。DNSは、

ネッ ト ワーク から 割り 当てら れたホスト 名を機器で調べて表示するためにも 必要です。通

常はDHCPでDNSアド レス情報が検出さ れるので、アド レスを変更する必要があるのは、

DHCPが使用さ れていないか、または動作し ていない場合のみです。

DNSサービスを手動で設定するには：

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\IO\LAN\Modify\DNSを選択し ます。

Primary AddressまたはSecondary Addressを選択し ます。全

体的な説明については、以下を参照し てく ださ い。

使用不可

l Primary Address -こ のフ ィ ールド にサーバのプラ イ マリ ・ アド レスを入力し ます。サー

バの詳細については、LAN管理者に問い合わせてく ださ い。 同じ 番号付け注釈が IPアド

レスの場合にも 適用さ れます。  0.0.0.0は、デフ ォ ルト ・ サーバが定義さ れていないこ

と を示し ます。

l Secondary Address -こ のフ ィ ールド にサーバのセカ ンダリ ・ アド レスを入力し ます。

サーバの詳細については、LAN管理者に問い合わせてく ださ い。 同じ 番号付け注釈が IP
アド レスの場合にも 適用さ れます。  0.0.0.0は、デフ ォ ルト ・ サーバが定義さ れていな

いこ と を示し ます。

ド ッ ト 記法のアド レス ( "nnn.nnn.nnn.nnn"、こ こ で "nnn"は0～255のバイ ト 値 ) の表記には注

意が必要です。PC上のほと んどのWebソ フ ト ウェ アは、先頭に 0が付いたバイ ト 値を 8進数

と し て解釈するから です。例えば、"192.168.020.011"は、10進の"192.168.16.9"と 見なさ れま

す。".020"は"16"の8進表記と 解釈さ れ、".011"は"9"と 解釈さ れるから です。混乱を避けるた

めに、先頭に 0を付けずに、10進表現 ( 0～255) だけを使用し てく ださ い。

mDNSサービ ス名

こ のフ ィ ールド に指定し たmDNSサービス名が、選択し たネーミ ング・ サービスに登録さ

れます。機器のmDNSサービス名を設定するには：

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\IO\LAN\Modify\mDNSを選択し ます

数字キーを使っ て任意の値を入力できます。その他の

文字については、上／下のナビゲーショ ン ・ キーを

使っ て、キーを押し たと きに表示さ れる選択リ スト 内

をスク ロールし てアルフ ァ ベッ ト を入力し ます。テキ

スト ・ フ ィ ールド 内を移動するには、左／右のナビ

ゲーショ ン ・ キーを使います。値を削除するには、

バッ ク スペース・ キーを使います。終わっ たら [Enter]
を押し ます。

使用不可
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l mDNS Service Name -こ のフ ィ ールド に指定し た名前が、選択し たネーミ ング・ サービ

スに登録さ れます。こ のフ ィ ールド を空白にし た場合は、名前は登録さ れません。

サービス名には、大文字、小文字、数字、ダッ シュ ( -) を含めるこ と ができます。

l 各機器は、Keysight-modelnumber-description-serialnumberと いう フ ォ ーマッ ト のデフ ォ

ルト のサービス名が設定さ れて出荷さ れます。modelnumberはユニッ ト の7文字のモデ

ル番号 ( 例：RP7951A) 、descriptionは説明、serialnumberはユニッ ト の上部にあるラ ベ

ルに示さ れている 10文字のシリ アル番号 ( 例：MY12345678) です。

サービ ス

LANサービスを選択し て、有効または無効にし ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\IO\LAN\Modify\Servicesを選択し ます

有効または無効にするサービスにチェ ッ ク マーク を

付けるか、チェ ッ ク マーク を外し ます。

使用不可

l 設定可能なサービスは、VXI-11、Telnet、Webコ ン ト ロール、ソ ケッ ト 、mDNS、およ

びHiSLIPです。

l こ の内蔵Webイ ンタ フ ェ ースを使っ て機器をリ モート から 制御するには、Webコ ン ト

ロールを有効にする必要があり ます。

Webイ ン タ フ ェ ースの使用

RPSにはWebイ ンタ フ ェ ースが内蔵さ れているため、コ ンピュ ータ 上のWebブラ ウザから

直接制御できます。Webイ ンタ フ ェ ースを使う と 、LAN設定パラ メ ータ などのフ ロン ト ・

パネル制御機能にアク セスできます。最大で 6つの同時接続が可能です。接続を追加する

と 、性能が低下し ます。

内蔵Webイ ンタ フ ェ ースは、LAN上でのみ動作し ます。Webイ ンタ フ ェ ー

スを使用するにはWebブラ ウザが必要です。

出荷時にはWebイ ンタ フ ェ ースはオンになっ ています。Webイ ンタ フ ェ ースを起動するに

は、以下の操作を実行し ます。

1. コ ンピュ ータ でWebブラ ウザを開きます。

2. 機器のホスト 名または IPアド レスをブラ ウザのアド レスフ ィ ールド に入力し ます。次

のホームページが表示さ れます。

3. ページの上部にある Webコ ン ト ロール・ タ ブをク リ ッ ク し て、機器の制御を開始し ま

す。

4. 各ページの追加ヘルプを表示するには、?ボタ ンをク リ ッ ク し ます。

3 はじ めに
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必要に応じ て、パスワード 保護機能を使っ てWebイ ンタ フ ェ ースへのアク セスを制御する

こ と も 可能です。工場出荷時にはパスワード は設定さ れていません。パスワード を設定す

るには、「 歯車」 アイ コ ンをク リ ッ ク し ます。パスワード の設定方法の詳細については、

オンラ イ ン ・ ヘルプを参照し てく ださ い。

Telnetの使用

MS-DOSコ マンド ・ プロンプト ・ ボッ ク スに、tlenet hostname 5024( hostnameはRPSのホス

ト 名または IPアド レス、5024は機器のtelnetポート ) と 入力し ます。

Telnetセッ ショ ン ・ ボッ ク スが表示さ れ、電源に接続し ているこ と を示すタ イ ト ルが表示

さ れます。プロンプト で、SCPIコ マンド を入力し ます。

ソ ケッ ト の使用

電源では、最大6つのデータ ・ ソ ケッ ト 、制御ソ ケッ ト 、Telnet接続の任

意の組み合わせを同時に用いるこ と ができます。

Keysightの機器は、SCPIソ ケッ ト ・ サービスにポート 5025を使用するよう に統一さ れてい

ます。こ のポート のデータ ・ ソ ケッ ト は、ASCII/SCPIコ マンド 、問合せ、問合せ応答の送

受信に使用できます。コ マンド はすべて、改行で終わら なければメ ッ セージが解析さ れま

せん。問い合わせ応答も すべて、改行で終わり ます。
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ソ ケッ ト ・ プログラ ミ ング・ イ ンタ フ ェ ースでは、制御ソ ケッ ト 接続も 可能です。制御ソ

ケッ ト は、ク ラ イ アン ト によるデバイ ス・ ク リ アの送信／サービス・ リ ク エスト の受信に

用いら れます。固定のポート 番号を使用するデータ ・ ソ ケッ ト と は異なり 、制御ソ ケッ ト

のポート 番号はさ まざまなので、以下のSCPI問合せをデータ ・ ソ ケッ ト に送っ て取得する

必要があり ます。SYSTem:COMMunicate:TCPip:CONTrol?

ポート 番号の取得後、制御ソ ケッ ト 接続をオープンできます。データ ・ ソ ケッ ト と 同様

に、制御ソ ケッ ト へのコ マンド も すべて改行で終わら なければなり ません。制御ソ ケッ ト

に対し て返さ れる問い合わせ応答も すべて改行で終わり ます。

デバイ ス・ ��リ アを送信するには、文字列"DCL"を制御ソ ケッ ト に送信し ます。電源は、

デバイ ス・ ク リ アの実行を完了すると 、文字列「 DCL」 を制御ソ ケッ ト にエコ ーバッ ク し

ます。

制御ソ ケッ ト に対し てサービス・ リ ク エスト を有効にするには、サービス・ リ ク エスト ・

イ ネーブル・ レジスタ を使用し ます。サービス・ リ ク エスト を有効にし たら 、ク ラ イ アン

ト ・ プログラ ムは制御接続を監視し ます。SRQが真になると 、測定器は文字列"SRQ +nn"を
ク ラ イ アン ト に送信し ます。「 nn」 はステータ ス・ バイ ト 値で、ク ラ イ アン ト がサービ

ス・ リ ク エスト の送信元を決定するために使います。

イ ン タ フ ェ ース ・ ロ ッ ク アウト

USBイ ンタ フ ェ ース、LANイ ンタ フ ェ ース、Webサーバは、出荷時にはオンになっ ていま

す。フ ロン ト ・ パネルから イ ンタ フ ェ ースをオンまたはオフ にするには：

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\Admin\IOを選択し ます

イ ンタ フ ェ ースをオン／オフ するには、次の項目に

チェ ッ ク マーク を入れるか、チェ ッ ク マーク を外し

ます。

LAN、GPIB、およびUSBをオンにし ます。

使用不可

Adminメ ニュ ーを表示できない場合は、パスワード 保護さ れている可能性があり ます。
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出力のプロ グラ ミ ン グ

出力優先モード の設定

出力電圧の設定

出力電流の設定

スルーレ ート の設定

出力抵抗の設定

出力帯域幅の設定 - RP795xA、RP796xA

出力帯域幅の設定 - RP793xA、RP794xA

出力タ ーン オン ／タ ーン オフ ・ モード の設定 - RP793xA、RP794xA

出力オン

感電の危険、致死電圧：多く のモデルが60 VDCを超える電圧を発生さ せ、

定格が950 VDCのモデルも あり ます。測定器のすべての接続、負荷の配

線、負荷の接続が絶縁さ れているか、または付属の安全カ バーで覆われて

おり 、致死的な電圧に誤っ て触れるこ と がないよう にし てく ださ い。

APSに初めて電源を投入し たと きは、使えるよう になるまで初期化に30秒
程度かかる場合があり ます。

出力優先モード の設定

電圧優先モード または電流優先モード を選択し ます。詳細については、「 優先モード 動

作」 を参照し てく ださ い。

電圧優先モード では、出力電圧が一定に保たれます。負荷電流が正または負の電流制限設

定値内にある限り 、出力電圧がプログラ ム設定値に維持さ れます。

電流優先モード では、出力電流が一定に保たれます。負荷電圧が電圧制限値内にある限

り 、出力電流がプログラ ム設定値で保持さ れます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

Output\Modeを選択し ます。

電圧優先または電流優先を選択し ます。

次に、 [Select]を押し ます。

電流または電圧優先モード を指定するに

は：

FUNC CURR|VOLT

電圧優先モード と 電流優先モード を切り 替えると 、出力がオフ になり 、

出力設定が電源投入時またはRSTの値に戻り ます。

4 回生型双方向直流電源の使用
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出力電圧の設定

ユニッ ト が電圧優先モード にある場合は、負荷電流がプログラ ムさ れた正または負の制限

値内にある限り 、出力電圧がプログラ ム設定値に維持さ れます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

[Voltage]キーを押し ます。

値を入力し て [Select]を押し ます。

出力電圧を 400 Vに設定するに

は：

VOLT 400

ユニッ ト が電流優先モード にある場合は、電圧制限値を指定し て出力電圧を指定し た値に

制限するこ と ができます。負荷電圧が電圧制限値内にある限り 、出力電流がプログラ ム設

定値で保持さ れます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

[Voltage]キーを押し ます。

+電圧制限値を指定し ます。 次に、 [Select]を押し ま

す。

電圧制限値を設定するには：

VOLT:LIM 420

低電圧制限の設定

こ こ に記載する情報は、RP793xAモデルおよびRP794xAモデルにのみ適用さ れ

ます。

電流優先モード における低電圧制限を設定し ます。こ の設定を行う こ と で、バッ テリ 放電

時に電圧が低電圧制限を下回ら ないよう にできます。低電圧制限に達すると 、ユニッ ト が

電流優先モード から 電圧優先モード に移行し 、こ れにより バッ テリ の放電が停止し ます。

低電圧制限は、UVステータ ス・ ビ ッ ト によっ て通知さ れます。

出力電圧がプログラ ムさ れた低電圧制限を下回ると 、出力がオンになるこ と も 低電圧制限

が防ぐ こ と に注意し てく ださ い。出力をオンにする必要がある場合、まず低電圧制限をゼ

ロに設定する必要があり ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

[Voltage]キーを押し ます。

低電圧制限フ ィ ールド が表示さ れるのは、ユニッ

ト が電流優先モード での動作に設定さ れている場

合のみです。

低電圧制限を指定し ます。 次に、 [Select]を押し ま

す。

低電圧制限を設定するには：

VOLT:LIM:LOW 4
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出力電流の設定

ユニッ ト が電圧優先モード にある場合は、正または負の電流制限値を指定し て、出力電流

を指定し た値に制限するこ と ができます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レ

ンス

SCPIコ マンド

[Current]キーを押し ます。

正または負の電流制限値を指定し ます。

次に、 [Select]を押し ます。

正の電流制限値を設定するには：CURR:LIM
12

負の電流制限値を設定するに

は：CURR:LIM:NEG -3

ユニッ ト が電流優先モード にある場合、正または負の出力電流レベルを指定し 、出力電圧

がプログラ ムさ れた制限値内に維持さ れている限り 、そのレベルを維持できます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

[Current]キーを押し ます。

正または負の値を入力し ます。 次に、 [Select]
を押し ます。

電流を +5 Aに設定するには：CURR 5

電流を -5 Aに設定するには：CURR -5

スルーレ ート の設定

電圧スルー・ レート は、電圧が新し い設定値に変化する速度を決定し ます。こ れは、電圧

優先モード で動作し ている場合にのみ電圧設定に適用さ れます。スルー・ レート は、

MAXimum、 INFinity、または非常に大きな値に設定すると 、スルー・ レート はユニッ ト に記

載さ れているプログラ ミ ング速度および帯域幅による制約を受けます。こ の設定値は、容

量性負荷のアッ ププログラ ミ ングおよびダウンプログラ ミ ング中の電流制限値へのク ロス

オーバーを防ぐ ために、あるいはプログラ ミ ング応答を制御さ れた速度に保つために使用

できます。次の式を使用し て最大スルー・ レート 制限値を計算し 、スムーズで直線的な

アッ ププログラ ミ ングと ダウンプログラ ミ ング・ パフ ォ ーマンスを保証し ます。

最大スルー・ レート (V⁄s) = (電流制限設定値 (A) – 負荷電流 (A))/(負荷キャ パシタ ンス (F))

電流スルー・ レート は、電流が新し いプログラ ム設定値に変化する速度を決定し ます。こ

れは、電流優先モード で動作し ている場合にのみ電流設定に適用さ れます。スルー・ レー

ト は、MAXimum、 INFinity、または非常に大きな値に設定すると 、スルー・ レート はユニッ

ト に記載さ れているプログラ ミ ング速度および帯域幅による制約を受けます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド
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Output\Advanced\Slewを選択し ます。

次に、電圧または電流を選択し ます。

スルー・ レート ・ フ ィ ールド に電圧または電

流のスルー・ レート を入力し ます。

最大スルー・ レート にチェ ッ ク マーク を付

け、最も 高速なスルー・ レート をプログラ ミ

ングし ます。

電圧スルーレート を 5 V/sに設定する：

VOLT:SLEW 5

電流スルーレート を 1 A/sに設定する：

CURR:SLEW 1

最高速スルー・ レート を設定するに

は：

VOLT:SLEWMAX

出力抵抗の設定

RP793xA/RP794xAモデルでは、フ ァ ームウェ ア・ バージョ ン B.03.02.1232以降

が必要です。

出力抵抗プログラ ミ ングは主にバッ テリ ・ テスト ・ アプリ ケーショ ンに使用さ れ、電圧優

先モード でのみ適用さ れます。バッ テリ などの理想的でない電圧源の内部抵抗のエミ ュ

レート に使われます。値はオーム単位でプログラ ムさ れます。

モデル固有の抵抗プログラ ミ ング範囲については、RP793xA/RP794xAおよび

RP795xA/RP796xAの特性表を参照し てく ださ い。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Output\Advanced\Resistanceを選択し ます。

出力抵抗値を指定し ます。次に、Enable
ボッ ク スにチェ ッ ク マーク を付けます。

次に、 [Select]を押し ます。

0.5オームの抵抗を選択するには：

VOLT:RES 0.5

出力抵抗をオンにするには：

VOLT:RES:STAT ON

ユニッ ト が並列接続さ れている場合は、プログラ ム可能な出力抵抗が減

少し ます。単一ユニッ ト でプログラ ム可能な出力抵抗を、並列ユニッ ト

の総数で割る必要があり ます。

出力帯域幅の設定 - RP795xA、RP796xA

こ こ に記載する情報は、RP795xAモデルおよびRP796xAモデルにのみ適用さ れ

ます。

電圧補正モード では、容量性負荷を使用し て出力応答時間を最適化できます。

High1補正設定では、最大のアッ ププログラ ミ ング速度と 、最速の過渡応答設定時間が提

供さ れます。こ のモード は、抵抗負荷での使用に最適化さ れていますが、3 m( 10フ ィ ー

ト ) 未満の負荷リ ード を使っ ている場合は、下の図に概説する制限値までの容量性負荷を

使う こ と ができます。こ れら の制限値を超えると 、電圧プログラ ミ ング・ オーバシュ ート

になり 、過渡応答が不安定になる可能性があり ます。
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Low補正設定は、下の表に示す制限値までの高容量性負荷と 、3 m( 10フ ィ ート ) 以上の負

荷リ ード での使用に最適化さ れています。こ のモード では、アッ ププログラ ミ ングと ダウ

ンプログラ ミ ングの速度および電圧制御ループ帯域幅が制限さ れ、電圧プログラ ミ ング・

オーバシュ ート を防止し 、過渡応答の安定性が向上し ます。Lowモード は、すべての負荷

構成で安定性が最も 高く 、オーバシュ ート が最小限に抑えら れます。

<frequency>には、プログラ ミ ング信号に適用さ れるフ ィ ルタ のローパス・ コ ーナー周波数

を指定し ます。 次のセク ショ ンの周波数の説明を参照し てく ださ い。

Highモード の制限値より も 大きい超低ESRコ ンデンサを 3 m( 10フ ィ ート ) 未

満の負荷リ ード で接続するこ と は、どちら の帯域幅レンジにおいても 推奨さ

れていません。こ の負荷構成は電圧プログラ ミ ング・ オーバシュ ート を引き

起こ す可能性があり ます。

設定 5 kWモデル 10 kWモデル 950 Vモデル

High1 0～80 μF 0～80 μF 0～40 μF

Low 0～100,000 μF 0～100,000 μF 0～50,000 μF

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

Output\Advanced\Bandwidth\Voltageを選択し ま

す。

LowまたはHigh 1を選択し ます。 必要に応じ

て、<frequency>に極周波数を入力し ます。

次に、 [Select]を押し ます。

RP795xA/RP796xAモデルの帯域幅を設定するに

は：

VOLT:BWID LOW | High1

極周波数を指定するには：

VOLT:BWID:LEV 0 | 1, <frequency>

出力帯域幅の設定 - RP793xA、RP794xA

こ こ に記載する情報は、RP793xAモデルおよびRP794xAモデルにのみ適用さ れ

ます。

電圧補正モード では、容量性負荷を 使用し て出力応答時間を 最適化でき ます。

「 特性」 セク ショ ンの容量性負荷境界グラ フ に、安定し た動作を可能にするための、DUT
キャ パシタ ンスに応じ た最小ESRが示さ れています。

Comp 0( 高速／小容量性負荷 ) -最速のプログラ ミ ング速度と 過渡応答時間を提供し ま

す。 低キャ パシタ ンスの抵抗DUTに最適です。 デフ ォ ルト 周波数は1.4 kHzです。

Comp 1( 中速／中容量性負荷 ) -中間的なプログラ ミ ング速度と 過渡応答時間を提供し ま

す。 中キャ パシタ ンスのDUTに最適で、プログラ ミ ング速度と 過渡応答に対し てある程度

のト レード オフ が発生し ます。デフ ォ ルト 周波数は460 Hzです。

Comp 2( 低速／大容量性負荷 ) -高キャ パシタ ンス／低ESRのDUTに最適で、プログラ ミ ン

グ速度と 過渡応答に対し てト レード オフ が発生し ます。 デフ ォ ルト 周波数は55 Hzです。
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<frequency>には、プログラ ミ ング信号に適用さ れるフ ィ ルタ のローパス・ コ ーナー周波数

を指定し ます。 プログラ ムさ れる電圧は、極がヘルツで指定さ れている単極ローパス・

フ ィ ルタ を通過するデジタ ル信号です。 こ のフ ィ ルタ は、プログラ ムさ れた電圧または電

流の変化に対応し て出力を遅く する効果があり ます。 こ の機能を、変更可能なスルー設定

と 組み合わせるこ と で、プログラ ミ ング速度と 出力電圧／電流オーバシュ ート と のト レー

ド オフ が可能になり ます。 例えば、補正設定と 負荷イ ンピーダンスに応じ て、フ ィ ルタ 周

波数を高く すると オーバシュ ート が大き く なり 、周波数を低く すると オーバシュ ート が小

さ く なり ます。 こ の周波数設定は、負荷変動に対するユニッ ト の過渡応答には影響し ませ

ん。

次の表は、補正設定がCVプログラ ミ ング速度特性に与える影響をまと めたも のです。

設定 ステッ プ状態 周波数 20 Vモデル 80 Vモデル

Comp 0 無負荷、定格の10～100%
フ ルCC負荷、定格の

0～100%

100 kHz
2.3 kHz

80 µs/810 µs
140 µs/4.2 ms

71 µs/480 µs
145 µs/1.35 ms

Comp 1 フ ルCC負荷、定格の

0～100%
1.4 kHz 190 µs/2.3 ms 205 µs/1.5 ms

Comp 2 フ ルCC負荷、定格の

0～100%
900 Hz 350 µs/3.8 ms 360 µs/1.25 ms

次の表は、CV小信号帯域幅の特性をまと めたも のです。

無負荷時のCVプログラ ミ ング小信号帯域幅 ( -3dB)

設定 20 Vモデル 80 Vモデル

Comp 0 8.3 kHz 7.5 kHz

Comp 1 4.7 kHz 6.6 kHz

Comp 2 2 kHz 5.9 kHz

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Output\Advanced\Bandwidth\Voltageを選択し ま

す。

Comp 0、1、または2を選択し ます。必要に

応じ て、<frequency>に極周波数を入力し ま

す。

次に、 [Select]を押し ます。

電圧補正帯域幅を設定するには：

VOLT:BWID:RANG 0 | 1 | 2

極周波数を指定するには：

VOLT:BWID:LEV 0 | 1 | 2, <frequency>

電流補正モード では、誘導性負荷を 使用し て出力応答時間を 最適化でき ます。

Comp 0：中速のプログラ ミ ング応答で、長い負荷リ ード ( 高イ ンダク タ ンス ) に最適です

( イ ンダク タ ンス負荷境界グラ フ を参照 ) 。
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Comp 1：制限さ れたリ ード ・ イ ンダク タ ンスにより 、DUTのプログラ ミ ング速度を最適化

し ます。 こ の設定では、望まし い全体リ ード 長を達成するために、追加のリ ード ・ セッ ト

を並列接続する必要が生じ るこ と があり ます。

<frequency>には、プログラ ミ ング信号に適用さ れるフ ィ ルタ のローパス・ コ ーナー周波数

を指定し ます。 前述の電圧補正モード の説明を参照し てく ださ い。

次の表は、補正設定がCCプログラ ミ ング速度特性に与える影響をまと めたも のです。

設定 ステッ プ状態 周波数 20 Vモデル 80 Vモデル

Comp 0 電流ステッ プの0～100%
( Vout)

100 kHz 300 µs/960 µs 180 µs/500 µs

Comp 1 電圧定格の10%越え 100 kHz 150 µs/350 µs 60 µs/300 µs

次の表は、CC小信号帯域幅の特性をまと めたも のです。

無負荷時のCCプログラ ミ ング小信号帯域幅 ( -3dB)

設定 20 Vモデル 80 Vモデル

Comp 0 2 kHz 2.7 kHz

Comp 1 2.7 kHz 3.5 kHz

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Output\Advanced\Bandwidth\Currentを選択し ま

す。

Comp 0またはComp1を選択し ます。 必要に

応じ て、周波数フ ィ ールド に極周波数を入

力し ます。 次に、 [Select]を押し ます。

電流補正帯域幅を設定するには：

CURR:BWID:RANG 0 | 1 | 2

極周波数を指定するには：

CURR:BWID:LEV 0 | 1 | 2, <frequency>
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出力タ ーン オン ／タ ーン オフ ・ モード の設定 - RP793xA、RP794xA

こ こ に記載する情報は、RP793xAモデルおよびRP794xAモデルにのみ適用さ れ

ます。

タ ーンオン／タ ーンオフ 設定は、RPSが電圧優先モード で動作し ている場合

にのみ適用さ れます。電流優先モード では、タ ーンオン／タ ーンオフ 動作は

常にイ ンピーダンスです。

電圧優先タ ーンオン／タ ーンオフ 動作は、低イ ンピーダンス・ モード または高イ ンピーダ

ンス・ モード のいずれかに設定できます。

低イ ンピーダンス・ モード は、電力コ ンバータ のよう なデバイ スに適し ています。 出力遷

移時には、高速出力電圧応答を可能にするために電流が供給または放電さ れます。

高イ ンピーダンス・ モード は、バッ テリ などのデバイ スに適し ており 、出力電流が最小に

なるよう に出力遷移が制御さ れます。

連動が有効になっ ている場合は、タ ーンオン設定を変更すると タ ーンオフ 設定も 変更さ

れ、タ ーンオフ 設定を変更すると タ ーンオン設定も 変更さ れます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Output\Advanced\Tmodeを選択し ます。

タ ーンオン ・ モード と タ ーンオフ ・ モード

について、高イ ンピーダンスまたは低イ ン

ピーダンスを選択し ます。

タ ーンオン ・ モード と タ ーンオフ ・ モード

を連動さ せるには、Coupledをオンにし ま

す。 次に、 [Select]を押し ます。

高イ ンピーダンスのタ ーンオンを選択す

るには：

OUTP:TMOD:ON HIGHZ

低イ ンピーダンスのタ ーンオフ を選択す

るには：

OUTP:TMOD:OFF LOWZ

タ ーンオン ・ モード と タ ーンオフ ・ モー

ド を連動さ せるには：

OUTP:TMOD:COUP ON

出力オン

内部回路の起動手順およびイ ンスト ールさ れているリ レー・ オプショ ンのために、OUTPut
ONが完了するのに数十ミ リ 秒かかる場合があり ます。OUTPut OFF遅延が有効な場合も あり

ます。出力タ ーンオン／タ ーンオフ 遅延の詳細については、「 タ ーンオン／タ ーンオフ 遅

延」 を参照し てく ださ い。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

[On/Off]キーを押し ます。 OUTP ON|OFF

フ ロン ト ・ パネルやSCPI Output On/Output Offコ マンド のほかに、OnCouple、OffCouple信号

を使用し て出力をオン／オフ するこ と も できます。詳細については、「 出力連動コ ント
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ロール」 を参照し てく ださ い。連動が有効になっ ている場合は、タ ーンオン設定を変更す

ると タ ーンオフ 設定も 変更さ れ、タ ーンオフ 設定を変更すると タ ーンオン設定も 変更さ れ

ます。

1サイ ク ルのACラ イ ン ・ ド ロ ッ プアウト 中にユニッ ト が再起動するこ と が

あり ます。再起動後、オペレータ がフ ロン ト ・ パネルの制御機能またはコ

ンピュ ータ ・ プログラ ムを使用し て以前の設定を復元するまで、出力はオ

フ のままです。こ れは安全操作手順に準拠し た動作です。

4 回生型双方向直流電源の使用
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並列動作

概要

プラ イ マリ ／セカ ン ダリ 動作

独立並列動作 - RP795xA、RP796xA

概要

感電の危険：すべての並列接続ユニッ ト を、アース付き電源コ ード を介し て

接地さ せる必要があり ます。いずれかのユニッ ト で、感電防止用アース線が

断線し ているか、感電防止用アース端子が接続さ れていない場合、感電によ

り 死亡を含む人身事故の危険性があり ます。

可能性のる装置の損傷を防止する：

l 接続可能な同一電圧定格のユニッ ト は20台までです。すべてのユニッ ト の

定格電圧は同じ でなければなり ませんが、定格電流は異なる場合があり ま

す。すべてのユニッ ト に同じ バージョ ンのフ ァ ームウェ アがイ ンスト ール

さ れていなければなり ません。詳細については、「 機器識別」 を参照し て

く ださ い。

l AC電源は必ず同時にオン／オフ にし ます。特定の機器をオンにし たまま

でその他の機器をオフ にするこ と は避けてく ださ い。

l RP795xA/RP796xAモデルの場合は、共有バスの損傷を防ぐ ため、すべての

並列接続ユニッ ト の負の出力端子を一緒に接続するよう にし てく ださ い。

並列動作では、複数の電源を接続し て、総電流と 電力が高いシステムを構築できます。こ

れは、電流供給と 電流シンク の動作に適用さ れます。出力およびプラ イ マリ ／セカ ンダ

リ ・ ケーブルの接続方法の詳細については、「 複数ユニッ ト の接続」 を参照し てく ださ

い。終端スイ ッ チも 忘れずに設定し てく ださ い。

異なる電力定格のユニッ ト は、それら が同一の電圧定格を持っ ている場合、並列化するこ

と が可能です。こ の場合、ユニッ ト は電流定格に応じ て比例し て電流を共有し ます。例え

ば、定格40 Aの10 kWユニッ ト と 定格20 Aの5 kWユニッ ト は、2対1の比率で出力電流を共有

し ます。

モデルRP795xA、RP796xA は、「 共有接続」 の説明に従っ て共有

ケーブルを接続する必要も あり ます。

並列動作には2つのモード があり ます。

プラ イ マリ ／セカ ンダリ 動作 -こ のモード では、並列グループはプラ イ マリ ・ ユニッ ト を

通じ て制御さ れ、単一のより 強力な電源と し て表示さ れます。プラ イ マリ ・ ユニッ ト は、

ほと んどの電源機能と 測定機能の集合体を提供し ます。電流共有機能は、プラ イ マリ ／
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セカ ンダリ 動作中に自動的に有効になり ます。こ れは並列ユニッ ト 向けに推奨さ れる方

法です。

モデルRP795xA、RP796xAの独立並列動作 -こ のモード では、すべての並列ユ

ニッ ト は独立し てプログラ ムさ れます。 機器のオン／オフ 同期機能を提供するには、出

力オン連動と オフ 連動デジタ ルポート 信号を接続し てプログラ ムし ます。各並列接続ユ

ニッ ト で明示的に電流共有機能を有効にする必要があり ます。

プラ イ マリ ／セカ ン ダリ 動作

最大20台の並列接続機器をプラ イ マリ ／セカ ンダリ 構成で接続できます。すべてのユニッ

ト の定格電圧は同じ でなければなり ませんが、定格電流は異なる場合があり ます。すべて

のユニッ ト に同じ バージョ ンのフ ァ ームウェ アがイ ンスト ールさ れていなければなり ませ

ん。フ ァ ームウェ アのバージョ ンを確認するには、「 機器識別」 を参照し てく ださ い。プ

ラ イ マリ ／セカ ンダリ 動作の構成手順は以下のと おり です。

l 1台のユニッ ト をプラ イ マリ と し て構成し ます

l 他のユニッ ト を固有のバスアド レスを持つセカ ンダリ ・ ユニッ ト と し て構成し ます

l 接続モード と 自動接続遅延時間を選択し ます

l プラ イ マリ 上で 1回限り の検出を実行し ます -こ れにより 、プラ イ マリ ／セカ ンダリ 構

成が保存さ れます

l 電源投入時に、プラ イ マリ が自動または手動でセカ ンダリ ・ ユニッ ト に接続し ます

l プラ イ マリ ／セカ ンダリ 構成が後から 変更さ れた場合は、再検出する必要があり ます

プラ イ マリ ／セカ ン ダリ 設定

それぞれの並列接続機器をプラ イ マリ またはセカ ンダリ のいずれかと し て構成し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\Group\Functionを選択し ます。

ダイ アログボッ ク スで、プラ イ マリ 、セカ ン

ダリ 、またはNoneのいずれかを選択し ます。

次に、 [Select]を押し ます。

並列接続ユニッ ト を構成するには：

INST:GRO:FUNC PRIM|SEC|NON

ユニッ ト がプラ イ マリ の場合、プラ イ マリ がセカ ンダリ に自動接続するまでにセカ ンダ

リ ・ ユニッ ト が起動するのに十分な時間が確保さ れるよう に遅延をプログラ ムできます。

セカ ンダリ ・ ユニッ ト の電源投入に遅延があると 、プラ イ マリ の自動接続が失敗する可能

性があり ます。 [None]は、並列動作以外の場合に選択し ます。プラ イ マリ ／セカ ンダリ ・

バスに [None]を設定し たユニッ ト を接続し ないでく ださ い。CSFエラ ーが発生する場合が

あり ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド
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System\Group\Delayを選択し ます。

ダイ アログボッ ク スで、自動接続遅延を設定

し ます。

次に、 [Select]を押し ます。

自動接続遅延を 10に設定するには：

INST:GRO:PRIM:DEL 10

ユニッ ト がセカ ンダリ の場合は、各セカ ンダリ ・ ユニッ ト に固有のバスアド レス

( 1～19) を割り 当てなければなり ません。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\Group\Secondaryを選択し ます。

ダイ アログボッ ク スで、セカ ンダリ ・ ユニッ

ト のアド レスを選択し ます。 値の範囲は

1～19です。 次に、 [Select]を押し ます。

セカ ンダリ のアド レスを 1に設定するに

は：

INST:GRO:SEC:ADDR 1

プラ イ マリ ・ ユニッ ト の接続モード を指定し ます。

AUTO -プラ イ マリ ・ ユニッ ト は電源投入時に事前に検出さ れたセカ ンダリ ・ ユニッ ト に自

動的に接続し ます。

MANual -はフ ロント ・ パネルまたは INST:GRO:PRIM:CONN:MODEMANから 接続コ マンド を受

信すると 、以前に検出さ れたユニッ ト に接続し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\Group\Modeを選択し ます。

ダイ アログボッ ク スで、接続モード を選択し

ます。 次に、 [Select]を押し ます。

プラ イ マリ ・ ユニッ ト の接続モード を

設定し ます。

INST:GRO:PRIM:CONN:MODE AUTO

セカ ンダリ ・ ユニッ ト のアド レス設定後、プラ イ マリ ・ ユニッ ト で「 Discover」 を実行

し 、すべてのセカ ンダリ ・ ユニッ ト と の通信を開始し ます。 最初の検出後、プラ イ マリ ／

セカ ンダリ 構成が変更さ れない限り 、検出プロセスを実行する必要はあり ません。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\Group\Discoverを選択し ます。

ダイ アログボッ ク スで Discoverを選択し 、すべ

てのセカ ンダリ ・ ユニッ ト を検出し ます。 次

に、 [Select]を押し ます。

セカ ンダリ ・ ユニッ ト を検出するに

は：

INST:GRO:PRIM:DISC

プラ イ マリ ・ ユニッ ト を、以前に検出さ れたすべてのセカ ンダリ ・ ユニッ ト に手動で接続

し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\Group\Connectを選択し ます。

ダイ アログボッ ク スで Connectを選択し 、すべ

てのセカ ンダリ ・ ユニッ ト をプラ イ マリ に接

続し ます。 次に、 [Select]を押し ます。

プラ イ マリ ・ ユニッ ト を、検出さ れた

すべてのセカ ンダリ ・ ユニッ ト に接続

し ます。

INST:GRO:PRIM:CONN
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プラ イ マリ ／セカ ン ダリ ・ プロ グラ ミ ン グに関する 注意事項

プラ イ マリ ・ ユニッ ト の出力電圧／電流の設定は、個別のユニッ ト と 同じ よう にプログラ

ムし ます。詳細については、「 出力電圧の設定」 と 「 出力電流の設定」 を参照し てく ださ

い。 セカ ンダリ ・ ユニッ ト はロッ ク さ れています。セカ ンダリ ・ ユニッ ト の設定はプログ

ラ ムできません。

過渡的ダイ ナミ ク スのアッ プ／ダウンプログラ ミ ングを可能にするには、正または負の電

流制限値を高く 設定し ます。過渡ダイ ナミ ク スは、主にDUTのキャ パシタ ンス充電電流の

結果です。プラ イ マリ ・ ユニッ ト の電流制限と 電流設定は、各ユニッ ト の定格電流に応じ

て並列グループの間で自動的に釣り 合う よう に調整さ れるこ と に注意し てく ださ い。

不完全な電圧プログラ ミ ングの同期を緩和するためにスルーレート を下げます。デフ ォ ル

ト では、スルーレート は最大値に設定さ れます。

電流優先モード で、プラ イ マリ ・ ユニッ ト の出力電流を希望する値に設定し

ます。電圧制限をユニッ ト の予想動作電圧より も 高い値に設定し ます。

プラ イ マリ ／セカ ン ダリ ・ フ ロ ン ト ・ パネル・ ディ スプレ イ

プラ イ マリ ・ ユニッ ト のフ ロン ト ・ パネルから 読み取ら れる電流の値は、プラ イ マリ ・ ユ

ニッ ト と セカ ンダリ ・ ユニッ ト の値の合計値です。セカ ンダリ ・ ユニッ ト はそれぞれの電

流の値を返し ます。

次の例は、プラ イ マリ ／セカ ンダリ 動作中のフ ロント ・ パネル・ ディ スプレイ を示し てい

ます。3台のユニッ ト がプラ イ マリ ／セカ ンダリ 構成で接続さ れています。ユニッ ト は電

圧優先モード で動作し ています。

こ れは10 kWのプラ イ マリ ・ ユニッ ト です。

l 「 P」 は、プラ イ マリ ・ ユニッ ト を 示し て

います。

l 表示さ れている 電流 ( 100 A) は、すべて

の並列接続ユニッ ト の合計出力電流で

す。こ のユニッ ト が合計値に占める 割合

は40 Aのみです。

こ れは10 kWのセカ ンダリ ・ ユニッ ト です。

l 「 S」 は、セカ ン ダリ ・ ユニッ ト を 示し て

います。

l 表示さ れている 電流 ( 40 A) は、こ のユ

ニッ ト が合計値に占める 電流の値です。

こ れは5 kWのセカ ンダリ ・ ユニッ ト です。
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l 「 S」 は、セカ ン ダリ ・ ユニッ ト を 示し て

います。

l 表示さ れている 電流 ( 20 A) は、こ のユ

ニッ ト が合計値に占める 電流の値です。

こ れは10 kWユニッ ト の電流の半分です。

プラ イ マリ ／セカ ン ダリ 通信

接続さ れている間、プラ イ マリ ・ ユニッ ト は定期的にセカ ンダリ ・ ユニッ ト をポーリ ング

し 、ステータ スを確認し ます。例えば、セカ ンダリ ・ ユニッ ト がオンまたはオフ である場

合など、セカ ンダリ と の通信に失敗し た場合、プラ イ マリ と 残り の セカ ンダリ ・ ユニッ ト

はプラ イ マリ ／セカ ンダリ 保護 ( PSP) 状態に入り ます。残り のセカ ンダリ ・ ユニッ ト

が、プラ イ マリ の接続切断を検出し た場合、それら のユニッ ト も PSP状態に入り ます。さ

ら に、終端スイ ッ チが正し く 設定さ れていない場合、電流共有障害 ( CSF) が発生する可

能性があり ます。

セカ ンダリ ・ ユニッ ト はPSPを作動さ せるタ イ マと し て、定期的なプラ イ マリ ・ ステータ

ス・ ポーリ ングを使用し ます。セカ ンダリ が10秒以内にステータ ス・ ポーリ ングを受信し

ない場合、PSP状態に入り ます。

セカ ンダリ ・ ユニッ ト は、電源投入後10秒で PSP状態に入り ます。プラ イ マリ ・ ユニッ ト

は、それら ユニッ ト を検出すると 、セカ ンダリ ・ ユニッ ト と の通信を確立し 、それによっ

て PSPをク リ アし ます。

プラ イ マリ ／セカ ン ダリ 保護

プラ イ マリ ・ ユニッ ト が保護状態に入ると 、セカ ンダリ ・ ユニッ ト に保護コ マンド を送信

し ます。プラ イ マリ ・ ユニッ ト は、発生し た保護イ ベント の種類を示し ます。セカ ンダ

リ ・ ユニッ ト はPROTを示し ます。保護の状態が修正さ れたら 、プラ イ マリ の保護をク リ ア

すると 、すべてのユニッ ト の保護がク リ アさ れます ( 「 保護のク リ ア」 を参照 ) 。

セカ ンダリ ・ ユニッ ト が保護状態に入ると 、保護イ ベント が発生し たプラ イ マリ と セカ ン

ダリ ・ ユニッ ト は、保護イ ベント のタ イ プを示し ます。他のすべてのセカ ンダリ ・ ユニッ

ト はPROTを示し ます。保護の状態が修正さ れたら 、プラ イ マリ ・ ユニッ ト の保護をク リ ア

すると 、すべてのユニッ ト の保護がク リ アさ れます。

リ ア・ パネルのデジタ ル・ コ ネク タ でフ ォ ールト ／禁止機能を使用すると きは、フ ォ ール

ト ／禁止ピンをプラ イ マリ ・ ユニッ ト でのみ接続し ます。セカ ンダリ ・ ユニッ ト のフ ォ ー

ルト ／禁止ピンを接続する必要はあり ません。

プラ イ マリ ／セカ ン ダリ ・ コ マン ド 詳細

ユニッ ト のグループは、いっ たん接続さ れると プラ イ マリ を介し て制御さ れ、単一の高出

力電源装置と し て認識さ れます。 プログラ ミ ング・ コ マンド は、すべてプラ イ マリ ・ ユ

ニッ ト に送信する必要があり ます。

以下のSCPIコ マンド は、プラ イ マリ ／セカ ンダリ ・ モード ではサポート さ れていません。

CURRent:SHARing 現在の共有は自動的に有効になり ます

ELOG:CURRent<:MAX|:MIN> ELOG :MAXおよ び :MINコ マン ド
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POWer:LIMit? 電力制限の問合わせ

SYSTem:REBoot Rebootコ マン ド

以下の追加のSCPIコ マンド は、B.04.04.809より 前のフ ァ ームウェ ア・ リ ビジョ ンのプラ イ

マリ ／セカ ンダリ ・ モード ではサポート さ れていません。

ARB すべてのARBコ マン ド

ELOG すべてのELOGコ マン ド

FETCh:CURRent<:HIGH|:LOW|:MAX|:MIN> すべての :HIGH :LOW :MAX and :MINコ マン ド

FETCh:POWer<:MAX|:MIN> すべての :MAXおよ び :MINコ マン ド

FETCh:VOLTage<:HIGH|:LOW|:MAX|:MIN> すべての :HIGH :LOW :MAX and :MINコ マン ド

MEASure:CURRent<:HIGH|:LOW|:MAX|:MIN> すべての :HIGH :LOW :MAX and :MINコ マン ド

MEASure:POWer<:MAX|:MIN> すべての :MAXおよ び :MINコ マン ド

MEASure:VOLTage<:HIGH|:LOW|:MAX|:MIN> すべての :HIGH :LOW :MAX and :MINコ マン ド

LIST すべてのLISTコ マン ド

TRIGger:ARB:SOURce ARBソ ースコ マン ド

TRIGger:ACQ<:CURR:LEV|:VOLT:LEV> レ ベル・ ト リ ガ収集

以下のSCPIコ マンド は、プラ イ マリ ／セカ ンダリ ・ モード でセカ ンダリ ・ ユニッ ト に送信

できます。

FETCh<:VOLTage|:CURRent|:POWer> :VOLT :CURR :POWコ マン ド のみ

MEASure<:VOLTage|:CURRent|:POWer> :VOLT :CURR :POWコ マン ド のみ

すべてのフ ロ ン ト ・ パネルのSYSTEM\IOコ マン

ド

フ ロ ン ト ・ パネルメ ニュ ーでのみ利用可能

最大電流での並列動作 - RP793xA、RP794xA

プラ イ マリ ／セカ ンダリ 構成の並列ユニッ ト 間の個々の回路許容差のため、各ユニッ ト が

占める電流は、すべてのユニッ ト が正確かつ均等に電流を共有すると 仮定する 「 理想的な

量」 と は若干異なる場合があり ます。並列グループの最大電流定格で動作し ている場合、

こ れら の個々の回路許容差が原因で、1つ以上のユニッ ト がCV動作から 逸脱し 、CC動作に

入る可能性があり ます。 グループの最大電流定格は引き続き利用可能ですが、ユニッ ト の

1つがCCに移行するために動的過渡応答が変化する可能性があり ます。

すべての動作条件下、特に並列グループの最大電流定格で厳密なCV動作が必要な場合は、

CC制限値をプラ イ マリ ・ ユニッ ト の最大プログラ ム可能値に設定するこ と を推奨し ます。

こ の設定で十分でない場合、要求さ れる総負荷電流を減ら すか、最大負荷条件下でCV動作

を維持するために、グループに追加のヘッ ド ルームを提供するためのユニッ ト を追加する

こ と を検討し てく ださ い。

ト ラ ブルシュ ーテ ィ ン グ

次のステータ ス・ イ ンジケータ がフ ロン ト ・ パネルに表示さ れている場合：
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PSP -プラ イ マリ ／セカ ンダリ 保護

プラ イ マリ ・ ユニッ ト と セカ ンダリ ・ ユニッ ト の間で通信が切断し まし た。LANや安全切

断ではなく 、プラ イ マリ ／セカ ンダリ ・ コ ネク タ にCAT6Aケーブルが取り 付けら れている

こ と を確認し てく ださ い。

CSF -電流共有障害

プラ イ マリ ／セカ ンダリ ・ ループが規格外のため、電流共有の障害が発生し まし た。こ れ

は、終端スイ ッ チが正し く 設定さ れていない場合に発生する可能性があり ます。また、負

荷過渡から モード のク ロスオーバーがある場合、または急速なアッ プ／ダウンプログラ ミ

ングが原因で、一時的に発生するこ と も あり ます。そのよう な場合は、電流制限をより 高

い値に設定し てく ださ い。ループがユニッ ト 間の電流の不均衡を調整できなく なっ た場合

も 、CSFが発生する可能性があり ます。また、CSFは、プラ イ マリ ・ ユニッ ト と の通信喪

失の初期の徴候と も 考えら れます。こ れにより PSPに移行し ます。

以下のエラ ーメ ッ セージが表示さ れた場合：

No secondary units discoveredまたは1 secondary discovered( 複数のセカ ンダリ ・ ユニッ ト が

予期さ れる場合 )

重複するセカ ンダリ ・ アド レスがないか確認し てく ださ い。

Error 332, Primary/Secondary Error

こ れは、プラ イ マリ ・ ユニッ ト と セカ ンダリ ・ ユニッ ト と の通信が切断し 、通常PSPに移

行するこ と を示し ます。プラ イ マリ ／セカ ンダリ のCAT6Aケーブルが正し く 取り 付けら れ

ているこ と を確認し てく ださ い。また、プラ イ マリ ／セカ ンダリ 構成を変更し た場合にも

発生する可能性があり ます。プラ イ マリ ／セカ ンダリ 構成を変更する場合は、ユニッ ト を

必ずNoneに設定し てく ださ い。

独立並列動作 - RP795xA、RP796xA

特定の機器をオンにし たままでその他の機器をオフ にするこ と は避けてく だ

さ い。1台のユニッ ト で AC電源をオンまたはオフ にすると 、オンになっ てい

るユニッ ト の出力が有効になり 、プログラ ムさ れている設定に移行し ます。

こ の動作を防ぐ には、電源をオフ にする前にすべてのユニッ ト の出力をゼロ

にプログラ ムし 、常にすべてのユニッ ト の電源のオン／オフ を同時に行いま

す。

電流共有の有効化

電流共有機能は、モデル では自動的に有効になり ます。

電流共有なし でも 、ユニッ ト は並列接続で動作できます。ただし 、出力電圧

は均等に共有さ れず、すべてのユニッ ト で定電圧モード が維持さ れない可能

性があり ます。
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電流共有と は、ユニッ ト の定格電圧の約0.5%まで出力電圧を微調整するアナログ制御機能

です。こ れにより 、並列ユニッ ト 間の電流リ ード バッ ク の精度が向上し ます。こ のこ と

は、ユニッ ト がプラ イ マリ ／セカ ンダリ 動作用に接続さ れているかどう か、または独立し

た並列動作用に接続さ れているかどう かに関係なく 当てはまり ます。

定格電流が同等のユニッ ト は、電流を等し く 共有し ます。定格電流が異なるユニッ ト は、

自身の定格電流の比率に従っ て電流を共有し ます。例えば、定格40 Aのユニッ ト と 定格20
Aのユニッ ト は、2対1の比率で出力電流を共有し ます。

独立並列運転でのみ、フ ロン ト ・ パネルのステータ スに「 P」 と 表示さ れます。こ れは、

電流の共有が有効になっ ており 、ユニッ ト を共有バスに接続するために共有リ レーが閉じ

ているこ と を示し ます。出力を無効にすると 、共有リ レーが開き、共有バスから ユニッ ト

を切断し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

Output\Advanced\CurrSharingを選択し ます。

オンにするには、電流共有を有効にするに

チェ ッ ク マーク を付けます。

電流共有を有効にするには：

CURR:SHAR ON

電流共有動作

電圧優先モード の場合：

l 並列接続さ れた各ユニッ ト の初期出力電圧設定を同じ 値にプログラ ムし ます。

l 各ユニッ ト の電流制限値を次の式に従っ て設定し ます。こ れにより 、個々の電流制限

値の合計である総電流制限ポイ ント に達するまでは、すべてのユニッ ト が電流を共有

できるよう になり ます。

各5 kWユニッ ト に対し て： ICL_5kW =ICL_TOTAL / (NT+N10kW)*
各10 kWユニッ ト に対し て： ICL_10kW =2(ICL_TOTAL) /( NT+N10kW)

こ こ で、

ICL_5kWは5 kWユニッ ト の電流制限設定値です。

ICL_10kWは10 kWユニッ ト の電流制限設定値です。

ICL_TOTALは個々の電流制限設定値すべての合計です。

NTは、すべての定格の並列ユニッ ト の合計数です。

N10kWは、並列10 kWユニッ ト の合計数です。

*10 kWユニッ ト を使っ ていない場合は、N10kW= 0になり ます。

異なる電力が混在する構成では、10 kWユニッ ト の電流制限値を 5 kWユニッ ト の値の2倍に

設定する必要があり ます。こ れは、電力が混在する構成では、各10 kWユニッ ト が各5 kW
ユニッ ト の2倍の電流を提供するためです。

いずれかの並列接続ユニッ ト の電流制限設定値に達すると 、そのユニッ ト の出力電流は指

定さ れた設定値に制限さ れます。

電流優先モード の場合：
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l 並列接続さ れた各ユニッ ト の電圧制限を同じ 値に設定し ます。

l 並列接続さ れた各ユニッ ト の電流設定値は、電流共有を目的と する場合は上の式に

従っ て設定し ます。総出力電流は、個々の電流設定値すべての合計になり ます。

電流優先モード では、VL+ステータ ス通知をオンにし ている場合にのみ、すべてのユニッ

ト が電圧制限モード で動作し 、共有構成で電流のバラ ンスをと り ます。

負荷レ ギュ レ ーショ ン に対する 並列効果

RPSの設計は、並列動作に最適化さ れています。し たがっ て、並列ユニッ ト が仕様に与え

る影響は最小に保たれています。ユニッ ト を並列に接続すると 、負荷レギュ レーショ ン仕

様以外の仕様低下はあり ません。出力ノ イ ズ、プログラ ミ ング精度、リ ード バッ ク 確度、

過渡応答などの他のすべての仕様は並列動作による影響を受けません。

2つ以上のユニッ ト を電流共有を有効にし て並列に接続すると 、電圧レギュ レーショ ンに

よる若干の影響を受けます。最悪の場合には、電圧レギュ レーショ ンへの追加の影響は次

のと おり になり ます。

∆VOUT(WORST_CASE) =0.003%(VRATING)

特定のユニッ ト に対する出力電圧レギュ レーショ ンの総影響を特定するには、次の表に示

す最悪の場合の値を、各並列ユニッ ト のCV負荷レギュ レーショ ン仕様に加算する必要があ

り ます。こ れら は、各ユニッ ト の電圧定格に基づく 最悪の値です。

VRATED ∆VOUT(WORST_CASE) VRATED ∆VOUT(WORST_CASE)

500 V 15 mV 950 V 28.5 mV

例： 2台の500 Vユニッ ト が並列に接続さ れています。電流共有による負荷レギュ レーショ

ンの影響は、上の表から 15 mVになり ます。CV負荷レギュ レーショ ンの仕様は30 mVです。

し たがっ て、出力電圧レギュ レーショ ンによる全体の影響は30 mV + 15 mV、つまり 45 mV
です。
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電流シン ク 操作

電流シン ク

回生動作

電流シン ク

ダウンプログラ ミ ングと も 呼ばれる電流シンク は、DC電源の正の端子に電流を引き込む

能力です。例えば、現在より 低い出力電圧をプログラ ムし た場合は、電源が電流を正の端

子に引き込みます ( シンク し ます ) 。こ れは、電源の出力コ ンデンサから の蓄積エネル

ギーと 、配線を含む負荷から の外部キャ パシタ ンスを放電し て、出力端子で電圧を下げる

ために必要です。

定電圧を高いレベルから 低いレベルに迅速に遷移さ せる性能によっ て電源の出力応答時間

が大幅に向上し ます。こ れはRPSの回生機能の最も 一般的に使用さ れる用途ですが、自動

で行われるため、ユーザには認識さ れません。

DC電源は定格電流の最大100%を、無期限にシンク し 続けるこ と ができます。DC電源が持

つこ の2象限のソ ース機能と シンク 機能によっ て、電源の出力特性を変更し たり 、破壊的

な動作を招いたり するこ と なく 、電流のソ ースと シンク がスムーズに遷移し ます。電源の

2象限出力機能を完全に利用するために、次の制御が提供さ れています。

電圧優先モード での電流制限制御

電圧優先モード で動作し ている場合は、負および正の電流制限値をプログラ ムできます。

こ れにより 、急速なアッ プ／ダウンプログラ ミ ング時に発生する可能性がある電流オーバ

シュ ート が制限さ れます。

電流優先モード での電流設定制御

電流優先モード で動作し ている場合は、正から 負または負から 正への遷移時に出力電流が

シームレスにゼロを通過するよう にプログラ ムできます。さ ら に、負の電流象限で動作し

ている場合は、負の電流設定をプログラ ムし 、指定し た値にシンク 電流を保持できます。

こ れは、例えば、一定の電流率でバッ テリ を放電する場合に便利です。

ソ ース電流と シンク 電流を厳密に制御する必要があるアプリ ケーショ ンの場合は、電流ス

ルー・ コ ン ト ロールを利用し て、電流のソ ースやシンク の際に電流スルー・ レート を指定

できます。

回生動作

回生動作は自動で行われるため、ユーザによるプログラ ミ ングは必要あり ません。ユニッ

ト が急速に出力をプログラ ムするこ と によっ て、またはバッ テリ のよう な電源を放電する

こ と によっ て、電流をシンク すると きは、ユニッ ト は必ず過剰な電力を AC電源に戻し ま

す。詳細については、「 AC主電源に関する注意事項」 を参照し てく ださ い。

4 回生型双方向直流電源の使用

142 Keysight RP7900シリ ーズ操作／サービス・ ガイ ド



出力保護のプロ グラ ミ ン グ

過電圧保護の設定

過電流保護の設定

出力ウォ ッ チド ッ グ・ タ イ マ

電圧不足保護の設定

出力保護のク リ ア

概要

RPSモデルは多く の保護機能を備えています。こ れら の機能は出力を無効にし て、電源や

テスト 中のデバイ ス ( DUT) を保護し ます。保護機能が設定さ れている場合は、フ ロン

ト ・ パネルのステータ ス・ イ ンジケータ が点灯し ます。ほと んどの保護機能はラ ッ チさ れ

ています。つまり 、保護機能を一度設定し たら ク リ アする必要があり ます。

すべての保護機能は、高イ ンピーダンス出力切断を引き起こ し ます。 出力は

積極的に電流をシンク するこ と なく 切断さ れるので、DUTの電圧放電はその

特性に依存し ます。 DUTと 負荷リ ード のイ ンダク タ ンスは、蓄積エネルギー

を安全に吸収するために、指定さ れたハード ウェ ア制限値内になければなり

ません。「 RP793xA、RP794xAの特性」 の最大負荷イ ンダク タ ンス制限値を

参照し てく ださ い。

以下の保護機能のう ち、OV、OC、PROT、 INH、UVはユーザによるプログラ ムが可能で

す。

OV 過電圧保護は、ト リ ッ プ ・ レベルの値をユーザがプログラ ムできる、ハード ウェ ア保

護です。OV保護は、リ モート ・ センス・ リ ード がショ ート し た場合に自動的に発生し ま

す。OV保護は常にオンになっ ています。

OV-負の過電圧保護は、リ モート ・ センス・ リ ード が反転すると 作動し ます。電源投入時

に、モデル に関し て電圧が-5Vより も 負の場合、またはモデル

に関し て定格出力の-1%が出力端子に存在すると 作動し ます。電源投入後、モデル

RP793xAと RP794xAのレベルは-20%に上昇し ます。OV-保護はプログラ ムできません。ま

た、常にオンになっ ています。

OC 過電流保護はユーザがプログラ ムできる機能で、オン／オフ を切り 替えるこ と ができ

ます。オンの場合は、出力が電流制限設定値に達すると 、出力がオフ になり ます。OCPの
設定に関係なく 、内部電流制限を超えた場合も OCPが発生し ます。

CP+ 正の過電力は出力電力を内蔵のし きい値と 比較し ます。CP+保護はし きい値を超えた

と きに発生し ます。CP+保護は常にオンになっ ています。

CP-負の過電力は内部的に消費し た電力を内蔵のし きい値と 比較し ます。CP-保護はし き

い値を超えたと きに発生し ます。CP-保護は常にオンになっ ています。
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OT 過熱保護は電源の内部温度を監視し て、温度が事前に設定し た制限値を超えると 出力

をオフ にし ます ( OUTPut:PROTection:TEMPerature:MARGin?を参照し てく ださ い ) 。OT保護

は常にオンになっ ています。

PF 停電は、AC電源の停電条件が発生し 、出力がオフ になっ たこ と を示し ます。PF保護は

常にオンになっ ています。

EDP 超過ダイ ナミ ッ ク 保護

モデル では、EDPは、プログラ ムさ れた電圧の変更、リ スト 、Arb、または負

荷誘発の電圧スイ ングにより 、大規模な電圧スイ ングが繰り 返し 発生し た場合に出力を

オフ にし ます ( 「 出力のダイ ナミ ッ ク 応答」 を参照し てく ださ い ) 。こ のチェ ッ ク マー

ク をチェ ッ ク し ないと 、こ れら の電圧スイ ングが原因で、ユニッ ト のコ ンポーネント が

早期故障する場合があり ます。EDP保護は常にオンになっ ています。

モデル では、ユニッ ト に損傷を与える可能性のある大規模な動的電力伝達の

場合、EDPは出力を無効にし ます。こ れは、例えば、意図し ない持続的な振動が全電力の

ソ ースから 全電力のシンク まで、大規模な電力伝達を引き起こ す場合に発生する可能性

があり ます。 ユニッ ト が推奨さ れる動作条件の範囲内で動作し ていると 仮定すると 、EDP
は通常の条件下で動作し ないはずです。EDP保護は常にオンになっ ています。

Prot 保護は、プログラ ムさ れた出力ウォ ッ チド ッ グ・ タ イ マの時間を経過し たために、出

力がオフ になっ たこ と を示し ます。また、セカ ンダリ ・ ユニッ ト で PSP障害が発生し たこ

と を示し ます。

INHリ ア・ パネルのデジタ ル・ コ ネク タ 上の禁止入力 ( ピン 3) を、外部シャ ッ ト ダウン

信号と し て機能するよう にプログラ ムできます。詳細については、「 禁止入力」 を参照

し てく ださ い。

UV モデル の場合、電圧不足保護により 、バッ テリ 放電時に電圧が低電圧制限

の設定を下回ら ないよう にできます。また、出力電圧が低電圧保護レベルを下回る場

合、出力がオンになら ないよう にできます。

PSP 並列接続グループでプラ イ マリ ／セカ ンダリ 保護障害が発生し まし た。すべての並列

接続ユニッ ト の出力がすべてオフ になり ます。PSPは常にオンになっ ています。 詳細につ

いては、「 並列保護」 を参照し てく ださ い。

SDP Keysight SD1000A SDSハード ウェ アまたは通信の障害により 、Safety Disconnect
Protectionフ ォ ールト が発生し まし た。 こ の保護状態を解除するには、ユニッ ト を リ ブー

ト する必要があり ます。詳細については、「 SDP保護」 を参照し てく ださ い。

DOV+ 正のDUT過電圧は、HIGHZモード で出力がオフ になり 次いでオンになっ た場合にアク

ティ ブになり ます。 DUTが出力端子で次の電圧レベルより 小さ い電圧を使用し ている場

合、過剰に電流がユニッ ト に流れないよう にするため、出力はオンになり ません。

電圧優先：DUT電圧がユニッ ト の定格電圧の+ 1%のプログラ ムさ れた電圧を超える場合。

電流優先： DUT電圧がユニッ ト の定格電圧の+ 1%の正の電圧制限を超える場合。

DOV-負のDUT過電圧は、出力がオフ になり 次いでオンになっ た場合にアク ティ ブになり

ます。 DUTが出力端子で次の電圧レベルより 小さ い電圧を使用し ている場合、過剰に電流

がユニッ ト から 流れないよう にするため、出力はオンになり ません。

電圧優先：DUT電圧がユニッ ト の定格電圧の- 1%より 小さ い場合。

電流優先： DUT電圧がユニッ ト の定格電圧の- 1%の負の電圧制限より 小さ い場合。
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LOV+ 正のローカ ル過電圧保護は、リ モート ・ センス・ リ ード が誤っ てショ ート し た場合

に作動し ます。 こ の保護機能は、出力端子の電圧と 、ユーザー定義の正のOVPレベルより

定格の10%大きい値に1ボルト を足し た値を比較するこ と により 、出力電圧の上昇を低減

し ます。 出力電圧がこ のレベルを超えると 、ユニッ ト はラ ッ チ保護状態と なり ます。LOV
は常にオンになっ ています。

LOV-負のローカ ル過電圧保護は、2象限モデルでは使用できません。

OCF+ 正の過電流保護は、DUTが出力端子に逆電圧を印加し た場合にアク ティ ブになり ま

す。こ の保護機能は、実際の出力電流と ユニッ ト の定格電流の105%の固定レベルを比較

するこ と により 、出力終端のピーク 電流を最小限に抑えます。 電流がこ のレベルを超え

ると 、ユニッ ト はラ ッ チ保護状態と なり ます。

OCF-負の過電流保護は、DUTが出力端子に正の電流制限設定値を超える電圧を印加し た

場合に、電流優先モード でアク ティ ブになり ます。 こ の保護機能は、実際の出力電流と

ユニッ ト の定格電流の105%の固定レベルを比較するこ と により 、出力終端のピーク 電流

を最小限に抑えます。 電流がこ のレベルを超えると 、ユニッ ト はラ ッ チ保護状態と なり

ます。

DOV、LOV、OCFは、フ ァ ームウェ ア・ リ ビジョ ン B.04.04.809以降のユニッ ト

でのみ使用できます。

過電圧保護の設定

過電圧保護は、出力電圧がプログラ ムさ れた過電圧制限値に達し た場合に出力をオフ にし

ます。OVP回路は+センス端子と –センス端子で電圧を監視し ます。+センス・ リ ード と –セ
ンス・ リ ード が偶発的に互いにショ ート し た場合、OVPシャ ッ ト ダウンが自動的に実行さ

れます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

Protect\OVPを選択し ます。

OVPレベル・ ボッ ク スに値を入力し ます。 次

に、 [Select]を押し ます。

OVPレベルを 400ボルト に設定するに

は：

VOLT:PROT 400

過電流保護の設定

OCPをオンにする

過電流保護がオンの場合は、出力電流が電流制限設定値に達し 、定電圧 ( CV) モード から

電流制限 ( CL+またはCL-) への移行が起きると 、出力がオフ になり ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

Protect\OCPを選択し ます。

Enable OCPを選択し ます。 次に、 [Select]を押し ま

す。

OCPをオンにするには：

CURR:PROT:STAT ON
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OCPを遅ら せる

一時的な出力設定、負荷、ステータ スの変化による過電流保護の作動を防ぐ ために、OCP
遅延を指定するこ と ができます。こ れら の一時的な条件はほと んどの場合、過電流保護違

反と 見なす必要がなく 、OCP条件によっ て出力がオフ になるのは不便です。OCP遅延を指

定すると 、指定さ れた遅延周期の間、OCP回路がこ れら の一時的な変化を無視し ます。

OCP遅延時間が経過し ても 過電流条件が持続し ている場合は、出力がシャ ッ ト ダウンし ま

す。

過電流遅延タ イ マを開始するための選択肢は次のと おり です。

設定の変更：コ マンド により 出力設定が変更さ れると 過電流遅延が始動し ます。こ れに

は、ト ラ ンジェ ン ト ・ システムによる変更も 含まれるので、リ スト ・ ステッ プごと に、ま

たArb出力変更ごと にタ イ マが始動し ます。また、電圧および電流スルーの変化も 含まれ

るため、スルー時間全体を通し てタ イ マが再始動し ます。

電流制限：出力が電流制限モード に移行すると 過電流遅延タ イ マが始動し ます。

遅延は0から 0.255秒の間でプログラ ムできます。OCP遅延タ イ マを始動する条件と し て、

出力の電流制限へのいずれかの移行で始動するか、または電圧、電流、出力状態での設定

値の変化の最後でのみ始動するかを指定できます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Protect\OCPを選択し ます。

遅延値を入力し ます。 次に、 [Select]を押し

ます。

デフ ォ ルト では、遅延タ イ マは出力「 設定

値の変化」 により 始動し ます。

出力のCLモード へのいずれかの移行によっ

て遅延タ イ マを開始するには、

「 CC Transition」 を選択し ます。

10 mｓの遅延を指定する：

CURR:PROT:DEL 0.01

出力設定値の変化によっ て遅延タ イ マを始

動するには：

CURR:PROT:DEL:STAR SCH

出力のCLモード への任意の移行によっ て遅

延タ イ マを開始するには：

CURR:PROT:DEL:STAR CCTR

出力設定または負荷の変化が持続する時間を決める条件と し ては、古い出力値と 新し い出

力値の差、電流制限値、電圧優先モード での負荷キャ パシタ ンスまたは電流優先モード で

の負荷イ ンダク タ ンスがあり ます。必要な遅延は経験的に決める必要があり ます。出力の

プログラ ミ ング応答時間特性を指針と し て使用できます。

また、出力が電流制限 ( CL) モード に移行するためにかかる時間は、電流制限設定値と 比

較し た過電流条件の振幅によっ て変わるこ と に注意し てく ださ い。例えば、過電流が電流

制限設定値より わずかに大きいだけの場合は、出力がCCステータ ス・ ビ ッ ト を設定するの

に数十ミ リ 秒かかる場合があり ます。過電流が電流制限設定値より かなり 大きい場合は、

出力がCCステータ ス・ ビ ッ ト を設定するためにかかる時間は数百マイ ク ロ秒以内です。い

つ出力がシャ ッ ト ダウンするかを確認するには、CLステータ ス・ ビ ッ ト の設定にかかる時

間を過電流保護遅延時間に加算する必要があり ます。過電流が両方の時間間隔の合計を超

えて持続すると 、出力がシャ ッ ト ダウンし ます。

プラ イ マリ ／セカ ンダリ 動作では、各ユニッ ト に別個にOCPがプログラ ムさ れている場

合、高速の負荷電流遷移中の電流共有により 保護の誤作動が生じ る場合があり ます。 OCP
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はプラ イ マリ ・ ユニッ ト にのみプログラ ムするこ と をお勧めし ます。プラ イ マリ ／セカ ン

ダリ OCPは、プラ イ マリ ・ ユニッ ト のフ ァ ームウェ アによる各セカ ンダリ ・ ユニッ ト のス

テータ スのポーリ ングにより 実装さ れます。 ただし 、こ れにより 最大0.5秒だけオフ にな

るタ イ ミ ングが遅延する場合があり ます。

出力ウォ ッ チド ッ グ・ タ イ マ

出力のウォ ッ チド ッ グ・ タ イ マがオンの場合、ユーザ指定期間内にリ モート ・ イ ンタ

フ ェ ース ( USB、LAN、GPIB) で SCPI I/O動作がない場合は、出力が保護モード に移行し ま

す。ウォ ッ チド ッ グ・ タ イ マ機能は、フ ロン ト ・ パネル上で操作を行っ ても リ セッ ト さ れ

ません。期間が経過し た後も 、出力はシャ ッ ト ダウンさ れたままになり ます。

時間が経過すると 、出力はオフ になり ますが、プログラ ムさ れた出力状態は変化し ませ

ん。ステータ ス疑問レジスタ のProtビッ ト 、およびフ ロン ト ・ パネルのProtイ ンジケータ

が設定さ れます。ウォ ッ チド ッ グ保護は、「 出力保護機能のク リ ア」 の説明に従っ てク リ

アできます。

ウォ ッ チド ッ グ遅延は1～3600秒の範囲で、1秒刻みでプログラ ムできます。ウォ ッ チド ッ

グ・ タ イ マをオンにし て、遅延値を指定する方法は次のと おり です。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Protect\WDogを選択し ます。

ウォ ッ チド ッ グをオンを選択し て、ウォ ッ

チド ッ グ・ タ イ マをオンにし ます。

ウォ ッ チド ッ グ遅延ボッ ク スに値を入力し

ます。 次に、 [Select]を押し ます。

出力ウォ ッ チド ッ グ・ タ イ マをオンにす

るには：

OUTP:PROT:WDOG ON

出力ウォ ッ チド ッ グ・ タ イ マを 120秒に設

定するには：

OUTP:PROT:WDOG:DEL 120

電圧不足保護の設定

こ こ に記載する情報は、RP793xAモデルおよびRP794xAモデルにのみ適用さ れ

ます。

電圧不足保護は、出力電圧がプログラ ムさ れた低電圧制限値より も 低く なっ た場合に出力

をオフ にし ます。電圧回路は+センス端子と –センス端子で電圧を監視し ます。

こ の機能は、バッ テリ 電圧が低電圧設定を下回ら ないよう に、バッ テリ を放電すると きに

使用さ れます。

電圧優先モード では、出力アッ ププログラ ミ ング中にユニッ ト が作動するのを防ぐ ため

に、電圧不足保護が有効になる前に、出力電圧が目標値になら なければなり ません。 電圧

変化中に保護が作動し ないよう にするために、出力アッ ププログラ ミ ング時間より も 長い

遅延を設定できます。

電流優先モード では、電圧制限を低電圧設定より 低い値に設定し て出力をオンにすると 、

電圧不足保護も 作動し ます。
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電圧不足保護遅延は20.48ミ リ 秒～2611秒の範囲で、20.48ミ リ 秒刻みでプログラ ムできま

す。電圧不足保護をオンにし て、遅延値を指定する方法は次のと おり です。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Protect\UVPを選択し ます。

UVPレベル・ ボッ ク スに値を入力し ます。

次に Enable UVPを選択し ます。

UVP遅延ボッ ク スに値を入力し ます。

次に、 [Select]を押し ます。

UVPレベルを 2ボルト に設定するには：

VOLT:PROT:LOW 2

低電圧保護を有効にするには：

VOLT:PROT:LOW:STAT ON

保護遅延を 5秒に指定するには：

VOLT:PROT:LOW:DEL 5

出力保護のク リ ア

過電圧、過電流、過熱、停電条件、電力制限条件、保護条件、または禁止信号が発生し た

場合は、出力がオフ になり ます。フ ロン ト ・ パネルの該当する動作ステータ ス・ イ ンジ

ケータ が点灯し ます。保護機能をク リ アし 、通常動作を回復するにはまず、保護違反の原

因と なっ た条件を取り 除きます。次に、以下のよう に保護機能をク リ アし ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Protect\Clearを選択し ます。

Clearを選択し ます。

保護違反をク リ アするには：

OUTP:PROT:CLE

出力保護機能がク リ アさ れると 、出力が再び有効になり ます。
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出力ト ラ ン ジェ ン ト のプロ グラ ミ ン グ

すべてのト ラ ン ジェ ン ト の共通動作

ステッ プ過渡のプロ グラ ミ ン グ

リ スト 過渡のプロ グラ ミ ン グ

任意波形のプロ グラ ミ ン グ

正弦波出力の制限

出力ト ラ ン ジェ ン ト

出力ト ラ ンジェ ン ト は、出力電圧または電流の変化を引き起こ すト リ ガ動作と 定義さ れて

います。使用可能な 3つのト ラ ンジェ ン ト ・ タ イ プは、ステッ プ、リ スト 、任意波形で

す。

ステッ プ - 1回限り のイ ベント で、ト リ ガへの応答と し て出力電圧または電流を上方また

は下方に進めます。

リ スト -厳密に時間が指定さ れた複雑な出力ステッ プまたは変化のシーケンスです。

任意波形 -出力によっ て、複雑なユーザ定義の電圧または電流波形を 65,535データ ・ ポイ

ン ト まで生成できます。

すべてのト ラ ン ジェ ン ト の共通動作

l 出力ト ラ ンジェ ン ト 機能をオン

l 過渡パラ メ ータ をプログラ ム

l ト リ ガ・ ソ ースを選択する

l ト ラ ンジェ ン ト ・ システムを起動し ます。

l ト ラ ンジェ ン ト を ト リ ガし ます。

ト ラ ンジェ ン ト ・ ト リ ガ・ プロセスを以下に示し ます。こ れは、すべてのト ラ ンジェ ン

ト ・ タ イ プに当てはまり ます。右側の矢印は、リ スト ・ ト ラ ンジェ ン ト のみに当てはまり

ます。 ト リ ガ・ システムの概要については、「 ト リ ガの概要」 を参照し てく ださ い。
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出力ト ラ ン ジェ ン ト 機能を オン

最初に、出力がト ラ ンジェ ン ト ・ ト リ ガに応答できるよう にする必要があり ます。出力ト

ラ ンジェ ン ト 機能が有効になっ ていない限り 、ト ラ ンジェ ン ト ・ パラ メ ータ をプログラ ム

し 、ト ラ ンジェ ン ト ・ ト リ ガを生成し ても 、何も 起こ り ません。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Transient\Modeを選択し ます。

電圧優先モード で動作し ている場合は、電

圧モード を選択し ます。電流優先モード で

動作し ている場合は、電流モード を選択し

ます。

ド ロッ プダウン ・ リ スト で、Step、List、ま

たはArbのト ラ ンジェ ント を選択し ます。

次に、 [Select]を押し ます。

ト ラ ンジェ ント 機能を有効にするには、次

のコ マンド を使います。

VOLT:MODE STEP
VOLT:MODE LIST
VOLT:MODE:ARB
または

CURR:MODE STEP
CURR:MODE:LIST
CURR:MODE:ARB

ステッ プ ・ モード では、ト リ ガ信号の受信時にト リ ガ値が即時値になり ま

す。固定モード では、ト リ ガ信号は無視さ れます。ト リ ガ信号の受信時

も 即時値は有効です。

過渡パラ メ ータ を プロ グラ ム

例えば、電圧ステッ プをプログラ ムする場合は、ト リ ガ電圧レベルを設定し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Transient\Stepを選択し ます。

Trig Voltageボッ ク スを選択し て、電圧を設

定し ます。 値を入力し て [Select]を押し ま

す。

電圧ステッ プ・ レベル15 Vを設定するに

は、次を使用し ます。

VOLT:TRIG 15
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ト リ ガ ・ ソ ースを 選択する

バス経由でのTRIGger:TRANsient[:IMMediate]コ マンド は、選択し たト リ ガ・

ソ ースに関係なく 、常に即時ト ラ ンジェ ン ト ・ ト リ ガを生成し ます。

ト ラ ンジェ ン ト のト リ ガにフ ロン ト ・ パネル・ メ ニュ ーまたはTRIGger:TRANsient
[:IMMediate]コ マンド を使用し ている場合を除いて、以下から ト リ ガ・ ソ ースを選択し ま

す。

ト リ ガ・ ソ ー

ス

説明

Bus GPIBデバイ ス・ ト リ ガ *TRGまたは<GET> (Group Execute Trigger)を選択し

ます。

External デジタ ル制御ポート でのト リ ガ入力と し て設定さ れている任意のピ

ンを選択し ます。

Immediate INITiatedが実行さ れると 同時にト ラ ンジェ ント を ト リ ガし ます。

Pin<1-7> デジタ ル制御ポート のト リ ガ入力と し て設定さ れている特定のピン

<n>を選択し ます。

以下のコ マンド を使っ てト リ ガ・ ソ ースを選択し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Transient\TrigSourceを選択し ます。

即時ト リ ガを選択するには、 Immを選択し

ます。

バス・ ト リ ガを選択するには、バスを選択

し ます。

デジタ ル・ ピン 5を選択するには、ピン 5ま
たはEXTを選択し ます。

バス・ ト リ ガを選択する：

TRIG:TRAN:SOUR BUS

デジタ ル・ ピン 5を ト リ ガと し て選択す

る：

TRIG:TRAN:SOUR PIN5

ト ラ ン ジェ ン ト ・ システムを 起動し ます。

ユニッ ト をオンにすると き、ト リ ガ・ システムはアイ ド ル状態にあり ます。 こ の状態で

は、ト リ ガ・ システムはオフ になり 、すべてのト リ ガが無視さ れます。 INITiateコ マンド

は、ト リ ガ・ システムがト リ ガを受信できるよう にし ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Transient\Controlを選択し ます。

起動までスク ロールし ます。 次に、 [Select]
を押し ます。

ト ラ ンジェ ント ・ ト リ ガ・ システムを起

動する：

INIT:TRAN
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INITiate:TRANsientコ マンド を受信し てから 、測定器でト リ ガ信号の受信準備が完了するま

でに数ミ リ 秒かかり ます。ト リ ガ・ システムの準備が整う 前にト リ ガが発生し た場合は、

ト リ ガは無視さ れます。動作ステータ ス・ レジスタ のWTG_tranビッ ト をテスト すると 、起

動後に測定器でト リ ガの受信準備が完了し たこ と を確認できます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Transient\Controlを選択し ます。

TRIG状態フ ィ ールド に「 Initiated」 と 表示さ

れます。

WTG_tranビッ ト ( ビッ ト 4) を問い合わせ

る：

STAT:OPER:COND?

問合せでビッ ト 値16が返さ れた場合は、WTG_tranビッ ト は真で、本器でト リ ガ信号を受信

する準備が完了し ています。「 ステータ ス・ チュ ート リ アル」 を参照し てく ださ い。

INITiate:CONTinuous:TRANsientをプログラ ムし ている場合を除き、ト リ ガ信

号を受信するたびに測定器はト ラ ンジェ ン ト を 1回実行し ます。し たがっ

て、ト リ ガ・ ト ラ ンジェ ン ト が必要な場合はそのたびに、測定システムを

起動する必要があり ます。

ト ラ ン ジェ ン ト を ト リ ガし ます。

ト リ ガ・ システムは、ト リ ガ信号が起動状態になるのを待ちます。 ト ラ ンジェ ン ト は次の

よう にすぐ にト リ ガできます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Transient\Controlを選択し ます。

ト リ ガ・ ソ ースの設定に関係なく 、即時に

ト リ ガ信号を生成するには、Triggerを選択

し ます。

ト ラ ンジェ ント ・ ト リ ガを生成するに

は：

TRIG:TRAN

別の方法と し て、ト リ ガ・ ソ ースがBUS
の場合は、*TRGまたは IEEE-488 <get> コ マ

ンド をプログラ ムするこ と も 可能です。

デジタ ル・ ピンがト リ ガ・ ソ ースと し て設定さ れている場合は、本器はト リ ガ信号を無限

に待ちます。ト リ ガが発生し ない場合は、ト リ ガ・ システムを手動でアイ ド ル状態に戻す

必要があり ます。 以下のコ マンド は、ト リ ガ・ システムをアイ ド ル状態に戻し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Transient\Controlを選択し ます。

次に、Abortコ ント ロールを選択し ます。

ABOR:TRAN

ト リ ガ信号の受信時に、ト リ ガ機能がプログラ ムさ れたト ラ ンジェ ン ト 値に設定さ れま

す。ト リ ガ動作が完了すると 、ト リ ガ・ システムはアイ ド ル状態に戻り ます。

動作ステータ ス・ レジスタ のTRAN-activeビッ ト をテスト すると 、ト ラ ンジェ ン ト ・ ト リ

ガ・ システムがアイ ド ル状態に戻っ たこ と を確認できます。
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フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Transient\Controlを選択し ます。

TRIG状態フ ィ ールド に「 Idle」 と 表示さ れま

す。

TRAN-activeビッ ト ( ビッ ト 6) を問い合わ

せるには：

STAT:OPER:COND?

問い合わせでビッ ト 値64が返さ れた場合は、TRAN-activeビッ ト は真で、ト ラ ンジェ ン ト 動

作が完了し ていません。TRAN-activeビッ ト が偽の場合は、ト ラ ンジェ ン ト 動作は完了し て

います。詳細については、「 ステータ ス・ チュ ート リ アル」 を参照し てく ださ い。

ステッ プ過渡のプロ グラ ミ ン グ

ステッ プ ・ レ ベルのプロ グラ ム

次のコ マンド を使っ て、ト リ ガ出力ステッ プ ・ レベルをプログラ ムし ます。ト リ ガ信号の

受信時に、出力はこ のレベルになり ます。フ ロン ト ・ パネル・ メ ニュ ーでは、動作し てい

る優先モード ( 電圧優先または電流優先 ) のみに基づいてステッ プ ・ レベルをプログラ ム

できます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

Transient\Stepを選択し ます。

Trig Voltageボッ ク スを選択し て、電圧を設定し

ます。 ト リ ガ電流ボッ ク スを選択し 、電流を

選択し ます。値を入力し て [Select]を押し ます。

電圧ステッ プ・ レベル15 Vを設定する

には、次を使用し ます。

VOLT:TRIG 15

電流ステッ プ・ レベルに1 Aを設定する

には：

CURR:TRIG 1

ト リ ガ出力信号の生成

出力ステッ プでは、ト リ ガ出力 ( TOUT) と し て設定さ れたデジタ ル・ ポート 上のピンに

ルーティ ング可能なト リ ガ信号を生成できます。ステッ プが発生し たと きにト リ ガ信号を

生成するには、次のコ マンド を使います。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

Transient\Stepを選択し ます。

Enable Trigger Outputを選択し ます。 次に、 [Select]
を押し ます。

ステッ プ・ ト リ ガ信号をプログラ ムす

るには：

STEP:TOUT ON

リ ス ト 過渡のプロ グラ ミ ン グ

l リ スト ・ レベルをプログラ ム

l 待ち時間をプログラ ム

l リ スト 間隔を指定し ます。

l リ スト で生成するト リ ガ信号をすべて指定し ます。
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l リ スト を繰り 返す回数を指定し ます。

l リ スト の終了方法を指定し ます。

リ スト では、複雑なシーケンスの出力変化を迅速かつ正確なタ イ ミ ングで発生さ せるこ と

ができます。内部／外部信号と 同期さ せるこ と も 可能です。1回限り の出力変更である出

力ステッ プと は異なり 、出力リ スト は出力変更のシーケンスです。リ スト には、最大512
の個別にプログラ ムさ れたステッ プを含めるこ と ができます。繰り 返し 実行するよう にリ

スト をプログラ ムするこ と も 可能です。いずれかの優先モード ( 電圧優先または電流優

先 ) に関連するパラ メ ータ のみをリ スト 制御できます。

電圧／電流リ スト は、各ステッ プの持続時間／待ち時間を定義する個別の待ち時間リ スト

によっ て間隔が設定さ れます。最大で 512のステッ プはそれぞれ、対応する固有の待ち時

間を持つこ と ができます。こ れにより 、次のステッ プに進む前にそのステッ プにリ スト が

留まる時間 ( 秒単位 ) を指定し ます。待ち時間範囲と 分解能については、LIST:DWELを参

照し てく ださ い。

また、リ スト はト リ ガ・ ペースにするこ と も でき、ト リ ガを受け取るたびに、リ スト は1
ステッ プずつ進みます。こ れは、ト リ ガさ れたイ ベント に出力リ スト を厳密に追従さ せる

必要がある場合に便利です。ト リ ガ・ ペース・ リ スト では、待ち時間中に受け取っ たト リ

ガは無視さ れます。ト リ ガの受け損ないを防ぐ には、リ スト の待ち時間をゼロに設定し ま

す。

また、指定し たステッ プでト リ ガ信号を生成するこ と も できます。こ れは、ステッ プの始

まり (BOST)と ステッ プの終わり (EOST)の2つの追加リ スト によっ て実現さ れます。こ れら

のリ スト は、ト リ ガ信号を作成するステッ プや、ステッ プの始まり または終わり にト リ ガ

が発生するかどう かを定義し ます。こ れら のト リ ガ信号を使っ て、他のイ ベント を リ スト

と 同期さ せるこ と ができます。

すべてのリ スト ( 電圧、電流、待機、BOST、EOST) のステッ プ数を同一に設定する必要

があり ます。同一にし ないと 、リ スト の実行時にエラ ーが発生し ます。便宜上、1つのス

テッ プまたは値だけでリ スト をプログラ ムするこ と も 可能です。こ の場合は、シングル・

ステッ プ ・ リ スト は、他のリ スト と 同じ ステッ プ数を持っ ているかのよう に扱われます。

値はすべて、その1つの値と 同じ です。

リ スト のデータ は、保存済み測定器ステート の一部と し て保存さ れません。

リ スト またはarbを使用し てグリ ッ ド 周波数付近で正弦波を生成し ている

場合、ラ イ ンに追加の歪み電流が発生し ます。「 正弦波出力の制限」 セ

ク ショ ンを参照し てく ださ い。
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リ ス ト ・ レ ベルを プロ グラ ム

例1 電圧パルスまたはパルス列をプログラ ムする場合は、パルスの振幅を設定し ます。例

えば、振幅15 Vのパルスを生成するには、パルスの振幅 ( ステッ プ 0) と オフ 時間の振幅

( ステッ プ 1) をプログラ ムし ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Transient\List\Configを選択し ます。

リ スト ・ ステッ プ 0( パルス ) を選択し 、

電圧値を 15と 入力し ます。 [Select]を押し ま

す。

リ スト ・ ステッ プ 1( オフ 時間 ) を選択

し 、電圧値を 0と 入力し ます。 [Select]を押し

ます。 上下矢印を使用し て次のステッ プ

を選択し ます。

ステッ プ 0( パルス ) と ステッ プ 1( オフ

時間 ) の振幅をプログラ ムするには：

LIST:VOLT 15,0

例2任意の電圧リ スト をプログラ ミ ングする場合は、リ スト の振幅を指定し ます。値の入

力順で、値の出力順が決まり ます。図のよう な電圧リ スト を作成するには、以下の値がリ

スト に含まれます。 9、0、6、0、3、0。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Transient\List\Configを選択し ます。

リ スト ・ ステッ プ番号を選択し 、電圧値を

入力し ます。 [Select]を押し ます。

ステッ プごと にこ れを繰り 返し ます。 上

下矢印を使用し て次のステッ プを選択し ま

す。

5つのステッ プの電圧リ スト をプログラ ム

するには：

LIST:VOLT 9,0,6,0,3,0
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待ち 時間を プロ グラ ム

例1 電圧パルスをプログラ ムする場合は、パルス幅の待ち時間を設定し ます。また、オフ

時間の待機も 指定し ます。こ の設定はパルス列を生成する場合に必要です。オフ 時間に

よっ てパルスと パルスと の時間間隔が決まるためです。パルス幅1秒、オフ 時間2秒のパル

スを生成するには、次のコ マンド を使います。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Transient\List\Configを選択し ます。

リ スト ・ ステッ プ 0( パルス ) を選択し 、

待ち時間の値を 1と 入力し ます。 [Select]を押

し ます。

リ スト ・ ステッ プ 1( オフ 時間 ) を選択

し 、待ち時間の値を 2と 入力し ます。 [Select]
を押し ます。 上下矢印を使用し て次のス

テッ プを選択し ます。

ステッ プ 0( パルス ) と ステッ プ 1( オフ

時間 ) の待ち時間をプログラ ムするに

は：

LIST:DWEL 1,2

こ れで、1つのパルスが設定できまし た。パルス列を生成する場合は、「 リ スト の繰り 返

し 回数の指定」 で説明するよう に、パルスの繰り 返し 回数を指定し ます。

例2任意の電圧リ スト をプログラ ミ ングする場合は、リ スト の振幅を指定し ます。待ち時

間値によっ て、次のステッ プに進む前にリ スト の各ステッ プに出力が留まる時間間隔を秒

単位で決定し ます。図のよう な 6つのド ウェ ル・ イ ンタ ーバルを指定するには、以下の値

がリ スト に含まれます。 2、3、5、3、7、3。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Transient\List\Configを選択し ます。

List Step numberを選択し 、待ち時間値を入

力し ます。 [Select]を押し ます。

ステッ プごと にこ れを繰り 返し ます。 上

下矢印を使用し て次のステッ プを選択し ま

す。

待ち時間に5つの値をプログラ ムするに

は、次のコ マンド を使います。

LIST:DWEL 2,3,5,3,7,3

待ち時間ステッ プ数は、電圧ステッ プ数と 等し く なければなり ません。

待ち時間リ スト に値が1つし かない場合は、その値がリ スト の全ステッ プ

に適用さ れます。

リ ス ト 間隔を 指定し ます。

待ち時間リ スト を使用するか、ト リ ガ・ ペース・ リ スト を使用するかを指定できます。デ

フ ォ ルト は、待ち時間ペースです。
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待ち時間ペースのリ スト では、各ステッ プに待ち時間が割り 当てら れます。待ち時間に

よっ て、出力がステッ プに留まる時間が決まり ます。持続時間が経過するたびに、次のス

テッ プが即座に出力さ れます。

ト リ ガ・ ペース・ リ スト では、ト リ ガを受け取るたびに、リ スト は1ステッ プずつ進みま

す。待ち時間中にト リ ガを無視し たり 、ト リ ガ・ リ スト のステッ プ間に最短の待ち時間を

保証する場合は、待ち時間の期間も 指定できます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Transient\List\Paceを選択し ます。

待ち時間ペースまたはト リ ガ・ ペースのい

ずれかを選択し ます。 次に、 [Select]を押し

ます。

リ スト ・ ペースを待ち時間ペースに設定

するには：

LIST:STEP AUTO

リ スト ・ ペースを ト リ ガ・ ペースに設定

するには：

LIST:STEP ONCE

リ ス ト で生成する ト リ ガ信号を すべて指定し ます。

他の送信先にルーティ ング可能なト リ ガ信号を生成できます。 例えば、ト リ ガ信号を使っ

て、デジタ ル・ ポート に接続さ れた外部装置上での動作をト リ ガできます。次の図に、例

2の任意リ スト で 4つのト リ ガ信号を生成する例を示し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Transient\List\Configを選択し ます。

List Step number 4を選択し ます。ト リ ガを発

生さ せるには、Tout Begin Stepフ ィ ールド に

1を入力し ます。

List Step numbers 0、2、4を選択し ます。ト

リ ガを発生さ せるには、Tout End Step
フ ィ ールド に1を入力し ます。

フ ィ ールド に0を入力すると 、そのステッ

プに対するト リ ガは発生し ません。

ステッ プ 4の開始時点のト リ ガをプログラ

ムするには：

LIST:TOUT:BOST 0,0,0,0,1,0

ステッ プ 0、2、4の終了時点のト リ ガをプ

ログラ ムするには：

LIST:TOUT:EOST 1,0,1,0,1,0

リ ス ト を 繰り 返す回数を 指定し ます。

リ スト ( またはパルス ) の繰り 返し 回数を指定できます。リ セッ ト 時に、リ スト ・ カ ウン

ト は繰り 返し が1回に設定さ れます。SCPIコ マンド で INFinityパラ メ ータ を送ると 、リ スト
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は無限に繰り 返さ れます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Transient\List\Repeatを選択し ます。

リ スト の繰り 返し 回数 ( 2) を入力し 、

[Select]を押し ます。

2回繰り 返すよう にリ スト をプログラ ムす

るには：

LIST:COUN 2

リ ス ト の終了方法を 指定し ます。

リ スト 完了後の出力状態を指定し ます。2つの選択肢があり ます。1つは、出力をリ スト 開

始前に有効だっ た値に戻すこ と です。も う 1つは、出力を最後のリ スト ・ ステッ プの値に

維持するこ と です。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Transient\List\Terminateを選択し ます。

Return to StartまたはStop at Last Stepを選択

し 、 [Select]を押し ます。

出力をリ スト 実行前の状態に戻すには：

LIST:TERM:LAST OFF

出力を終了時点のリ スト 状態に維持する

には：

LIST:TERM:LAST ON

任意波形のプロ グラ ミ ン グ

l 任意波形のタ イ プと 待ち時間を指定し ます。

l 任意波形の設定

l 任意波形を繰り 返す回数を指定し ます。

l 任意波形の終了方法を指定し ます。

リ スト またはarbを使用し てグリ ッ ド 周波数付近で正弦波を生成し ている

場合、ラ イ ンに追加の歪み電流が発生し ます。「 正弦波出力の制限」 セ

ク ショ ンを参照し てく ださ い。

Keysight RPSモデルの出力は、装置に内蔵さ れた任意波形生成器によっ て変調できます。

こ れにより 、出力が複雑なユーザ定義電圧または電流波形を生成できるよう になり ます。

一定待ち時間の任意波形生成器の主な機能を次に示し ます。

l 電圧または電流任意波形を生成し ます。

l Arbには最大で 65,535個のデータ ・ ポイ ン ト を含めら れます。

l 単一の待ち時間値は、一定待ち時間の任意波形の各ポイ ント に適用さ れます ( 待ち時

間の情報についてはARB:VOLT:CDW:DWELを参照 ) 。
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l アク ティ ブな優先モード ( 電圧優先または電流優先 ) に対応する Arbのみを生成できま

す。

任意波形のタ イ プと 待ち 時間を 指定し ます。

Arbタ イ プと 待ち時間を指定するには：

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Transient\Arb\Configを選択し ます。

ド ロッ プダウン ・ リ スト で、電圧Arbまた

は電流Arbのいずれかを選択し ます。 次

に、 [Select]を押し ます。

待ち時間フ ィ ールド に待ち時間値を入力し

ます。 次に、 [Select]を押し ます。

電圧Arbまたは電流Arbを指定するには：

ARB:FUNC:TYPE VOLT
ARB:FUNC:TYPE CURR

1ミ リ 秒の待ち時間を指定するには：

ARB:VOLT:CDW:DWEL 0.001
ARB:CURR:CDW:DWEL 0.001

任意波形の設定

フ ロン ト ・ パネルから はArbのポイ ント ・ データ のみを表示できます。フ ロン ト ・ パネルか

ら はArbデータ をプログラ ムできません。Arbデータ をプログラ ムするには、SCPI
ARB:CURRent:CDWellまたはARB:VOLTage:CDWellコ マンド を使う 必要があり ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Transient\Arb\Configを選択し ます。

Arbポイ ント を SCPIコ マンド を使っ てイ ン

ポート またはプログラ ムする場合は、ポイ

ント ・ フ ィ ールド にArbのポイ ント 数が表

示さ れます。

ポイ ント #フ ィ ールド にポイ ント 番号を入

力し て、Arbポイ ント の振幅を表示し ま

す。レベル・ フ ィ ールド に振幅が表示さ れ

ます。

電流Arbに10個のポイ ント をプログラ ムする

には：

ARB:CURR:CDW 1,2,2,3,4,4,3,2,2,1

Arbポイ ント 数を問い合わせるには：

ARB:CURR:CDW:POIN?

Arbポイ ント の値を問い合わせるには：

ARB:CURR:CDW?

任意波形を 繰り 返す回数を 指定し ます。

アプリ ケーショ ンに応じ て、Arbを繰り 返す回数を指定し ます。SCPIコ マンド で INFinityパ
ラ メ ータ を送ると 、Arbは無限に繰り 返さ れます。リ セッ ト 時にArbカ ウント は1に設定さ

れます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Transient\Arb\Repeatを選択し ます。

リ スト の繰り 返し 回数 ( 2) を入力し 、

[Select]を押し ます。

Arbを 2回繰り 返すよう にプログラ ムするに

は：

ARB:COUN 2
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任意波形の終了方法を 指定し ます。

Arb完了後の出力状態を指定し ます。2つの選択肢があり ます。1つは、出力を Arbが起動す

る前の状態に戻すこ と です。も う 1つは出力を最後のArbポイ ント の値に維持するこ と で

す。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

Transient\Arb\Terminateを選択し ます。

Return to StartまたはStop at Last Stepを選択

し 、 [Select]を押し ます。

出力を Arb実行前の状態に戻すには：

ARB:TERM:LAST OFF

出力を Arb終了時点の状態に維持するには：

ARB:TERM:LAST ON

正弦波出力の制限

正弦波出力の生成

ユニポーラ 電圧RP7900シリ ーズ電源は、ローカ ル・ グリ ッ ド 周波数で正弦波ACソ ースま

たは負荷と し て動作するこ と を目的と し ていませんでし た。 こ れら の条件下では、ユニッ

ト がシャ ッ ト ダウンする場合があり ます。 正弦波出力の生成時にこ の問題を回避するに

は、次のグラ フ に示すよう に、出力正弦波周波数をローカ ル・ グリ ッ ド 周波数から シフ ト

する必要があり ます。

RP793x、RP795x 10＆5 kW、200//208 VAC入力 RP794x、RP796x 10 &5 kW、400//480 VAC入力

(1/2)*Vmax DCオフ セッ ト 電圧の上に正弦波を印加すると 仮定すると 、可能な最大AC電力は

以下のよう に計算さ れます。ローカ ル・ グリ ッ ド 周波数付近でユニッ ト を操作すると 、AC
入力ラ イ ンに追加の高調波が生成さ れるこ と に注意し てく ださ い。

Vdc = Vmax/2

Vsin_amplitude = Vmax/2
Vac_rms = Vmax/(2*√2)
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Isin_amplitude = Imax
Iac_rms = Imax/√2

Ppeak = (Vsin_amplitude + Vdc)*Imax
Pac = Vac_rms*Iac_rms = (Vmax*Imax)/4

例：

Ppeak = (40V+40V)*125A = 10kW
Pac = (80V*125A)/4 = 2.5kW

瞬間的な Ppeakは、ユニッ ト のDC電力定格を超えるこ と はできないこ と に注意し てく ださ

い。
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出力のシーケン ス設定

こ のセク ショ ンでは、出力のタ ーンオンおよびタ ーンオフ ・ シーケンスを単一および複数

のユニッ ト で同期さ せる方法について説明し ます。

タ ーン オン ／タ ーン オフ 遅延

出力の連動

複数ユニッ ト のシーケン ス

出力タ ーン オン ／タ ーン オフ の動作

タ ーン オン ／タ ーン オフ 遅延

すべての電源には内部遅延オフ セッ ト があり ます。こ れは出力をタ ーンオンにするコ マン

ド を受信し てから 実際にタ ーンオンになるまでの時間です。共通の遅延オフ セッ ト を指定

すると 、ユーザ設定のタ ーンオン遅延の基準ポイ ント と し て使用できます。また、こ の

ユーザ定義のオフ セッ ト により 、複数の電源を互いに接続し 、正確なタ ーンオン ・ シーケ

ンスを複数の出力にわたっ て設定するこ と が可能になり ます。ユーザ設定タ ーンオン遅延

は、共通のユーザ定義基準ポイ ント に追加さ れます。

出力をタ ーンオフ する場合は、共通遅延オフ セッ ト を指定する必要はあり ません。出力

は、Output Offコ マンド を受信すると すぐ にタ ーンオフ 遅延の実行を開始し ます。以下の表

に内部遅延オフ セッ ト を示し ます。

電圧優先 電流優先

SD1000A安全切断ユニッ ト なし ≦12ミ リ 秒 ≦14ミ リ 秒

SD1000A安全切断ユニッ ト あり ≦158ミ リ 秒 ≦167ミ リ 秒

出力の連動

フ ロン ト ・ パネルやSCPI Output On/Output Offコ マンド のほかに、OnCouple、OffCouple信号

を使用し て出力をオン／オフ するこ と も できます。 こ れら の信号は、個々のユニッ ト や複

数のユニッ ト で出力をシーケンスする際に、追加の制御レベルを提供し ます。

次の図は、式信号を使用し てOnCoupleおよびOffCoupleを制御する場合のプログラ ミ ング・

パスを示し ます。
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図に示すと おり 、出力をオン／オフ する OnCoupleおよびOffCouple信号を提供するよう にデ

ジタ ル・ ポート ・ ピン 3～7を設定するこ と ができます。出力は、対応する信号が真の場

合、オンまたはオフ になり ます。デジタ ル・ ポート ・ ピンの設定についての詳細は、「 出

力連動コ ント ロール」 を参照し てく ださ い。

最後に、OnCoupleおよびOffCouple信号を使用し て出力をオン／オフ するには、出力シーケ

ンスをオンにする必要があり ます。以下の出力シーケンスをオンを参照し てく ださ い。

複数ユニッ ト のシーケン ス

複数ユニッ ト の出力タ ーンオンをシーケンスするには：

1.すべてのユニッ ト のデジタ ル・ コ ネク タ ・ ピンを接続し て設定し ます。

2.各ユニッ ト でシーケンス機能をオンにし ます。

3.各ユニッ ト でユーザ設定のタ ーンオン遅延を指定し ます。

4.こ のステッ プは、異なる最小遅延オフ セッ ト を持つ電源がある場合に必要です ( 下記参

照 ) 。シーケンス・ ユニッ ト すべてに共通遅延オフ セッ ト を指定し ます。共通遅延オフ

セッ ト は、最大遅延オフ セッ ト 以上に設定する必要があり ます。共通遅延オフ セッ ト が完

了すると 、ユーザ設定タ ーンオン遅延が開始し ます。

デジタ ル・ コ ネク タ ・ ピ ン を 接続し て設定する

シーケンス・ ユニッ ト のデジタ ル・ コ ネク タ ・ ピンを互いに接続し 、設定する必要があり

ます。詳細については、「 出力連動コ ント ロール」 を参照し てく ださ い。

出力シーケン スを オン

出力タ ーンオン同期に参加するすべてのユニッ ト で、出力タ ーンオン ・ シーケンスをオン

にする必要があり ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

Output\Sequence\Coupleを選択し ます。

シーケンスをオンにするには、チェ ッ ク マーク

を付けます。

オフ にするには、チェ ッ ク マーク を外し ます。

オンにするには、以下を送信し

ます。

OUTP:COUP ON

オフ にするには、以下を送信し

ます。

OUTP:COUP OFF

各ユニッ ト でタ ーン オン 遅延およ びタ ーン オフ 遅延を 指定する

すべての連動ユニッ ト に対し てタ ーンオン遅延を指定できます。任意の遅延シーケンスを

実現できます。シーケンスの種類やユニッ ト の順番に対する制約はあり ません。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド
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Output\Sequence\Coupleを選択し ます。

タ ーンオン遅延を秒単位で指定し ます。

追加ユニッ ト ごと に繰り 返し ます。

タ ーンオン遅延を設定するに

は：

OUTP:DEL:RISE .02

機器ごと に繰り 返し ます。

タ ーンオフ 遅延も すべての連動ユニッ ト に対し て指定できます。任意の遅延シーケンスを

実現できます。シーケンスの種類や最初にどのユニッ ト がタ ーンオフ さ れるのかに対する

制約はあり ません。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

Output\Sequence\Delayを選択し ます。

タ ーンオフ 遅延を秒単位で指定し ます。

追加ユニッ ト ごと に繰り 返し ます。

タ ーンオフ 遅延を設定するに

は：

OUTP:DEL:FALL .01

機器ごと に繰り 返し ます。

共通遅延オフ セッ ト を 指定する

出力をタ ーンオフ する場合は、共通遅延オフ セッ ト を指定する必要はあ

り ません。出力は、Output Offコ マンド を受信すると ( およびユーザ設定

タ ーンオフ 遅延が経過すると ) 、すぐ にタ ーンオフ 遅延の実行を開始し

ます。

異なる内部遅延オフ セッ ト を持つ複数の電源をシーケンスする場合に共通遅延オフ セッ ト

を使用すると 、ユーザ設定タ ーンオン遅延を正確に同期できます。

次の図では、内部遅延オフ セッ ト がユーザ設定遅延時間にどのよう に追加さ れるかがわか

り ます。内部遅延オフ セッ ト は、優先モード 、およびSD1000Aユニッ ト が電源に接続さ れ

ているかどう かによっ て異なり ます。

内部遅延オフ セッ ト 時間を除外するこ と はできないも のの、共通遅延オフ セッ ト を指定し

てユーザ設定タ ーンオン遅延を正確に同期できます。上記の例で、170ミ リ 秒の共通遅延

オフ セッ ト をプログラ ムする場合、その共通遅延オフ セッ ト は連動ユニッ ト の異なる内部

遅延時間に優先し ます。170ミ リ 秒の共通オフ セッ ト は、事実上、連動ユニッ ト の内部遅

延を同期さ せます。
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.

共通遅延オフ セッ ト を指定すると 、ユーザ設定タ ーンオン遅延が、共通遅延オフ セッ ト の

完了時に開始するよう 同期さ れます。各ユニッ ト の遅延オフ セッ ト を問い合わせて、一番

遅い遅延を共通遅延オフ セッ ト と し て使用し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

Output\Sequence\Coupleを選択し ます。

こ のフ レーム・ フ ィ ールド の最大遅延オフ セッ

ト は、ユニッ ト の遅延オフ セッ ト を表示し ま

す。遅延オフ セッ ト ・ フ ィ ールド に、一番遅い

ユニッ ト の遅延オフ セッ ト 値をミ リ 秒単位で入

力し ます。 次に、 [Select]を押し ます。

一番遅いユニッ ト の遅延オフ セッ ト を問

い合わせるには：

OUTP:COUP:MAX:DOFF?

一番遅いユニッ ト の遅延オフ セッ ト を使

用し て共通遅延オフ セッ ト を指定し ま

す。

OUTP:COUP:DOFF .0.170

SD1000Aの追加のリ レータ ーンオン時間を回避するために、不揮発性

OUTPut:RELay:LOCKコ マンド を送信できます。そう すると 、内部遅延オフ

セッ ト は、接続さ れたSD1000Aユニッ ト のないモデルの遅延と 一致し ま

す。

出力タ ーン オン ／タ ーン オフ の動作

タ ーンオンおよびタ ーンオフ ・ シーケンスは、主に次の3つの要素によっ て制御さ れま

す。すなわち、ユーザが設定し たタ ーンオン／タ ーンオフ 遅延、電圧優先モード および

電流優先モード の設定、Keysight SD1000Aユニッ ト ( 取り 付けら れている場合 ) の動作で

す。

次の表は、タ ーンオン ・ シーケンスと タ ーンオフ ・ シーケンスの出力イ ンピーダンス設定

を示し ています。モデルRP793xAおよびRP794xAの場合のみ、電圧優先モード で動作し て

いる際、低または高出力イ ンピーダンスを指定できます。

出力タ ーンオン／タ ーンオフ ・ イ ン

ピーダンスの対象モデル

電圧優先 電流優先

モデルRP793xA、RP794xA 以下のコ マンド でユーザがイ ン

ピーダンスを選択可能

OUTPut:TMODeコ マンド

高イ ンピーダンス・ タ ーンオン

高イ ンピーダンス・ タ ーンオフ
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出力タ ーンオン／タ ーンオフ ・ イ ン

ピーダンスの対象モデル

電圧優先 電流優先

モデルRP795xA、RP796xA 低イ ンピーダンス・ タ ーンオン

高イ ンピーダンス・ タ ーンオフ

高イ ンピーダンス・ タ ーンオン

高イ ンピーダンス・ タ ーンオフ

以下のフ ローチャ ート は、出力タ ーンオン／タ ーンオフ のシーケンスを示し ます。個々の

アク ショ ンについてはその後に説明し ます。「 With SD1000A」 のセク ショ ンは、Keysight
SD1000Aユニッ ト が取り 付けら れている場合にのみ適用さ れるこ と に注意し てく ださ い。

タ ーンオン／タ ーンオフ - RP793xAおよびRP794xA
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タ ーンオン／タ ーンオフ - RP795xAおよびRP796xA
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出力オン ・ シーケン ス

出力オン ・ コ マンド を受信すると 、電源はユーザ設定のタ ーンオン遅延の時間、待機し ま

す。

LowZの電圧優先では、電源は内部回路をゼロ電圧にプログラ ムし 、電流制限をユーザが

設定し た内部回路の値に設定し ます。HighZの電圧優先では、電源はその電圧を DUT電圧

と 一致さ せます。

電流優先では、電源はその電圧も DUT電圧と 一致さ せます。 こ れにより 、バッ テリ などの

電源が出力に接続さ れていると きに、出力がオンになっ たと きにDUTから 電源に過電流が

流れるのを防ぐ こ と ができます。

SD1000Aユニッ ト が接続さ れている場合、ユニッ ト の内部遅延オフ セッ ト は著し く 長く な

り ます。こ れは、SDSのセンス・ リ レーと 電力リ レーの閉止時間と 安定化時間によるも の

です。異常電圧が検出さ れると 、リ レーは開いたままと なり 、エラ ーが発生し ます。

その後、電源のソ リ ッ ド ステート 出力スイ ッ チが閉じ ら れ、出力が内部電源回路に接続

さ れます。出力電圧および電流はそれら の回路のユーザ設定にプログラ ムさ れます。出

力はスルー・ レート 設定に従います。

出力オフ ・ シーケン ス

出力オフ ・ コ マンド を受信すると 、電源はユーザ設定のタ ーンオフ 遅延の時間、待機し ま

す。

LowZの電圧優先では、電源は電圧をゼロにプログラ ムし ます。その後、DUTから 電流を放

電するために最大250ミ リ 秒待機し ます。それから 、電流制限をそれら の最小設定にプロ

グラ ムし ます。HighZの電圧優先では、電源は電流制限をそれら の制限の最小設定にプロ

グラ ムするだけです。

電流優先では、電源は出力電流をゼロにプログラ ムし ます。その後、DUTから 電流を放電

するために最大250ミ リ 秒待機し ます。

電源のソ リ ッ ド ステート 出力スイ ッ チが開かれ、出力が内部電源回路から 切断さ れま

す。SD1000Aユニッ ト が接続さ れている場合、そのセンス・ リ レーと 電源リ レーも 開きま

す。

電圧タ ーンオフ ・ スルー・ レート をプログラ ムするには、出力オフ ・ コ マン

ド を送信する前にスルー・ レート を設定し 、出力電圧をゼロにプログラ ムす

る必要があり ます。

また、モデルRP795xAおよびRP796xAは1 MΩの抵抗を使用し 、SD1000Aはオプ

ショ ン 500に25 MΩの抵抗を、オプショ ン 950に97.5 MΩの抵抗を使用し てDUT
から の電圧をダウンプログラ ムし ます。

出力オフ 保護シーケン ス

タ ーンオフ 保護シーケンスは、通常のタ ーンオフ ・ シーケンスと は異なり 、出力をできる

だけ速く オフ にし ます。保護イ ベント が検出さ れると 、電源はただちにソ リ ッ ド ステート
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出力スイ ッ チを開きます。こ れは通常、最初の検出から 50マイ ク ロ秒未満で実施さ れま

す。

SD1000Aユニッ ト が接続さ れている場合、その出力リ レーと センス・ リ レーはホッ ト ス

イ ッ チにより 開きます。

外部データ ・ ロ ギン グ

測定機能と 範囲を 選択する

積分周期の指定

Elogト リ ガ ・ ソ ースを 選択し ます。

Elogの開始と ト リ ガ

データ の定期的な検索

Elogの終了

外部データ ・ ロ ギン グ

外部データ ・ ロギング機能は、SCPIコ マンド でのみプログラ ムできます。

Keysight RPSモデルには「 外部」 データ ・ ロギング機能 ( Elog) があり 、電圧と 電流の計測

値を継続的に記録するこ と が可能です。データ ・ ロギングは、SCPIコ マンド を使用し ての

み実施できるため、機器の外部機能になり ます。電圧と 電流の計測データ は、一時的に機

器のFIFO( 先入れ先出し ) バッ フ ァ に保存さ れます。ただし 、こ のバッ フ ァ は20秒分の累

積測定値し か保存できません。つまり 、定期的に外部記憶装置にデータ を移動し て内部

バッ フ ァ を空にする必要があり ます。こ れを行わないと 、バッ フ ァ のデータ は上書きさ れ

てし まいます。

以下の表に、さ まざまなデータ ・ ロギング機能の詳細を示し ます。

機能 説明

データ ・ スト レージ 約20秒分の測定値をバッ フ ァ に格納し ます。内部バッ フ ァ がオーバーフ

ローし ないよう にコ ンピュ ータ は測定値を定期的に読み取る必要があり ま

す。コ ンピュ ータ に外部データ ・ スト レージを用意する必要があり ます。

測定機能 出力電圧と 出力電流の両方を記録できます。

積分周期 指定さ れた積分周期の間、サンプルが平均化さ れ、最小値と 最大値がト

ラ ッ キングさ れます。

データ 表示 フ ロント ・ パネルでの表示や制御はあり ません。データ は外部的に収集さ

れ表示さ れます。

Elog機能は収集ト リ ガ・ プロセスを使用し て測定を実行し ます。
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測定機能と 範囲を 選択する

以下のコ マンド を使っ て測定機能を選択し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ

ニュ ー・ リ フ ァ レンス

SCPIコ マンド

使用不可 電圧または電流の測定をオンにするには：

SENS:ELOG:FUNC:VOLT ONSENS:ELOG:FUNC:CURR ON

最小／最大測定をオンにするには：

SENS:ELOG:FUNC:VOLT:MINM ON
SENS:ELOG:FUNC:CURR:MINM ON

積分周期の指定

積分周期は最小102.4マイ ク ロ秒から 最大60秒までの範囲で設定できます。

フ ロント ・ パネル・ メ

ニュ ー・ リ フ ァ レンス

SCPIコ マンド

使用不可 積分周期を 600マイ ク ロ秒に設定するには：

SENS:ELOG:PER 0.0006

積分周期の間、Elogサンプルがアベレージングさ れ、最小値と 最大値がト ラ ッ キングさ れ

ます。各積分周期の最後に、平均値、最小値、最大値が内部FIFOバッ フ ァ に追加さ れま

す。

絶対最小積分周期は102.4マイ ク ロ秒ですが、実際の最小値は、記録さ れている測定の数

により 異なり ます。計算式は、102.4_microseconds X #_of_measurementsです。次に例を示

し ます。

102.4マイ ク ロ秒：1測定 ( 電圧または電流 )
204.8マイ ク ロ秒：2測定 ( 電圧および電流 )
409.6マイ ク ロ秒：4測定 ( 電圧+最小+最大+電流 )

指定さ れた積分周期が最小ロギング・ イ ンタ ーバルと 等し いまたはその前後の場合、デー

タ ・ フ ォ ーマッ ト は2進で指定する必要があり ます。REALフ ォ ーマッ ト が指定さ れない場

合、データ はASCIIフ ォ ーマッ ト になり 、最小ロギング・ イ ンタ ーバルは通常、2進フ ォ ー

マッ ト の場合より 最大で 5倍長く なり ます。

フ ロント ・ パネル・ メ

ニュ ー・ リ フ ァ レンス

SCPIコ マンド

使用不可 データ ・ フ ォ ーマッ ト を REALに設定するには：

FORM[:DATA] REAL
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Elogト リ ガ ・ ソ ースを 選択し ます。

TRIGger:ELOGコ マンド は、ト リ ガ・ ソ ースに関係なく 即時ト リ ガを発生さ せます。こ のコ

マンド を使用し ていない限り 、ト リ ガ・ ソ ースを以下から 選択し ます。

ト リ ガ・

ソ ース

説明

Bus GPIBデバイ ス・ ト リ ガ *TRGまたは<GET> (Group Execute Trigger)を選択し ま

す。

External デジタ ル制御ポート でのト リ ガ入力と し て設定さ れている任意のピン

を選択し ます。

Immediate INITiatedが実行さ れると 同時にト ラ ンジェ ント を ト リ ガし ます。

Pin<1-7> デジタ ル制御ポート のト リ ガ入力と し て設定さ れている特定のピン <n>
を選択し ます。

以下のコ マンド を使用し て、利用可能なト リ ガ・ ソ ースから 1つ選択し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ

ニュ ー・ リ フ ァ レンス

SCPIコ マンド

使用不可 バス・ ト リ ガを選択する：

TRIG:ELOG:SOUR BUS

デジタ ル・ ピン 5を ト リ ガと し て選択する：

TRIG:ELOG:SOUR PIN5

Elogの開始と ト リ ガ

電源がオンの場合、ト リ ガ・ システムはアイ ド ル状態にあり ます。こ の状態では、ト リ

ガ・ システムはオフ になり 、すべてのト リ ガが無視さ れます。 INITiateコ マンド は、測定シ

ステムがト リ ガを受信できるよう にし ます。Elogを開始し てト リ ガする方法は次のと おり

です。

フ ロント ・ パネル・ メ

ニュ ー・ リ フ ァ レンス

SCPIコ マンド

使用不可 Elogを開始するには： INIT:ELOG

Elogを ト リ ガするには：TRIG:ELOG

別の方法と し て、ト リ ガ・ ソ ースがBUSの場合は、

*TRGまたは IEEE-488 <get>コ マンド をプログラ ムするこ

と も 可能です。

ト リ ガすると 、Elogがデータ の内部測定バッ フ ァ への格納を開始し ます。バッ フ ァ は累積

測定値の20秒分し か格納できないため、PCのアプリ ケーショ ンを使っ てこ のバッ フ ァ から

定期的にデータ を取り 出す ( またはフ ェ ッ チする ) 必要があり ます。
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データ の定期的な検索

各FETChコ マンド は、バッ フ ァ 内にある要求さ れたデータ ・ レ コ ード の数を返し 、それを

削除し てデータ を格納できるスペースを増やし ます。Elogは中断さ れるまで記録を続けま

す。

各Elogレコ ード には、一定の時間間隔ごと の電圧および電流の読み値のセッ ト が格納さ れ

ます。レコ ード の正確なフ ォ ーマッ ト は、Elogセンシングでオンになっ ている機能により

異なり ます。すべての機能がオンになっ ている場合、1レコ ード には以下のデータ が、指

定さ れた順番で格納さ れます。

電流の平均値

電流の最小値

電流の最大値

電圧の平均値

電圧の最小値

電圧の最大値

フ ロント ・ パネル・ メ

ニュ ー・ リ フ ァ レンス

SCPIコ マンド

使用不可 最大1000レコ ード を読み出すには：

FETC:ELOG? 1000

ASCIIデータ ( デフ ォ ルト ・ フ ォ ーマッ ト ) が、改行で終わる、平均／最小／最大値のカ ン

マ区切り ASCII数値データ ・ セッ ト と し て返さ れます。REALデータ は、FORMat:BORDerコ マ

ンド によっ てバイ ト 順が指定さ れた、固定長ブロッ ク と し て返さ れます。

Elogの終了

フ ロント ・ パネル・ メ

ニュ ー・ リ フ ァ レンス

SCPIコ マンド

使用不可 Elogを中断するには：

ABOR:ELOG
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測定の実行

平均測定

測定掃引

測定ウィ ン ド ウ関数

アン ペア時およ びワッ ト 時測定

デジタ イ ズ測定

測定ト リ ガ

平均測定

Keysight RPSモデルには、現在負荷に供給さ れている実際の電圧と 電流を測定するため

に、電圧計と 電流計が完全に統合さ れています。

電源がオンになると 、フ ロン ト ・ パネルは、指定さ れた電源周波数で測定数を収集し 、サ

ンプルを平均化するこ と によっ て、自動的に出力電圧と 出力電流を測定し ます。デフ ォ ル

ト の電源周波数は1サイ ク ルです。1サイ ク ルの場合、サンプル数 ( またはポイ ント 数 ) は

60 Hzで 3255、50 Hzで 3906です。デフ ォ ルト のサンプリ ング間隔は5.12マイ ク ロ秒です。

次のコ マンド を使用し て測定を行います。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

[Meter]キーを選択し ます。

キーを繰り 返し 押し て、次の測定機能を順番に

切り 替えます。

電圧、電流

電圧、電力

電圧、電流、電力

破線が表示さ れた場合は、リ モート ・ イ ンタ

フ ェ ースの測定が行われたためにフ ロント ・ パ

ネル測定が中断し ています。

平均 ( DC) 出力電圧、電流、電力

を計測するには：

MEAS:VOLT?
MEAS:CURR?
MEAS:POW?

前回取得し た配列から 測定データ

を返すには：

FETC:VOLT?
FETC:CURR?
FETC:POW?

測定掃引

電源周波数 ( NPLC) に測定時間を設定するこ と ができます。整数の電源周波数を使用す

るこ と で、電源周波数源から の測定ノ イ ズを削減できます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

Measure\Sweepを選択し ます。

NPLCフ ィ ールド に電源周波数を入力し ます。

次に、 [Select]を押し ます。

電源周波数を 10に設定するには：

SENS:SWE:NPLC 10
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SENSe:SWEep:NPLCコ マンド ではAC電源周波数が自動的に検出さ れます。

測定ウィ ン ド ウ関数

ウィ ンド ウ関数は、周期的な信号や雑音が存在する場合に実行さ れる平均値測定の誤差を

減ら す、シグナル・ コ ンディ ショ ニング・ プロセスです。方形と ハニングの2種類のウィ

ンド ウ関数を使用できます。電源投入時の測定ウィ ンド ウは方形です。

方形ウィ ンド ウ関数は、シグナル・ コ ンディ ショ ニングを行わずに、平均測定値を計算し

ます。ただし 、AC電源リ ッ プルなどの周期的な信号が存在する場合は、方形ウィ ンド ウに

より 平均測定値の計算時に誤差が導入さ れる場合があり ます。こ れは、収集データ の最後

が部分的なサイ ク ルと なり 、非整数のデータ ・ サイ ク ル数が捕捉さ れた場合に発生し ま

す。

AC電源リ ッ プルを処理する 1つの方法は、ハニング窓を使用するこ と です。ハニング窓

は、平均測定値の計算時に、cos4重み関数をデータ に適用し ます。こ れにより 、測定ウィ

ンド ウのAC雑音が減衰さ れます。3サイ ク ル以上の波形サイ ク ルを測定すると 、最大の減

衰が実現し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

Measure\Windowを選択し ます。

方形またはハニングを選択し ます。

次に、 [Select]を押し ます。

センス・ ウィ ンド ウをハニングに

設定するには：

SENS:WIND HANN

アン ペア時およ びワッ ト 時測定

アンペア時と ワッ ト 時の測定は、すべてのRPSモデルで実行できます。こ れら の測定は、

他の測定と は無関係に行われます。

アンペア時測定値と ワッ ト 時測定値は、およそ 200kサンプル/秒で範囲全体の電流と 電力

の測定値を蓄積するこ と で作成さ れます。アキュ ムレータ は少なく と も 100,000時間分の

データ を保持できます。

蓄積電荷の制限はおよそ ±(900,000,000•IRATING)ク ーロン、または±(250,000•IRATING)アンペ

ア時です。

蓄積エネルギーの制限はおよそ ±(1,100,000,000•PRATING)ジュ ール、または±
(310,000•PRATING)ワッ ト 時です。

IRATINGはユニッ ト の電流定格です。 IRATINGはユニッ ト の電力定格です。

アンペア時と ワッ ト 時の測定値を返すには：

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

Measure\AHWHを選択し ます。

蓄積アンペア時およびワッ ト 時を表示し ます。

アンペア時と ワッ ト 時を返すに

は：

FETC:AHO?
FETC:WHO?
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アンペア時と ワッ ト 時の測定値をリ セッ ト には：

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

Measure\AHWHを選択し ます。

リ セッ ト を選択すると 測定値はゼロに戻り ま

す。

アンペア時と ワッ ト 時をリ セッ ト す

るには：

SENS:AHO:RES
SENS:WHO:RES

デジタ イ ズ測定

電圧、電流、電力の平均測定値に加えて ( フ ロン ト ・ パネル、SCPIコ マンド の両方で表示

可能 ) 、デジタ イ ズ測定値も 返すこ と ができます。デジタ イ ズ測定は平均測定と は異な

り 、返さ れる測定タ イ プを選択し たり 、測定の品質を微調整し たり できます。

測定タ イプ

次のデジタ イ ズ測定が利用可能です。こ れら は対応する SCPIコ マンド を使用し てのみ測定

できます。

ACDCは合計RMS測定 ( AC + DC) を返す計算です。

HIGHレベルは、最大と 最小のデータ ・ ポイ ン ト 間の波形のヒ スト グラ ムを 16個のビンを使

用し て生成し ます。50%ポイ ント を超えるデータ ・ ポイ ン ト を一番多く 含むビンが最大ビ

ンです。最大ビンのすべてのデータ ・ ポイ ン ト の平均が、HIGHレベルと し て返さ れます。

収集し たポイ ン ト の合計数の1.25%を上回るポイ ント を含む最大ビンがない場合、最大

データ ・ ポイ ン ト が返さ れます。

LOWレベルは最大と 最小のデータ ・ ポイ ン ト 間の波形のヒ スト グラ ムを 16ビンを使用し て

生成し ます。50%ポイ ント を下回るデータ ・ ポイ ン ト を一番多く 含むビンが最小ビンで

す。最小ビンのすべてのデータ ・ ポイ ン ト の平均がLOWレベルと し て返さ れます。収集し

たポイ ン ト の合計数の1.25%を上回るポイ ント を含む最小ビンがない場合、最小データ ・

ポイ ン ト が返さ れます。

MAXはデジタ イ ズ測定の最大値です。

MINはデジタ イ ズ測定の最小値です。

配列問い合わせを使用し て、電圧／電流測定バッ フ ァ の値をすべて返すこ と も できます。

平均化は適用さ れません。生データ だけがバッ フ ァ から 返さ れます。
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フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・

リ フ ァ レンス

SCPIコ マンド

使用不可 RMS電圧と 電流を測定するには：

MEAS:VOLT:ACDC?
MEAS:CURR:ACDC?

パルスの上位レベルを測定するには：

MEAS:VOLT:HIGH?
MEAS:CURR:HIGH?

パルスの下位レベルを測定するには：

MEAS:VOLT:LOW?
MEAS:CURR:LOW?

最大値を測定するには：

MEAS:VOLT:MAX?
MEAS:CURR:MAX?

最小値を測定するには：

MEAS:VOLT:MIN?
MEAS:CURR:MIN?

測定を行い配列データ を返すには：

MEAS:ARR:VOLT?
MEAS:ARR:CURR?
MEAS:ARR:POW?

測定の品質

下の図は、測定サンプル ( ポイ ント ) 間の関係、および代表的な測定のサンプル間の時間

間隔を示し たも のです。測定値の収集のポイ ント 数やポイ ント 間の間隔を指定するこ と

で、測定を微調整できます。

測定値の収集を次のよう に設定するこ と ができます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

Measure\Sweepを選択し ます。

ポイ ント 数を入力し ます。 次に、 [Select]を押し

ます。

時間間隔を入力し ます。 次に、 [Select]を押し ま

す。

サンプル数4096で 60マイ ク ロ秒の

時間間隔を設定するには：

SENS:SWE:TINT 60E-6
SENS:SWE:POIN 4096

すべての測定に使用可能なサンプル・ ポイ ン ト の最大数は、512 Kポイ ント です ( K =
1024) 。
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時間間隔の値は、電圧、電流と も 、5.12マイ ク ロ秒から 40,000秒の範囲で可能です。5.12
マイ ク ロ秒を上回る値は、最も 近い5.12マイ ク ロ秒の増分に丸めら れます。10.24マイ ク ロ

秒を上回る値は、最も 近い10.24マイ ク ロ秒の増分に丸めら れます。20.48マイ ク ロ秒を上

回る値は、最も 近い20.48マイ ク ロ秒の増分に丸めら れます。

Keysight RP7900モデルでは、以前に説明し たよう にNPLC( 電源周波数 ) コ マンド を使用し

て測定の色合いと ポイ ン ト を設定するこ と ができます。NPLCコ マンド は自動的にポイ ン

ト 数を増分さ せ、最短時間間隔を維持し ます。その時間間隔の最大ポイ ント 数に達する

と 、時間間隔が増分さ れます。

測定ト リ ガ

l 必要に応じ てプリ ト リ ガ・ データ をキャ プチャ

l ト リ ガ・ ソ ースを選択する

l 収集システムを起動し ます。

l 測定のト リ ガ

l 測定のフ ェ ッ チ

l 測定ごと の複数のト リ ガ・ イ ベン ト

収集ト リ ガ・ システムを使用し て、デジタ イ ズ測定値を多く のト リ ガ・ ソ ースから のト リ

ガ信号と 同期さ せます。次にFETChコ マンド を使用し て、収集し たデータ から 電圧または

電流の情報を返し ます。

次の図は、測定値収集プロセスを表し ます。こ のプロセスは測定ト リ ガおよび外部デー

タ ・ ロギングの両方に適用さ れます。 ト リ ガ・ システムの概要については、「 ト リ ガの概

要」 を参照し てく ださ い。

必要に応じ てプリ ト リ ガ ・ データ を キャ プチャ

測定システムでは、ト リ ガ信号の前、後、あるいは同時にデータ を取得できます。下の図

のよう に、ト リ ガを基準にし て、読み取り 中のデータ ・ ブロッ ク をデータ 収集バッ フ ァ に
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移動するこ と ができます。こ れにより 、プリ ト リ ガ／ポスト ト リ ガ・ データ ・ サンプリ ン

グが可能になり ます。

データ 収集バッ フ ァ の開始を、データ 収集ト リ ガを基準にし てオフ セッ ト するには：

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

Measure\Sweepを選択し ます。

オフ セッ ト 値を入力し ます。 次に、 [Select]
を押し ます。

測定を 100ポイ ント 分オフ セッ ト す

るには：

SENS:SWE:OFFS:POIN 100

値が0の場合は、ト リ ガ後にすべての測定サンプルが取得さ れます。正の値は、ト リ ガが

発生し てから サンプルが収集さ れるまでの遅延を表し ます。 こ れは遅延時間に発生し た測

定サンプルを除外するために使用できます ( 遅延時間＝オフ セッ ト xサンプリ ング周

期 ) 。負の値は、ト リ ガ前に収集さ れたデータ ・ サンプルを表し ます。 こ れにより 、ト リ

ガ前に測定サンプルを収集できます。

ト リ ガ ・ ソ ースを 選択する

バス経由でのTRIGger:ACQuire[:IMMediate]コ マンド は、選択し たト リ ガ・

ソ ースに関係なく 、常に即時ト リ ガを発生さ せます。

TRIGger:ACQuire[:IMMediate]を使用し ている場合を除いて、以下から ト リ ガ・ ソ ースを選択

し ます。
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ト リ ガ・ ソ ース 説明

Bus GPIBデバイ ス・ ト リ ガ *TRGまたは<GET> (Group Execute Trigger)を選

択し ます。

Current 出力電流レベルを選択し ます。

External デジタ ル制御ポート でのト リ ガ入力と し て設定さ れている任

意のピンを選択し ます。

Pin<1-7> デジタ ル制御ポート のト リ ガ入力と し て設定さ れている特定

のピン <n>を選択し ます。

ト ラ ンジェ ント ユニッ ト のト ラ ンジェ ント ・ システムを選択し ます。また、

ト ラ ンジェ ント ・ システムがト リ ガ出力信号を生成するよう

に設定する必要も あり ます。「 出力ト ラ ンジェ ント のプログ

ラ ミ ング」 を参照し てく ださ い。

電圧 出力電圧レベルを選択し ます。

以下のコ マンド を使っ てト リ ガ・ ソ ースを選択し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ

ニュ ー・ リ フ ァ レンス

SCPIコ マンド

使用不可 バス・ ト リ ガを選択する：

TRIG:TRAN:SOUR BUS

デジタ ル・ ピン 5を ト リ ガと し て選択する：

TRIG:ACQ:SOUR PIN5

電圧または電流レベルを選択するには：

TRIG:ACQ:SOUR VOLT
TRIG:ACQ:SOUR CURR

出力ト ラ ンジェ ント を ト リ ガと し て選択するには：

TRIG:ACQ:SOUR TRAN

収集システムを 起動し ます。

ユニッ ト をオンにすると き、ト リ ガ・ システムはアイ ド ル状態にあり ます。 こ の状態で

は、ト リ ガ・ システムはオフ になり 、すべてのト リ ガが無視さ れます。  INITiateコ マンド

は、ト リ ガ・ システムがト リ ガを受信できるよう にし ます。

フ ロント ・ パネル・ メ

ニュ ー・ リ フ ァ レンス

SCPIコ マンド

使用不可 測定ト リ ガ・ システムを起動するには：

INIT:ACQ

INITiate:ACQuireコ マンド を受信し てから 測定器でト リ ガ信号の受信準備が整う までに数ミ

リ 秒かかり ます。ト リ ガ・ システムの準備が整う 前にト リ ガが発生し た場合は、ト リ ガは

無視さ れます。 動作ステータ ス・ レジスタ のWTG_measビッ ト をテスト すると 、開始後に

測定器でト リ ガの受信準備がいつ整っ たかを知るこ と ができます。
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フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レ

ンス

SCPIコ マンド

Measure\Controlを選択し ます。

TRIG状態フ ィ ールド に「 Initiated」 と 表示

さ れます。

WTG_measビッ ト ( ビッ ト 3) を問い合わ

せる：

STAT:OPER:COND?

問い合わせ応答にビッ ト 3が設定さ れた場合、WTG_measビッ ト は真です。測定器はト リ ガ

信号の受信準備が整っ ています。詳細については、「 ステータ ス・ チュ ート リ アル」 を参

照し てく ださ い。

測定器は、バス、ピン、ト ラ ンジェ ン ト 、またはレベル・ ト リ ガ・ コ マン

ド を受信するたびに測定値収集を 1回実行し ます。し たがっ て、ト リ ガ測

定が求めら れるたびに、ト リ ガ・ システムを起動する必要があり ます。

測定のト リ ガ

ト リ ガ・ システムは、ト リ ガ信号が起動状態になるのを待ちます。 以下のよう にし て、測

定を即座にト リ ガするこ と ができます。

フ ロント ・ パネル・ メ

ニュ ー・ リ フ ァ レンス

SCPIコ マンド

使用不可 測定ト リ ガを作成するには：

TRIG:ACQ

別の方法と し て、ト リ ガ・ ソ ースがBUSの場合は、

*TRGまたは IEEE-488 <get> コ マンド をプログラ ムする

こ と も 可能です。

先ほど説明し たよう に、ト リ ガは、デジタ ル・ ピン、出力ト ラ ンジェ ン ト 、出力電圧、ま

たは電流レベルによっ て生成するこ と も できます。デジタ ル・ ピンがト リ ガ・ ソ ースと し

て設定さ れている場合は、本器はト リ ガ信号を無限に待ちます。ト リ ガが発生し ない場合

は、ト リ ガ・ システムを手動でアイ ド ル状態に戻す必要があり ます。以下のコ マンド は、

ト リ ガ・ システムをアイ ド ル状態に戻し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レ

ンス

SCPIコ マンド

Measure\Controlを選択し ます。

次に、Abortコ ント ロールを選択し ます。

ABOR:ACQ

測定のフ ェ ッ チ

ト リ ガ信号が受信さ れ、測定が完了すると 、ト リ ガ・ システムはアイ ド ル状態に戻り ま

す。

測定が完了し たら 、新し い測定を開始し たり 、測定バッ フ ァ のデータ を変更し たり し なく

ても 、FETCh問い合わせを使っ て最新の測定データ を読み出すこ と ができます。
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フ ロント ・ パネル・ メ

ニュ ー・ リ フ ァ レンス

SCPIコ マンド

使用不可 RMS電圧と 電流を返すには：

FETC:VOLT:ACDC?
FETC:CURR:ACDC?

パルスの上位レベルを返すには：

FETC:VOLT:HIGH?
FETC:CURR:HIGH?

パルスの下位レベルを返すには：

FETC:VOLT:LOW?
FETC:CURR:LOW?

最大値を返すには：

FETC:VOLT:MAX?
FETC:CURR:MAX?

最小値を返すには：

FETC:VOLT:MIN?
FETC:CURR:MIN?

配列データ を返すには：

FETC:ARR:VOLT?
FETC:ARR:CURR?
FETC:ARR:POW?

測定の完了前にFETCh問い合わせが送ら れた場合は、測定ト リ ガが発生し 、データ 収集が

完了するまで、応答は遅延さ れます。動作ステータ ス・ レジスタ のMEAS_activeビッ ト をテ

スト すると 、測定ト リ ガ・ システムがアイ ド ル状態に戻っ たこ と を確認できます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レ

ンス

SCPIコ マンド

Measure\Controlを選択し ます。

TRIG状態フ ィ ールド に「 Idle」 と 表示さ れ

ます。

MEAS_activeビッ ト ( ビッ ト 5) を問い合

わせる：

STAT:OPER:COND?

問い合わせ応答にビッ ト 5が設定さ れた場合は、MEAS_activeビッ ト は真で、測定が完了し

ていません。MEAS_activeビッ ト が偽の場合は、測定値を検索できます。詳細については、

「 ステータ ス・ チュ ート リ アル」 を参照し てく ださ い。

測定ごと の複数のト リ ガ ・ イ ベン ト

Keysight RPモデルは収集中に発生し た他のト リ ガを取得し 、それら のト リ ガの数と 位置を

返し 、ト リ ガ周辺のデータ のサブセッ ト に基づいてDC値を算出するこ と ができます。基

本的な考え方は、単一の長い収集には目的のイ ベント が複数含まれる場合があり 、こ れら

のイ ベント は追加のト リ ガが発生し た場所によっ てマーク が付けら れると いう こ と です。

こ れら のイ ベント の場所は収集し たデータ の保存場所にイ ンデッ ク スと し て記載さ れま

す。イ ンデッ ク スの範囲は0から 1までで、収集さ れた読み値より 小さ く なり ます

( SENse:SWEep:POINtsを参照し てく ださ い ) 。

問い合わせを行っ て、測定の間に追加のト リ ガが発生し たイ ンデッ ク スを返すこ と ができ

ます。返さ れるイ ンデッ ク スの数は発生し たト リ ガの数と 等し く なり ます。
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フ ロント ・ パネル・ メ

ニュ ー・ リ フ ァ レンス

SCPIコ マンド

使用不可 追加のト リ ガ ( 発生し た場合 ) の数を問い合わせるに

は：

TRIG:ACQ:IND:COUN?

ト リ ガが発生し たイ ンデッ ク スを返すには：

TRIG:ACQ:IND?

前述のト リ ガ・ イ ンデッ ク スの後に取得さ れた実際の測定データ を返すこ と も できます。

フ ロント ・ パネル・ メ

ニュ ー・ リ フ ァ レンス

SCPIコ マンド

使用不可 ト リ ガ・ イ ンデッ ク スの後に算出さ れたDC電圧または

電流を返すには：

FETC:VOLT? [<start_index>, <points>]
FETC:CURR? [<start_index>, <points>]

ト リ ガ・ イ ンデッ ク スの後の瞬時電圧／電流データ を

返すには：

FETC:ARR:VOLT? [<start_index>, <points>]
FETC:ARR:CURR? [<start_index>, <points>]
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デジタ ル・ ポート のプロ グラ ミ ン グ

双方向デジタ ル I/O

デジタ ル入力専用

外部ト リ ガ I/O

フ ォ ールト 出力

禁止入力

フ ォ ールト ／禁止システム保護

出力連動

デジタ ル制御ポート

7個の I/Oピンで構成さ れるデジタ ル制御ポート は、各種制御機能へのアク セスに使用し ま

す。各ピンはユーザ設定可能です。 I/Oピンでは、以下の制御機能を使用できます。デジ

タ ル・ ポート をプログラ ムするためのSCPIコ マンド についての詳細は、「 SCPIプログラ ミ

ング・ リ フ ァ レンス」 を参照し てく ださ い。

次の表は、デジタ ル・ ポート 機能に使用可能なピン構成を示し ます。デジタ ル制御ポート

の詳細な電気特性については、「 仕様」 セク ショ ンを参照し てく ださ い。

機能 説明

DIO 汎用グラ ンド 基準デジタ ル入力／出力機能出力は、[SOURce:]DIGital:OUTPut:DATAで設

定できます。

DINput デジタ ル入力専用モード 。ピンのデジタ ル出力データ は無視さ れます。

FAULt ピン 1にのみ適用さ れます。ピン 1は分離さ れたフ ォ ールト 出力と し て機能し ます。い

ずれかの出力が保護状態にある場合、フ ォ ールト 信号は真です。ピン 2はピン 1に対す

る分離コ モンと し て機能し ます。ピン 1がFAULt機能に設定さ れている場合、ピン 2をプ

ログラ ムするコ マンド はすべて無視さ れます。ピン 2に対する問い合わせにはFAULtが
返さ れます。ピン 1がFAULtから 別の機能に変更さ れると 、ピン 2はDINPutに設定さ れま

す。

INHibit ピン 3にのみ適用さ れます。ピン 3が禁止入力と し て設定さ れている場合、ピンに真の

信号が入力さ れると 出力がオフ になり ます。

ONCouple ピン 4～7にのみ適用さ れます。 ONCoupleピンは、複数の機器の間で出力オン状態を同

期し ます。ONCoupleと し て設定できるピンは1つだけです。こ のピンには、入力と 出力

の両方の機能があり ます。

OFFCouple ピン 4～7にのみ適用さ れます。 OFFCoupleピンは、複数の機器の間で出力オフ 状態を同

期し ます。OFFCoupleと し て設定できるピンは1つだけです。こ のピンには、入力と 出

力の両方の機能があり ます。

TINPut ト リ ガ入力ピンは、測定およびト ラ ンジェ ント のト リ ガ信号のソ ースと し て選択でき

ます。TRIGger:ACQuire:SOURceおよびTRIGger:TRANsient:SOURceを参照し てく ださ い。
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TOUTput ト リ ガ出力ピンは、ト リ ガ信号を出力するよう に設定さ れた任意のサブシステムから

出力ト リ ガを作成し ます。

Common ピン 8にのみ適用さ れます。アースに接続さ れます。

ピン機能に加えて、各ピンの信号極性 ( 正または負 ) も 設定可能です。レベル信号の場

合、POSitiveはピン電圧「 高」 を示し ます。NEGativeはピン電圧「 低」 を示し ます。エッ ジ

信号の場合は、POSitiveは立ち上がり エッ ジを意味し 、NEGativeは立ち下がり エッ ジを意味

し ます。

双方向デジタ ル I/O

7個のピンはそれぞれ、汎用双方向デジタ ル入出力と し て設定できます。ピンの極性も 設

定できます。 ピン 8はデジタ ル I/Oピンに対する信号コ モンです。データ は、以下のビッ ト

割り 当てに従っ て設定さ れます。

ピン 7 6 5 4 3 2 1

ビッ ト の重み 6( MSB) 5 4 3 2 1 0( LSB)

デジタ ル I/Oピンを使っ て、デジタ ル・ イ ンタ フ ェ ース回路だけでなく 、リ レー回路も 制御

できます。下の図は、デジタ ル I/O機能を使用し たデジタ ル・ イ ンタ フ ェ ース回路の接続

と 、代表的なリ レー回路を示し たも のです。

デジタ ル I/Oのピンを設定するには：

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド
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System\IO\DigPort\Pinsを選択し ます。

Pinフ ィ ールド のピンを選択し ます。

Functionフ ィ ールド で Dig IOを選択し ます。

Polarityフ ィ ールド で、PositiveまたはNegativeを
選択し ます。

ピンにデータ を送信するには：

System\IO\DigPort\Dataを選択し ます。

Data Outフ ィ ールド を選択し てバイ ナリ ・ ワー

ド を入力し ます。

ピン機能を選択する：

DIG:PIN<1-7>:FUNC DIO

ピン極性を選択する：

DIG:PIN<1-7>:POL POS

ピン 1から ピン 7までを “0000111”に設定

するには：

DIG:OUTP:DATA 7

デジタ ル入力

7個のピンはそれぞれ、デジタ ル入力専用と し て設定できます。ピンの極性も 設定できま

す。 ピン 8はデジタ ル入力ピンに対する信号コ モンです。ピンの状態は、ピンに印加さ れ

た外部信号の真状態を反映し ます。ピンの状態はDIGital:OUTPut:DATAの設定に影響さ れま

せん。デジタ ル入力のピンのみを設定するには：

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\IO\DigPort\Pinsを選択し ます。

Pinフ ィ ールド のピンを選択し ます。

Functionフ ィ ールド で Dig Inを選択し ます。

Polarityフ ィ ールド で、PositiveまたはNegativeを
選択し ます。

ピンから データ を読み取るには、

System\IO\DigPort\Dataを選択し ます。

Data Inフ ィ ールド に、入力データ が2進数で表

示さ れます。

ピン機能を選択する：

DIG:PIN<1-7>:FUNC DINP

ピン極性を選択する：

DIG:PIN<1-7>:POL POS

ピンのデータ を読み取るには：

DIG:INP:DATA?

外部ト リ ガ I/O

7個のピンはそれぞれ、ト リ ガ入力またはト リ ガ出力と し て設定できます。ピンの極性も

設定できます。 ト リ ガ極性をプログラ ムする場合、POSitiveは立ち上がり エッ ジを、

NEGativeは立ち下がり エッ ジを表し ます。ピン 8はト リ ガ・ ピンに対する信号コ モンです。

ト リ ガ・ システムの概要については、「 ト リ ガの概要」 を参照し てく ださ い。

ト リ ガ入力と し て設定し た場合は、指定し たト リ ガ入力ピンに立ち下がり パルスまたは立

ち上がり パルスを印加するこ と ができます。ト リ ガのレイ テンシは5 μsです。最小パルス

幅は、立ち上がり 信号の場合は4 μs、立ち下がり 信号の場合は10 μsです。どちら のエッ ジ

でト リ ガ入力イ ベント が発生するかは、ピンの極性設定で決まり ます。

ト リ ガ出力と し て設定し た場合は、指定し たト リ ガ・ ピンはト リ ガ出力の発生時に10μs幅
のパルスを発生し ます。極性設定によっ て、コ モンを基準と し た正 ( 立ち上がり エッ ジ )
または負 ( 立ち下がり エッ ジ ) に設定できます。
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フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\IO\DigPort\Pinsを選択し ます。

Pinフ ィ ールド のピンを選択し ます。

Functionフ ィ ールド で Trig InまたはTrig Outを選

択し ます。

Polarityフ ィ ールド で、PositiveまたはNegativeを
選択し ます。

ピン 1のト リ ガ出力機能を選択する：

DIG:PIN1:FUNC TOUT

ピン 2のト リ ガ入力機能を選択する：

DIG:PIN2:FUNC TINP

ピン極性を選択する：

DIG:PIN1:POL POS
DIG:PIN2:POL POS

フ ォ ールト 出力

ピン 1と 2は、フ ォ ールト 出力ペアと し て設定できます。フ ォ ールト 出力機能を使用する

と 、フ ォ ールト 条件が発生し たと きに、デジタ ル・ ポート から 保護フ ォ ールト 信号が出力

さ れます。保護信号の一覧は、「 出力保護のプログラ ミ ング」 を参照し てく ださ い。

ピン 1と 2の両方がこ の機能専用になり ます。ピン 1はフ ォ ールト 出力、ピン 2はピン 1に対

するコ モンです。こ のため、光分離出力が可能です。ピン 1の極性も 設定できます。ピン

の極性がPOSitiveの場合、フ ォ ールト 条件が発生すると 分離出力が実施さ れます。フ ォ ー

ルト 出力信号は、フ ォ ールト 条件が解消さ れ、保護回路がク リ アさ れるまでラ ッ チさ れた

ままになり ます。こ れについては「 出力保護のク リ ア」 で説明さ れています。

ピン 2に選択さ れた機能は無視さ れます。ピン 2は外部回路のグラ ンド に接続

する必要があり ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\IO\DigPort\Pinsを選択し ます。

ピン 1、機能、フ ォ ールト 出力の順に選択し

ます。

Polarityフ ィ ールド で、PositiveまたはNegativeを
選択し ます。

フ ォ ールト 機能を設定するには：

DIG:PIN1:FUNC FAUL

ピン極性を選択する：

DIG:PIN1:POL POS

禁止入力

ピン 3は、リ モート 禁止入力と し て設定できます。禁止入力機能を使用すると 、外部入力

信号によっ て機器の出力状態を制御するこ と ができます。入力はレベル・ ト リ ガです。信

号のレイ テンシは5 μsです。ピン 8はピン 3に対するコ モンです。次の不揮発性禁止入力

モード をプログラ ムできます。

LATChing( ラ ッ チ ) -禁止入力が論理真に遷移すると 出力がオフ になり ます。禁止信号の

受信後、出力はオフ のままになり ます。

LIVE -オンになっ ている出力の状態が禁止入力の状態に従います。 禁止入力が真になる

と 、出力はオフ になり ます。 禁止入力が偽になると 、出力はオンに戻り ます。

OFF -禁止入力は無視さ れます。
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禁止入力機能を設定するには：

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\IO\DigPort\Pinsを選択し ます。

ピン 3、機能、禁止入力の順に選択し ます。

Polarityフ ィ ールド で、PositiveまたはNegativeを
選択し ます。

Protect\Inhibitを選択し ます。

LatchingまたはLiveを選択し ます。

禁止信号をオフ にするには、Offを選択し ま

す。

禁止機能を選択するには：

DIG:PIN3:FUNC INH

ピン極性を選択する：

DIG:PIN3:POL POS

禁止モード を指定するには：

OUTP:INH:MODE LATC
OUTP:INH:MODE LIVE
OUTP:INH:MODE OFF

フ ォ ールト ／禁止システム保護

次の図のよう に、数台の機器のフ ォ ールト 出力と 禁止入力がデイ ジー・ チェ イ ンさ れてい

る場合は、1台のユニッ ト の内部フ ォ ールト 条件によっ て、すべての出力がオフ にさ れま

す。コ ン ト ローラ または外部回路の介入はあり ません。フ ォ ールト ／禁止信号をこ の方法

で使用すると きには、両方の信号を同じ 極性に設定する必要があり ます。

また、上の図に示すよう に、すべての出力をオフ にする必要がある場合は、禁止ピンをコ

モンに短絡する手動スイ ッ チまたは外部制御信号に禁止入力を接続できます。こ の場合、

全部のピンに対し て負の極性を設定する必要があり ます。フ ォ ールト 出力を使っ て、保護

フ ォ ールト が発生し た場合に、外部リ レー回路を駆動し たり 、他のデバイ スに信号を送っ

たり するこ と も 可能です。

システム保護フ ォ ールト のク リ ア

デイ ジー・ チェ イ ン ・ システム保護構成でフ ォ ールト 条件が発生し た場合に、すべての機

器を通常動作状態に戻すには、以下の2つのフ ォ ールト 条件を取り 除く 必要があり ます。

1. 最初に発生し た保護フ ォ ールト または外部禁止信号。

2. 後続のデイ ジー・ チェ イ ン ・ フ ォ ールト 信号 ( 禁止信号が発信 ) 。

最初に発生し たフ ォ ールト 条件または外部信号が取り 除かれても 、フ ォ ール

ト 信号はアク ティ ブのままなので、全ユニッ ト の出力は引き続きシャ ッ ト ダ

ウン状態に置かれます。
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禁止入力の動作モード がLiveの場合にデイ ジー・ チェ イ ン ・ フ ォ ールト 信号をク リ アする

には、「 保護機能のク リ ア」 の説明に従っ て、任意の1つのユニッ ト で出力保護をク リ ア

し ます。禁止入力の動作モード がLatchedの場合は、すべてのユニッ ト 上で禁止入力を個別

にオフ にする必要があり ます。チェ イ ンを再度有効にするには、各ユニッ ト の禁止入力を

Latchedモード にプログラ ムし 直し ます。

出力連動コ ン ト ロ ール

こ の機能を使用すると 、複数のユニッ ト を互いに接続し 、出力オン／オフ ・ シーケンスを

すべてのユニッ ト にわたっ て同期さ せるこ と ができます。シーケンスさ れる各ユニッ ト も

他のユニッ ト と 「 連動」 さ せる必要があり ます。

1.各ユニッ ト の出力を、「 出力シーケンス」 の説明に従っ て連動さ せます。

2.各ユニッ ト の遅延オフ セッ ト を、グループの最も 長い遅延オフ セッ ト に一致するよう に

設定し ます。

3.下に示すよう に、シーケンス・ ユニッ ト のデジタ ル・ コ ネク タ ・ ピンを接続し 、設定し

ます。

「 連動」 ピンと し て設定できるのはピン 4～7だけです。指定さ れたピンは入力と 出力の両

方と し て機能し 、1つのピンで立ち下がり 遷移が発生すると 、他のピンにシーケンス信号

を提供し ます。ピンの極性は、プログラ ムできません。NEGativeに設定さ れます。

こ の例では、ピン 6を出力オン制御と し て設定し ます。ピン 7を出力オフ 制御と し て設定し

ます。グラ ンド ・ ピンまたはコ モン ・ ピンは互いに接続さ れます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\IO\DigPort\Pinsを選択し ます。

ピン 6、機能、オン連動の順に選択し ます。

ピンを選択し ます。ピン 7、機能、オフ 連動の

順に選択し ます。

ユニッ ト 2と 3に対し てこ れら のステッ プを繰

り 返し ます。

ユニッ ト 1のピン 6をオン制御と し て設

定するには：

DIG:PIN6:FUNC ONC

ユニッ ト 1のピン 7をオフ 制御と し て設

定するには：

DIG:PIN7:FUNC OFFC

ユニッ ト 2と 3に対し てコ マンド を繰り

返し ます。

連動ユニッ ト を設定し て有効にし た後は、1台の連動ユニッ ト の出力がオンまたはオフ に

なると 、全連動ユニッ ト が、ユーザ設定遅延を経過後、オンまたはオフ になり ます。
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システム関連の操作

出力のプログラ ミ ングには直接関係あり ませんが、以下の機能を使用し て機器の動作を制

御するこ と も できます。

機器識別

機器ステート の保存

フ ロ ン ト ・ パネル・ ディ スプレ イ

フ ロ ン ト ・ パネル・ ロ ッ ク アウト

パスワード 保護

機器識別

モデル番号、シリ アル番号、オプショ ン、フ ァ ームウェ ア・ リ ビジョ ンを問い合わせるこ

と ができます。SCPIコ マンド は、*IDN?および *OPT?問い合わせを使用し て情報を返し ま

す。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\About\Frameを選択し ます。 メ ーカ ー、モデル番号、シリ アル番号、

およびフ ァ ームウェ ア・ リ ビジョ ンを返

すには：*IDN?

イ ンスト ールさ れているオプショ ンを返

すには：*OPT?

機器ステート の保存

電源には、機器ステート を保存するための記憶場所が不揮発性メ モリ 内に10か所あり ま

す。記憶位置には0～9の番号が付けら れます。以前に同じ 場所に記録さ れていたステート

は上書きさ れます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

States\SaveRecallを選択し ます。

SaveRecallフ ィ ールド に、0～9の記憶場所を入

力し ます。

次に、 [Select]を押し ます。

ステート を保存するにはSaveを、ステート を

リ コ ールするにはRecallを選択し ます。

ステート を記憶場所1に保存するには：

*SAV 1

記憶場所1のステート をリ コ ールするに

は：

*RCL 1

電源投入時のステート の指定

工場出荷時の電源は、電源投入時にリ セッ ト ( *RST) 設定を自動的にリ コ ールするよう に

設定さ れています。ただし 、電源投入時に記憶場所0に記録さ れている設定を使用するよ

う に電源を設定するこ と も できます。
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フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

States\PowerOnを選択し ます。

ステート 0をリ コ ールを選択し ます。 次に、

[Select]を押し ます。

OUTP:PON:STAT RCL0

フ ロ ン ト ・ パネル・ ディ スプレ イ

電源にはフ ロント ・ パネル・ スク リ ーン ・ セーバが搭載さ れており 、非アク ティ ブ時には

LCDディ スプレイ を暗く するこ と で、ディ スプレイ の寿命を大幅に延ばすこ と ができま

す。延は30～999分の範囲で、1分刻みで設定できます。工場出荷時には、フ ロン ト ・ パネ

ルまたはイ ンタ フ ェ ース上での作業が停止し てから 1時間後にスク リ ーン ・ セーバがオン

になるよう に設定さ れています。

スク リ ーン ・ セーバがアク ティ ブになると 、フ ロン ト ・ パネル・ ディ スプレイ が暗く な

り 、電源スイ ッ チの隣にある LEDが緑色から 黄色に変わり ます。フ ロン ト ・ パネル・ ディ

スプレイ を再びオンにするには、フ ロン ト ・ パネル・ キーのどれかを押し ます。キーの最

初の動作で、ディ スプレイ は明る く なり ます。その後、キーは通常機能に戻り ます。

ウェ イ ク ・ オン I/O機能を選択し ている場合は、リ モート ・ イ ンタ フ ェ ースに動作が存在し

ていると きには必ずディ スプレイ が復元さ れます。こ れによっ て、スク リ ーン ・ セーバの

タ イ マも リ セッ ト さ れます。出荷時には、ウェ イ ク ・ オン I/Oはアク ティ ブです。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\Preferences\Display\Saverを選択し ます。

スク リ ーン ・ セーバをオン／オフ するには、

Screen Saverチェ ッ ク ・ ボッ ク スをオン／オフ

し ます。 次に、 [Select]を押し ます。

セーバ遅延フ ィ ールド に値 ( 分単位 ) を入力

し て、スク リ ーン ・ セーバがアク ティ ブにな

る時間を指定し ます。

ウェ イ ク ・ オン I/Oをチェ ッ ク し て、 I/Oバス動

作でディ スプレイ をオンにし ます。

フ ロント ・ パネルのスク リ ーン ・ セーバを

オン／オフ するには：

DISP:SAV ON|OFF

電源投入時の表示の指定

電源投入時に表示さ れる測定機能を指定するこ と ができます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\Preferences\Display\Viewを選択し ます。

ド ロッ プダウン ・ メ ニュ ーから 以下を選択し

ます。Voltage、Current；Voltage、Power；また

はVolt、Curr、Power。 次に、 [Select]を押し ま

す。

タ ーンオン ・ メ ータ 表示を選択するには：

DISP:VIEWMETER_VI
DISP:VIEWMETER_VP
DISP:VIEWMETER_VIP
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フ ロ ン ト ・ パネル・ ロ ッ ク アウト

フ ロン ト ・ パネル・ キーをロッ ク し て、フ ロン ト ・ パネルから の機器の不要な制御を防ぐ

こ と ができます。フ ロン ト ・ パネルのロッ ク を解除するにはパスワード が必要なので、最

も 安全なフ ロン ト ・ パネル・ キーのロッ ク 方法です。こ のパラ メ ータ は不揮発性メ モリ に

保存さ れます。 し たがっ て、AC電源を入れ直し た後も フ ロン ト ・ パネルはロッ ク さ れた

ままになり ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\Preferences\Lockを選択し ます。

ダイ アログ・ ボッ ク スでパスワード を入力し

てフ ロント ・ パネルのロッ ク を解除し ます。

次に Lockを選択し ます。

使用不可

キーを押すたびに、フ ロン ト ・ パネルのロッ ク 解除メ ニュ ーが表示さ れます。パスワード

を入力すると 、フ ロン ト ・ パネルのロッ ク が解除さ れます。

パスワード がわから なく なっ た場合は、SYSTem:PASSword:FPANel:RESetコ マ

ンド でフ ロン ト ・ パネルのロッ ク アウト ・ パスワード をリ セッ ト できます。

詳細については、「 校正スイ ッ チ」 を参照し てく ださ い。

SYSTem:COMMunicate:RLSTate RWLockコ マンド で、フ ロン ト ・ パネルをロッ ク ／ロッ ク 解

除するこ と も 可能です。こ のコ マンド は、フ ロン ト ・ パネル・ ロッ ク アウト 機能から 完全

に独立し ています。こ のコ マンド を使っ てフ ロン ト パネルをロッ ク し た場合、AC電源の電

源を入れ直すと 、フ ロン ト パネルのロッ ク は解除さ れます。

パスワード 保護

Adminメ ニュ ーにあるすべての機能はパスワード で保護するこ と ができます。こ れら に

は、機器の校正、イ ンタ フ ェ ースのアク セス、不揮発性メ モリ のリ セッ ト 、フ ァ ームウェ

アの更新、パスワード の更新が含まれます。

工場出荷時のAdminメ ニュ ーのパスワード は0( ゼロ ) です。つまり 、パスワード を入力し

なく ても Adminメ ニュ ーにアク セスできます。System\Admin\Loginを選択し て、 [Enter]を押

すだけです。Adminメ ニュ ーをパスワード で保護するには：

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\Admin\Passwordを選択し ます。

15文字以内の数字だけから なるパスワード を

入力し ます。次に、 [Select]を押し ます。

Adminメ ニュ ーから ログアウト し てパスワー

ド を有効にし ます。こ れで、Passwordフ ィ ー

ルド に正し いパスワード を入力し た場合にだ

けAdminメ ニュ ーを表示できます。

オリ ジナルのパスワード を使用し て校正

モード に入るには：

CAL:STAT ON、<パスワード >

パスワード を変更するには：

CAL:PASS <パスワード >

校正モード を終了し てパスワード を有効に

するには：

CAL:STAT OFF
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パスワード がわから なく なっ た場合は、パスワード を 0にリ セッ ト するよう に内部スイ ッ

チを設定するこ と で、再びアク セスできるよう になり ます。「 Locked out by internal switch
setting( 内部スイ ッ チ設定により ロッ ク さ れまし た ) 」 または「 Calibration is inhibited by
switch setting( スイ ッ チ設定により 校正は禁じ ら れています ) 」 と いう メ ッ セージが表示

さ れた場合は、パスワード を変更できないよう に内部スイ ッ チが設定さ れています。詳細

については、「 校正スイ ッ チ」 を参照し てく ださ い。

ク ロ ッ ク 設定

リ アルタ イ ム・ ク ロッ ク は、Keysight 14585A制御／解析ソ フ ト ウェ アにタ イ ムスタ ンプ情

報を提供する目的でのみ使用さ れます。出荷時に、リ アルタ イ ム・ ク ロッ ク はグリ ニッ ジ

標準時に設定さ れています。ク ロッ ク を設定するには：

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\Preferences\Display\Clockを選択し ます。

日付を、Month、Day、Yearの各フ ィ ールド に入

力し ます。

時刻を、Hour、Minute、Secondの各フ ィ ールド

に入力し ます。

[Select]を押し て日付と 時間を設定し ます。

日付を設定するには：

SYSTem:DATE 2018,06,30

時刻を設定するには：

SYSTem:TIME 20,30,0
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優先モード ・ チュ ート リ アル

電圧優先

電流優先

電圧優先

電圧優先モード では、出力は定電圧フ ィ ード バッ ク ・ ループによっ て制御さ れます。負荷

電流が正または負の電流制限設定値内にある限り 、出力電圧がプログラ ム設定値に維持さ

れます。電圧優先モード は、抵抗負荷または高イ ンピーダンス負荷や、電圧オーバシュ ー

ト の影響を受けやすい負荷での使用に最適です。バッ テリ 、電源、または大型の充電済み

コ ンデンサなどの低イ ンピーダンス源では、電圧優先モード を使用し ないでく ださ い。

電圧優先モード では、出力電圧を目的の値にプログラ ムする必要があり ます。また、正お

よび負の電流制限値も 設定する必要があり ます。電流制限値は、外部負荷の実際の出力電

流要件より も 高い値に常に設定する必要があり ます。下の図は、出力の電圧優先動作軌跡

を示し ています。白い象限の領域は、電源と し ての出力を示し ます ( 電力をソ ース ) 。 陰

影表示の象限の領域は、負荷と し ての出力を示し ます ( 電力をシンク ) 。

太い実線は、可能な動作点の軌跡を出力負荷の関数と し て示し ます。線の水平部分によっ

て示さ れるよう に、負荷電流が正または負の電流制限設定値内にある限り 、出力電圧がプ

ログラ ム設定値に維持さ れます。CV( 定電圧 ) ステータ ス・ フ ラ グは、出力電圧が制御さ

れており 、出力電流が制限値内にあるこ と を示し ます。

出力電流が正または負の電流制限値に達すると 、ユニッ ト は定電圧モード で動作し なく な

り 、出力電圧が一定ではなく なるこ と に注意し てく ださ い。代わり に出力電流が電流制限

設定値に保持さ れるよう になり ます。電流制限値に達し たこ と を示すために、LIM+( 正の

電流制限値 ) またはLIM-( 負の電流制限値 ) ステータ ス・ フ ラ グが設定さ れます。こ れら

の状態は、フ ロン ト ・ パネルのCL+またはCL-によっ て通知さ れます。
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負荷線の垂直部分によっ て示さ れるよう に、電流がユニッ ト に印加さ れる、または引き出

さ れるのにと も なっ て、出力電圧は正の方向に増加し 続ける、または負の方向に減少し 続

ける可能性があり ます。出力電圧が過電圧保護設定値を超えると 、出力がシャ ッ ト ダウン

さ れ、出力リ レーが開き、OVステータ ス・ ビ ッ ト が設定さ れます。

電流優先

電流優先モード では、出力はバイ ポーラ 定電流フ ィ ード バッ ク ・ ループによっ て制御さ

れ、出力のソ ース電流またはシンク 電流がプログラ ム設定値に維持さ れます。負荷電圧が

電圧制限値内にある限り 、出力電流がプログラ ム設定値で保持さ れます。 電流優先モード

は、バッ テリ 、電源、大型の充電済みコ ンデンサ、および電流オーバシュ ート の影響を受

けやすい負荷での使用に最適です。プログラ ム時や電源のオン／オフ の遷移時に電流の

オーバシュ ート が最小限に抑えら れ、正電流と 負電流の間の遷移も シームレスに行われま

す。

電流優先モード では、出力電流を目的の正または負の値にプログラ ムする必要があり ま

す。正の電圧制限値も 設定する必要があり ます。電圧制限値は、外部負荷の実際の出力電

圧要件より も 高い値に常に設定する必要があり ます。下の図は、出力の電流優先動作軌跡

を示し ています。白い象限の領域は、電源と し ての出力を示し ます ( 電力をソ ース ) 。 陰

影表示の象限の領域は、負荷と し ての出力を示し ます ( 電力をシンク ) 。

太い実線は、可能な動作点の軌跡を出力負荷の関数と し て示し ます。 線の垂直部分によっ

て示さ れるよう に、出力電圧が電圧制限設定値内にある限り 、出力電流がプログラ ム設定

値で維持さ れます。CC( 定電流 ) ステータ ス・ フ ラ グは、出力電流が制御さ れており 、出

力電圧が制限値内にあるこ と を示し ます。

出力電圧が電圧制限値に達すると 、ユニッ ト が定電流モード で動作し なく なり 、出力電流

が一定に維持さ れなく なるこ と に注意し てく ださ い。代わり に出力電圧が電圧制限設定値

に保持さ れるよう になり ます。電圧制限値に達し たこ と を示すために、LIM+( 正の電圧制

限値 ) ステータ ス・ フ ラ グが設定さ れます。こ の状態は、フ ロン ト ・ パネルのVL+によっ

て通知さ れます。
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負荷線の水平部分によっ て示さ れるよう に、ユニッ ト が電力をシンク し ている場合は、ユ

ニッ ト に印加さ れる電流が増えるため、出力電流が負の方向に増加し 続ける可能性があり

ます。こ れは、負荷がバッ テリ などの電源であり 、その出力電圧が電源の電圧制限設定値

より も 高い場合に発生するこ と があり ます。電流が組み込まれた負の過負荷制限値を超え

ると 、出力がシャ ッ ト ダウンさ れ、出力リ レーが開き、OCステータ ス・ ビ ッ ト が設定さ れ

ます。こ のよう な場合は、電圧制限値を適切に設定し 、こ の保護シャ ッ ト ダウンを防ぐ こ

と が重要です。

出力タ ーンオン／タ ーンオフ 中の優先モード 動作の詳細については、

「 タ ーンオン／タ ーンオフ 動作」 を参照し てく ださ い。

Keysight RP7900シリ ーズ操作／サービス・ ガイ ド 195

4 回生型双方向直流電源の使用





                                                Keysight RP7900シリ ーズ操作／サービス・ ガイ ド

5
SCPIプログラ ミ ング・ リ

フ ァ レンス

関連情報

SCPIの概要

サブシステムによ る コ マン ド

ステータ ス ・ チュ ート リ アル

ト リ ガ ・ チュ ート リ アル

リ セッ ト ・ ステート

SCPIエラ ー・ メ ッ セージ

互換性コ マン ド



関連ソ フ ト ウェ ア

BV9200Bおよ びBV9201B PathWave BenchVueアド バン スド 電源制御およ び解析ソ フ

ト ウェ ア

BV9200ソ フ ト ウェ アを使う と 、プログラ ミ ングを行う こ と なく お使いのRP7900シリ ーズ

回生型双方向直流電源の高度な電源機能と 測定機能に素早く 簡単にアク セスするこ と がで

きます。BV9200Bでは一度に最大4台の機器を、BV9201Bでは1台の機器を制御するこ と が

できます。様々な用途に適し た柔軟性の高いツールと なっ ており 、RP7900シリ ーズの20モ
デルをどれでも 制御するこ と ができます。こ のソ フ ト ウェ アは、プラ イ マリ ／セカ ンダリ

動作には対応し ていません。 詳細および無料ト ラ イ アルのダウンロード はこ ち

ら ：www.keysight.com/find/BV9200。

IOラ イ ブラ リ と 機器ド ラ イ バ

Keysight IOラ イ ブラ リ ・ スイ ート ・ ソ フ ト ウェ アは、 IVI-COMと LabVIEWド ラ イ バと と も に

www.keysight.com/find/adnのKeysight開発者ネッ ト ワーク から ダウンロード するこ と ができ

ます。

イ ン タ フ ェ ース ・ ド キュ メ ン ト

イ ンタ フ ェ ース接続の詳細については、Keysight IO Libraries Suiteに収めら れている

『 Keysight Technologies USB/LAN/GPIB Interfaces Connectivity Guide』 を参照し てく ださ い。

あるいは、Web( www.keysight.com/find/connectivity) から ガイ ド をダウンロード できま

す。

Webイ ン タ フ ェ ース

RPSは本体に組み込まれたWebイ ンタ フ ェ ースを提供し ます。こ のイ ンタ フ ェ ースを使用

すると 、LANを介し たリ モート ・ アク セスが可能です。また、Webブラ ウザから 測定器を

制御できます。詳細については、「 Webイ ンタ フ ェ ースの使用」 を参照し てく ださ い。
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SCPIの概要

キーワード

問い合わせ

コ マン ド の区切り 文字と 終了文字

構文の規約

パラ メ ータ のタ イ プ

デバイ ス ・ ク リ ア

代表的なコ マン ド 処理時間

概要

本製品は、SCPIの現行バージョ ンのルールと 規約 ( SYSTem:VERSion?) に準拠し ていま

す。

SCPI( Standard Commands for Programmable Instruments) は、試験機器および測定機器向け

に設計さ れたASCIIベースの機器コ マンド 言語です。SCPIには、共通コ マンド と サブシス

テム・ コ マンド の二種類のコ マンド があり ます。

IEEE-488.2共通コ マンド

IEEE-488.2標準では、リ セッ ト 、セルフ テスト 、ステータ ス・ オペレーショ ンなどの機能

を実行する一連の共通コ マンド を定義し ています。共通コ マンド は常にアスタ リ スク

( *) で開始し 、3文字長で、1つ以上のパラ メ ータ を含むこ と ができます。コ マンド ・

キーワード は、第1パラ メ ータ と 空白で区切ら れます。複数のコ マンド を区切るには、以

下に示すよう にセミ コ ロン ( ;) を使用し ます。

サブシステム・ コ マンド

サブシステム・ コ マンド は特定の機器機能を実行し ます。階層構造のルート の下に1つ以

上のレベルを拡張するコ マンド をアルフ ァ ベッ ト 順に配置さ れたも ので、ツリ ー・ システ

ムと も 呼ばれます。こ の構造では、共通ノ ード またはルート の下に関連コ マンド がまと め

ら れ、サブシステムを形成し ています。OUTPutサブシステムの一部を以下に示し 、ツ

リ ー・ システムを説明し ます。明確にするために、いく つかの [オプショ ン ]コ マンド が含

まれています。

OUTPut
[:STATe] OFF|0|ON|1

      :DELay
            :FALL <値>|MIN|MAX
            :RISE <値>|MIN|MAX
      :INHibit
            :MODE LATChing|LIVE|OFF
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キーワード

キーワード はヘッ ダと も 呼ばれ、機器によっ て認識さ れる指示のこ と です。共通コ マンド

も キーワード です。

OUTPutはルート ・ キーワード 、DELayはレベル2のキーワード 、FALLおよびRISEはレベル3
のキーワード です。コ ロン ( : ) はキーワード ・ レベルで区切り ます。

コ マンド 構文では、大文字と 小文字を混在さ せてほと んどのコ マンド ( および一部のパラ

メ ータ ) を示し ます。大文字はコ マンド の省略形です。プログラ ム行を短く するために、

省略形を送信できます。プログラ ムを読みやすく するには、長い形式で送信し ます。

上記の例では、OUTPと OUTPUTは両方と も 使用可能な形です。大文字または小文字を使用

できます。 し たがっ て、OUTPUT、outp、およびOutpはすべて使用できます。その他の形

式 ( OUTなど ) は無効のため、エラ ーが発生し ます。

問い合わせ

キーワード の後ろの疑問符 ( ? ) は、そのキーワード を問い合わせに変更し ます

( 例：VOLTage?、VOLTage:TRIGgered?) 。問い合わせにパラ メ ータ が含まれている場合、

問い合わせイ ンジケータ を最後のキーワード の終わり 、パラ メ ータ の前に配置し ます。問

い合わせイ ンジケータ と 最初のパラ メ ータ の間にスペースを挿入し ます。

ほと んどのパラ メ ータ のプログラ ムさ れた値を問い合わせるこ と ができます。例えば、以

下を送信するこ と で以前に設定し たOUTPut:DELay:FALL時間を問い合わせるこ と ができま

す。

OUTPut:DELay:FALL?

次のよう にすれば、最小または最大使用可能降下時間も 問い合わせら れます。

OUTPut:DELay:FALL? MIN
OUTPut:DELay:FALL? MAX

機器に別のコ マンド を送信する前に問い合わせの結果をすべてリ ード バッ ク する必要があ

り ます。そう し ないと 、Query Interruptedエラ ーが発生し 、返さ れないデータ は失われま

す。

コ マン ド の区切り 文字と 終了文字

区切り

コ ロン ( : ) はキーワード ・ レベルを区切り ます。コ マンド ・ パラ メ ータ と 対応するキー

ワード は、空白スペースで区切る必要があり ます。コ マンド に複数のパラ メ ータ が必要な

場合、隣同士のパラ メ ータ はカ ンマを使用し て区切り ます。次の例では、オプショ ンの

startindexおよびpointsパラ メ ータ をカ ンマで区切る必要があり ます。CURRent?と 最初のパ

ラ メ ータ の間のスペースに注意し てく ださ い。
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FETCh:CURRent? [<start_index>, <points>]

セミ コ ロン ( ;) は同じ サブシステム内のコ マンド を区切り ます。こ れにより 、同じ メ ッ

セージ文字列内で複数のサブシステム・ コ マンド を送信できます。例えば、次のコ マンド

文字列を送信すると し ます。

OUTPut:STATe ON;DELay:RISE 1;FALL 2

は次のコ マンド の送信と 同じ です。

OUTPut ON
OUTPut:DELay:RISE 1
OUTPut:DELay;FALL 2

階層構造の黙示的パスの後にはセミ コ ロンが付きます。上記の例では、OUTputキーワード

の後に :STATeキーワード を付け、階層のレベル2にコ マンド ・ パーサを配置する必要があ

り ます。DELayはレベル2のキーワード のため、こ れによっ てセミ コ ロンの後にDELayキー

ワード を使用できるよう になり ます。次に、 :RISEキーワード によっ てコ マンド ・ パーサを

階層のレベル3に配置し ます。FALLはレベル3のキーワード のため、こ れによっ て 2つ目の

セミ コ ロンの後にFALLキーワード を使用できるよう になり ます。

また、同じ メ ッ セージ文字列内で異なるサブシステムのコ マンド を組み合わせるこ と も で

きます。こ の場合、別のサブシステムにアク セスするには、コ ロンを使用し てコ マンド ・

パーサをルート ・ レベルに返す必要があり ます。例えば次のよう に、ルート 指示子を使用

し て、出力保護をク リ アし 、1つのメ ッ セージの動作条件登録の状態を確認できます。

OUTPut:PROTection:CLEar;:STATus:OPERation:CONDition?

コ マンド ・ パーサをルート に返すため、セミ コ ロンの後にコ ロンを使用するこ と に注意し

てく ださ い。

終了文字

機器に送信さ れるコ マンド 文字列は、改行 ( <NL>) 文字で終了する必要があり ます。 IEEE-
488 EOI( End-Or-Identify) メ ッ セージは、<NL>文字と し て解釈さ れるため、コ マンド 文字

列を終了するのに<NL>の位置に使用するこ と ができます。復帰と 改行 ( <CR><NL>) も 受

け付けら れます。コ マンド 文字列が終了すると 、常に現在のSCPIコ マンド ・ パスがルー

ト ・ レベルにリ セッ ト さ れます。

構文の規約

l 三角括弧 ( < >) は、囲まれたパラ メ ータ に値を指定する必要があるこ と を示し ます。

例えば、上記のOUTPut:DELay構文ステート メ ン ト では、<値>パラ メ ータ は三角括弧内

で囲まれます。括弧をコ マンド の文字列と 一緒には送信し ないでく ださ い。基本的に

パラ メ ータ の値を指定する必要があり ます ( 例："OUTP:DEL:FALL 0.1") 。ただし 、構文

で示さ れる別のオプショ ンを選択する場合を除きます ( 例："OUTP:DEL:FALL MIN") 。

Keysight RP7900シリ ーズ操作／サービス・ ガイ ド 201

5 SCPIプログラ ミ ング・ リ フ ァ レンス



l 縦棒 ( |) は、所定のコ マンド 文字列の複数パラ メ ータ 選択肢を区切り ます。例えば、

OUTPut:INHibitコ マンド のLATChing|LIVE|OFF は、"LATChing"、"LIVE"、"OFF"のいずれかを

指定できるこ と を示し ます。縦棒をコ マンド 文字列と 一緒には送信し ないでく ださ

い。

l 角括弧 ( [ ]) はノ ード やパラ メ ータ などの、いく つかの構文要素を囲みます。こ れ

は、その要素がオプショ ン ( 省略可能 ) であるこ と を示し ます。括弧をコ マンド の文

字列と 一緒には送信し ないでく ださ い。オプショ ンのパラ メ ータ の場合、オプショ ン

のパラ メ ータ に値を指定し なければ、機器はパラ メ ータ を無視し ます。上記の

FETCh:CURRent? の例では、オプショ ンの<startindex>および<points>パラ メ ータ を使用す

るこ と で、startindexで始まり 、指定し たデータ ・ ポイ ン ト 数を含む配列を返すこ と が

できます。こ れら のパラ メ ータ が指定さ れていない場合、問い合わせは配列データ す

べてを返し ます。

l 中括弧 ( { }) はパラ メ ータ が0回以上繰り 返さ れる可能性があるこ と を示し ます。特に

リ スト の表示に使用さ れます。<値>{,<値>}の記法は、最初の値を入力する必要があ

り 、かつ追加の値は省略するか、さ ら に1回以上入力できるこ と を表し ます。

パラ メ ータ のタ イ プ

SCPI言語では、コ マンド や問い合わせで使用さ れるいく つかのデータ 形式が定義さ れてい

ます。

数値パラ メ ータ

数値パラ メ ータ を必要と するコ マンド には、任意符号、小数点、科学的記数法を含め、一

般的に使用さ れている数字の十進表現をすべて使用できます。特定の値のみを使用できる

コ マンド の場合、入力さ れた数値パラ メ ータ は、使用できる値に自動的に丸めら れます。

次のコ マンド は、電圧値の数値パラ メ ータ を必要と し ます。

[SOURce:]VOLTage 50V|MIN|MAX

数値パラ メ ータ の特殊な値 ( MINimum、MAXimum、 INFinityなど ) も 受け付けら れます。電

圧パラ メ ータ に特定の値を選択する代わり に、MINを指定し て電圧を許容最小値に設定

し 、MAXで許容最大値に設定するこ と ができます。

数値パラ メ ータ には工学単位 ( ボルト の「 V」 、アンペアの「 A」 、ワッ ト の「 W」 など )
を付けて送信できます。すべてのパラ メ ータ 値は基準単位です。

離散パラ メ ータ

離散パラ メ ータ は、値の個数が限定さ れているプログラ ム設定に使用さ れます

( IMMediate、EXTernal、BUSなど ) 。こ れら のパラ メ ータ には、コ マンド ・ キーワード と

同様に省略形式と 長い形式が存在する場合があり ます。大文字または小文字を使用できま

す。問い合わせへの応答は常にすべて大文字の省略形式で返さ れます。次のコ マンド は、

ディ スプレイ 設定の数値パラ メ ータ を必要と し ます。

DISPlay:VIEW METER_VI|METER_VP|METER VIP
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論理パラ メ ータ

論理パラ メ ータ は、trueまたは falseのいずれかである、単一の2値状態を表し ます。 false状
態では、測定器は「 OFF」 または「 0」 を受け入れます。true状態では、測定器は「 ON」 ま

たは「 1」 を受け入れます。論理設定を問い合わせると 、測定器は常に "0"または"1"を返し

ます。次のコ マンド では、論理パラ メ ータ が必要です。

DISPlay OFF|0|ON|1

ASCII文字列パラ メ ータ

文字列パラ メ ータ には事実上、どんな ASCII文字でも 含めるこ と ができます。文字列の先

頭と 末尾には同じ 引用符を使用する必要があり ます。一重引用符と 二重引用符のいずれも

使用できます。間に文字を入れずに2個入力すると 、区切り 用の引用符を文字列の一部に

含めるこ と ができます。次のコ マンド は文字列パラ メ ータ を使用し ます。

CALibrate:DATE "12/12/12"

任意のブロッ ク ・ プログラ ムまたは応答データ

固定長のブロッ ク ・ データ <ブロッ ク >を使用すると 、デバイ ス依存データ を一連の8ビッ

ト ・ バイ ナリ ・ データ バイ ト と し てプログラ ミ ングし 、返すこ と ができます。こ れは、大

量のデータ 、または8ビッ ト の拡張ASCIIコ ード を転送する場合に特に有効です。

デバイ ス ・ ク リ ア

デバイ ス・ ク リ アは IEEE-488の低レベル・ バス・ メ ッ セージで、機器を応答可能状態に戻

すこ と ができます。さ まざまなプログラ ミ ング言語と IEEE-488イ ンタ フ ェ ース・ カ ード

で、固有のコ マンド を通じ てこ の機能を利用できます。デバイ ス・ ク リ ア・ メ ッ セージを

受信し た場合、ステータ ス・ レジスタ 、エラ ー待ち行列、およびすべての構成状態は変更

さ れずにそのまま残り ます。

デバイ ス・ ク リ アでは、次の操作が実行さ れます。

l 測定が実行中の場合、中断さ れます。

l 機器が、ト リ ガの「 アイ ド ル」 状態に戻り ます。

l 機器の入力および出力バッ フ ァ がク リ アさ れます。

l 新し いコ マンド 文字列を受け入れら れるよう に、機器の準備が行われます。

測定動作を終了するための方法と し て、ABORtコ マンド を推奨し ます。

代表的なコ マン ド 処理時間

次の表は、複数の種類の設定コ マンド や応答問い合わせの、一般的な、平均コ マンド 処理

時間を示し ています。こ れにより 、広く 用いら れる SCPIコ マンド が合計テスト 時間に与え

る影響を判断するのに役立ちます。すべての時間の単位はミ リ 秒です。
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VOLT <n>などの設定コ マンド は IOレイ テンシ +コ マンド 処理のみを考慮し 、完了のための動

作にかかる時間 ( 変更を完了するための出力電圧や、電源オンを完了するための出力状態

など ) は考慮し ません。

問い合わせコ マンド 時間は、応答を受信するまでにコ マンド が測定器に送信さ れた時間か

ら 適用さ れます。

コ マンド GPIB VXI-11

出力電圧を設定し ます : VOLT <n> 0.24 ms 0.65 ms

出力設定を返し ます : OUTP? 0.30 ms 1.35 ms

測定器をリ セッ ト 状態に設定し ます : *RST 5.01 ms 5.26 ms

10ポイ ント の測定値

10ポイ ント の測定値を返し ます : MEAS:VOLT? 3.00 ms 3.30 ms

10ポイ ント のフ ェ ッ チを返し ます : FETC:VOLT? 0.49 1.49 ms

1 NPLCの測定値

1 NPLCの測定値を返し ます : MEAS:VOLT? 21.03 ms 20.96 ms

1 NPLCのフ ェ ッ チを返し ます : FETC:VOLT? 0.63 ms 1.41 ms

25 kポイ ント の測定値

25 kポイ ント の測定値を返し ます : MEAS:VOLT? 521.0 ms 521.1 ms

25 kポイ ント のフ ェ ッ チを返し ます : FETC:VOLT? 5.07 ms 7.01 ms

25 kポイ ント ASCII配列フ ェ ッ チを返し ます : FETC:ARR:VOLT? 4009.5 ms 1010.8 ms

25 kポイ ント のバイ ナリ 配列フ ェ ッ チを返し ます :
FETC:ARR:VOLT?

694.25 ms 30.39
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サブシステムによ る コ マン ド

ABORt

CALibrate

DISPlay

FETCh

FORMat

HCOPy

IEEE-488共通

INITiate

INSTrument

LXI

MEASure

OUTPut

SENSe

[SOURce:]
ARB

CURRent

DIGital

FUNCtion

LIST

POWer

STEP

VOLTage

STATus

SYSTem

TRIGger
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ABORtサブシステム

Abortコ マンド はト リ ガ動作を取り 消し 、ト リ ガ・ システムをアイ ド ル状態に戻し ます。

Abortコ マンド は、*RSTコ マンド によっ ても 実行さ れます。

ABORt:ACQuire
ABORt:ELOG
ABORt:TRANsient

ABORt:ACQuire -すべてのト リ ガ測定をキャ ンセルし ます。 動作ステータ ス・ レジスタ の

WTG-measビッ ト と MEAS-activeビッ ト も リ セッ ト さ れます。

ABORt:ELOG -外部データ ・ ロギングを停止し ます。 動作ステータ ス・ レジスタ のWTG-
measビッ ト と MEAS-activeビッ ト も リ セッ ト さ れます。

ABORt:TRAN -すべてのト リ ガ動作をキャ ンセルし ます。 また、動作ステータ ス・ レジスタ

のWTG-tranおよびTRAN-activeビッ ト を リ セッ ト し ます。 INITiate:CONTinuous:TRANsient ON
がプログラ ムさ れている場合は、こ のコ マンド が連続ト リ ガをオフ にし ないこ と に注意し

てく ださ い。こ の場合、ト リ ガ・ システムが自動的に再起動さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) ( なし )

ト リ ガさ れた測定を中止し ます。ABOR:ACQ
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ARBサブシステム

ARBコ マンド は一定持続時間の任意波形をプログラ ムし ます。一定の持続時間の波形で

は、最大65,535ポイ ント を割り 当てるこ と ができます。持続時間はどのポイ ント でも 一定

になり ます。

SOURce:]ARB:COUNt <値>|MIN|MAX|INFinity
[SOURce:]ARB:COUNt? [MIN|MAX]

任意波形が反復する回数を指定し ます。 任意波形を連続的に繰り 返すには、 INFinityパラ

メ ータ を使用し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

1～256、*RST 1 <カ ウント >

反復回数10をプログラ ムし ます。ARB:COUN10

[SOURce:]ARB:CURRent:CDWell[:LEVel] <値>{,<値>}|<ブロ ッ ク >
[SOURce:]ARB:CURRent:CDWell[:LEVel]?
[SOURce:]ARB:VOLTage:CDWell[:LEVel] <値>{,<値>}|<ブロ ッ ク >
[SOURce:]ARB:VOLTage:CDWell[:LEVel]?

任意波形の各ポイ ント のレベルを指定し ます。 値はアンペアまたはボルト 単位で指定し

ます。 最小値と 最大値はユニッ ト の定格に応じ て決まり ます。

電流と 電圧の任意波形は設定を共有し ているため、電流の任意波形を設定すると 、電圧の

任意波形レベルはそのデフ ォ ルト 値にリ セッ ト さ れます。逆の場合も 同様です。性能を向

上さ せるため、ASCIIリ スト の代わり に、固定長任意ブロッ ク ・ フ ォ ーマッ ト の単精度浮動

小数点値と し てリ スト を送信できます。 応答形式はリ タ ーン形式ASCIIまたはREALに依存

し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

電流定格の-102%～102%または

電圧定格の0～102%
<値> [,<値>]
または

<ブロッ ク >

一定の持続時間の任意波形を 5電圧ポイ ント でプログラ ムし ます。

ARB:VOLT:CDW5,4,3,2,1

[SOURce:]ARB:CURRent:CDWell:DWELl <値>
[SOURce:]ARB:CURRent:CDWell:DWELl?
[SOURce:]ARB:VOLTage:CDWell:DWELl <値>
[SOURce:]ARB:VOLTage:CDWell:DWELl?

任意波形の各ポイ ント の待ち時間を指定し ます。 値は秒単位で、10.24マイ ク ロ秒単位で

最も 近い値に丸めら れます。
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電流と 電圧のArbは設定を共有し ているため、電流の任意波形にこ のパラ メ ータ を設定す

ると 、電圧の持続時間値が変更さ れます。逆の場合も 同様です。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0.00001024～ 0.30、*RST 0.001 <持続時間>

0.2秒の一定の持続時間をプログラ ムし ます。ARB:CURR:CDW:DWEL 0.2

l 機器の応答時間より も はるかに速い持続時間をプログラ ムできます。「 追加」 ポイ ン

ト と 持続時間により 、結果の波形を滑ら かにするこ と ができます。

[SOURce:]ARB:CURRent:CDWell:POINts?
[SOURce:]ARB:VOLTage:CDWell:POINts?

任意波形のポイ ント 数を返し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <ポイ ント >

任意波形内の電流ポイ ント 数を返し ます。ARB:CURR:CDW:POIN?

[SOURce:]ARB:FUNCtion:TYPE CURRent|VOLTage
[SOURce:]ARB:FUNCtion:TYPE?

電圧または電流任意波形を指定し ます。 一度に出力できる任意波形の種類は1つのみで

す。選択は優先モード と 一致し なければなり ません。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

CURRent|VOLTage、*RSTVOLTage VOLTまたはCURR

電圧の任意波形を指定し ます。ARB:FUNC:TYPE VOLT

[SOURce:]ARB:TERMinate:LAST 0|OFF|1|ON
[SOURce:]ARB:TERMinate:LAST?

任意波形の終了後の出力設定を選択し ます。 ON( 1) の場合、出力電圧または電流は最後

の任意波形値になり ます。ARBが完了すると 、最後の任意波形電圧または電流値は

IMMediate値になり ます。OFF( 0) の場合、Arbが中断すると 、出力は任意波形が開始する

前に有効であっ た設定に戻り ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON、*RSTOFF 0または1

最後の任意波形値での出力で終了し ます。ARB:TERM:LASTON
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CALibrateサブシステム

校正コ マンド は測定器を校正し ます。

校正の前に、「 校正」 のセク ショ ンを確認し てく ださ い。校正が正し く

ないと 、確度と 信頼性が低下し ます。

CALibrate:COUNt?

ユニッ ト が校正さ れた回数を返し ます。 校正 ( および日付 ) が保存さ れる、管理パスワー

ド が変更またはリ セッ ト さ れる、またはフ ァ ームウェ アが更新さ れると 、カ ウント が増加

し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <カ ウント >

校正カ ウント を返し ます。CAL:COUN?

CALibrate:CURRent[:LEVel] <値>

電流プログラ ミ ングおよび測定を校正し ます。 こ の値により 、校正するレンジを選択し

ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

出力レンジの最大電流。 ( なし )

10 A範囲の電流を校正し ます。CAL:CURR 10

CALibrate:CURRent:SHARing

並列ユニッ ト の Imon信号を校正し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) ( なし )

電流共有を校正し ます。CAL:CURR:SHAR

CALibrate:CURRent:TC

温度係数を校正し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) ( なし )

温度係数を校正し ます。CAL:CURR:TC
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CALibrate:DATA <値>

外部メ ータ によっ て読み取ら れる校正値を入力し ます。 最初に、入力さ れている値の校正

レベルを選択する必要があり ます。データ 値は、校正さ れる機能に応じ て基準単位 ( ボル

ト またはアンペア ) のいずれかで表現さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

数値 ( なし )

校正値0.0237を指定し ます。CAL:DATA 2.37E-2

CALibrate:DATE <"日付">
CALibrate:DATE?

非揮発性メ モリ に校正日付を入力し ます。 15文字までのASCII文字列を入力し ます。問い

合わせは日付を返し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

<"日付">
文字列プログラ ム・ データ 。一重引用符ま

たは二重引用符で文字列パラ メ ータ を囲み

ます。

<前回の校正日付>

校正日を設定し ます。CAL:DATE "12/12/12"

CALibrate:LEVel P1|P2|P3
CALibrate:LEVel?

校正の次のレベルに進みます。 P1が第1レベル、P2が第2レベル、P3が第3レベルです。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

P1|P2|P3 ( なし )

最初の校正ポイ ント を選択し ます。CAL:LEV P1

l 校正シーケンスによっ ては、CAL:LEVを送信し た後、DVMから データ を読み、CAL:DATA
を送信するまでの間にセト リ ング時間を必要と するも のがあり ます。

CALibrate:PASSword <パスワード >

数値パスワード を設定し て不正な校正を防ぎます。こ れはAdminパスワード と 同じ です。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

<パスワード >
最大15桁の数値

( なし )

新し いパスワード の値を 1234に設定し ます。CAL:PASS 1234
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l パスワード を 0に設定すると 、パスワード 保護が削除さ れ、校正モード に入る際の制限

がなく なり ます。出荷時の設定は0( ゼロ ) です。

l パスワード を変更するには、こ れまでのコ ード による校正メ モリ の保護を解除し 、新

し いコ ード を設定し ます。

l パスワード を忘れた場合は、「 校正スイ ッ チ」 を参照し てく ださ い。

l こ の設定は不揮発性です。電源の入れ直し 、または*RSTでは変更さ れません。

CALibrate:RESistance:BOUT

ボト ムアウト 抵抗を校正し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) ( なし )

ボト ム・ アウト 抵抗を校正し ます : CAL:RES:BOUT

CALibrate:SAVE

不揮発性メ モリ に校正定数を保存し ます。 変更が失われないよう にするため、こ の操作は

校正の最後に行います。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) ( なし )

校正定数を不揮発性メ モリ に保存し ます。CAL:SAVE

CALibrate:STATe 0|OFF|1|ON [,<パスワード >]
CALibrate:STATe?

校正モード をオン／オフ し ます。 校正コ マンド を受け付けるには、測定器の校正モード を

有効にする必要があり ます。最初のパラ メ ータ は状態を指定し ます。2番目のオプショ ン

のパラ メ ータ はパスワード です。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON、*RSTOFF 0または1

<パスワード >最大15桁の数値 ( なし )

校正を無効化し ます。CAL:STAT OFF

校正を有効化し ます。CAL:STAT ON [,値 ]

<パスワード >が必要です ( ゼロ以外に設定さ れている場合 ) 。
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CALibrate:VOLTage[:LEVel] <値>

ローカ ル電圧プログラ ミ ングおよび測定を校正し ます。 こ の値により 、校正するレンジ

を選択し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

出力レンジの最大電圧。 ( なし )

20Vレンジの電圧を校正し ます。CAL:VOLT 20
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CURRentサブシステム

Currentコ マンド は、機器の出力電流をプログラ ムし ます。

[SOURce:]CURRent[:LEVel][:IMMediate][:AMPLitude] <値>|MIN|MAX
[SOURce:]CURRent[:LEVel][:IMMediate][:AMPLitude]? [MIN|MAX]
[SOURce:]CURRent[:LEVel]:TRIGgered[:AMPLitude] <値>|MIN|MAX
[SOURce:]CURRent[:LEVel]:TRIGgered[:AMPLitude]? [MIN|MAX]

出力が電流優先モード で動作し ていると きに、即時またはト リ ガ電流レベルを設定し ま

す。ト リ ガ・ レベルは、出力ステッ プがト リ ガさ れると きに出力に転送さ れる記憶値で

す。 単位はアンペアです。 最大値はユニッ ト の電流定格によっ て決まり ます。 最小値は

負の最大値です。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

定格の-102%～102%、*RST 0 <電流レベル>

正の電流制限値を 2 Aに設定し ます。CURR:LIM 2

[SOURce:]CURRent:BWIDth:LEVel 0 | 1, <値>|MIN|MAX
[SOURce:]CURRent:BWIDth:LEVel? [MIN|MAX]

ユーザが設定可能なセッ ト ポイ ン ト の示さ れる範囲で、プログラ ミ ング・ セッ ト ポイ ン ト

信号に適用するローパス・ フ ィ ルタ のコ ーナー周波数を指定し ます。値はヘルツ単位で

す。デフ ォ ルト の周波数は、最大のアッ ププログラ ミ ング速度と 、最も 高速の過渡応答時

間に最適化さ れています。 出力オーバシュ ート を補正するために削減できます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0 | 1 0または1

10から 5,000( すべての範囲 ) <極周波数>

現在の帯域幅を 1、周波数を 60 Hzに設定し ます。CURR:BWID:LEV 1, 60

[SOURce:]CURRent:BWIDth:RANGe 0 | 1
[SOURce:]CURRent:BWIDth[:RANGe]?

電流補正を設定し ます。 こ れによっ て、出力応答時間を誘導性負荷で最適化できます。こ

れら の補正モード は、ユニッ ト が定電流 ( CC) で動作し ている場合にのみ、電流優先と

電圧優先 ( 電流制限時 ) の両方で適用さ れます。

パラ メ ータ 説明

0 広範囲の出力イ ンダク タ ンスで安定性が得ら れるよう に最適化さ れ

ています。特定の誘導性負荷制限については、「 出力帯域幅の設

定」 を参照し てく ださ い。
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1 出力イ ンダク タ ンスを小さ い値に制限し たと きにアッ ププログラ ミ

ング速度が最大と なり 、過渡応答時間が最速になり ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0 | 1、*RST 0 0または1

電流帯域幅を 1に設定し ます。CURR:BWID 1

[SOURce:]CURRent:LIMit[:POSitive][:IMMediate][:AMPLitude] <値>|MIN|MAX
[SOURce:]CURRent:LIMit[:POSitive][:IMMediate][:AMPLitude]? [MIN|MAX]
[SOURce:]CURRent:LIMit:NEGative[:IMMediate][:AMPLitude] <値>|MIN|MAX
[SOURce:]CURRent:LIMit:NEGative[:IMMediate][:AMPLitude]? [MIN|MAX]

電圧優先モード のと きの電流制限を設定し ます。 単位はアンペアです。 最大値はユニッ

ト の電流定格によっ て決まり ます。 最小値は負の最大値です。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

正：定格の0～102%、定格の*RST 1.02%
負：定格の-102%から 0、定格の*RST -102%

<正の電流制限>
<負の電流制限>

正の電流制限値を 2 Aに設定し ます。CURR:LIM 2
負の電流制限値を -2 Aに設定し ます。CURR:LIM:NEG -2

[SOURce:]CURRent:MODE FIXed|STEP|LIST|ARB
[SOURce:]CURRent:MODE?

過渡モード を設定し ます。 こ れは、ト ラ ンジェ ン ト ・ システムが開始し てト リ ガさ れたと

きに出力電流がどのよう に変化するかを決定し ます。

FIXedでは出力電流がその即時値で維持さ れます。

STEPは、ト リ ガが発生し た場合に、出力をト リ ガ・ レベルまで上げます。

LISTでは、ト リ ガが発生し た場合は出力がリ スト 値に従います。

ARBでは、ト リ ガが発生し た場合は出力が任意波形値に従います。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

FIXed|STEP|LIST|ARB、*RST FIXed FIX、STEP、LIST、または

ARB

電流モード を Stepに設定し ます。CURR:MODE STEP
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[SOURce:]CURRent:PROTection:DELay[:TIME] <値>|MIN|MAX
[SOURce:]CURRent:PROTection:DELay[:TIME]? [MIN|MAX]

過電流保護遅延を設定し ます。 過電流保護機能は遅延時間中はト リ ガさ れません。遅延時

間を過ぎると 、過電流保護機能がアク ティ ブになり ます。こ れによっ て、出力状態の瞬間

的な変化が過電流保護機能をト リ ガするのを防ぐ こ と ができます。最大255ミ リ 秒までの

値を 1ミ リ 秒の分解能でプログラ ムするこ と ができます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0～0.255、*RST 0.020 s <遅延値>

保護遅延を 0.2秒に設定し ます。CURR:PROT:DEL 0.2

l 過電流保護の動作は、CURRent:PROTection:DELay:STARtによっ て指定さ れる電流保護遅

延のスタ ート ・ イ ベン ト の設定によっ て決まり ます。

[SOURce:]CURRent:PROTection:DELay:STARt SCHange|CCTRans
[SOURce:]CURRent:PROTection:DELay:STARt?

過電流保護遅延タ イ マの起動原因を指定し ます。SCHangeではコ マンド が出力設定を変更

すると 、過電流遅延を開始し ます。CCTRansでは出力が電流制限モード に遷移すると 、過

電流遅延タ イ マを開始し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

SCHange|CCTRans、*RSTSCHange SCHまたはCCTR

CCTRans遅延モード を選択し ます。CURR:PROT:DEL:STAR CCTR

[SOURce:]CURRent:PROTection:STATe 0|OFF|1|ON
[SOURce:]CURRent:PROTection:STATe?

過電流保護をオン／オフ し ます。 過電流保護機能が有効になり 、出力が電流制限に達する

と 、出力は無効になり 、疑問条件ステータ ス・ レジスタ のOCPビッ ト がセッ ト さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON、*RSTOFF 0または1

電流保護状態を有効にし ます。CURR:PROT:STAT ON

l 過電流の状態は、状態の原因が取り 除かれた後に、OUTPut:PROTection:CLEarによっ て

ク リ アさ れます。

[SOURce:]CURRent:SHARing[:STATe] 0|OFF|1|ON
[SOURce:]CURRent:SHARing[:STATe]?

並列機器の電流共有をオン／オフ し ます。 こ のコ マンド は、並列の各ユニッ ト に送信する

必要があり ます。有効になると 、負荷電流は並列出力間で均等に共有さ れます。リ ア・ パ

Keysight RP7900シリ ーズ操作／サービス・ ガイ ド 215

5 SCPIプログラ ミ ング・ リ フ ァ レンス



ネルの共有端子を接続する必要があり ます。そう でなければエラ ーが発生し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON、*RSTOFF 0または1

電流共有を有効にするには：CURR:SHAR ON

[SOURce:]CURRent:SLEW[:IMMediate] <値>|MIN|MAX|INFinity
[SOURce:]CURRent:SLEW[:IMMediate]? [MIN|MAX]

電流スルーレート を設定し ます。 スルーレート はアンペア／秒で設定さ れ、出力状態がオ

ンまたはオフ になっ た場合も 含め、すべてのプログラ ムさ れた電流の変化に影響し ます。

こ のスルー・ レート は、0と 9.9E+37の間の任意の値に設定できます。 非常に大きな値の場

合、スルー・ レート はユニッ ト の記載さ れているプログラ ミ ング速度および帯域幅による

制約を受けます。キーワード MAXまたは INFinityは、スルー・ レート を最大に設定し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0～9.9E+37、*RSTMAX <最大値>

出力スルーレート を 1A／秒に設定し ます。CURR:SLEW1

l 問い合わせは送信さ れた値を返し ます。値が最小スルー・ レート より 小さ い場合は、

最小値が返さ れます。 また、スルー設定の分解能は最小値と 同じ で、CURRent:SLEW?
MINを使用し て問い合わせるこ と ができます。正確な値は校正に従っ てわずかに異なり

ます。

[SOURce:]CURRent:SLEW:MAXimum 0|OFF|1|ON
[SOURce:]CURRent:SLEW:MAXimum?

最大スルーレート ・ オーバラ イ ド をオン／オフ し ます。 オンにすると 、スルー・ レート

は最大値に設定さ れます。 無効の場合、スルーレート はCURRent:SLEWコ マンド により 設

定さ れた即時値に設定さ れます。CURRent:SLEW? MAXにより 、設定さ れた最大スルーレー

ト を問い合わせます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON、*RSTON 0または1

最大スルーレート を有効にし ます。CURR:SLEW:MAX ON

l CURRent:SLEW:MAXコ マンド はCURRent:SLEWコ マンド に結合さ れます。CURRent:SLEW
がレート を MAXまたは INFinityに設定すると 、CURRent:SLEW:MAXが有効になり ます。ス

ルーレート がその他の値に設定さ れると 、CURRent:SLEW:MAXは無効になり ます。
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DIGitalサブシステム

デジタ ル・ コ マンド は、機器のリ ア・ パネルのデジタ ル制御ポート をプログラ ムし ます。

[SOURce:]DIGital:INPut:DATA?

デジタ ル制御ポート の状態を読み取り ます。 それぞれ、ビッ ト 0～6( ピン 1～7) の状態の

2進重み付き値を返し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <ビッ ト 値>

デジタ ル制御ポート の状態を読み取り ます。DIG:INP:DATA?

[SOURce:]DIGital:OUTPut:DATA <値>
[SOURce:]DIGital:OUTPut:DATA?

デジタ ル制御ポート の状態を設定し ます。 こ れは、機能がデジタ ル I/O動作に設定さ れた

ピンにのみ影響し ます。ポート には、7つの信号ピンと 1つのデジタ ル・ アース・ ピンがあ

り ます。ポート に書き込まれた 2進重み付き値では、ピンは次のビッ ト 割り 当てによっ て

制御さ れます :

ピン 1 2 3 4 5 6 7

ビッ ト 番号 0 1 2 3 4 5 6

10進値 1 2 4 8 16 32 64

DIOと し て設定さ れていないデジタ ル・ ポート ・ ピンに対応するビッ ト 値は無視さ れま

す。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0～127、*RST 0 <ビッ ト 値>

ピン 1、3、5をオンにプログラ ムし ます。DIG:OUTP:DATA?

[SOURce:]DIGital:PIN<1-7>:FUNCtion <機能>
[SOURce:]DIGital:PIN<1-7>:FUNCtion?

ピンの機能を設定し ます。 機能は不揮発性メ モリ に保存さ れています。

DIO 汎用グラ ン ド 基準デジタ ル入力／出力機能

DINPut デジタ ル入力専用モード 。

FAULt ピ ン 1は分離さ れたフ ォ ールト 出力と し て機能し ます。ピ ン 2はピ ン

1に対する コ モン です。

INHibit ピ ン 3は禁止入力と し て機能し ます。

ONCouple ピ ン 4～7は、出力オン 状態を 同期し ます。
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OFFCouple ピ ン 4～7は、出力オフ 状態を 同期し ます。

TINPut ト リ ガ入力機能。

TOUTput ト リ ガ出力機能

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

DIO | DINPut | FAULt | INHibit | ONCouple |
OFFCouple TINPut | TOUTput

DIO、DINP、FAUL、 INH、ONC、OFFC、
TINP、

または TOUT

ピン 1を FAULtモード に設定し ます。DIG:PIN1:FUNC FAUL

[SOURce:]DIGital:PIN<1-7>:POLarity POSitive|NEGative
[SOURce:]DIGital:PIN<1-7>:POLarity?

ピンの極性を設定し ます。 POSitiveは、ピンの論理真信号がハイ 電圧にあたるこ と を意味

し ます。ト リ ガ入力および出力の場合、POSitiveは立ち上がり エッ ジを意味し ます。

NEGativeは、ピンの論理真信号がロー電圧にあたるこ と を意味し ます。ト リ ガ入力および

出力の場合、NEGativeは立ち下がり エッ ジを意味し ます。ピン極性は不揮発性メ モリ に保

存さ れています。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

POSitive|NEGative POSまたはNEG

ピン 1を POSitive極性にセッ ト し ます。DIG:PIN1:POL POS

[SOURce:]DIGital:TOUTput:BUS[:ENABle] 0|OFF|1|ON
[SOURce:]DIGital:TOUTput:BUS[:ENABle]?

デジタ ル・ ポート ・ ピンに対するバス・ ト リ ガをオン／オフ し ます。 こ れによっ て、ト リ

ガ出力と し て設定さ れたデジタ ル・ ポート ・ ピンにBUSト リ ガを送信するこ と ができま

す。 ト リ ガ出力パルスは、状態がオンで、バス・ ト リ ガを受信すると 生成さ れます。BUS
ト リ ガは*TRGコ マンド を使用し て生成さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON、*RSTOFF 0または1

デジタ ル・ ピンのBUSト リ ガ信号を有効にし ます。CURR:TOUT:BUS ON

l ト リ ガ信号がBUSト リ ガ・ コ マンド で生成さ れない場合、問い合わせは0( OFF) を返

し 、ト リ ガ信号がBUSト リ ガ・ コ マンド で生成さ れる場合は1( ON) を返し ます。
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DISPlayサブシステム

Displayコ マンド はフ ロン ト ・ パネル・ ディ スプレイ を制御し ます。

DISPlay[:WINDow][:STATe] 0|OFF|1|ON
DISPlay[:WINDow][:STATe]?

フ ロン ト ・ パネルのディ スプレイ をオン／オフ し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON、*RSTON 0または1

フ ロント ・ パネル・ ディ スプレイ をオフ にし ます。DISP OFF

DISPlay[:WINDow]:VIEW METER_VI|METER_VP|METER_VIP
DISPlay[:WINDow]:VIEW?

フ ロン ト ・ パネルに表示するパラ メ ータ を選択し ます。METER_VIは出力電圧と 電流を表示

し ます。METER_VPは出力電圧と 電力を表示し ます。METER_VIPは出力電圧、電流および電

力を表示し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

METER_VI|METER_VP|METER_VIP、
*RSTMETER_VI

METER_VI、METER_VP、
またはMETER_VIP

電圧および電力を表示し ます。DISP:VIEWMETER_VP

DISPlay:SAVer[:STATe] 0|OFF|1|ON
DISPlay:SAVer[:STATe]?

フ ロン ト ・ パネルのスク リ ーン ・ セーバをオン／オフ し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON、*RSTOFF 0または1

フ ロント ・ パネルのスク リ ーン ・ セーバをオンにし ます。DISP:SAV ON
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FETChサブシステム

フ ェ ッ チ・ コ マンド は、以前に収集さ れた測定データ を返し ます。FETCh問い合わせでは

新し い測定は発生し ませんが、同じ 収集データ から 追加測定を計算できます。データ は次

のMEASureまたは INITiateコ マンド が実行さ れるまで有効です。

FETCh[:SCALar]:CURRent[:DC]? [<start_index>, <points>]
FETCh[:SCALar]:VOLTage[:DC]? [<start_index>, <points>]
FETCh[:SCALar]:POWer[:DC]?

平均測定値を返し ます。 返さ れる値の単位は、アンペア、ボルト 、またはワッ ト です。

オプショ ンのパラ メ ータ により 、<startindex>で始まり 、長さ が<points>のサブセッ ト を指

定し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

[<startindex>]開始イ ンデッ ク ス

[<ポイ ント >]ポイ ント 数

<DC値>

測定さ れたDC電流を返し ます。FETC:CURR?

FETCh[:SCALar]:CURRent:ACDC?
FETCh[:SCALar]:VOLTage:ACDC?

RMS測定値 ( AC＋DC) を返し ます。 返さ れる値の単位は、アンペアまたはボルト です。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <ACDC値>

測定さ れたRMS電圧を返し ます。FETC:VOLT:ACDC?

FETCh[:SCALar]:CURRent:HIGH?
FETCh[:SCALar]:VOLTage:HIGH?

パルス波形のハイ ・ レベルを返し ます。 返さ れる値の単位は、アンペアまたはボルト で

す。 「 測定の種類」 を参照し てく ださ い。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <HIGH値>

測定さ れたハイ ・ レベル電流を返し ます。FETC:CURR:HIGH?
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FETCh[:SCALar]:CURRent:LOW?
FETCh[:SCALar]:VOLTage:LOW?

パルス波形のロー・ レベルを返し ます。 返さ れる値の単位は、アンペアまたはボルト で

す。 「 測定の種類」 を参照し てく ださ い。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <LOW値>

測定さ れたロー・ レベル電圧を返し ます。 FETC:VOLT:LOW?

FETCh[:SCALar]:CURRent:MAXimum?
FETCh[:SCALar]:VOLTage:MAXimum?
FETCh[:SCALar]:POWer:MAXimum]?
FETCh[:SCALar]:CURRent:MINimum?
FETCh[:SCALar]:VOLTage:MINimum?
FETCh[:SCALar]:POWer:MINimum]?

最大値または最小値を返し ます。 返さ れる値の単位は、アンペア、ボルト 、またはワッ

ト です。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <MIN値>
<MAX値>

測定さ れた最大電流を返し ます。FETC:CURR:MAX?
測定さ れた最小電圧を返し ます。FETC:VOLT:MIN?
測定さ れた最大電力を返し ます。FETC:POW:MAX?

FETCh:AHOur? [IGNORE_OVLD]
FETCh:WHOur? [IGNORE_OVLD]

FETCh:AHOur? -累計アンペア時を返し ます。

FETCh:WHOur? -累計ワッ ト 時を返し ます。

詳細については、「 アンペア時およびワッ ト 時測定」 を参照し てく ださ い。

測定サンプルがオーバレンジの場合、問い合わせはSCPI Not a Number (9.91E37)を返し ま

す。オプショ ンの IGNORE_OVLDパラ メ ータ が送信さ れると 、一部のサンプルが測定範囲外

にある場合は累積測定が返さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

IGNORE_OVLDは過負荷測定を無視し ます。 <アンペア時>
<ワッ ト 時>

アンペア時測定を返し ます。FETC:AHO?
ワッ ト 時測定を返し ます。FETC:WHO?
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FETCh:ARRay:CURRent[:DC]? [<start_index>, <points>] 
FETCh:ARRay:VOLTage[:DC]? [<start_index>, <points>] 
FETCh:ARRay:POWer[:DC]?

瞬時測定値を返し ます。 返さ れる値の単位は、アンペア、ボルト 、またはワッ ト です。

オプショ ンのパラ メ ータ により 、<startindex>で始まり 、長さ が<points>のサブセッ ト を指

定し ます。

リ タ ーン ・ フ ォ ーマッ ト は、FORMat:BORDerおよびFORMat[:DATA]コ マンド の設定に応じ て

決まり ます。データ ・ フ ォ ーマッ ト を ASCIIに設定すると 、戻り 値はカ ンマ区切り になり ま

す。データ ・ フ ォ ーマッ ト を REALに設定すると 、データ は、固定長の任意ブロッ ク 応答

フ ォ ーマッ ト の単精度浮動小数点値と し て返さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

[<startindex>]開始イ ンデッ ク ス

[<ポイ ント >]ポイ ント 数

<値> [,<値>]
または<ブロッ ク >

測定さ れた電流配列を返し ます。FETC:ARR:CURR?

FETCh:ELOG? <最大レ コ ード >

最新の外部データ ログ・ レ コ ード を返し ます。バッ フ ァ ・ オーバーフ ローが発生し ないよ

う 、データ をバッ フ ァ から 定期的に読み取る必要があり ます。FETCh:ELOG?を使用し て

データ を読み取る場合、さ ら に多く の収集データ を保存するために測定器内でそのバッ

フ ァ ・ スペースを利用できます。

最大レコ ード は、コ ン ト ローラ が返すデータ ログのレコ ード の最大数です。

リ タ ーン ・ フ ォ ーマッ ト は、FORMat:BORDerおよびFORMat[:DATA]コ マンド の設定に応じ て

決まり ます。データ ・ フ ォ ーマッ ト を ASCIIに設定すると 、戻り 値はカ ンマ区切り になり ま

す。データ ・ フ ォ ーマッ ト を REALに設定すると 、データ は、固定長の任意ブロッ ク 応答

フ ォ ーマッ ト の単精度浮動小数点値と し て返さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

[<最大レコ ード >]返さ れるレコ ード 数

( 1～16,384)
<値> [,<値>]

または<ブロッ ク >

100件のデータ ・ レコ ード を返し ます。FETC:ELOG? 100
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FORMatサブシステム

FORMatコ マンド は測定データ の転送フ ォ ーマッ ト を指定し ます。

FORMat[:DATA] ASCII|REAL
FORMat[:DATA]?

返さ れるデータ のフ ォ ーマッ ト を指定し ます。 こ れは、データ のブロッ ク を返すこ と が

できる問い合わせによっ て使用さ れます。ASCIIはデータ を適切な数値フ ォ ーマッ ト の

ASCIIバイ ト と し て返し ます。数値と 数値の間はカ ンマで区切ら れます。REALは、データ

を固定長の IEEE単精度浮動小数点値と し て返し ます。こ の場合、値の4バイ ト がビッ グエ

ンディ アンと リ ト ルエンディ アンのどちら で返さ れるかは、FORMat:BORDer設定で決まり

ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

ASCII|REAL、*RSTASCII ASCIIまたはREAL

データ ・ フ ォ ーマッ ト を ASCIIに設定し ます。FORMatASCII

l データ ・ フ ォ ーマッ ト は、大量のデータ を返す場合がある問い合わせの小さ なサブ

セッ ト によっ て使用さ れます。

FORMat:BORDer NORMal|SWAPped
FORMat:BORDer?

バイ ナリ ・ データ の転送方法を指定し ます。 こ れは、FORMat:DATAがREALに設定さ れてい

る場合のみ適用さ れます。NORMalはデータ を通常の順序で転送し ます。最上位バイ ト が

最初に返さ れ、最下位バイ ト が最後に返さ れます ( ビッ グエンディ アン ) 。SWAPpedは
データ をバイ ト 反転し た順序で転送し ます。最下位バイ ト が最初に返さ れ、最上位バイ

ト が最後に返さ れます ( リ ト ルエンディ アン ) 。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

NORMal|SWAPped、*RSTNORMal NORMまたはSWAP

データ 転送を Swappedに設定し ます。FORM:BORD SWAP

l バイ ト 順序は、SCPI測定から 実数データ をフ ェ ッ チする場合に使用さ れます。
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FUNCtionコ マン ド

[SOURce:]FUNCtion CURRent|VOLTage
[SOURce:]FUNCtion?

出力規制 ( 電圧優先または電流優先 ) を設定し ます。 電圧優先モード では、出力は定電

圧フ ィ ード バッ ク ・ ループによっ て制御さ れ、出力電圧がプログラ ム設定値で保持さ れま

す。電流優先モード では、出力は定電流フ ィ ード バッ ク ・ ループによっ て制御さ れ、出力

電流が正または負のプログラ ム設定値で保持さ れます。

詳細については、「 優先モード ・ チュ ート リ アル」 を参照し てく ださ い。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

CURRent|VOLTage、*RSTVOLTage CURRまたはVOLT

出力レギュ レーショ ンを電流優先に設定し ます。FUNC CURR
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HCOPyサブシステム

HCOPyコ マンド は表示イ メ ージを返し ます。

HCOPy:SDUMp:DATA? [BMP|GIF|PNG]

フ ロン ト ・ パネル・ ディ スプレイ の画像を返し ます。 フ ォ ーマッ ト はオプショ ンのパラ

メ ータ によっ て指定するこ と ができます。フ ォ ーマッ ト を指定し ない場合は、

HCOPy:SDUMp:DATA:FORMatによっ て決定さ れます。

応答は次の形式のSCPI 488.2有限長バイ ナリ ・ ブロッ ク です：#<nonzero digit><digits><8 bit
data-bytes> こ こ で

<nonzero digit>は、次に続く 桁数を指定し ます。

<digits>は、次に続く 8ビッ ト ・ データ のバイ ト 数を指定し ます。

<8 bit data bytes>は、転送さ れるデータ を含みます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

[BMP|GIF|PNG] <ブロッ ク >

イ メ ージを GIFフ ォ ーマッ ト で返し ます。HCOP:SDUM:DATA? GIF

HCOPy:SDUMp:DATA:FORMat BMP|GIF|PNG
HCOPy:SDUMp:DATA:FORMat?

返さ れるフ ロン ト ・ パネルのイ メ ージのフ ォ ーマッ ト を指定し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

BMP|GIF|PNG、*RSTPNG BMP、GIF、またはPNG

イ メ ージ・ フ ォ ーマッ ト と し て GIFを指定し ます。HCOP:SDUM:DATA:FORM
GIF
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IEEE-488共通コ マン ド

IEEE-488共通コ マンド は一般に、リ セッ ト 、ステータ スおよび同期など機器の全般的な機

能を制御し ます。すべての共通コ マンド はアスタ リ スク で始まる 3文字のニーモニッ ク で

構成さ れます。*RST *IDN? *SRE 8

*CLS

ステータ ス・ ク リ ア・ コ マンド 。 ステータ ス・ ク リ ア・ コ マンド 。すべてのレジスタ ・ グ

ループのイ ベント ・ レジスタ をク リ アし ます。また、ステータ ス・ バイ ト およびエラ ー待

ち行列をク リ アし ます。プログラ ム・ メ ッ セージの終了文字 ( <NL>) のすぐ 後に *CLSが続

く 場合は、出力待ち行列およびMAVビッ ト も ク リ アさ れます。詳細については、「 ステー

タ ス・ チュ ート リ アル」 を参照し てく ださ い。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) ( なし )

イ ベント ・ レジスタ 、ステータ ス・ バイ ト 、およびエラ ー待ち行列をク リ ア

し ます。*CLS

*ESE <値>
*ESE?

イ ベント ・ ステータ ス・ イ ネーブル・ コ マンド と 問い合わせ。標準イ ベント ・ ステータ

ス・ グループの イ ネーブル・ レジスタ に値を設定し ます。セッ ト さ れたレジスタ の各

ビッ ト は、それぞれ対応するイ ベント を有効にし ます。有効なイ ベント はすべて、ス

テータ ス・ バイ ト のESBビッ ト に論理的にORさ れます。問い合わせはイ ネーブル・ レジス

タ を読み取り ます。詳細については、「 ステータ ス・ チュ ート リ アル」 を参照し てく ださ

い。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

レジスタ のビッ ト の2進重み付き和に対応

する 10進値。

<ビッ ト 値>

イ ネーブル・ レジスタ でのビッ ト 3および4を有効にし ます。*ESE 24

l 返さ れる値は、レジスタ 内の有効なビッ ト の2進重み付き和です。 例えば、ビッ ト 2
( 値4) と ビッ ト 4( 値16) を設定すると 、問い合わせで +20が返さ れます。

l 任意またはすべての条件は、イ ネーブル・ レジスタ を経由し て ESBビッ ト に報告できま

す。イ ネーブル・ レジスタ ・ マスク を設定するには、*ESEを使用し てレジスタ に10進
値を書き込みます。

l *CLSではイ ネーブル・ レジスタ はク リ アさ れませんが、イ ベント ・ レジスタ はク リ ア

さ れます。
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*ESR?

イ ベント ・ ステータ ス・ イ ベン ト 問い合わせ。 標準イ ベント ・ ステータ ス・ グループのイ

ベント ・ レジスタ を読み取っ てク リ アし ます。イ ベント ・ レジスタ は読み取り 専用レジス

タ であり 、すべての標準イ ベント をラ ッ チし ます。詳細については、「 ステータ ス・

チュ ート リ アル」 を参照し てく ださ い。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <ビッ ト 値>

イ ベント ・ ステータ スのイ ネーブル・ レジスタ を読み取り ます。*ESR?

l 返さ れる値は、レジスタ 内の有効なビッ ト の2進重み付き和です。

l 任意またはすべての条件は、イ ネーブル・ レジスタ を経由し て ESBビッ ト に報告できま

す。イ ネーブル・ レジスタ ・ マスク を設定するには、*ESEを使用し てレジスタ に10進
値を書き込みます。

l ビッ ト が設定さ れると 、こ の問い合わせまたは*CLSによっ てク リ アさ れるまで、設定

さ れた状態を維持し ます。

*IDN?

識別問い合わせ。 4つのカ ンマ区切り フ ィ ールド から 構成さ れる機器の識別文字列を返し

ます。最初のフ ィ ールド はメ ーカ ー名、2番目のフ ィ ールド は機器のモデル番号、3番目

のフ ィ ールド はシリ アル番号、4番目のフ ィ ールド はフ ァ ームウェ ア・ リ ビジョ ン番号で

す。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) Keysight Technologies,RP7951A,MY12345678,A.01.01

機器の識別文字列を返し ます。*IDN?

*OPC

標準イ ベント ・ レジスタ のOPC( 動作完了 ) ビッ ト を設定し ます。 こ れは待ち状態動作の

完了時に発生し ます。詳細については、「 ステータ ス・ チュ ート リ アル」 を参照し てく だ

さ い。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) ( なし )

動作完了ビッ ト を設定し ます。*OPC

l こ のコ マンド の目的は、アプリ ケーショ ンと 測定器を同期化するこ と です。

l 開始さ れた収集、過渡、出力状態の変更、およびセト リ ング時間への出力と 併用する

こ と で、こ れら の待ち状態動作が完了し たと きにコ ンピュ ータ をポーリ ングまたは割

り 込みするこ と ができます。
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l その他のコ マンド は、動作完了ビッ ト が設定さ れる前に実行できます。

l *OPCと *OPC?の違いは、*OPC?の場合は、現在動作が完了すると 出力バッ フ ァ に「 1」
を戻すこ と です。

*OPC?

すべての待ち動作が完了すると 、出力バッ フ ァ に1を 1つ返し ます。 応答はすべての待ち

状態動作が完了するまで待機し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) 1

コ マンド が完了すると 1を返し ます。*OPC?

l こ のコ マンド の目的は、アプリ ケーショ ンと 測定器を同期化するこ と です。

l こ のコ マンド が完了するまでその他のコ マンド は実行できません。

*OPT?

イ ンスト ールさ れているオプショ ンすべてを識別する文字列を返し ます。 0( ゼロ ) は、

オプショ ンがイ ンスト ールさ れていないこ と を示し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) OPT 760

イ ンスト ールさ れたオプショ ンを返し ます。*OPT?

*RCL <0-9>

保存さ れている機器ステート を リ コ ールし ます。 こ れは、以前に *SAVコ マンド によっ て位

置0～9に保存さ れた状態に機器を復元し ます。次を除く すべての機器ステート がすべてリ

コ ールさ れます。 (1)出力状態はOFFに設定さ れます。 (2)ト リ ガ・ システムはアイ ド ル状態

に設定さ れます。 (3)校正は無効になり ます。 (4)すべてのリ スト 設定はその*RST値に設定さ

れます。 (5)不揮発性設定は影響を受けません。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0～9 ( なし )

場所1から 状態をリ コ ールし ます。*RCL 1

l 出力電源投入時ステート がRCL 0に設定さ れている場合、電源投入時に位置0が自動的

にリ コ ールさ れます。

l 格納さ れた機器ステート は、*RSTの影響を受けません。
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*RST

通常または安全のいずれかの定義済みの値に機器をリ セッ ト し ます。こ れら の設定は

「 リ セッ ト ・ ステート 」 で説明し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) ( なし )

機器をリ セッ ト し ます。*RST

l *RSTはABORtコ マンド を強制し ます。こ れは、現在プロセス内にあるすべての測定また

は過渡動作をキャ ンセルし ます。こ れによっ て、動作ステータ ス・ レジスタ 内のWTG-
meas、MEAS-active、WTG-tranおよびTRAN-activeビッ ト を リ セッ ト し ます。

*SAV <0-9>

10か所の不揮発性メ モリ 位置のいずれかに機器の状態を保存し ます。 安全上の理由で、

保存状態がリ コ ールさ れると 、出力状態はOFFに設定さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0～9 ( なし )

状態を位置1に保存し ます。*SAV 1

l 電源投入時に特定の状態が必要な場合は、その状態を位置0に保存する必要があり ま

す。出力電源投入時ステート がRCL 0に設定さ れている場合、電源投入時に位置0が自

動的にリ コ ールさ れます。

l 出力状態、リ スト ・ データ および校正状態は*SAV動作の一部と し て保存さ れません。

l 「 不揮発性設定」 で説明する不揮発性メ モリ に保存さ れたデータ は、*SAVコ マンド の

影響を受けません。

l 工場出荷時には、位置0～9は空です。

*SRE <値>
*SRE?

サービス要求イ ネーブル・ コ マンド と 問い合わせ。 こ れは、サービス・ リ ク エスト ・ イ

ネーブル・ レジスタ の値を設定し ます。こ れは、マスタ ・ ステータ ス・ サマリ ( MSS)
ビッ ト およびサービス・ リ ク エスト ( RQS) サマリ ・ ビ ッ ト を設定するために、ステータ

ス・ バイ ト ・ レジスタ のどのビッ ト が加算さ れるかを決定し ます。サービス・ リ ク エス

ト ・ イ ネーブル・ レジスタ ・ ビ ッ ト 位置の1は、対応するステータ ス・ バイ ト ・ レジス

タ ・ ビ ッ ト を有効にし ます。こ れら の有効なビッ ト はすべて、論理的にORで処理さ れ、

ステータ ス・ バイ ト ・ レジスタ のMSSビッ ト が設定さ れます。詳細については、「 ステー

タ ス・ チュ ート リ アル」 を参照し てく ださ い。
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パラ メ ータ 代表的な戻り 値

レジスタ のビッ ト の2進重み付き和に対応

する 10進値。

<ビッ ト 値>

イ ネーブル・ レジスタ のビッ ト 3およびビッ ト 4を有効にし ます。*SRE 24

l シリ アル・ ポールがSRQに応答し て実行さ れると 、RQSビッ ト はク リ アさ れますがMSS
ビッ ト はク リ アさ れません。*SREが ( 0でプログラ ムするこ と によっ て ) ク リ アさ れる

と 、電源はSRQを生成するこ と ができません。

*STB?

ステータ ス・ バイ ト 問い合わせ。ステータ ス・ サマリ ・ ビ ッ ト および出力待ち行列MAV
ビッ ト を含むステータ ス・ バイ ト ・ レジスタ を読み取り ます。ステータ ス・ バイ ト は読み

取り 専用レジスタ で、読み取り 時にビッ ト はク リ アさ れません。詳細については、「 ス

テータ ス・ チュ ート リ アル」 を参照し てく ださ い。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <ビッ ト 値>

ステータ ス・ バイ ト を読み取り ます。*STB?

*TRG

ト リ ガ・ コ マンド 。 ト リ ガ・ サブシステムがそのソ ースと し て BUSを選択し た場合にト リ

ガを生成し ます。コ マンド はグループ実行ト リ ガ ( <GET>) コ マンド と 同じ 効果があり ま

す。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) ( なし )

即時ト リ ガを生成し ます。*TRG

*TST?

問い合わせをセルフ テスト し ます。 機器セルフ テスト を実行し ます。セルフ ・ テスト が

失敗すると 、1つ以上のエラ ー・ メ ッ セージが追加情報を提供し ます。SYSTem:ERRor?を使

用し て、エラ ー待ち行列を読み取り ます。詳細については、「 SCPIエラ ー・ メ ッ セージ」

を参照し てく ださ い。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) 0( pass) または

+1( エラ ー )

セルフ テスト を実行し ます。*TST?
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l 電源投入時も *TSTと 同じ セルフ テスト が実行さ れます。

l *TST?では*RSTコ マンド も 必ず実行し ます。

*WAI

すべての待ち状態動作が完了するまで、追加コ マンド 処理を休止し ます。詳細について

は、「 OPC」 を参照し てく ださ い。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) ( なし )

すべての待ち状態動作が完了するまで待機し ます。*WAI

l *WAIは機器にデバイ ス・ ク リ ア・ コ マンド を送信するこ と によっ てのみ中断できま

す。
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INITiateサブシステム

起動コ マンド はト リ ガシステムを初期化し ます。こ れは、ト リ ガ・ システムを 「 アイ ド

ル」 状態から 「 ト リ ガ待ち 」 状態に移行し ます。こ れによっ て、機器はト リ ガを受信でき

るよう になり ます。選択さ れたト リ ガ・ ソ ース上のイ ベント によっ てト リ ガが発生し ま

す。

INITiate[:IMMediate]:ACQuire
INITiate[:IMMediate]:ELOG
INITiate[:IMMediate]:TRANsient

INITiate:ACQuire -測定ト リ ガ・ システムを起動し ます。

INITiate:ELOG -外部データ ・ ロギングを開始し ます。

INITiate:TRANsient -ト ラ ンジェ ン ト ・ ト リ ガ・ システムを起動し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) ( なし )

測定ト リ ガ・ システムを起動し ます。 INIT:ACQ

l INITiateコ マンド を受信し てから 機器でト リ ガ信号の受信準備が整う までに数ミ リ 秒か

かり ます。

l ト リ ガ・ システムの準備が整う 前にト リ ガが発生し た場合は、ト リ ガは無視さ れま

す。動作ステータ ス・ レジスタ のWTG_measビッ ト を調べ、機器の準備がいつ完了する

かを確認し ます。

l 機器をアイ ド ル状態に戻すためにはABORtコ マンド を使用し ます。

INITiate:CONTinuous:TRANsient 0|OFF|1|ON
INITiate:CONTinuous:TRANsient?

ト ラ ンジェ ン ト ・ ト リ ガ・ システムを連続的に起動し ます。 こ れによっ て、複数のト リ ガ

が複数の出力ト ラ ンジェ ン ト を生成できるよう になり ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON、*RSTON 0または1

出力ト リ ガ・ システムを連続的に起動し ます。 INIT:CONT:TRANON

l 連続的な起動が無効の場合、 INITiate:TRANsientコ マンド を使用し てト リ ガごと に出力ト

リ ガ・ システムを起動する必要があり ます。

l INITiate:CONTinuous:TRANsient ONがプログラ ムさ れている場合、ABORt:TRANsientは連続

的なト リ ガをオフ にし ません。こ の場合、ト リ ガ・ システムが自動的に再起動さ れま

す。
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INSTrumentサブシステム

Instrumentコ マンド は機器のプラ イ マリ ／セカ ンダリ 機能をプログラ ムし ます。プラ イ マ

リ ／セカ ンダリ 動作は、多数の機器を並列で接続し たと きに、総電流が高く 、そのために

電力も 大きなシステムを作り 出すために使用さ れます。

本マニュ アルでは、「 マスタ 」 および「 スレーブ 」 と いう 語が「 プラ イ

マリ 」 および「 セカ ンダリ 」 と いう 語に置き換えら れています。以前の

フ ァ ームウェ ア・ バージョ ンの INSTrument Subsystemコ マンド 構文は、本

バージョ ンおよびそれ以降のフ ァ ームウェ ア・ バージョ ンでも まだサポー

ト さ れています。

INSTrument:GROup:FUNCtion PRIMary|SECondary|NONe
INSTrument:GROup:FUNCtion?

機器の機能をプラ イ マリ ／セカ ンダリ 構成に設定し ます。こ の設定は不揮発性メ モリ に保

存さ れます。

PRIMary -こ の機器をプラ イ マリ ／セカ ンダリ ・ グループのプラ イ マリ ・ ユニッ ト と し て設

定し ます。

SECondary -こ の機器をプラ イ マリ ／セカ ンダリ ・ グループのセカ ンダリ ・ ユニッ ト と し て

設定し ます。

NONE -プラ イ マリ ／セカ ンダリ 機能を無効にし ます。ユニッ ト は独立で動作し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

PRIMary|SECondary|NONE PRIM、SEC、またはNONE

機器をプラ イ マリ と し て設定し ます。 INST:GRO:FUNC:PRIM

INSTrument:GROup:PRIMary:CONNect[:STATe] [,0|OFF|1|ON]

プラ イ マリ ・ ユニッ ト を以前に検出さ れているセカ ンダリ ・ ユニッ ト に接続するよう に指

示し ます。 バスのセカ ンダリ 設定が検出さ れたも のと 一致する場合、プラ イ マリ は通常の

動作を開始し ます。 そう ではない場合はコ マンド はエラ ーで失敗し ます。さ ら にすべての

ユニッ ト は独立で動作し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( オプショ ン ) 0|OFF|1|ON 0または1

プラ イ マリ をセカ ンダリ ・ ユニッ ト に接続し ます。 INST:GRO:PRIM:CONN

INSTrument:GROup:PRIMary:CONNect:DELay <値>|MIN|MAX
INSTrument:GROup:PRIMary:CONNect:DELay? [MIN|MAX]

電源が投入さ れてから 、プラ イ マリ ・ ユニッ ト がセカ ンダリ ・ ユニッ ト への接続を試行す

るまでの遅延を設定し ます。 こ れは、接続モード がAUTOに設定さ れている場合のみ適用
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さ れます。こ の設定は揮発性メ モリ に保存さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0～120秒 0

接続遅延を 10秒に設定し ます。 INST:GRO:PRIM:CONN:DEL 10

INSTrument:GROup:PRIMary:CONNect:MODE AUTO|MANual
INSTrument:GROup:PRIMary:CONNect:MODE?

プラ イ マリ ・ ユニッ ト の接続モード を指定し ます。こ の設定は不揮発性メ モリ に保存さ れ

ます。

AUTO -プラ イ マリ ・ ユニッ ト は電源投入時に事前に検出さ れたセカ ンダリ ・ ユニッ ト への

接続を試行し ます。

MANual -プラ イ マリ はフ ロン ト ・ パネルから 接続コ マンド または INST:GROUP:PRIM:CONNを
受け取っ たと きに、事前に検出さ れたセカ ンダリ ・ ユニッ ト に接続し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

AUTO |MANual AUTOまたは MAN

自動接続モード を指定し ます。 INST:GRO:PRIM:CONN:MODE AUTO

INSTrument:GROup:PRIMary:DISCover

プラ イ マリ ・ ユニッ ト に、プラ イ マリ ／セカ ンダリ ・ バスに接続さ れたすべてのセカ ンダ

リ ・ ユニッ ト を検出するよう に指示し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) ( なし )

すべてのセカ ンダリ ・ ユニッ ト を検出し ます。 INST:GRO:PRIM:DISC

INSTrument:GROup:PRIMary:RESet

プラ イ マリ が検出し たセカ ンダリ 設定をリ セッ ト し ます。セカ ンダリ 接続のユニッ ト を切

断し 、独立の動作に戻し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) ( なし )

すべてのセカ ンダリ ・ ユニッ ト をリ セッ ト し ます。 INST:GRO:PRIM:RES

INSTrument:GROup:SECondary:ADDRess <値>

セカ ンダリ ・ ユニッ ト のバス・ アド レスを設定し ます。 プラ イ マリ ／セカ ンダリ ・ グルー

プのセカ ンダリ ・ ユニッ ト にはそれぞれ固有のバス・ アド レスが必要です。固有ではない
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場合、バス通信は失敗し ます。こ の設定は不揮発性メ モリ に保存さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

1～19 1

セカ ンダリ ・ ユニッ ト のアド レスを 1に設定し ます。 INST:GRO:SEC:ADDR
1
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LISTサブシステム

リ スト ・ コ マンド は、複数の電圧または電流設定の出力シーケンスをプログラ ムし ます。

最大512ステッ プのカ ンマ区切り リ スト をプログラ ムできます。 こ れら のコ マンド は、前

回アク ティ ブであっ た優先モード ( 電圧優先、電流優先のいずれか ) でのみ適用さ れま

す。

[SOURce:]LIST:COUNt <値>|MIN|MAX|INFinity
[SOURce:]LIST:COUNt? [MIN|MAX]

リ スト の繰り 返し 回数を設定し ます。 こ れは、完了するまでにリ スト を何回実行するかを

設定し ます。カ ウント の範囲は1～4096です。 Infinityはリ スト を連続的に実行し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

1～4096、*RST 1 <カ ウント >

リ スト ・ カ ウント を 10にセッ ト し ます。LIST:COUN10

[SOURce:]LIST:CURRent[:LEVel] <値>{,<値>}
[SOURce:]LIST:CURRent[:LEVel]?
[SOURce:]LIST:VOLTage[:LEVel] <値>,{<値>}
[SOURce:]LIST:VOLTage[:LEVel]?

各リ スト ・ ステッ プの設定を指定し ます。 値はアンペアまたはボルト 単位で指定し ま

す。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

電圧：定格の0～102%
電流：定格の-102%～102%

<リ スト 値1>、<リ スト 値

2>、<リ スト 値3>

電流リ スト をプログラ ムし ます。こ のリ スト には3つのステッ プがあ

り ます。LIST:CURR 3,2,1
電圧リ スト をプログラ ムし ます。こ のリ スト には3つのステッ プがあ

り ます。LIST:VOLT 20,10,5

[SOURce:]LIST:DWELl <値>{,<値>}
[SOURce:]LIST:DWELl?

各リ スト ・ ステッ プの待ち時間を指定し ます。持続時間と は、出力が特定のステッ プに留

まる時間のこ と です。持続時間は次の分解能で 0～262.144秒の範囲でプログラ ムするこ と

ができます。

範囲 ( 秒単位 ) 分解能

0～0.262144 1マイ ク ロ秒

0.262144～2.62144 10マイ ク ロ秒

5 SCPIプログラ ミ ング・ リ フ ァ レンス

236 Keysight RP7900シリ ーズ操作／サービス・ ガイ ド



範囲 ( 秒単位 ) 分解能

2.62144～26.2144 100マイ ク ロ秒

26.2144～262.144 1ミ リ 秒

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0～262.144、*RST 1ミ リ 秒 <リ スト 値1>、<リ スト 値2>、<リ ス

ト 値3>

持続時間リ スト をプログラ ムし ます。こ のリ スト には3つのステッ プが

あり ます。 LIST:DWEL 0.2,0.8,1.6

[SOURce:]LIST:CURRent:POINts?
[SOURce:]LIST:DWELl:POINts?
[SOURce:]LIST:VOLTage:POINts?
[SOURce:]LIST:TOUTput:BOSTep:POINts?
[SOURce:]LIST:TOUTput:EOSTep:POINts?

リ スト ・ ポイ ン ト 数を返し ます。 ポイ ント はステッ プと 同じ です。問い合わせはポイ ント

値を返し ません。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <ポイ ント >

持続時間リ スト のポイ ント 数を返し ます。LIST:DWEL:POIN?

[SOURce:]LIST:STEP ONCE|AUTO
[SOURce:]LIST:STEP?

ト リ ガに対するリ スト の応答方法を指定し ます。 ONCEでは、ト リ ガにより 次のステッ プ

に進むまで、出力は現在のステッ プで維持さ れます。持続時間中に受け取っ たト リ ガは無

視さ れます。AUTOでは、最初の開始ト リ ガを受信し た後に、出力は自動的に次のステッ

プに進みます。ステッ プは持続時間リ スト によっ て間隔が設定さ れます。持続時間が経過

するたびに、次のステッ プが即座に出力さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

ONCE|AUTO, *RSTAUTO ONCEまたはAUTO

ト リ ガ信号によっ て間隔が設定さ れるリ スト ・ ステッ プを指定し ま

す。LIST:STEP ONCE

[SOURce:]LIST:TERMinate:LAST 0|OFF|1|ON
[SOURce:]LIST:TERMinate:LAST?

リ スト が終了し たと きの出力値を決定し ます。 ON( 1) の場合、出力電圧または電流は最

後のリ スト ・ ステッ プになり ます。最後の電圧または電流リ スト ・ ステッ プの値は、リ ス
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ト が完了し たと きに IMMediateの値になり ます。OFF( 0) の場合、リ スト が中断すると 、

出力はリ スト が開始する前に有効であっ た設定に戻り ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON, *RSTOFF 0または1

最後のステッ プ値での出力で終了し ます。LIST:TERM:LAST ON

[SOURce:]LIST:TOUTput:BOSTep[:DATA] 0|OFF|1|ON {,0|OFF|1|ON}
[SOURce:]LIST:TOUTput:BOSTep[:DATA]?
[SOURce:]LIST:TOUTput:EOSTep[:DATA] 0|OFF|1|ON {,0|OFF|1|ON}
[SOURce:]LIST:TOUTput:EOSTep[:DATA]?

ステッ プの開始 ( BOSTep) またはステッ プの終わり ( EOSTep) でどのリ スト ・ ステッ プ

がト リ ガ信号を生成するかを指定し ます。ト リ ガは状態がONにセッ ト さ れる場合のみ生

成さ れます。ト リ ガ信号は、他のユニッ ト の測定および過渡、およびト リ ガ出力と し て設

定さ れたデジタ ル・ ポート ・ ピンのト リ ガ・ ソ ースと し て使用するこ と ができます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON 0または1

3ステッ プ・ リ スト の2番ステッ プの初めにト リ ガを生成し ます。

LIST:TOUT:BOST OFF、ON、OFF
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LXIサブシステム

LXI:IDENtify[:STATe] 0|OFF|1|ON
LXI:IDENtify[:STATe]?

フ ロン ト ・ パネルのLXI識別イ ンジケータ をオン／オフ し ます。 オンにすると 、フ ロン

ト ・ パネルの「 LAN」 ステータ ス・ イ ンジケータ が点滅し て、動作中の機器を識別し ま

す。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON、*RSTOFF 0または1

フ ロント ・ パネルLXIイ ンジケータ を点滅さ せるには : LXI:IDENT ON

LXI:MDNS[:STATe] 0|OFF|1|ON
LXI:MDNS[:STATe]?

MDNS状態をオンまたはオフ に設定し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON、*RSTOFF 0または1

MDNS状態をオンに設定し ます。LXI:MDNS ON
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MEASureサブシステム

測定コ マンド は出力電圧 ( または電流 ) を測定し ます。こ れら は、読み値を返す前に新し

いデータ の収集を ト リ ガし ます。指定さ れた測定時間の瞬時出力電圧または電流をデジタ

イ ズし 、結果をバッ フ ァ に保存し 、指定さ れた測定タ イ プの値を計算するこ と で測定が実

行さ れます。

MEASure[:SCALar]:CURRent[:DC]?
MEASure[:SCALar]:POWer[:DC]?
MEASure[:SCALar]:VOLTage[:DC]?

平均の出力測定を起動し 、ト リ ガし て返し ます。返さ れる値の単位は、アンペア、ボル

ト 、またはワッ ト です。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <DC値>

測定さ れたDC電流を返し ます。MEAS:CURR?

MEASure[:SCALar]:CURRent:ACDC?
MEASure[:SCALar]:VOLTage:ACDC?

RMS測定全体 ( AC+DC) を起動し 、ト リ ガし て返し ます。返さ れる値の単位は、アンペア

またはボルト です。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <ACDC値>

測定さ れたRMS電圧を返し ます。MEAS:VOLT:ACDC?

MEASure[:SCALar]:CURRent:HIGH?
MEASure[:SCALar]:VOLTage:HIGH?

パルス波形のハイ ・ レベルを起動し 、ト リ ガし て返し ます。返さ れる値の単位は、アンペ

アまたはボルト です。「 測定の種類」 を参照し てく ださ い。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <HIGH値>

測定さ れたハイ ・ レベルの電流を返し ます。MEAS:CURR:HIGH?

MEASure[:SCALar]:CURRent:LOW?
MEASure[:SCALar]:VOLTage:LOW?

パルス波形のロー・ レベルを起動し 、ト リ ガし て返し ます。返さ れる値の単位は、アンペ

アまたはボルト です。「 測定の種類」 を参照し てく ださ い。
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パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <LOW値>

測定さ れたロー・ レベルの電圧を返し ます。MEAS:VOLT:LOW?

MEASure[:SCALar]:CURRent:MAXimum?
MEASure[:SCALar]:VOLTage:MAXimum?
MEASure[:SCALar]:POWer:MAXimum?
MEASure[:SCALar]:CURRent:MINimum?
MEASure[:SCALar]:VOLTage:MINimum?
MEASure[:SCALar]:POWer:MINimum?

測定の最大値または最小値を起動し 、ト リ ガし て返し ます。返さ れる値の単位は、アンペ

ア、ボルト 、またはワッ ト です。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <MIN値>、
<MAX値>

測定さ れた最大電流を返し ます。MEAS:CURR:MAX?
測定さ れた最小電圧を返し ます。MEAS:VOLT:MIN?
測定さ れた最大電力を返し ます。MEAS:CURR:MAX?

MEASure:ARRay:CURRent[:DC]?
MEASure:ARRay:VOLTage[:DC]?
MEASure:ARRay:POWer[:DC]?

測定を起動し てト リ ガし ます。デジタ ル出力測定サンプルのリ スト を返し ます。返さ れる

値の単位は、アンペア、ボルト 、またはワッ ト です。

リ タ ーン ・ フ ォ ーマッ ト は、FORMat:BORDerおよびFORMat[:DATA]コ マンド の設定に応じ て

決まり ます。データ ・ フ ォ ーマッ ト を ASCIIに設定すると 、戻り 値はカ ンマ区切り になり ま

す。データ ・ フ ォ ーマッ ト を REALに設定すると 、データ は、固定長の任意ブロッ ク 応答

フ ォ ーマッ ト の単精度浮動小数点値と し て返さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <値> [,<値>]
または<ブロッ ク >

測定さ れた電流配列を返し ます。MEAS:ARR:CURR?
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OUTPutサブシステム

出力サブシステムは出力状態、電源投入、保護およびリ レー機能を制御し ます。

OUTPut [:STATe] 0|OFF|1|ON
OUTPut[STATe]?

出力をオン／オフ し ます。 出力がオフ の状態と は、出力電圧と ソ ース電流の両方が0に
なっ ている状態です。Keysight SD1000A SDSが接続さ れていれば、出力が無効のと きに

SDSリ レーが開き、有効のと きにリ レーが閉じ ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON、*RSTOFF 0または1

出力をオフ にし ます。OUTP OFF

l 出力が有効の場合、フ ロン ト ・ パネルのステータ ス・ イ ンジケータ の表示は、OFFから

機器の動作ステータ スを示す値 ( CV、CCなど ) に変化し ます。

l OUTPut:DELay:RISEと OUTput:DELay:FALLを使用し て、オフ から オン、オンから オフ のそ

れぞれの移行に個別の遅延をプログラ ムするこ と ができます。

l 内部回路起動手順のため、OUTPut ONは機能を完了するのに電圧優先モード で 12ミ リ

秒、電流優先モード で 14ミ リ 秒かかり ます。Keysight SD1000A SDSが接続さ れている場

合、スタ ート アッ プはさ ら に時間がかかり ます ( 「 タ ーンオン／タ ーンオフ 遅延」 を

参照 ) 。

OUTPut[:STATe]:COUPle[:STATe] 0|OFF|1|ON
OUTPut[:STATe]:COUPle[:STATe]?

出力連動をオン／オフ し ます。 出力結合によっ て、複数の機器の出力を指定さ れた

OUTPut:DELay:RISEおよびOUTput:DELay:FALLプログラ ミ ング遅延に基づいてシーケンシャ

ルにオン／オフ できます。こ のパラ メ ータ は不揮発性メ モリ に保存さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON 0または1

出力結合状態をオンにし ます。OUTP:COUPON

l 「 出力連動コ ント ロール」 のセク ショ ンで説明するよう に、同期さ れたすべての機器

のONCoupleおよびOFFCoupleデジタ ル・ コ ネク タ ・ ピンを接続し て設定し なければなり

ません。

l 電源によっ ては最小遅延オフ セッ ト が異なるため、同期ユニッ ト のすべてに共通の遅

延オフ セッ ト を指定する必要があり ます。こ の値は同期グループの最大遅延オフ セッ

ト でなければなり ません。OUTPut:COUPle:MAX:DOFFset?を使用し て、各ユニッ ト の遅

延オフ セッ ト を問い合わせます。返さ れる最大値は、各ユニッ ト に共通の遅延オフ

セッ ト と し て指定し ます。
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OUTPut[:STATe]:COUPle:DOFFset <値>|MIN|MAX
OUTPut[:STATe]:COUPle:DOFFset? [MIN|MAX]

結合出力状態の変化を同期する遅延オフ セッ ト を設定し ます。 単位は秒です。こ の時間

を結合さ れた機器に指定さ れた最大遅延オフ セッ ト に設定すると 、連結さ れた出力はす

べて、OUTPut:DELay:RISEによっ て指定さ れたタ ーンオン時間と 同期し ます。こ のパラ

メ ータ は不揮発性メ モリ に保存さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0～1.023 <遅延値>

遅延を 60ミ リ 秒に指定し ます。OUTP:COUP:DOFF 0.06

OUTPut[:STATe]:COUPle:MAX:DOFFset?

こ の機器で必要と さ れる遅延オフ セッ ト を返し ます。 最小値と し て、

OUTPut:COUPle:DELay:OFFSetの値は、連結さ れた出力に対し て返さ れる最大遅延オフ セッ

ト に設定し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <オフ セッ ト 値>

最大遅延オフ セッ ト を返し ます。OUTP:COUP:MAX:DOFF?

OUTPut[:STATe]:DELay:FALL <値>|MIN|MAX
OUTPut[:STATe]:DELay:FALL? [MIN|MAX]
OUTPut[:STATe]:DELay:RISE <値>|MIN|MAX
OUTPut[:STATe]:DELay:RISE? [MIN|MAX]

出力がオン ( 立ち上がり ) またはオフ ( 立ち下がり ) になる前に機器が待機する遅延時

間 ( 秒 ) を指定し ます。こ れによっ て、複数の機器がシーケンシャ ルにオンまたはオフ

になり ます。出力は、その遅延時間が経過するまで、オンまたはオフ になり ません。こ

のコ マンド は、オンから オフ への状態遷移に影響し ます。こ れは、保護機能が動作し た

場合のオフ への推移には影響し ません。遅延時間は次の分解能でプログラ ムできます。

範囲 ( 秒単位 ) 分解能 範囲 ( 秒単位 ) 分解能

0～1.023E–-4 100ナノ 秒 1.03E-1～1.023E+0 1ミ リ 秒

1.03E-4～1.023E-3 1マイ ク ロ秒 1.03E+0～1.023E+1 10ミ リ 秒

1.03E-3～1.023E-2 10マイ ク ロ秒 1.03E+1～1.023E+2 100ミ リ 秒

1.03E-2～1.023E-1 100マイ ク ロ秒 1.03E+2～1.023E+3 1秒

RiseおよびFallコ マンド の両方が同じ 分解能を使用するこ と に注意し てく ださ い。どちら を

使用するかは、立ち上がり と 立ち下がり の遅延時間の長いほう によっ て決定さ れます。
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パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0～1023、*RST 0 <遅延値>

出力をオンにする前に0.5秒の遅延時間を設定し ます。OUTP:DEL:RISE 0.5

l 各RPSモデルには、出力をオンにするコ マンド を受信し てから 出力が実際にオンにな

るまでの時間に相当する最小遅延オフ セッ ト があり ます。タ ーンオン遅延を指定し た

場合は、こ の遅延が最小遅延オフ セッ ト に加算さ れるため、実際のタ ーンオン遅延

は、設定し た遅延より も 長く なり ます。

l OUTput:COUPle:MAX:DOFFset?を使用し て、各機器に必要な遅延オフ セッ ト を問い合わ

せます。

OUTPut[:STATe]:TMODE:COUPle 0|OFF|1|ON
OUTPut:[:STATe]TMODE:COUPle?

連動が有効になっ ている場合は、タ ーンオン設定を変更すると タ ーンオフ 設定も 変更さ

れ、タ ーンオフ 設定を変更すると タ ーンオン設定も 変更さ れます。タ ーンオンと タ ーンオ

フ 設定が異なり 、結合が有効な場合は、タ ーンオフ 設定がタ ーンオン設定に一致するよう

に変わり ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON 0または1

タ ーンオン／タ ーンオフ ・ モード を結合し ます。OUTP:REL:LOCKON

OUTPut[:STATe]:TMODe[:OFF] HIGHZ | LOWZ
OUTPut:TMODe:OFF?
OUTPut[:STATe]:TMODe:ON HIGHZ | LOWZ
OUTPut:TMODe:ON?

こ れら のコ マンド はタ ーンオンと タ ーンオフ 時の出力動作を低または高イ ンピーダンスに

設定し ます。

低イ ンピーダンス -出力電圧をゼロにプログラ ムし 、出力を切断し ます。マイ ナスが最大

の電流シンク はタ ーンオフ 遷移中の250msまでに発生し ます。

高イ ンピーダンス -アク ティ ブなシンク 電流なし で出力を切断し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

HIGHZ|LOWZ HIGHZまたは LOWZ

タ ーンオン状態を高イ ンピーダンスに設定し ます。OUTP:TMOD:ONHIGHZ
タ ーンオフ 状態を低イ ンピーダンスに設定し ます。OUTP:TMOD:OFFLOWZ

l タ ーンオン／タ ーンオフ 設定は、RPSが電圧優先モード で動作し ている場合にのみ適

用さ れます。電流優先モード では、タ ーンオン／タ ーンオフ 動作は常に高イ ンピーダ

ンスです。
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OUTPut:INHibit:MODE LATChing|LIVE|OFF
OUTPut:INHibit:MODE?

リ モート 禁止デジタ ル・ ピンの動作モード を設定し ます。 禁止機能は、禁止入力ピンの外

部信号に応答する出力をシャ ッ ト ダウンし ます。禁止モード は不揮発性メ モリ に記録さ れ

ます。「 デジタ ル・ ポート のプログラ ミ ング」 を参照し てく ださ い。

LATChing -禁止入力の論理真信号により 、出力状態をオフ にラ ッ チし ます。出力は、禁止

入力が論理偽に返さ れ、ラ ッ チさ れた INHステータ ス・ ビ ッ ト が、フ ロン ト パネルから

OUTPut:PROTection:CLEarコ マンド または保護ク リ ア・ コ マンド を送信し てク リ アさ れるま

で、無効のままです。

LIVE -オンになっ ている出力の状態が禁止入力の状態に従います。 禁止入力が真になる

と 、出力はオフ になり ます。 禁止入力が偽になると 、出力はオンに戻り ます。

OFF -禁止入力は無視さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

LATChing|LIVE|OFF LATC、LIVEまたはOFF

禁止入力をラ イ ブ・ モード に設定し ます。OUTP:INH:MODE LIVE

OUTPut:PON:STATe RST|RCL0
OUTPut:PON:STATe?

出力電源投入時ステート を設定し ます。 こ れは、電源投入時ステート が*RST状態 ( RST)
に設定さ れるか、メ モリ 位置0( RCL0) に格納さ れた状態に設定さ れるかを決定し ます。

機器ステート は*SAVコ マンド を使用し て格納できます。こ のパラ メ ータ は不揮発性メ モリ

に保存さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

RST|RCL0 RSTまたはRCL0

電源投入時の状態を *RST状態に設定し ます。OUTP:PON:STATRST

l 状態を格納せずに電源投入時ステート を 0に設定すると 、セルフ テスト ・ エラ ー「 file
not found; 0 state( フ ァ イ ルが見つかり ません。0ステート ) 」 が生成さ れ、機器は*RST
ステート に設定さ れます。

l プラ イ マリ 自動接続コ マンド が失敗し た場合、電源オン ・ ステート は*RSTに設定さ れ

ます。

OUTPut:PROTection:CLEar

ラ ッ チ保護をリ セッ ト し ます。 こ れは、保護状態が発生し たと きに出力を無効にするラ ッ

チさ れた保護状態をク リ アし ます ( 「 出力保護のプログラ ミ ング」 を参照 ) 。
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パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) ( なし )

ラ ッ チさ れた保護状態をク リ アし ます。OUTP:PROT:CLE

l ラ ッ チさ れた状態をク リ アするには、フ ォ ールト を生成する状態をすべて削除する必

要があり ます。出力はフ ォ ールト 状態が発生する前の状態に復元さ れます。

l 出力リ スト 中で保護シャ ッ ト ダウンが発生すると 、出力が無効であっ ても リ スト は実

行を続けます。保護状態がク リ アさ れ、出力が再度有効になると 、出力はリ スト のそ

の時点のステッ プの値に設定さ れます。

OUTPut:PROTection:TEMPerature:MARGin?

内部温度センサと 過熱保護ト リ ッ プ ・ レベル間の最小の差を返し ます。マージンは℃ ( 摂

氏 ) で返さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <マージン値>

温度マージンを返し ます。OUTP:PROT:TEMP:MARG?

OUTPut:PROTection:WDOG[:STATe] 0|OFF|1|ON
OUTPut:PROTection:WDOG[:STATe]?

I/Oウォ ッ チド ッ グ・ タ イ マをオン／オフ し ます。 有効にすると 、

OUTPut:PROTection:WDOG:DELayコ マンド で指定し た時間内にリ モート ・ イ ンタ フ ェ ース上

で I/O動作がないと 出力は無効になり ます。出力はオフ にラ ッ チさ れますが、プログラ ム

さ れた出力状態は変更さ れません。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON、*RSTOFF 0または1

ウォ ッ チド ッ グ・ タ イ マ保護を有効にし ます。OUTP:PROT:WDOGON

OUTPut:PROTection:WDOG:DELay <値>|MIN|MAX
OUTPut:PROTection:WDOG:DELay? [MIN|MAX]

ウォ ッ チド ッ グ遅延時間を設定し ます。 ウォ ッ チド ッ グ・ タ イ マを有効にすると 、遅延時

間内にリ モート ・ イ ンタ フ ェ ース ( USB、LAN、GPIB) 上で SCPI I/O動作がないと 出力は無

効になり ます。ウォ ッ チド ッ グ・ タ イ マ機能は、フ ロン ト ・ パネル上の動作によっ てリ

セッ ト さ れません。出力は、時間が経過すると シャ ッ ト ダウンし ます。プログラ ムさ れた

値は、1～3600秒の範囲で、1秒刻みでプログラ ム可能です。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0～3600、*RST 60秒 <遅延値>

ウォ ッ チド ッ グ遅延を 600秒に設定し ます。OUTP:PROT:WDOG:DEL 600
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OUTPut:RELay:LOCK[:STATe] 0|OFF|1|ON
OUTPut:RELay:LOCK[:STATe]?

Keysight SD1000A安全接続解除システム ( SDS) のロッ ク さ れたリ レー状態を有効／無効に

し ます。ロッ ク さ れると 、SDSの出力リ レーは閉じ たままになり 、電源の出力ステート に

よっ て変化するこ と はあり ません。こ れは、通常の出力オン／オフ 動作中に物理的な出力

切断を必要と し ないアプリ ケーショ ンの出力応答時間を改善し ます。こ のパラ メ ータ は不

揮発性メ モリ に保存さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON 0または1

SDSリ レーを閉じ た状態にロッ ク し ます。OUTP:REL:LOCKON
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POWer問い合わせ

[SOURce:]POWer:LIMit?

測定器の電力制限、5 kWまたは10 kWを返し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

なし 5,000または10,000

電力制限を返し ます。POWer:LIMit?
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SENSeサブシステム

SENSeコ マンド は、電流測定範囲およびウィ ンド ウ、さ ら にデータ 収集シーケンスを制御

し ます。

SENSe:AHOur:RESet
SENSe:WHOur:RESet

アンペア時またはワッ ト 時の測定を 0にリ セッ ト し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) ( なし )

アンペア時測定をリ セッ ト し ます。SENS:AHO:RES
ワッ ト 時測定をリ セッ ト し ます。SENS:WHO:RES

SENSe:ELOG:FUNCtion:CURRent 0|OFF|1|ON
SENSe:ELOG:FUNCtion:CURRent?
SENSe:ELOG:FUNCtion:VOLTage 0|OFF|1|ON
SENSe:ELOG:FUNCtion:VOLTage?

Elog電流または電圧測定機能を有効または無効にし ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON、*RSTOFF 0または1

データ ログ電流測定を有効にし ます。SENS:ELOG:FUNC:CURR ON

SENSe:ELOG:FUNCtion:CURRent:MINMax 0|OFF|1|ON
SENSe:ELOG:FUNCtion:CURRent:MINMax?
SENSe:ELOG:FUNCtion:VOLTage:MINMax 0|OFF|1|ON
SENSe:ELOG:FUNCtion:VOLTage:MINMax?

電流または電圧の最小および最大値のロギングを有効または無効にし ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON、*RSTOFF 0または1

MIN/MAXのロギング値を有効にし ます。SENS:ELOG:FUNC:VOLT:MINM ON

SENSe:ELOG:PERiod <値>|MIN|MAX
SENSe:ELOG:PERiod? [MIN|MAX]

Elog測定の積分時間を設定し ます。
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絶対最小ロギング時間は102.4 μsですが、実際の最小値は記録さ れている読み値の数の関

数と し て変化し ます ( 「 積分周期」 を参照 ) 。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0.0001024～60、*RSTMAX <周期>

データ ログの時間を 0.01秒に指定し ます。SENS:ELOG:PER 0.01

SENSe:FUNCtion:CURRent 0|OFF|1|ON
SENSe:FUNCtion:CURRent?
SENSe:FUNCtion:VOLTage 0|OFF|1|ON
SENSe:FUNCtion:VOLTage?

電流または電圧測定機能を有効または無効にし ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON、*RSTON 0または1

電流測定を有効にし ます。SENS:FUNC:CURR ON
電圧測定を無効にし ます。SENS:FUNC:VOLT OFF

SENSe:SWEep:NPLCycles <値>|MIN|MAX
SENSe:SWEep:NPLCycles? [MIN|MAX]

電源周波数単位で測定時間を設定し ます。 電源ラ イ ンサイ ク ルの数 ( NPLC) を増やす

と 、電流および電圧測定の測定ノ イ ズが減少し ます。NPLCを変更すると 、ポイ ント の数

と 時間間隔の設定が変更さ れます。1 NPLCのポイ ント の数は電源周波数設定

( 「 SYSTem:LFR:MODE」 を参照 ) に依存し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0.0003072～ 1,258,290,000,000、*RST 1 <NPLC値>

100の電源ラ イ ンサイ ク ルを指定し ます。SENS:SWE:NPLC 100

SENSe:SWEep:OFFSet:POINts <値>|MIN|MAX
SENSe:SWEep:OFFSet:POINts? [MIN|MAX]

ト リ ガ測定のデータ 掃引のオフ セッ ト を定義し ます。 正の値は、ト リ ガが発生し てから

サンプルが収集さ れるまでの遅延を表し ます。 負の値は、ト リ ガ前に収集さ れたデー

タ ・ サンプルを表し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

-524,287～ 2,000,000,000、*RST 0 <オフ セッ ト ・ ポイ ント >

-2048のオフ セッ ト ・ ポイ ント を指定し ます。SENS:SWE:OFFS:POIN -2048
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SENSe:SWEep:POINts <値>|MIN|MAX
SENSe:SWEep:POINts? [MIN|MAX]

測定のポイ ント 数を定義し ます。 ポイ ント の数は電源周波数 ( 50Hzまたは60Hz) に依存

し ます。ポイ ント のデフ ォ ルト の個数は1 NPLCの測定結果になり ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

1～524,288 MIN|MAX、
*RST 3255 (60 Hz)、3906 (50 Hz)

<ポイ ント >

2048ポイ ント を指定し ます。SENS:SWE:POIN 2048

SENSe:SWEep:TINTerval <値>|MIN|MAX
SENSe:SWEep:TINTerval? [MIN|MAX]

測定サンプル間の時間を定義し ます。 単位は秒です。 値は20.48マイ ク ロ秒単位で最も 近

い値に丸めら れます。20.48マイ ク ロ秒未満では、値はそれぞれ、10.24または5.12マイ ク

ロ秒単位で最も 近い値に丸めら れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0.00000512～40,000、*RST 0.00000512 <タ イ ム・ イ ンタ ーバル>

ポイ ント 間の間隔を 1ミ リ 秒に指定し ます。SENS:SWE:TINT 0.001

SENSe:WINDow[:TYPE] HANNing|RECTangular
SENSe:WINDow[:TYPE]?

測定ウィ ンド ウを選択し ます。 こ れは、スカ ラ DC測定計算の中で使用さ れるシグナル・

コ ンディ ショ ニング機能をセッ ト し ます。どちら のウィ ンド ウ機能も 、測定配列で返さ れ

た瞬時電圧や電流データ を変更し ません。

Hanningウィ ンド ウは「 ナイ キスト ・ フ ィ ルタ ( 二乗余弦 ) 」 機能です。AC電源リ ッ プル

のよう な周期的な信号がある状態でDC測定計算におけるエラ ーを縮小するのはシグナル・

コ ンディ ショ ニング機能です。こ のウィ ンド ウは、最大4883個の測定ポイ ント で機能し ま

す。ポイ ント 数が4883を超えると 、測定器は方形ウィ ンド ウに戻り ます。

Rectangularウィ ンド ウは、シグナル・ コ ンディ ショ ニングのない測定計算を返し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

HANNing|RECTangular、*RSTRECTangular RECTまたHANN

ハニング・ ウィ ンド ウ機能を指定し ます。SENS:WIND HANN
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[SOURce]サブシステム

SOURceキーワード は、 [SOURce:]CURRent <値>のよう なソ ースか出力のためにパラ メ ータ

をセッ ト し た多く のコ マンド においてオプショ ンです。

SOURceサブシステム・ コ マンド がオプショ ンのSOURceキーワード なし でし ばし ば使用さ

れるので、こ れら のコ マンド は下のよう にそれら の個々のサブシステムによっ てリ スト さ

れます :

オプショ ン の [SOURce:]を 使用する サブシステムと コ マン ド キーワード

ARB

CURRent

DIGital

FUNCtion

LIST

POWer:LIMit

STEP:TOUTput

VOLTage
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STATusサブシステム

ステータ ス・ レジスタ ・ プログラ ミ ングによっ て、いつでも 機器の動作条件を決定できま

す。機器にはステータ ス・ レジスタ の3つのグループ ( 動作、疑問、そし て標準イ ベン

ト ) があり ます。動作および疑問ステータ ス・ グループは、それぞれコ ンディ ショ ン、イ

ネーブル、イ ベント レジスタ 、さ ら にNTRおよびPTRフ ィ ルタ で構成さ れています。

ステータ ス・ サブシステムはまた、共通コ マンド を使用し てプログラ ムできます。共通コ

マンド は、サービス・ リ ク エスト ・ イ ネーブルおよびステータ ス・ バイ ト ・ レジスタ のよ

う な追加のステータ ス機能を制御し ます。詳細については、「 ステータ ス・ チュ ート リ ア

ル」 を参照し てく ださ い。

STATus:OPERation[:EVENt]

動作ステータ ス・ グループのイ ベント ・ レジスタ を問い合わせます。こ れは、読み取り 専

用レジスタ であり 、Operation NTRまたはPTRフ ィ ルタ によっ て渡さ れるすべてのイ ベント

を記録 ( ラ ッ チ ) し ます。 動作ステータ ス・ イ ベン ト ・ レジスタ を読み取ると 、イ ベン

ト ・ ビ ッ ト はク リ アさ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <ビッ ト 値>

動作ステータ ス・ イ ベント ・ レジスタ を読み取り ます。STAT:OPER?

l 返さ れる値は、レジスタ 内の有効なビッ ト の2進重み付き和です。 例えば、ビッ ト 3
( 値は8) と ビッ ト 5( 値は32) を設定し 有効にする場合、問い合わせは＋40を返し ま

す。

l *RSTによるこ のレジスタ へ影響はあり ません。

STATus:OPERation:CONDition?

動作ステータ ス・ グループの条件レジスタ を問い合わせます。こ れは読み取り 専用レジス

タ であり 、測定器のラ イ ブ ( 固定 ) 動作ステータ スを保持し ます。 動作ステータ ス条件

レジスタ を読み取っ ても 、ク リ アさ れません。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <ビッ ト 値>

動作ステータ ス条件レジスタ を読み取り ます。STAT:OPER:COND?

l 返さ れる値は、レジスタ 内の有効なビッ ト の2進重み付き和です。 例えば、ビッ ト 3
( 値は8) と ビッ ト 5( 値は32) を設定し 有効にする場合、問い合わせは＋40を返し ま

す。

l 条件レジスタ ・ ビ ッ ト は、電流の条件を反映し ます。条件がク リ アさ れると 、対応す

るビッ ト も ク リ アさ れます。

l *RSTは、*RST後にも 条件が存在するビッ ト を除いて、こ のレジスタ をク リ アし ます。
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STATus:OPERation:ENABle <値>
STATus:OPERation:ENABle?

動作ステータ ス・ グループのイ ネーブル・ レジスタ の値をセッ ト し ます。イ ネーブル・ レ

ジスタ は、動作イ ベント ・ レジスタ の特定のビッ ト をオンにし てステータ ス・ バイ ト ・ レ

ジスタ のOPER( 動作サマリ ) ビッ ト を設定する場合のマスク です。STATus:PRESetはイ

ネーブル・ レジスタ のすべてのビッ ト をク リ アし ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

レジスタ のビッ ト の2進重み付き和に対

応する 10進値。

<ビッ ト 値>

イ ネーブル・ レジスタ でのビッ ト 3および4を有効にし ます。STAT:OPER:ENAB
24

l 例えば、ビッ ト 3( 値は8) と ビッ ト 5( 値は32) を設定し 有効にする場合、問い合わせ

は＋40を返し ます。

l *CLSではイ ネーブル・ レジスタ はク リ アさ れませんが、イ ベント ・ レジスタ はク リ ア

さ れます。

STATus:OPERation:NTRansition <値>
STATus:OPERation:NTRansition?
STATus:OPERation:PTRansition <値>
STATus:OPERation:PTRansition?

NTR( 立ち下がり 遷移 ) レジスタ と PTR( 立ち上がり 遷移 ) レジスタ の値を設定し 、問い

合わせます。 こ れら のレジスタ は、動作条件および動作イ ベント ・ レジスタ の間の極性

フ ィ ルタ と し て役立ちます。

NTRレジスタ のビッ ト が1に設定さ れる場合、動作条件レジスタ での対応するビッ ト の1か
ら 0への遷移によっ て、動作イ ベント ・ レジスタ のビッ ト が設定さ れます。

PTRレジスタ のビッ ト が1に設定さ れる場合、動作条件レジスタ での対応するビッ ト の0か
ら -1への遷移によっ て、動作イ ベント ・ レジスタ のビッ ト が設定さ れます。

STATus:PRESetは、PTRレジスタ のすべてのビッ ト を設定し 、NTRレジスタ のすべてのビッ

ト をク リ アし ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

レジスタ のビッ ト の2進重み付き和に対

応する 10進値。

<ビッ ト 値>

NTRレジスタ でのビッ ト 3および4を有効にし ます。STAT:OPER:NTR 24
PTRレジスタ でのビッ ト 3および4を有効にし ます。STAT:OPER:PTR 24

l NTRおよびPTRレジスタ の両方の同じ ビッ ト が1に設定さ れると 、動作条件レジスタ で

のそのビッ ト の遷移によっ て、動作イ ベント ・ レジスタ の対応するビッ ト が設定さ れ
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ます。

l NTRおよびPTRレジスタ の両方の同じ ビッ ト が0にセッ ト さ れると 、動作条件レジスタ

でのそのビッ ト の遷移が発生し ても 、動作イ ベント ・ レジスタ の対応するビッ ト は

セッ ト さ れません。

l 返さ れる値は、レジスタ 内の有効なビッ ト の2進重み付き和です。

STATus:PRESet

すべてのイ ネーブル、PTR、およびNTRレジスタ をプリ セッ ト し ます。

動作レジスタ 疑問レジスタ プリ セッ ト 設定

STAT:OPER:ENAB STAT:QUES<1|2>:ENAB すべての定義ビッ ト がオ

フ

STAT:OPER:NTR STAT:QUES<1|2>:NTR すべての定義ビッ ト がオ

フ

STAT:OPER:PTR STAT:QUES<1|2>:PTR すべての定義ビッ ト がオ

ン

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) ( なし )

動作および疑問レジスタ をプリ セッ ト し ます。STAT:PRES

STATus:QUEStionable<1|2>[:EVENt]?

疑問ステータ ス・ グループのイ ベント ・ レジスタ を問い合わせます。こ れは、読み取り 専

用レジスタ であり 、Operation NTRまたはPTRフ ィ ルタ によっ て渡さ れるすべてのイ ベント

を記録 ( ラ ッ チ ) し ます。 疑問ステータ ス・ イ ベン ト ・ レジスタ を読み取ると 、イ ベン

ト ・ ビ ッ ト はク リ アさ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <ビッ ト 値>

疑問ステータ ス・ イ ベント ・ レジスタ #1を読み取り ます。STAT:QUES1?

l 返さ れる値は、レジスタ 内の有効なビッ ト の2進重み付き和です。 例えば、ビッ ト 2
( 値4) と ビッ ト 4( 値16) を設定すると 、問い合わせで +20が返さ れます。

l *RSTによるこ のレジスタ へ影響はあり ません。

STATus:QUEStionable<1|2>:CONDition?

疑問ステータ ス・ グループの条件レジスタ を問い合わせます。こ れは読み取り 専用レジス

タ であり 、測定器のラ イ ブ ( 固定 ) 動作ステータ スを保持し ます。 疑問ステータ ス条件

レジスタ を読み取っ ても 、ク リ アさ れません。
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パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <ビッ ト 値>

疑問ステータ ス条件レジスタ #1を読み取り ます。STAT:QUES1:COND?

l 返さ れる値は、レジスタ 内の有効なビッ ト の2進重み付き和です。 例えば、ビッ ト 2
( 値4) と ビッ ト 4( 値16) を設定すると 、問い合わせで +20が返さ れます。

l 条件レジスタ ・ ビ ッ ト は、電流の条件を反映し ます。条件がク リ アさ れると 、対応す

るビッ ト も ク リ アさ れます。

l *RSTは、*RST後にも 条件が存在するビッ ト を除いて、こ のレジスタ をク リ アし ます。

STATus:QUEStionable<1|2>:ENABle <値>
STATus:QUEStionable<1|2>:ENABle?

疑問ステータ ス・ グループのイ ネーブル・ レジスタ の値をセッ ト し ます。イ ネーブル・ レ

ジスタ は、動作イ ベント ・ レジスタ の特定のビッ ト をオンにし てステータ ス・ バイ ト ・ レ

ジスタ のQUES( 疑問サマリ ) ビッ ト を設定する場合のマスク です。STATus:PRESetはイ

ネーブル・ レジスタ のすべてのビッ ト をク リ アし ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

レジスタ のビッ ト の2進重み付き和に

対応する 10進値。

<ビッ ト 値>

疑問イ ネーブル・ レジスタ #1のビッ ト 2および4を有効にし ます。

STAT:QUES1:ENAB 24

l 例えば、ビッ ト 2( 値4) と ビッ ト 4( 値16) を設定すると 、問い合わせで +20が返さ れ

ます。

l *CLSではイ ネーブル・ レジスタ はク リ アさ れませんが、イ ベント ・ レジスタ はク リ ア

さ れます。

STATus:QUEStionable<1|2>:NTRansition <値>
STATus:QUEStionable<1|2>:NTRansition?
STATus:QUEStionable<1|2>:PTRansition <値>
STATus:QUEStionable<1|2>:PTRansition?

NTR( 立ち下がり 遷移 ) レジスタ と PTR( 立ち上がり 遷移 ) レジスタ の値を設定し 、問い

合わせます。 こ れら のレジスタ は、疑問条件および疑問イ ベント ・ レジスタ の間の極性

フ ィ ルタ と し て役立ちます。

NTRレジスタ のビッ ト が1に設定さ れる場合、疑問条件レジスタ での対応するビッ ト の1か
ら 0への遷移によっ て、疑問イ ベント ・ レジスタ のビッ ト が設定さ れます。

PTRレジスタ のビッ ト が1に設定さ れる場合、疑問条件レジスタ での対応するビッ ト の0か
ら -1への遷移によっ て、疑問イ ベント ・ レジスタ のビッ ト が設定さ れます。
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STATus:PRESetは、PTRレジスタ のすべてのビッ ト を設定し 、NTRレジスタ のすべてのビッ

ト をク リ アし ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

レジスタ のビッ ト の2進重み付き和に

対応する 10進値。

<ビッ ト 値>

疑問NTRレジスタ #1のビッ ト 3および4を有効にし ます。STAT:QUES:NTR 24
疑問PTRレジスタ #1のビッ ト 3および4を有効にし ます。STAT:QUES:PTR 24

l NTRおよびPTRレジスタ の両方の同じ ビッ ト が1に設定さ れると 、疑問条件レジスタ で

のそのビッ ト の遷移によっ て、疑問イ ベント ・ レジスタ の対応するビッ ト が設定さ れ

ます。

l NTRおよびPTRレジスタ の両方の同じ ビッ ト が0にセッ ト さ れると 、疑問条件レジスタ

でのそのビッ ト の遷移が発生し ても 、疑問イ ベント ・ レジスタ の対応するビッ ト は

セッ ト さ れません。

l 返さ れる値は、レジスタ 内の有効なビッ ト の2進重み付き和です。
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STEPコ マン ド

[SOURce:]STEP:TOUTput 0|OFF|1|ON
[SOURce:]STEP:TOUTput?

ト ラ ンジェ ン ト ・ ステッ プ発生時にト リ ガ出力が生成さ れるかどう かを指定し ます。 状態

がオン ( 真 ) の場合、ト リ ガが生成さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON, *RSTOFF 0または1

ステッ プ・ ト リ ガ信号を ONにセッ ト し ます。STEP:TOUT ON
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SYSTemサブシステム

システムコ マンド は出力制御、測定またはステータ ス機能と 直接関係のないシステム機能

を制御し ます。 IEEE-488共通コ マンド はまた、セルフ テスト 、ステート の保存およびリ

コ ールなどのシステム機能を制御するこ と に注意し てく ださ い。SYSTem:SDSコ マンド は

Keysight SD1000A安全接続解除システム ( SDS: Safety Disconnect System) をプログラ ムし ま

す。

SYSTem:COMMunicate:LAN:CONTrol?
SYSTem:COMMunicate:TCPip:CONTrol?

初期ソ ケッ ト ・ コ ン ト ロール・ コ ネク ショ ン ・ ポート 番号を返し ます。 こ の接続は、コ マ

ンド および問い合わせの送受信に使用し ます。固定ポート 番号を使用するデータ ・ ソ ケッ

ト と は異なり 、コ ン ト ロール・ ソ ケッ ト のポート 番号は可変で、こ れら の問い合わせを使

用し て取得する必要があり ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <ポート #>
( ソ ケッ ト がサポート さ れていな

い場合は0)

コ ント ロール接続ポート 番号を問い合わせます。

SYST:COMM:LAN:CONT?または SYST:COMM:TCP:CONT?

SYSTem:COMMunicate:RLSTate LOCal|REMote|RWLock
SYSTem :COMMunicate:RLSTate?

機器のリ モート ／ローカ ル状態を設定し ます。 リ モート と ローカ ルの動作は同じ で、他の

製品と の互換性の目的で含まれています。LOCalはフ ロント ・ パネル・ コ ン ト ロールに機

器をセッ ト し ます。REMoteはフ ロント ・ パネル・ コ ン ト ロールに機器をセッ ト し ます。

RWLockはフ ロント ・ パネル・ キーを無効にし ます。機器はリ モート ・ イ ンタ フ ェ ース経由

でのみ制御するこ と ができます。こ のプログラ ム可能な設定は、フ ロン ト ・ パネルのロッ

ク ／アンロッ ク の機能から 完全に独立し ています。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

LOCal|REMote|RWLock、*RST LOCal LOC、REM、またはRWL

リ モート ／ローカ ル状態をリ モート に設定し ます。SYST:COMM:RLSTREM

l リ モート ／ローカ ル状態は、*RST、あるいはSYSTem:COMMunicate:RLState以外のSCPI
コ マンド の影響を受けません。

l リ モート ／ローカ ルの機器の状態は、GPIBおよび他の I/Oイ ンタ フ ェ ースを介し てその

他のイ ンタ フ ェ ース・ コ マンド を実行し て設定するこ と も できます。
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l 複数のリ モート ・ プログラ ミ ング・ イ ンタ フ ェ ースがアク ティ ブの場合、最も 最近変

更さ れたリ モート ／ローカ ルの状態が適用さ れるイ ンタ フ ェ ースによっ て、機器のリ

モート ／ローカ ル状態が決定さ れます。

SYSTem:DATE <yyyy>, <mm>, <dd>
SYSTem:DATE?

システム・ ク ロッ ク の日付を設定し ます。年 ( 2000から 2099) 、月 ( 1から 12) 、日 ( 1か
ら 31) を指定し ます。リ アルタ イ ム・ ク ロッ ク はKeysight 14585A制御／解析ソ フ ト ウェ ア

と 連携する場合にのみ使用さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

<yyyy,<mm>,<dd> +2018、+04、+30

日付を 「 2018年6月30日」 に設定し ます。SYST:DATE 2018,06,30

l リ アルタ イ ム・ ク ロッ ク は、タ イ ムゾーンの変更または夏時間により 調整さ れるこ と

はあり ません。

SYSTem:ERRor?

エラ ー待ち行列から エラ ーを 1個読み取り 、ク リ アし ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <+0,"No error">

エラ ー待ち行列から 最初のエラ ーを読み取り 、ク リ アし ます。SYST:ERR?

l フ ロン ト ・ パネルのERRイ ンジケータ は、エラ ー待ち行列に1つ以上のエラ ーが保存さ

れている場合にオンになり ます。エラ ーは発生順 ( FIFO) で読み取ら れ、読み取ら れ

たエラ ーはク リ アさ れます。エラ ー待ち行列のすべてのエラ ーを読み取ると 、ERRイ ン

ジケータ はオフ になり ます。

l 20個を超えるエラ ーが発生し た場合は、待ち行列に保存さ れた最後のエラ ー ( 最新の

エラ ー ) が-350「 Error queue overflow( エラ ー待ち行列のオーバーフ ロー ) 」 に置き換

わり ます。待ち行列から エラ ーを削除するまで、その後のエラ ーは記録さ れません。

エラ ー待ち行列を読み取ると きにエラ ーが発生し ていなかっ た場合、応答は+0「 No
error( エラ ーなし ) 」 です。

l 電源を入れ直すと 、エラ ー待ち行列は*CLSによっ てク リ アさ れます。こ れは*RSTに
よっ てはク リ アさ れません。

l エラ ーのフ ォ ーマッ ト は以下のと おり です ( エラ ー文字列は最大255文字 ) 。

<エラ ー・ コ ード >,<エラ ー文字列>
エラ ー・ コ ード と メ ッ セージ文字列のリ スト については、「 SCPIエラ ー・ メ ッ セー

ジ」 を参照し てく ださ い。
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SYSTem:LFRequency?

電源基準周波数を返し ます。こ れは、SENSe:SWEep:NPLCコ マンド によっ て使用さ れる積

分時間を決定し ます。

電源投入時に電源周波数モード がAutoに設定さ れていると 、電源は自動的に電源周波数

( 50Hzまたは60 Hz) を検出し 、こ の値を使用し て、使用さ れる積分時間を決定し ます。

電源のノ イ ズ、または許容差の範囲を超えているために自動ラ イ ン検出が失敗する場合

は、60Hzの設定を使用し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) 50または60

電源ラ イ ン周波数を問い合わせます。SYST:LFR?

SYSTem:LFRequency:MODE AUTO|MAN50|MAN60
SYSTem:LFRequency:MODE?

自動または手動の電線周波数検出を指定し ます。

AUTOは自動検出を指定し ます。

MAN50は50Hzの設定を指定し ます。

MAN60は60Hzの設定を指定し ます。

こ のパラ メ ータ は不揮発性メ モリ に保存さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

AUTO|MAN50|MAN60 AUTO、MAN50、またはMAN60

電源周波数モード を 60Hzに設定し ます。SYST:LFR:MODE MAN60

SYSTem:PASSword:FPANel:RESet

フ ロン ト ・ パネル・ ロッ ク アウト ・ パスワード を 0にリ セッ ト し ます。こ のコ マンド は校

正パスワード をリ セッ ト し ません。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <+0,"No error">

フ ロント ・ パネル・ パスワード をリ セッ ト し ます。SYST:PASS:FPAN:RES

SYSTem:REBoot

機器を電源投入時の状態にリ ブート し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) ( なし )
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パラ メ ータ 代表的な戻り 値

機器を再起動し ます。SYST:REB

SYSTem:SDS:CONNect

電源を Keysight SD1000A SDSユニッ ト に接続し ます。こ のコ マンド はSDS接続モード が

MANualに設定さ れていると き使用さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) ( なし )

SDSユニッ ト を接続し ます。SYST:SDS:CONN

SYSTem:SDS:CONNect:MODE AUTO|MANual
SYSTem:SDS:CONNect:MODE?

電源投入時のSDSユニッ ト への接続メ ソ ッ ド を指定し ます。こ の設定は不揮発性です。

AUTO -電源投入時にSDSユニッ ト を電源に自動的に接続し ます。

MANual -フ ロン ト ・ パネルまたはSCPIコ マンド で SDSを電源に接続するのを待機し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

AUTO|MANual AUTOまたは MAN

接続モード を手動に設定し ます。SYST:SDS:CONN:MODE MAN

SYSTem:SDS:DIGital:DATA:INPut?

SDS入力状態を返し ます。ビッ ト はSDS外部入力信号の状態を示し ます。

ビッ

ト

説明 ビッ

ト

説明

0 Estopがアク ティ ブ化さ れ、電源は禁止さ れま

す。

2 リ モート 起動がアク ティ ブです

1 カ バーが開いていて、電源は禁止さ れます 3 リ レー制御モード が外部に設定さ れま

す

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <整数>

SDS入力の状態を返し ます。SYST:SDS:DIG:DATA:INP?
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SYSTem:SDS:DIGital:DATA:OUTPut 0|1
SYSTem:SDS:DIGital:DATA:OUTPut?

SDS外部出力信号の状態 ( オンまたはオフ ) を設定するビッ ト を表す整数を送信し ます。

現在、DI/DOコ ネク タ では、1つのデジタ ル出力信号のみが利用できます。こ の設定は揮発

性で、機器の保存状態の一部ではあり ません。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0 | 1、*RST 0 0または1

外部信号の状態をオンに設定し ます。SYST:SDS:DIG:DATA:OUTP 1

SYSTem:SDS:ENABle 0|OFF|1|ON
SYSTem:SDS:ENABle?

電源から 通信できるよう にSDSを有効にする必要があり ます。こ れは不揮発性設定です。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON 0または1

SDSユニッ ト を有効にし ます。SYST:SDS:ENAB ON

SYSTem:SDS:STATus?

SDSユニッ ト の保護ステータ スを返し ます。整数ビッ ト はSDS保護の理由を示し ます。

ビッ ト 説明

0 電源と SDSの通信が失敗し まし た。

1 ACコ ンタ ク ト のエラ ー、ACコ ンタ ク ト 入力がアク ティ ブではない

2 内部SDSハード ウェ アのエラ ー

こ れら のエラ ーをク リ アできるのは、電源をオフ にし て、問題を解決し 、電源をリ ブート

し たと きのみです。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <整数>

SDSユニッ ト のステータ スが返さ れます。SYST:SDS:STAT?

SYSTem:SECurity:IMMediate

すべてのユーザ・ メ モリ をク リ アし て機器をリ ブート し ます。 こ のコ マンド は通常、機器

を保護さ れたエリ アから 除去する準備のために使用さ れます。すべてのユーザ・ データ を

削除 ( サニタ イ ズ ) し ます。また、フ ラ ッ シュ ・ メ モリ にすべて 0を書き込み、次に製造
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元のデータ ・ シート に従っ てチッ プ消去を実行し ます。識別データ ( 機器フ ァ ームウェ

ア、型番、シリ アル番号、MACアド レスおよび校正データ ) は消去さ れません。データ が

ク リ アさ れると 、機器がリ ブート し ます。

こ の手順は、予期し ないデータ 損失の可能性があるため、日常業務への使用はお勧めでき

ません。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) ( なし )

機器のメ モリ をサニタ イ ズし ます。SYST:SEC:IMM

SYSTem:SET <ブロ ッ ク ・ データ >
SYSTem:SET?

機器状態を取得または設定し ます。コ マンド の問い合わせフ ォ ームは機器状態を含む固

定長ブロッ ク を返し ます。こ のブロッ ク ・ データ は機器に送り 返さ れ、ブロッ ク の状態を

復元できます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

<ブロッ ク ・ データ > <ブロッ ク ・ データ >

ブロッ ク 状態を機器に送り 返し ます。SYST:SET <ブロッ ク ・ データ >

SYSTem:TIME <hh>, <mm>, <ss>
SYSTem:TIME?

システム・ ク ロッ ク の時刻を設定し ます。 時間 ( 0～23) 、分 ( 0～59) および秒

( 0～59) を指定し ます。リ アルタ イ ム・ ク ロッ ク はKeysight 14585A制御／解析ソ フ ト ウェ

アと 連携する場合にのみ使用さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

<hh>、<mm>、<ss> <hh,mm,ss>

ク ロッ ク を 8:30 PMにセッ ト し ます : SYST:TIME2018,06,30

SYSTem:VERSion?

機器が準拠する SCPIバージョ ンを返し ます。 フ ロン ト ・ パネルから 決定するこ と ができ

ません。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <"バージョ ン ">

SCPIのバージョ ンが返さ れます。SYST:VERS?
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l コ マンド は文字列を 「 YYYY.V」 の形式で返し ます。YYYYはバージョ ンの年を表し 、Vは
その年のバージョ ンを表し ます。
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TRIGgerサブシステム

ト リ ガ・ コ マンド は過渡および収集サブシステムを制御し ます。詳細については、「 ト リ

ガの概要」 を参照し てく ださ い。

TRIGger:ACQuire[:IMMediate]
TRIGger:ELOG[:IMMediate]
TRIGger:TRANsient[:IMMediate]

即時ト リ ガを発生さ せます。 こ れはすべての選択さ れたト リ ガ・ ソ ースを上書きし ま

す。

TRIGger:ACQuireは収集システムを ト リ ガし ます。

TRIGger:ELOGは外部データ ・ ロガーを ト リ ガし ます。

TRIGger:TRANsientはト ラ ンジェ ン ト ・ システムを ト リ ガし ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) ( なし )

測定ト リ ガを生成し ます。TRIG:ACQ

TRIGger:ACQuire:CURRent[:LEVel] <値>|MIN|MAX
TRIGger:ACQuire:CURRent[:LEVel]? [MIN|MAX]
TRIGger:ACQuire:VOLTage[:LEVel] <値>|MIN|MAX
TRIGger:ACQuire:VOLTage[:LEVel]? [MIN|MAX]

出力のト リ ガ・ レベルを設定し ます。 測定ト リ ガ・ ソ ースが特定のレベルに設定さ れた

と きに適用さ れます。 値はアンペアまたはボルト 単位で指定し ます。 最小値と 最大値は

ユニッ ト の定格に応じ て決まり ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

電圧：定格の0～102%、*RST 0
電流：定格の-102%～102%

<レベル値>

ト リ ガさ れる電流レベルを 3Aに設定し ます。TRIG:ACQ:CURR 3
ト リ ガさ れる電圧レベルを 50Vに設定し ます。TRIG:ACQ:VOLT 50

TRIGger:ACQuire:CURRent:SLOPe POSitive|NEGative
TRIGger:ACQuire:CURRent:SLOPe?
TRIGger:ACQuire:VOLTage:SLOPe POSitive|NEGative
TRIGger:ACQuire:VOLTage:SLOPe?

信号のスロープを設定し ます。 測定ト リ ガ・ ソ ースが特定のレベルに設定さ れたと きに

適用さ れます。 POSitive は、出力信号の立ち上がり スロープを指定し ます。NEGativeは、

出力信号の立ち下がり スロープを指定し ます。
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パラ メ ータ 代表的な戻り 値

POSitive|NEGative, *RSTPOSitive POSまたはNEG

電流スロープを負 ( 立ち下がり エッ ジ ) に設定し ます。TRIG:ACQ:CURR:SLOPNEG
電圧スロープを負 ( 立ち下がり エッ ジ ) に設定し ます。TRIG:ACQ:VOLT:SLOPNEG

TRIGger:ACQuire:INDices[:DATA]?

収集中にト リ ガが捕捉さ れた場合、収集さ れたデータ へのイ ンデッ ク スを返し ます。返さ

れるイ ンデッ ク スの数は、TRIGger:ACQuire:INDices:COUNt?によっ て返さ れる値と 同じ で

す。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <time>

イ ンデッ ク ス数を返し ます。TRIG:ACQ:IND?

TRIGger:ACQuire:INDices:COUNt?

収集時にキャ プチャ さ れるト リ ガの数を返し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

( なし ) <time>

ト リ ガ数を返し ます。TRIG:ACQ:IND:COUN?

TRIGger:ACQuire:TOUTput[:ENABle] 0|OFF|1|ON
TRIGger:ACQuire:TOUTput[:ENABle]?

デジタ ル・ ポート ・ ピンに測定ト リ ガを送信可能にし ます。 デジタ ル・ ポート ・ ピンを ト

リ ガ・ ソ ースと し て使用するには、ト リ ガ出力と し て設定する必要があり ます (  「 外部ト

リ ガ I/O」 を参照 ) 。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON, *RSTOFF 0または1

デジタ ル・ ピンへの測定ト リ ガの送信を有効にし ます。TRIG:ACQ:TOUTON

TRIGger:ACQuire:SOURce <ソ ース >
TRIGger:ACQuire:SOURce?

収集システムのト リ ガ・ ソ ースを選択し ます。

BUS リ モート ・ イ ン タ フ ェ ース ・ ト リ ガ ・ コ マン ド を 選択し ます。

CURRent1 出力電流レ ベルを 選択し ます。

EXTernal ト リ ガ ・ ソ ースと し て設定さ れている すべてのデジタ ル・ ポート ・

ピ ン を 選択し ます。
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PIN<1-7> ト リ ガ入力と し て設定さ れている デジタ ル・ ポート ・ ピ ン を 選択し

ます。

TRANsient1 ト ラ ン ジェ ン ト ・ システムを ト リ ガ ・ ソ ースと し て選択し ます。

VOLTage1 出力電圧レ ベルを 選択し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

BUS|CURRent1 | EXTernal | PIN<1-7> | TRANsient1
| VOLTage1、*RSTBUS

BUS、CURR1、EXT、PIN<n>、TRAN1、ま

たはVOLT1

デジタ ル・ ポート ・ ピン 1を測定ト リ ガ・ ソ ースと し て選択し ます : TRIG:ACQ:SOUR
PIN1

TRIGger:ARB:SOURce <ソ ース >
TRIGger:ARB:SOURce?
TRIGger:ELOG:SOURce <ソ ース >
TRIGger:ARB:SOURce?
TRIGger:TRANsient:SOURce <ソ ース >
TRIGger:TRANsient:SOURce?

TRIG:ARB:SOURce -任意波形のト リ ガ・ ソ ースを選択し ます。

TRIG:ELOG:SOURce -外部データ ・ ログのト リ ガ・ ソ ースを選択し ます。

TRIG:TRANsient:SOURce -ト ラ ンジェ ン ト ・ システムのト リ ガ・ ソ ースを選択し ます。

BUS リ モート ・ イ ン タ フ ェ ース ・ ト リ ガ ・ コ マン ド を 選択し ます。

EXTernal ト リ ガ ・ ソ ースと し て設定さ れている すべてのデジタ ル・ ポート ・ ピ

ン を 選択し ます。

IMMediate INITiatedが実行さ れる と 同時にト ラ ン ジェ ン ト を ト リ ガし ます。

PIN<1-7> ト リ ガ入力と し て設定さ れている デジタ ル・ ポート ・ ピ ン を 選択し ま

す。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

BUS | EXTernal | IMMediate | PIN<1-7> *RSTBUS BUS、EXT、 IMM、PIN<n>

デジタ ル・ ポート ・ ピン 1を任意波形ト リ ガ・ ソ ースと し て選択し ます。

TRIG:ARB:SOUR PIN1
デジタ ル・ ポート ・ ピン 1を ト ラ ンジェ ント ・ ト リ ガ・ ソ ースと し て選択し ま

す。TRIG:TRAN:SOUR PIN1
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VOLTageサブシステム

電圧コ マンド は、機器の出力電圧をプログラ ムし ます。

[SOURce:]VOLTage[:LEVel][:IMMediate][:AMPLitude] <値>|MIN|MAX
[SOURce:]VOLTage[:LEVel][:IMMediate][:AMPLitude]? [MIN|MAX]
[SOURce:]VOLTage[:LEVel]:TRIGgered[:AMPLitude] <値>|MIN|MAX
[SOURce:]VOLTage[:LEVel]:TRIGgered[:AMPLitude]? [MIN|MAX]

出力が電圧優先モード で動作し ている場合、即時またはト リ ガ電圧レベルを設定し ます。

ト リ ガ・ レベルは、出力ステッ プがト リ ガさ れたと きに出力に転送さ れる値です。単位は

ボルト です。 最大値は、ユニッ ト の定格電圧に依存し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

定格の0.1%～102%、*RST定格の0.1% <電圧レベル>

出力電圧を 20Vに設定し ます。VOLT 20
ト リ ガ電圧を 10Vに設定し ます。VOLT:TRIG 10

[SOURce:]VOLTage:BWIDth LOW|HIGH1
[SOURce:]VOLTage:BWIDth?

こ のコ マンド は以前のRP795xAおよびRP796xAユニッ ト と の後方互換性のため

に用意さ れています。新し いユニッ ト ではVOLT:BWID:RANGコ マンド を使用

し てく ださ い。

電圧補正を設定し ます。 こ れによっ て、出力応答時間を容量性負荷で最適化できます。こ

れら の補正モード は、ユニッ ト が定電圧 ( CV) で動作し ている場合にのみ、電圧優先と 電

流優先 ( 電圧制限時 ) の両方で適用さ れます。

パラ メ ータ 説明

LOW(0) 広範囲の出力キャ パシタ で安定性が得ら れるよう に最適化さ れてい

ます。

HIGH1 (1) 出力キャ パシタ ンスを小さ い値に制限し たと きにアッ ププログラ ミ

ング速度が最大と なり 、過渡応答時間が最速になり ます。特定の容

量性負荷制限については、「 出力帯域幅の設定」 を参照し てく ださ

い。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

LOW|HIGH1、*RSTHIGH1 LOWまたはHIGH1

電圧帯域幅をローに設定し ます。VOLT:BWID LOW
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[SOURce:]VOLTage:BWIDth:LEVel 0 | 1 | 2, <値>|MIN|MAX
[SOURce:]VOLTage:BWIDth:LEVel? 0 | 1 | 2, [MIN|MAX]

各電圧優先補正範囲に関連付けら れたプログラ ミ ング極周波数を設定し ます。値はヘルツ

単位です。デフ ォ ルト の周波数は、最大のアッ ププログラ ミ ング速度と 、最も 高速の過渡

応答時間に最適化さ れています。出力オーバシュ ート を補正するために削減できます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0 | 1 | 2 0、1、または2

200から 500,000( RP795xAおよびRP796xAの範囲0、*RST 200)
17,000から 500,000( RP795xAおよびRP796xAの範囲1、#RST 17,000)
10から 100,000( RP793xAおよびRP794xAの範囲0、*RST 1,400)
10から 100,000( RP793xAおよびRP794xAの範囲1、*RST 460)
10から 100,000( RP793xAおよびRP794xAの範囲2、*RST 55)

<極周波数>

電圧帯域幅を 1、周波数を 10 kHzに設定し ます。VOLT:BWID:LEV 1, 10,000

[SOURce:]VOLTage:BWIDth:RANGe 0 | 1 | 2
[SOURce:]VOLTage:BWIDth:RANGe?

電圧補正を設定し ます。 こ れによっ て、出力応答時間を容量性負荷で最適化できます。こ

れら の補正モード は、ユニッ ト が定電圧 ( CV) で動作し ている場合にのみ、電圧優先と 電

流優先 ( 電圧制限時 ) の両方で適用さ れます。補正設定にプログラ ミ ング速度特性がある

場合の影響については、「 出力帯域幅の設定」 を参照し てく ださ い。

RP795xA/ RP796xAパラ メ ータ 説明

0( 低速 ) 広範囲の出力キャ パシタ で安定性が得ら れるよう に最適化さ れてい

ます。

1( 高速 ) 出力キャ パシタ ンスを小さ い値に制限し たと きにアッ ププログラ ミ

ング速度が最大と なり 、過渡応答時間が最速になり ます。特定の容

量性負荷制限については、「 出力帯域幅の設定」 を参照し てく ださ

い。

RP793xA/ RP794xAパラ メ ータ 説明

0( 高速／低容量性負荷 ) 最速のプログラ ミ ング速度と 過渡応答時間を実現し ます。

1( 中速／中容量性

負荷 )
中程度のプログラ ミ ング速度と 過渡応答時間を実現し ます。設定は

出力キャ パシタ の広範囲で安定になるよう に最適化さ れます。

2( 低速／大容量性負荷 ) 大容量／低ESRのDUTに最適で、プログラ ミ ング速度と 過渡応答の低

下と いう ト レード オフ があり ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0 | 1 | 2、*RST 0 0、1、または2

電圧帯域幅を comp 1に設定し ます。VOLT:BWID:RANG 1
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[SOURce:]VOLTage:LIMit[:POSitive][:IMMediate][:AMPLitude] <値>|MIN|MAX
[SOURce:]VOLTage:LIMit[:POSitive][:IMMediate][:AMPLitude]? [MIN|MAX]

電流優先モード のと きの電圧制限を設定し ます。 単位はボルト です。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

定格の0.1%～102%、*RST定格の1% <電圧制限>

電圧制限を 20Vに設定し ます。VOLT:LIM 20

[SOURce:]VOLTage:LIMit:LOW <値>|MIN|MAX
[SOURce:]VOLTage:LIMit:LOW? [MIN|MAX]

電流優先モード における低電圧制限を設定し ます。こ の設定を行う こ と で、バッ テリ 放電

時に電圧が低電圧制限を下回ら ないよう にできます。指定し た下限値を電圧が下回っ たと

き、電流優先から 負の電圧制限と 放電への出力の遷移は停止し ます。疑問ステータ ス・ レ

ジスタ のLIMビッ ト を設定し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

定格の0～102%、*RST 0 <低電圧制限>

低電圧制限を 2 Vに設定し ます。VOLT:LIM:LOW2

l こ のコ マンド はVOLTage:LIMitコ マンド と 結合さ れます。 電圧制限は常に低電圧制限よ

り 高い値にプログラ ムする必要があり ます。

l 出力電圧がプログラ ムさ れた低電圧制限を下回ると 、低電圧制限により 出力がオンに

なら ないよう にし ます。

[SOURce:]VOLTage:MODE FIXed|STEP|LIST|ARB
[SOURce:]VOLTage:MODE?

過渡モード を設定し ます。 こ れは、ト ラ ンジェ ン ト ・ システムが開始し てト リ ガさ れたと

きに出力電圧がどのよう に変化するかを決定し ます。

FIXedでは出力電圧がその即時値で維持さ れます。

STEPは、ト リ ガが発生し た場合に、出力をト リ ガ・ レベルまで上げます。

LISTでは、ト リ ガが発生し た場合は出力がリ スト 値に従います。

ARBでは、ト リ ガが発生し た場合は出力が任意波形値に従います。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

FIXed|STEP|LIST|ARB、*RST FIXed FIX、STEP、LIST、またはARB

電圧モード を Stepに設定し ます。VOLT:MODE STEP
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[SOURce:]VOLTage:PROTection[:LEVel] <値>|MIN|MAX
[SOURce:]VOLTage:PROTection[:LEVel]? [MIN|MAX]

過電圧保護レベルを設定し ます。 単位はボルト です。 出力電圧がOVPレベルを超える場

合、出力は無効になり 、疑問条件ステータ ス・ レジスタ OVビッ ト がセッ ト さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

定格の0～120%、*RST定格の120% <保護レベル>

過剰電圧保護を 24 Vに設定し ます。VOLT:PROT24

l 状態の原因が取り 除かれると 、過電圧の状態はOUTput:PROTection:CLEarコ マンド によっ

てク リ アさ れます。

[SOURce:]VOLTage:PROTection:LOW[:LEVel] <値>|MIN|MAX
[SOURce:]VOLTage:PROTection:LOW[:LEVel] ? [MIN|MAX]

出力電圧が低電圧保護レベルを下回る場合、出力がオンになら ないよう にし ます。低電圧

条件が真であると き、疑問ステータ ス・ レジスタ UVビッ ト が設定さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

定格の0～102%、*RST 0 <低電圧保護設定>

保護レベルを 2 Vに設定し ます。VOLT:PROT:LOW2

[SOURce:]VOLTage:PROTection:LOW:DELay <値>|MIN|MAX
[SOURce:]VOLTage:PROTection:LOW:DELay? [MIN|MAX]

低電圧保護遅延 ( 秒単位 ) を設定し ます。低電圧保護機能は遅延時間中はト リ ガさ れませ

ん。遅延時間を過ぎると 、低電圧護機能がアク ティ ブになり ます。保護が有効である場合

に、偽のト リ ッ ピング、さ ら に出力状態での瞬間的な変動が過電流保護機能をト リ ガし な

いよう にするために使用できます。最小遅延は20.48マイ ク ロ秒で、最大遅延は2611秒で

す。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0.00002048～2611秒、*RST 20.48 μs <遅延値>

保護遅延を 0.2秒に設定し ます。VOLT:PROT:LOW:DEL 0.2

[SOURce:]VOLTage:PROTection:LOW:STATe 0|OFF|1|ON
[SOURce:]VOLTage:PROTection:LOW:STATe?

低電圧保護をオン／オフ し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON、*RSTOFF 0または1

電圧不足保護状態を有効にし ます。VOLT:PROT:LOW:STAT ON
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l 状態の原因が取り 除かれた後に、低電圧の状態はOUTPut:PROTection:CLEarによっ てク

リ アできます。

[SOURce:]VOLTage:RESistance[:LEVel][:IMMediate][:AMPLitude] <値>|MIN|MAX
[SOURce:]VOLTage:RESistance[:LEVel][:IMMediate][:AMPLitude]? [MIN|MAX]

出力抵抗レベルを設定し ます。 電圧優先モード にのみ適用さ れます。単位はΩです。抵抗

プログラ ミ ング範囲については、RP793xA/RP794xAおよびRP795xA/RP796xAの特性を参照

し てく ださ い。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0～最大値 ( モデルに依存 ) | MIN | MAX、*RST 0 0

0.5Ωの出力抵抗を指定し ます。VOLT:RES 0.5

l モデルRP793xAおよびRP794xAには、フ ァ ームウェ ア・ バージョ ン B.03.02.1232以上が必

要です。

l ユニッ ト が並列接続さ れている場合は、プログラ ム可能な出力抵抗が減少し ます。単

一ユニッ ト でプログラ ム可能な出力抵抗を、並列ユニッ ト の総数で割る必要があり ま

す。

[SOURce:]VOLTage:RESistance:STATe 0|OFF|1|ON
[SOURce:]VOLTage:RESistance:STATe?

出力抵抗プログラ ミ ングをオン／オフ し ます。 電圧優先モード にのみ適用さ れます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON、*RSTOFF 0または1

抵抗プログラ ミ ングをオンにし ます。VOLT:RES:STAT ON

l モデルRP793xAおよびRP794xAには、フ ァ ームウェ ア・ バージョ ン B.03.02.1232以上が必

要です。

[SOURce:]VOLTage:SLEW[:IMMediate] <値>|MIN|MAX|INFinity
[SOURce:]VOLTage:SLEW[:IMMediate]? [MIN|MAX]

電圧スルーレート を設定し ます。 スルーレート はボルト ／秒で設定さ れ、出力状態がオン

またはオフ になっ た場合も 含め、すべてのプログラ ムさ れた電圧の変化に影響し ます。こ

のスルー・ レート は、0と 9.9E+37の間の任意の値に設定できます。 非常に大きな値の場

合、スルー・ レート はユニッ ト の記載さ れているプログラ ミ ング速度および帯域幅による

制約を受けます。キーワード MAXまたは INFinityは、スルー・ レート を最大に設定し ます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0～9.9E+37、*RSTMAX <最大値>

出力スルーレート を 5 V/秒に設定する：VOLT:SLEW5
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l 問い合わせは送信さ れた値を返し ます。値が最小スルー・ レート より 小さ い場合は、

最小値が返さ れます。 また、スルー設定の分解能は最小値と 同じ で、VOLTage:SLEW?
MINを使用し て問い合わせるこ と ができます。正確な値は校正に従っ てわずかに異なり

ます。

[SOURce:]VOLTage:SLEW:MAXimum 0|OFF|1|ON
[SOURce:]VOLTage:SLEW:MAXimum?

最大スルーレート ・ オーバラ イ ド をオン／オフ し ます。 オンにすると 、スルー・ レート

は最大値に設定さ れます。 無効の場合、スルーレート は [SOURce:]VOLTage:SLEWコ マンド

により 設定さ れた即時値に設定さ れます。VOLTage:SLEW? MAXにより 、設定さ れた最大ス

ルーレート を問い合わせます。

パラ メ ータ 代表的な戻り 値

0|OFF|1|ON、*RSTON 0または1

最大スルーレート のオーバーラ イ ド を有効にし ます。VOLT:SLEW:MAX ON

l VOLTage:SLEW:MAXコ マンド はVOLTage:SLEWコ マンド に結合さ れます。VOLTage:SLEW
がレート を MAXまたは INFinityに設定すると 、VOLTage:SLEW:MAXが有効になり ます。ス

ルーレート が他の値に設定さ れると 、VOLTage:SLEW:MAXは無効になり ます。
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ステータ ス ・ チュ ート リ アル

こ のセク ショ ンでは、個々のレジスタ およびレジスタ ・ グループの詳細について説明し ま

す。ステータ ス図は、ステータ ス・ レジスタ と グループがどのよう に相互接続さ れるのか

をグラ フ ィ カ ルに表現し たも のです。

ステータ ス ・ レ ジスタ

動作ステータ ス ・ グループ

疑問ステータ ス ・ グループ

標準イ ベン ト ・ ステータ ス ・ グループ

ステータ ス ・ バイ ト ・ レ ジスタ

エラ ーおよ び出力待ち 行列

ステータ ス図

ステータ ス ・ レ ジスタ

動作および疑問ステータ ス・ グループは、4つの異なる種類のレジスタ を使用し て機器イ

ベント を追跡、選別、フ ラ グ付けおよび有効化し ます。標準イ ベント ・ グループは、イ ベ

ント およびイ ネーブル・ レジスタ のみを使用し ます。

l 条件レジスタ により 、機器の状態が連続的に監視さ れます。条件レジスタ のビッ ト は

リ アルタ イ ムに更新さ れ、ビッ ト はラ ッ チさ れません。

l PTR/NTRレジスタ は、イ ベント ・ レジスタ に送信さ れる信号を選別し ます。PTRビッ ト

がセッ ト さ れると 、正のエッ ジ遷移の信号がイ ベント ・ レジスタ に送信さ れます。NTR
ビッ ト がセッ ト さ れると 、負のエッ ジ遷移の信号がイ ベント ・ レジスタ に送信さ れま

す。両方のビッ ト がセッ ト さ れると 、すべての信号が送信さ れます。どちら のビッ ト

も セッ ト さ れないと 、信号は送信さ れません。

l イ ベント ・ レジスタ は、PTRおよびNTRレジスタ を通る遷移をラ ッ チし ます。イ ベン

ト ・ ビ ッ ト がセッ ト さ れると 、イ ベント ・ レジスタ が読み取ら れるまで、セッ ト さ れた

ままになり ます。イ ベント ・ レジスタ を読み取ると 、イ ベント ・ ビ ッ ト はク リ アさ れま

す。

l イ ネーブル・ レジスタ により 、イ ベント ・ レジスタ のどのビッ ト がステータ ス・ バイ

ト ・ レジスタ に報告さ れるかが定義さ れます。イ ネーブル・ レジスタ は書き込みや読み

取り ができます。

動作ステータ ス ・ グループ

こ れら のレジスタ は、通常動作中に発生する信号を記録し ます。こ のグループは、条件、

PTR/NTR、イ ベント 、およびイ ネーブルの各レジスタ で構成さ れます。 動作ステータ ス・
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レジスタ ・ グループの出力は、Status Byteレジスタ のOPERationサマリ ・ ビ ッ ト (7)に論理的

にORさ れます。「 ステータ ス図」 を参照し てく ださ い。

次の表に、動作ステータ ス・ レジスタ のビッ ト 割り 当てを示し ます。

ビッ ト ビッ ト 名 10進値 定義

0 CV 1 出力は定電圧モード

1 CC 2 出力は定電流モード

2 OFF 4 出力はオフ にプログラ ム

3 WTG-meas 8 測定システムがト リ ガ待ちの状態

4 WTG-tran 16 ト ラ ンジェ ント ・ システムがト リ ガ待ちの状

態

5 MEAS-active 32 測定システムが開始さ れたか、または進行中

6 TRAN-active 64 ト ラ ンジェ ント ・ システムが開始さ れたか、

または進行中

7～15 未使用 未使用 0が返さ れます。

疑問ステータ ス ・ グループ

こ れら のレジスタ は、動作異常を示す信号を記録し ます。こ のグループは、条件、

PTR/NTR、イ ベント 、およびイ ネーブルの各レジスタ で構成さ れます。 疑問ステータ ス・

グループの出力は、Status Byteレジスタ のQUEStionableサマリ ・ ビ ッ ト (3)に論理的にORさ
れます。 「 ステータ ス図」 を参照し てく ださ い。

次の表に、Questionable1ステータ ス・ レジスタ のビッ ト 割り 当てを示し ます。

ビッ ト ビッ ト 名 10進値 定義

0 OV 1 出力は過電圧保護により オフ

1 OC 2 出力は過電流保護により オフ

2 PF 4 出力は停電により オフ ( ACラ イ ンがローまたは節

電状態 )

3 CP+ 8 出力は正の過電力制限により オフ

4 OT 16 出力は過熱保護により オフ

5 CP- 32 出力は負の過電力制限により オフ

6 OV- 64 出力は、センス・ リ ード の反転のため負のOVによ

り オフ

7 LIM+ 128 出力は正の電圧制限または電流制限

8 LIM- 256 出力は正の電圧制限または負の電流制限
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9 INH 512 出力は外部禁止信号により オフ

10 UNR 1024 出力は未調整

11 PROT 2048 出力はウォ ッ チド ッ グ・ タ イ マ保護により オフ

12 EDP 4096 出力は過剰出力変動保護により オフ

13～15 未使用 未使用 0が返さ れます。

次の表にQuestionable2の割り 当てを示し ます。

ビッ ト ビッ ト 名 10進値 定義

0 未使用 未使用 0が返さ れます。

1 IPK+ 2 出力は正のピーク 電流制限内

2 IPK- 4 出力は負のピーク 電流制限内

3 CSF 8 電流共有フ ォ ールト が発生

4 PSP 16 出力はプラ イ マリ ／セカ ンダリ 保護により オフ

5 SDP 32 出力は安全接続解除システム ( Safety Disconnect System) 保

護により オフ

6 UV 64 電圧不足保護が発生

7 OCF 128 内部過電流エラ ーが発生

8 LOV 256 内部過電圧エラ ーが発生

9 DOV 512 DUT印加過電圧エラ ーが発生

10～15 未使用 未使用 0が返さ れます。

DOV、LOV、OCFは、フ ァ ームウェ ア・ リ ビジョ ン B.04.04.809以降のユニッ ト

でのみ使用できます。

標準イ ベン ト ・ ステータ ス ・ グループ

こ れら のレジスタ は共通コ マンド によっ てプログラ ムさ れます。グループはイ ベント ・ レ

ジスタ およびイ ネーブル・ レジスタ で構成さ れます。標準イ ベント ・ レジスタ は、通信ス

テータ スに関連するイ ベント をラ ッ チし ます。こ れは、読み取り 時にク リ アさ れる読み

取り 専用レジスタ です。標準イ ベント ・ イ ネーブル・ レジスタ は動作および疑問ステータ

ス・ グループのイ ネーブル・ レジスタ と 同じ よう に機能し ます。 「 ステータ ス図」 を参

照し てく ださ い。

次の表に、標準イ ベント ・ ステータ ス・ レジスタ のビッ ト 割り 当てを示し ます。

ビッ ト ビッ ト 名 10進値 定義

0 動作完了 1 *OPCと それまでのすべてのコ マンド が実行済みです。

1 未使用 未使用 0が返さ れます。
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2 問い合わせエ

ラ ー

4 測定器は出力バッ フ ァ を読み取ろう と し まし たが、空でし

た。

以前の問い合わせが読み取ら れる前に、新し いコ マンド ・ ラ

イ ンを受信し たか、入力と 出力の両方のバッ フ ァ がいっ ぱい

です。

3 デバイ ス固有エ

ラ ー

8 セルフ テスト ・ エラ ーまたは校正エラ ーを含む、デバイ ス固

有のエラ ーが発生し まし た。エラ ー・ メ ッ セージ

4 実行エラ ー 16 実行エラ ーが発生し まし た。エラ ー・ メ ッ セージ

5 コ マンド 32 コ マンド 構文エラ ーが発生し まし た。エラ ー・ メ ッ セージ

6 未使用 未使用 0が返さ れます。

7 電源オン 128 最後にイ ベント ・ レジスタ が読み取ら れるかク リ アさ れてか

ら 、電源が入れ直さ れまし た。

ステータ ス ・ バイ ト ・ レ ジスタ

こ のレジスタ は、 IEEE 488.2 Standard Digital Interface for Programmable Instrumentationに定義

さ れる他のすべてのステータ ス・ グループから の情報をまと めたも のです。「 ステータ ス

図」 を参照し てく ださ い。

次の表に、ステータ ス・ バイ ト ・ レジスタ のビッ ト 割り 当てを示し ます。

ビッ ト ビッ ト 名 10進値 定義

0 未使用 未使用 0が返さ れます。

1 未使用 未使用 0が返さ れます。

2 エラ ー待ち行列 4 エラ ー待ち行列に1つ以上のエラ ーがあり ます。

SYSTem:ERRor?を使用し て、エラ ーを読み取り 、削除

し ます。

3 疑問ステータ ス・ サマリ 8 疑問データ ・ レジスタ に1つ以上のビッ ト がセッ ト

さ れています。ビッ ト を有効にする必要があり ま

す。STATus:QUEStionable:ENABleを参照し てく ださ い。

4 メ ッ セージが使用可能 16 機器の出力バッ フ ァ のデータ を利用できます。

5 イ ベント ・ ステータ ス・

サマリ

32 標準イ ベント ・ レジスタ に1つ以上のビッ ト がセッ

ト さ れています。ビッ ト を有効にする必要があり

ます。*ESEを参照し てく ださ い。

6 マスタ ・ ステータ ス・ サ

マリ

64 ステータ ス・ バイ ト ・ レジスタ で 1ビッ ト または複

数ビッ ト が設定さ れていて、それにより サービ

ス・ リ ク エスト が生成さ れる可能性があり ます。

ビッ ト を有効にする必要があり ます。*SREを参照

し てく ださ い。

7 動作ステータ ス・ サマリ 128 動作ステータ ス・ レジスタ に1つ以上のビッ ト が

セッ ト さ れています。ビッ ト を有効にする必要が

あり ます。STATus:OPERation:ENABleを参照し てく だ

さ い。
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マスタ ・ ステータ ス ・ サマリ およ びサービ ス ・ リ ク エスト のビ ッ ト

MSSは、サービス・ リ ク エスト ・ イ ネーブル・ レジスタ によっ て許可さ れるすべてのス

テータ ス・ バイ ト ・ レジスタ ・ ビ ッ ト のリ アルタ イ ムの ( ラ ッ チさ れていない ) サマリ で

す。MSSは機器が1つ以上の理由によっ てサービスを要求する場合に必ず設定さ れます。

*STB?は応答のビッ ト 位置6でMSSを読み取り ますが、ステータ ス・ バイ ト ・ レジスタ の

ビッ ト はク リ アし ません。

RQSビッ ト はMSSビッ ト をラ ッ チし たも のです。機器がサービスを要求する場合は常に、

SRQ割り 込みラ イ ンを真にセッ ト し 、RQSをステータ ス・ バイ ト ・ レジスタ のビッ ト 6に
ラ ッ チし ます。コ ン ト ローラ がシリ アル・ ポールを行う 場合、RQSはレジスタ 内部でク リ

アさ れ、応答のビッ ト 位置6に返さ れます。ステータ ス・ バイ ト ・ レジスタ の残り のビッ

ト は変わり ません。

エラ ーおよ び出力待ち 行列

エラ ー待ち行列は、First-In-First-Out( FIFO) データ ・ レジスタ で、エラ ーまたはイ ベント

の数値またはテキスト の説明を格納し ます。エラ ー・ メ ッ セージは、SYSTem:ERRor?に
よっ て読み取ら れるまで格納さ れたままになり ます。待ち行列がオーバーフ ローすると 、

待ち行列内の前回のエラ ー／イ ベント はエラ ー-350「 Queue overflow( 待ち行列オーバーフ

ロー ) 」 に置き換えら れます。

出力待ち行列はFirst-In-First-Out( FIFO) データ ・ レジスタ で、メ ッ セージをコ ン ト ローラ

が読み取るまで格納し ます。待ち行列にメ ッ セージが保持さ れている場合は常に、ステー

タ ス・ バイ ト ・ レジスタ のMAVビッ ト (4)をセッ ト し ます。
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ステータ ス図
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ト リ ガ ・ チュ ート リ アル

RPSト リ ガ・ システムは、機器の動作をさ まざまなユーザ利用環境に合う よう に制御す

る、柔軟で多目的のシステムです。以下のト リ ガ図は、ト リ ガのソ ースと 宛先がどのよう

に相互接続さ れるのかをグラ フ ィ カ ルに表現し たも のです。

ト リ ガ ・ ソ ース

ト リ ガ先

ト リ ガ図

ト リ ガ ・ ソ ース

以下の表は、ト リ ガ図の左側に表示さ れる利用可能なト リ ガ・ ソ ースを示し ます。すべて

のト リ ガ・ ソ ースがすべてのト リ ガ・ サブシステムに適用さ れるのではないこ と に注意し

てく ださ い。

ソ ース 説明

BUS GPIBデバイ ス・ ト リ ガ、*TRG、または<GET>( Group Execute Trigger：グループ実行ト リ

ガ ) を有効にし ます。

CURR1 出力電流レベルを選択し ます。

IMMediate INITiatedが実行さ れると 同時にト ラ ンジェ ント を ト リ ガし ます。

PIN<n>|EXTernal ト リ ガ入力と し て設定さ れているデジタ ル・ ポート ・ ピンを選択し ます。 <n>はピン

番号を指定し ます。EXTernalは、ト リ ガ入力と し て構成さ れたすべてのコ ネク タ ・ ピ

ンを選択し ます。

TRAN1 ト ラ ンジェ ント ・ システムをト リ ガ・ ソ ースと し て選択し ます。

TRIG:ACQ:IMM 収集を即座にト リ ガし ます。

TRIG:TRAN:IMM 過渡を即座にト リ ガし ます。

VOLT1 出力電圧レベルを選択し ます。

ト リ ガ先

次の表に、ト リ ガ・ システムの宛先を示し ます。

宛先 説明

デジタ ル・ ピン ト リ ガを指定のデジタ ル・ ピンに送信し ます。「 デジタ ル・ ポート のプログラ ミ ン

グ」 を参照し てく ださ い。

過渡 ( ト ラ ンジェ ン

ト ) システム

ト リ ガを指定ト ラ ンジェ ント ( STEP、BOST、EOST) に送信し ます。

収集システム ト リ ガを収集システム ( TOUT) に送信し ます。
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Arb 任意波形を開始し ます。最初に波形を有効にし て開始する必要があり ます。「 出力ト

ラ ンジェ ント のプログラ ミ ング」 を参照し てく ださ い。

ト リ ガ図
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リ セッ ト ・ ステート ( *RST)

Statesメ ニュ ーで電源投入時状態のリ コ ール・ モード を有効にし ている場

合、電源投入時／リ セッ ト ・ ステート が以下に示すも のと 異なる場合があ

り ます ( 「 測定器ステート の記録」 を参照 ) 。

リ セッ ト 設定

以下の表に、リ セッ ト ・ ステート を示し ます。こ れら のパラ メ ータ は、電源投入時または

*RST後に示さ れた値にリ セッ ト さ れます。

SCPIコ マンド の*RST設定

ARB:COUNt 1

ARB:CURRent:CDWell:DWELl 0.001

ARB:FUNCtion:SHAPe CDW

ARB:FUNCtion:TYPE VOLTage

ARB:TERMinate:LAST OFF

ARB:VOLTage:CDWell:DWELl 0.001

CALibrate:STATe OFF

CURRent 0

CURRent:LIMit 定格の1.02％

CURRent:LIMit:NEGative 定格の-10.2%

CURRent:MODE FIXed

CURRent:PROTection:DELay 20 ms

CURRent:PROTection:DELay:STARt SCHange

CURRent:PROTection:STATe OFF

CURRent:SHARing OFF

CURRent:SLEW MAX

CURRent:SLEW:MAXimum ON

CURRent:TRIGgered 0

DIGital:OUTPut:DATA 0

DIGital:TOUTput:BUS OFF

DISPlay ON
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SCPIコ マンド の*RST設定

DIGital:OUTPut:DATA 0

DIGital:TOUTPut:BUS OFF

FORMat:DATA ASCII

FORMat:BORDer NORMal

FUNCtion VOLTage

INITialize:CONTinuous:TRANsient OFF

LIST:COUNt 1

LIST:CURRent 1ステッ プを 0に設定

LIST:DWELl 1ステッ プを 0.001に設定

LIST:STEP AUTO

LIST:TERMinate:LAST OFF

LIST:TOUTput:BOSTep 1ステッ プを OFFに設定

LIST:TOUTput:EOSTep 1ステッ プを OFFに設定

LIST:VOLTage 1ステッ プを定格の0.1％に設

定

LXI:IDENtify OFF

LXI:MDNS OFF

OUTPut OFF

OUTPut:DELay:FALL 0

OUTPut:DELay:RISE 0

OUTPut:PROTection:WDOG OFF

OUTPut:PROTection:WDOG:DELay 60

RESistance 0

RESistance:STATe 0

SENSe:CURRent:RANGe:AUTO 定格の102.5%

SENSe:FUNCtion:CURRent 1

SENSe:FUNCtion:VOLTage 1

SENSe:SWEep:NPLCycles 1

SENSe:SWEep:OFFSet:POINts 0

SENSe:SWEep:POINts 3255( 60 Hz) 、3906( 50 Hz)
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SCPIコ マンド の*RST設定

SENSe:SWEep:TINTerval 5.12E–6

SENSe:WINDow RECTangular

STEP:TOUTput OFF

TRIGger:ACQuire:CURRent 0

TRIGger:ACQuire:CURRent:SLOPe POSitive

TRIGger:ACQuire:SOURce BUS

TRIGger:ACQuire:TOUTput OFF

TRIGger:ACQuire:VOLTage 0

TRIGger:ACQuire:VOLTage:SLOPe POSitive

TRIGger:ARB:SOURce BUS

TRIGger:TRANsient:SOURce BUS

VOLTage 定格の0.1%

VOLTage:LIMit 定格の1%

VOLTage:MODE FIXed

VOLTage:PROTection 定格の120%

VOLTage:RESistance 0

VOLTage:RESistance:STATe OFF

VOLTage:SLEW MAX

VOLTage:SLEW:MAXimum ON

VOLTage:TRIGgered 定格の0.1%

不揮発性設定

以下の表に、不揮発性パラ メ ータ の出荷時設定を示し ます。こ れら は電源の入れ直し や

*RSTによっ て影響さ れません。

SCPIの出荷時設定

CALibrate:DATE 空の文字列

CALibrate:PASSword 0

DIGital:PIN<all>:FUNCtion DINput

DIGital:PIN<all>:POLarity POSitive
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SCPIの出荷時設定

DISPlay:VIEW METER_VI

INSTrument:GROup:FUNCtion NONE

INSTrument:GROup:SECondary:ADDRess 1

OUTPut:COUPle OFF

OUTPut:COUPle:DOFFset 0

OUTPut:INHibit:MODE OFF

OUTPut:PON:STATe RST

OUTPut:RELay:LOCK OFF

SYSTem:LFRequency:MODE AUTO

SYSTem:SDS:DIGital:DATA:OUTPut 0

SYSTem:SDS:ENABle オフ

フ ロント ・ パネルの出荷時設定

フ ロント ・ パネルのロッ ク アウト ・

パスワード

無効

フ ァ ームウェ ア・ アッ プデート のパ

スワード 保護

無効

GPIBアド レス 5

GPIBイ ンタ フ ェ ース $$$GPIBいんた

ふぇ ーす

オン

LANイ ンタ フ ェ ース $$$LANいんた

ふぇ ーす

オン

USBイ ンタ フ ェ ース $$$USBいんた

ふぇ ーす

オン

スク リ ーン ・ セーバ オン

スク リ ーン ・ セーバ遅延 60分

ウェ イ ク ・ オン I/O オン

イ ンタ フ ェ ースの出荷時設定

GPIBアド レスの取得 自動

サブネッ ト ・ マスク 255.255.0.0

デフ ォ ルト ・ ゲート ウェ イ 0.0.0.0

ホスト 名 K-<シリ アル番号>
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SCPIの出荷時設定

mDNSサービス名 KeysightRP79xxx回生型双方向直流電源<シリ アル番号

>

LANサービス：VXI-11 オン

LANサービス：Telnet オン

LANサービス：mDNS オン

LANサービス：Webサーバ オン

LANサービス：ソ ケッ ト オン

Webパスワード 空白
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SCPIエラ ー・ メ ッ セージ

Keysight本体によっ て、SCPI標準に準拠し たエラ ー・ メ ッ セージが返さ れます。

l 各イ ンタ フ ェ ース固有のエラ ー待ち行列 ( GPIB、USB、VXI-11、Telnet／ソ ケッ ト ごと

に1つ ) に最大20個のエラ ーを保存できます。エラ ーの原因と なっ た I/Oセッ ショ ンの

エラ ー待ち行列にエラ ーが表示さ れます。

l フ ロン ト ・ パネルのERRイ ンジケータ は、エラ ー待ち行列に1つ以上のエラ ーが存在す

る場合にオンになり ます。

l 特殊なグローバル・ エラ ー待ち行列には、すべての電源投入およびハード ウェ ア関連

エラ ー ( 過熱など ) が保持さ れています。

l エラ ーは発生順 ( FIFO) で読み取ら れ、読み取ら れたエラ ーはク リ アさ れます。 イ ン

タ フ ェ ース固有のエラ ーがすべて読み取ら れた後に、グローバル・ エラ ー待ち行列内

のエラ ーが読み取ら れます。エラ ー待ち行列のすべてのエラ ーを読み取ると 、ERRイ ン

ジケータ はオフ になり ます。

l 20個を超えるエラ ーが発生し た場合は、待ち行列に保存さ れた最後のエラ ー ( 最新の

エラ ー ) が-350「 Error queue overflow( エラ ー待ち行列のオーバーフ ロー ) 」 に置き換

わり ます。待ち行列から エラ ーを削除するまで、その後のエラ ーは記録さ れません。

エラ ー待ち行列を読み取ると きにエラ ーが発生し ていなかっ た場合、応答は+0「 No
error( エラ ーなし ) 」 です。

l フ ロン ト ・ パネルには、すべての I/Oセッ ショ ンと グローバル・ エラ ー待ち行列内にあ

るエラ ーが表示さ れます。フ ロン ト ・ パネルから エラ ー待ち行列を読み取るには、

ERRORキーを押し ます。

l エラ ー状態はステータ ス・ バイ ト ・ レジスタ でも 要約さ れます。詳細については、

「 Statusサブシステムの概要」 を参照し てく ださ い。

l イ ンタ フ ェ ース固有のエラ ー待ち行列は、電源を入れ直し たり *CLSを実行すると ク リ

アさ れます。エラ ー待ち行列は*RSTではク リ アさ れません。

l SCPI:

SYSTem:ERRor? 待ち行列から エラ ーを 1個読み取り 、ク リ アし ます。

エラ ーのフ ォ ーマッ ト は以下のと おり です ( エラ ー文字列に255文字まで含めるこ と

ができます ) 。

エラ ー デバイ ス依存エラ ー ( こ れら のエラ ーでは標準イ ベン ト ・ ステータ ス ・

レ ジスタ ・ ビ ッ ト 3が設定 )

0 No error

ERR?問い合わせでエラ ーがない場合はこ れが返さ れます。

101 Calibration state is off
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校正がオンではあり ません。本器は校正コ マンド を受け付けません。

102 Calibration password is incorrect

校正パスワード が正し く あり ません。

103 Calibration is inhibited by switch setting

校正モード が校正スイ ッ チによっ てロッ ク アウト さ れています。

104 Bad sequence of calibration commands

校正コ マンド が正し い順序で入力さ れていません。

105 Unexpected output current

測定さ れた出力電流が許容範囲外です。

106 Zero measurement out of range error

“zero”の測定値は許容範囲外です。

107 Programming cal constants out of range

プログラ ムさ れた校正定数が許容範囲外です。

108 Measurement cal constants out of range

測定校正定数が許容範囲外です。

109 Over voltage cal constants out of range

過電圧校正定数が許容範囲外です。

110 Wrong V+I

機器に正し い電圧または電流値を設定できませんでし た。

114 Wrong status

不適切なステータ ス機能が報告さ れまし た。

116 Locked out by internal switch setting

こ の機能は内部スイ ッ チによっ てロッ ク アウト さ れています。

117 Calibration error

校正エラ ーが発生し まし た。校正定数は保存さ れません。機器の校正を再試行し てく ださ

い。

200 Hardware error channel <1>

出力でハード ウェ ア・ エラ ーが発生し まし た。

201 Invalid configuration

不正な並列またはSDS設定は許可さ れません。
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202 Selftest Fail

セルフ テスト ・ フ ェ ールが発生し まし た。詳細については、セルフ テスト ・ フ ェ ール・ リ

スト を参照し てく ださ い。

203 Compatibility function not implemented

要求さ れた互換性機能は使用できません。

204 NVRAM checksum error

機器の不揮発性ラ ンダム・ アク セス・ メ モリ でチェ ッ ク サム・ エラ ーが発生し まし た。

205 NVRAM full

機器の不揮発性ラ ンダム・ アク セス・ メ モリ がいっ ぱいです。

206 File not found

内部校正フ ァ イ ルまたは内部チャ ネル属性フ ァ イ ルがNVRAMに見つかり ません。

207 Cal file version error

古いフ ァ ームウェ アを使用し て校正フ ァ イ ルが書き込まれたか読み取ら れまし た。フ ァ ー

ムウェ アをアッ プデート する必要があり ます。

208 Running backup firmware

機器は現在フ ァ ームウェ アのバッ ク アッ プ ( 以前 ) のバージョ ンで実行さ れています。

210 Frame NVRAM error

機器で不揮発性RAMエラ ーが発生し まし た。

212 State file not loaded

以前に保存し た出力ステート ・ フ ァ イ ルがロード できませんでし た。

214 Line frequency error

電源周波数と 電源周波数設定間で不一致が発生し まし た。

215 Hardware failure

電源でハード ウェ アの不具合が発生し まし た。

302 Option not installed

こ のコ マンド によっ てプログラ ムさ れるオプショ ンはイ ンスト ールさ れていません。

303 There is not a valid acquisition to fetch from

測定バッ フ ァ に有効なデータ があり ません。

304 Volt and curr in incompatible transient modes

電圧と 電流を同時にステッ プおよびリ スト ・ モード にするこ と はできません。
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305 A triggered value is on a different range

ト リ ガ値の範囲が現在設定さ れている範囲と は異なっ ています。

306 Too many list points

指定さ れているリ スト ・ ポイ ン ト が多すぎます。

307 List lengths are not equivalent

1つ以上のリ スト の長さ が異なり ます。

308 This setting cannot be changed while transient trigger is initiated

機器がト リ ガ・ シーケンスを待機または実行し ている間は設定を変更できません。

309 Cannot initiate, voltage and current in fixed mode

ト ラ ンジェ ン ト ・ ジェ ネレータ を起動できません。電圧機能か電流機能のいずれかが固定

モード に設定さ れています。

310 The command is not supported by this model

こ の機器には、こ のコ マンド をサポート するために必要なハード ウェ ア機能またはオプ

ショ ンがあり ません。

315 Settings conflict error

現在の機器の状態が原因でデータ 要素がプログラ ムできませんでし た。

316 Mass storage error

マス・ スト レージ・ メ モリ が制限を超えています。

317 Invalid format

コ マンド 文字列に無効なデータ ・ フ ォ ーマッ ト が見つかり まし た。

320 Firmware update error

本体ハード ウェ アがこ のフ ァ ームウェ ア・ バージョ ンをサポート し ていない可能性があり

ます。

324 Inconsistent arb settings

任意波形設定に整合性があり ません。任意波形の長さ が一致し ていない可能性があり ま

す。

327 Initiated with no sense function enabled

測定 ( センス ) 関数を指定し ないで測定が開始さ れています。

328 Too many measurement points

指定さ れている測定ポイ ント が多すぎます。

331 Illegal parameter value
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パラ メ ータ 値が範囲外、または存在し ません。

332 Primary/secondary error

プラ イ マリ ／セカ ンダリ 構成でエラ ーが発生し まし た。

333 Safety Disconnect error

SDSユニッ ト でエラ ーが発生し まし た。

コ マン ド ・ エラ ー ( こ れら のエラ ーでは標準イ ベン ト ・ ステータ ス ・ レ ジスタ ・

ビ ッ ト 5が設定 )

-100 Command error

一般的なシンタ ッ ク ス・ エラ ーです。

-101 Invalid character

コ マンド 文字列に無効な文字が見つかり まし た。

-102 Syntax error

コ マンド 文字列に無効な構文が見つかり まし た。スペースをチェ ッ ク し てく ださ い。

-103 Invalid separator

コ マンド 文字列に無効な区切り 文字が見つかり まし た。「 ,」 、「 ;」 、「 :」 が適切に使用

さ れているかどう か確認し てく ださ い。

-104 Data type error

コ マンド 文字列で許可さ れていないデータ 型が見つかり まし た。

-105 GET not allowed

コ マンド 文字列内にはグループ実行ト リ ガは使用できません。

-108 Parameter not allowed

期待さ れる数より 多いパラ メ ータ を受け取り まし た。

-109 Missing parameter

期待さ れる数より 少ないパラ メ ータ を受け取り まし た。

-110 Command header error

ヘッ ダでエラ ーが検出さ れまし た。

-111 Header separator error

コ マンド 文字列で無効なヘッ ダ・ セパレータ 文字が見つかり まし た。

-112 Program mnemonic too long

ヘッ ダの文字数が12文字を超えています。
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-113 Undefined header

こ の機器に対し て無効なコ マンド を受け取り まし た。

-114 Header suffix out of range

数値サフ ィ ッ ク スの値が無効です。

-120 Numeric data error

一般的な数値データ ・ エラ ーです。

-121 Invalid character in number

コ マンド 文字列にデータ 型には無効な文字が見つかり まし た。

-123 Exponent too large

指数の大きさ が32000を超えています。

-124 Too many digits

数値パラ メ ータ の仮数に、先行の0を除いて 255桁を超える数値が含まれています。

-128 Numeric data not allowed

数値パラ メ ータ を受け取り まし たが、文字列が期待さ れていまし た。

-130 Suffix error

一般的なサフ ィ ッ ク ス・ エラ ーです。

-131 Invalid suffix

数値パラ メ ータ に対し て誤っ たサフ ィ ッ ク スが指定さ れまし た。

-134 Suffix too long

サフ ィ ッ ク スの文字数が12文字を超えています。

-138 Suffix not allowed

こ のコ マンド に対し てはサフ ィ ッ ク スがサポート さ れていません。

-140 Character data error

一般的な文字データ ・ エラ ーです。

-141 Invalid character data

文字データ 要素に無効な文字が含まれているか、要素が有効ではあり ません。

-144 Character data too long

文字データ の要素数が12文字を超えています。

-148 Character data not allowed
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離散パラ メ ータ を受け取り まし たが、文字列または数値パラ メ ータ が期待さ れていまし

た。

-150 String data error

一般的な文字列データ ・ エラ ーです。

-151 Invalid string data

無効な文字列を受け取り まし た。文字列が引用符に囲まれているこ と を確認し てく ださ

い。

-158 String data not allowed

文字列を受け取り まし たが、こ のコ マンド には許可さ れていません。

-160 Block data error

一般的なブロッ ク ・ データ ・ エラ ーです。

-161 Invalid block data

送信データ ・ バイ ト 数が、ヘッ ダに指定さ れているバイ ト 数に一致し ません。

-168 Block data not allowed

データ は任意ブロッ ク ・ フ ォ ーマッ ト で送信さ れまし たが、こ のコ マンド には許可さ れて

いません。

実行エラ ー ( こ れら のエラ ーでは標準イ ベン ト ・ ステータ ス ・ レ ジスタ ・ ビ ッ ト

4が設定 )

-200 Execution error

一般的なシンタ ッ ク ス・ エラ ーです。

-220 Parameter error

データ 要素関連エラ ーが発生し まし た。

-221 Settings conflict

現在の機器の状態が原因でデータ 要素が実行できませんでし た。

-222 Data out of range

値が有効な範囲外であるため、データ 要素が実行できませんでし た。

-223 Too much data

機器が処理能力を超えるデータ を含むデータ 要素を受信し まし た。

-224 Illegal parameter value

期待さ れていた正確な値を受信し ませんでし た。

-225 Out of memory
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デバイ スに要求さ れた操作を実行するのに十分なメ モリ があり ません。

-226 Lists not same length

1つ以上のリ スト の長さ が異なり ます。

-230 Data corrupt or stale

データ が無効な可能性があり ます。新し い測定が開始さ れまし たが、完了し ませんでし

た。

-231 Data questionable

測定確度に問題がある可能性があり ます。

-232 Invalid format

データ ・ フ ォ ーマッ ト または構造が不適切です。

-233 Invalid version

データ ・ フ ォ ーマッ ト のバージョ ンが機器に対し て正し く あり ません。

-240 Hardware error

機器にハード ウェ アの問題があるため、コ マンド を実行できませんでし た。

-241 Hardware missing

オプショ ンなどのハード ウェ アが存在し ないため、コ マンド を実行できませんでし た。

問い合わせエラ ー ( こ れら のエラ ーでは標準イ ベン ト ・ ステータ ス ・ レ ジスタ ・

ビ ッ ト 2が設定 )

-400 Query Error

一般的な問い合わせエラ ーです。

-410 Query INTERRUPTED

条件により 中断さ れた問い合わせエラ ーが発生し まし た。

-420 Query UNTERMINATED

条件により 未完了の問い合わせエラ ーが発生し まし た。

-430 Query DEADLOCKED

条件により デッ ド ロッ ク し た問い合わせエラ ーが発生し まし た。

-440 Query UNTERMINATED after indefinite response

不定応答を示す問い合わせが実行さ れた後に、同じ プログラ ム・ メ ッ セージの中で問い合

わせを受信し まし た。
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互換性コ マン ド

こ のセク ショ ンではKeysight RPS7900シリ ーズと 既存のKeysight N7900シリ ーズ Advanced
Power Systems( APS) の互換性について説明し ます。機能セッ ト のために、N7900
Advanced Power Systems向けに記述さ れたプログラ ムのみが回生型双方向直流電源 ( RPS:
Regenerative Power System) モデルと 互換性があり ます。すべての機能が両方のフ ァ ミ リ

で共通であると は限ら ないこ と に注意し てく ださ い。

RPSモデルと 互換性がある APSコ ード ・ コ マン ド

こ れら のKeysight N7900 APSコ マンド はRPSモデルと 互換性があり ます。

N7900シリ ーズAPSコ マンド RPSモデルでの同等の動作

[SOURce]
      :RESistance <値>
            :STATe<Bool>

[SOURce]
      :VOLTage
            :RESistance <値>
                  :STATe<Bool>

RPSモデルと のAPS機能セッ ト の比較

次の表では、Keysight N7900 APSモデルの機能セッ ト と RPSモデルの機能セッ ト を比較し ま

す。

機能 N7900 APSモデルに含

まれる

2象限動作

電圧優先または電流優先の動作

電圧または電流スルーレート

抵抗プログラ ミ ング ( 電圧優先モード )
出力帯域幅選択 ( 電圧優先モード )

はい

あり

あり

あり

あり

出力ト リ ガ

シングルステッ プ出力変更

出力リ スト ( 最大512ポイ ント )
一定の持続時間の任意波形 ( 最大64kポイ ント )

はい

あり

あり

スカ ラ 測定

      DC、RMS、High/Low、Min/Max電流スカ ラ 測定

      DC、RMS、High/Low、Min/Max電圧スカ ラ 測定

平均電力

アンペア時と ワッ ト 時

はい

あり

あり

あり

デジタ イ ズ測定

電圧／電流同時測定

電流、電圧、電力配列データ

外部データ ・ ロギング

あり

あり

あり
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機能 N7900 APSモデルに含

まれる

ト リ ガ・ システム

測定

過渡 ( ト ラ ンジェ ント )
デジタ ル・ ポート ・ ピン

出力状態

ユーザ定義保護

ブラ ッ ク ・ ボッ ク ス・ イ ベント

ト リ ガ・ ルーティ ング

はい

あり

あり

あり

あり

あり

あり

保護機能

リ モート およびローカ ルの過電圧

過電流

過熱

過剰な出力変動

高イ ンピーダンス／低イ ンピーダンス

ユーザ保護

補助安全接続解除システムの利用

はい

あり

あり

あり

あり

あり

いいえ

システム機能

デジタ ル・ ポート ・ ピン

リ モート 禁止／フ ォ ールト 出力

フ ァ ン速度制御

結合出力のオン／オフ

      2つのワイ ヤ電流共有

出力リ レー

ブラ ッ ク ・ ボッ ク ス・ レコ ーダ

センス・ フ ォ ールト 検出

プラ イ マリ ／セカ ンダリ ・ モード 機能

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

いいえ
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6
検証と 校正

テスト 機器と セッ ト アッ プ

性能検証

機器校正

テスト ・ レ コ ード ・ フ ォ ーム



テスト 機器と セッ ト アッ プ

テスト 機器

測定セッ ト アッ プ

テスト 機器

以下のリ スト に、性能検証手順と 調整手順に対する推奨テスト 測定器を示し ます。リ スト

に示し た測定器がない場合には、同等の確度の校正標準を代用し てく ださ い。

測定器 要件 推奨モデル 使用1

デジタ ル・ マルチ

メ ータ

分解能：10 nV@ 1V;
表示値：8 1/2桁
確度：20 ppm

Keysight 3458A V、C

電流シャ ント 2 100 A( 0.01Ω ) 0.01%、

TC＝4ppm／ΩC
300 A( 0.001Ω ) 0.01%、

TC＝4ppm／ΩC
1000A( 0.1mΩ ) 0.02%、

TC＝25ppm／ΩC

Guildline 9230A/100
Guildline 9230A/300
Guildline 9230A/1000( または同等モデ

ル )

V、C

電子負荷

と ソ ース 2
20 V、800 A、10 kW
80 V、250 A、10 kW
160 V、125 A、10 kW
500 V、40 A、10 kW
950 V、20 A、10 kW

KeysightRP7933AまたはRP7943A3

KeysightRP7935AまたはRP7945A3

KeysightRP7936AまたはRP7946A3

KeysightRP7952AまたはRP7962A3

KeysightRP7953AまたはRP7963A3

V

DC電源4 80 V、40 A KeysightRP7935A/RP7945A3

または同等モデル

C

GPIBコ ント ローラ フ ルGPIB機能 Keysight 82350Bまたは同等モデル V、C

オシロスコ ープ 感度：1 mV
帯域幅：20 MHz
プローブ：RFチッ プで 10:1
プローブ：RFチッ プで 100:1

KeysightDSO6054Aまたは同等モデル

Keysight 10073D
Keysight 10076C

V

RMS電圧計 真の実効値

帯域幅 : 20 MHz
感度：100 μV

Rhode&SchwartzモデルURE3
または同等モデル

V

差動増幅器 帯域幅：20 MHz LeCroy 1855A、DA1850Aまたは同等モ

デル

V

差動プローブ 10:1/100:1選択可 LeCroy DXC100Aまたは同等モデル V

終端 50Ω BNC終端 V

1V=検証、C=校正
2テスト する モデルの出力定格電圧によ る
3テスト 設備で利用可能な ACメ イ ン によ る ( 208 VAC 3ø または 480 VAC 3ø)
4モデル RP795xA/RP796xAのみでの校正に必要
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測定セッ ト アッ プ

電圧計

検証手順と 校正手順の実行中に、電圧計によっ て読み取ら れる値が出力電流リ ッ プルのAC
ピーク の瞬間的測定によっ て影響さ れないよう にするには、DC測定を何度か行い平均化

し ます。

Keysight 3458A DMMを使用し ている場合、こ れを自動的に行う よう に電圧計を設定できま

す。測定器のフ ロント ・ パネルから 、測定ごと に100電源周波数をプログラ ムし ます。

NPLC 100 ENTERを押し ます。さ ら に、自動校正 ( ACAL) と オート レンジ機能 ( ARANGE)
をオンにし ます。

電流シャ ント

4端子の電流シャ ント は、負荷リ ード および接続の電圧降下によっ て発生する出力電流測

定エラ ーを排除するために使用さ れます。電流シャ ント には、負荷接続端子内に特別な電

流モニタ リ ング端子があり ます。こ れら の電流モニタ リ ング端子に電圧計を直接接続し ま

す。

電子負荷

テスト 手順の多く では、必要な電力を消費できる可変負荷を使用する必要があり ます。す

べてのテスト で、Keysight RP79xxAユニッ ト は負荷と し て使用できます。ただし 定格電圧が

テスト 対象ユニッ ト と 同等であるこ と が必要です。負荷抵抗器より も RP79xxA負荷ユニッ

ト のほう が簡単に使用できます。

テスト 手順を若干変更するこ と で、可変負荷の代わり に固定負荷抵抗を使用できます。動

作中に高電圧と の接触を避けるため、スイ ッ チを使用し て電子負荷を接続、切断、短絡し

ます。

また、コ ンピュ ータ で制御さ れたテスト ・ セッ ト アッ プが使用さ れている場合、 ( コ ン

ピュ ータ と システム電圧計に比べて ) 比較的遅いRPSのセト リ ング時間と スルーレート を

考慮する必要があり ます。テスト ・ システムがRPSより も 高速の場合、テスト ・ プログラ

ムに "Wait"ステート メ ン ト を使用できます。
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性能検証

概要

検証セッ ト アッ プ

テスト に関する 注意事項

電圧プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード バッ ク 確度

定電圧負荷変動

定電圧リ ッ プルおよ びノ イ ズ

ト ラ ン ジェ ン ト 回復時間

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード バッ ク 確度

定電流負荷変動

電流シン ク 機能の検証

テスト ・ レ コ ード ・ フ ォ ーム

概要

感電の危険、致死電圧：多く のモデルが60 VDCを超える電圧を発生さ せ、定

格が950 VDCのモデルも あり ます。測定器のすべての接続、負荷の配線、負

荷の接続が絶縁さ れているか、または付属の安全カ バーで覆われており 、致

死的な電圧に誤っ て触れるこ と がないよう にし てく ださ い。

性能検証テスト を使用し て、UUT( テスト 対象ユニッ ト ) が正常に動作し ており 、公表さ

れた仕様を満たし ているこ と を検証し ます。以下の2つの異なるレベルの性能検証テスト

を実行できます。

l 性能検証テスト 詳細なテスト ・ セッ ト です。最初に機器を受領し たと きや調整後の受

け入れ検査と し て推奨さ れています。

l 校正テスト こ れら のテスト は機器が校正限界内で動作し ているこ と を検証し ます。

性能検証テスト は、機器を最初に受領し たと きの受け入れ検査と し て推奨さ れています。

受け入れ検査の結果は、機器の仕様と 比較し てく ださ い。

Keysight Technologiesは、校正間隔ごと に性能検証テスト を繰り 返すこ と を推奨し ます。こ

れにより 、次の校正まで仕様に適合するこ と 、および長期にわたる優れた安定性が保証さ

れます。こ の方法を使用し て測定さ れた性能データ は、今後の校正間隔を拡大するために

使用できます。

検証テスト は、電源の校正前に実行し てく ださ い。機器が検証試験に合格し た場合、ユ

ニッ ト は校正制限内で動作し ており 、再校正を行う 必要はあり ません。
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機器がいずれかのテスト に失敗し た場合、または異常なテスト 結果になっ た場合は、ユ

ニッ ト の校正を試みてく ださ い。校正で問題が解決し ない場合は、Keysight Technologies
サービス・ センタ にユニッ ト を返送し てく ださ い。

検証で必要と さ れる装置およびテスト ・ セッ ト アッ プのリ スト については、「 推奨さ れる

テスト 装置と セッ ト アッ プ 」 を参照し てく ださ い。電圧計、電流シャ ント 、および負荷の

接続の詳細については、「 測定のセッ ト アッ プ 」 も 参照し てく ださ い。

感電の危険、致死電圧：多く のモデルが60 VDCを超える電圧を発生さ せ、

定格が950 VDCのモデルも あり ます。測定器のすべての接続、負荷の配

線、負荷の接続が絶縁さ れているか、または付属の安全カ バーで覆われて

おり 、致死的な電圧に誤っ て触れるこ と がないよう にし てく ださ い。

ユニッ ト のセンス端子または出力端子に装置を接続する、または切断する

場合は、出力を必ずオフ にし てく ださ い。

装置の破損：検証手順中は、動作ポイ ント より も 若干高く 機器の過電圧保

護機能を設定するこ と を推奨し ます。こ れにより 、出力電圧が規定さ れた

電圧設定値より も 誤っ て高く なっ ている場合に発生するおそれがある外部

装置 ( 電子負荷、差動増幅器 ) の破損を防ぎます。

検証手順を完了し て装置のすべての設定をそれら のデフ ォ ルト 値に戻し

た後、ユニッ ト をオフ にし 、リ セッ ト ・ コ マンド を送信し ます。
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検証セッ ト アッ プ

テスト に関する 注意事項

最適な性能を実現するには、すべての検証と 校正の手順が以下の推奨事項に適合する必要

があり ます。

l 周囲温度が18℃～28℃の範囲内で安定し ている。

l 周囲相対湿度が80%未満である。

l 検証または調整の前に30分間のウォ ームアッ プを行う 。

l ノ イ ズを減ら すためケーブルはできるだけ短く し 、ツイ スト 線またはシールド 線を使

用する。
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検証手順

電圧プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード バッ ク 確度

こ のテスト では、電圧プログラ ミ ング機能と 測定機能が仕様の範囲内であるこ と を検証し

ます。

ステッ プ 1. テスト 対象ユニッ ト の電源をオフ にし ます。DMMをセンス・ ネジに接続するだ

けです ( 「 テスト ・ セッ ト アッ プ A」 を参照 ) 。RP79xxA負荷ユニッ ト を接続し ないでく だ

さ い。

ステッ プ 2. テスト 対象ユニッ ト の電源をオンにし 、「 電圧プログラ ミ ングと リ ード バッ

ク 、最小電圧」 のテスト ・ レ コ ード ・ フ ォ ームでの説明に従っ て機器の設定をプログラ ム

し ます。出力をオンにし ます。出力状態は「 CV」 に、出力電流は0に近い値になり ます。

ステッ プ 3. DMMから 読み取っ た出力電圧 ( Vout) と 機器により イ ンタ フ ェ ース上で測定さ

れた電圧を記録し ます。 読み値は、「 電圧プログラ ミ ングと リ ード バッ ク 、最小電圧」 で

の該当するモデルのテスト ・ レ コ ード ・ フ ォ ームで指定さ れている制限値の範囲内になっ

ている必要があり ます。

次のステッ プでは、テスト 中のユニッ ト の全出力電圧を出力に印加し ま

す。

ステッ プ 4. 「 電圧プログラ ミ ングと リ ード バッ ク 、高電圧」 のテスト ・ レ コ ード ・ フ ォ ー

ムでの説明に従っ て機器の設定をプログラ ムし ます。

ステッ プ 5. DMMから 読み取っ た出力電圧 ( Vout) と 機器により イ ンタ フ ェ ース上で測定さ

れた電圧を記録し ます。 読み値は、「 電圧プログラ ミ ングと リ ード バッ ク 、高電圧」 での

該当するモデルのテスト ・ レ コ ード ・ フ ォ ームで指定さ れている制限値の範囲内になっ て

いる必要があり ます。

定電圧負荷変動

こ のテスト では、フ ル負荷から 負荷なし への電流の変化による電圧の変化を測定し ます。

ステッ プ 1. テスト 対象ユニッ ト の電源をオフ にし ます。DMMをセンス・ ネジに接続し 、

RP79xxA負荷ユニッ ト を接続し ます。RP79xxA負荷の定格電圧がテスト 対象ユニッ ト の定格

電圧と 一致するこ と を確認し ます。 ( 「 テスト ・ セッ ト アッ プ A」 を参照 ) 。

ステッ プ 2. テスト 対象ユニッ ト の電源をオンにし 、「 CV負荷変動」 のテスト ・ レ コ ード ・

フ ォ ームでの説明に従っ て機器の設定をプログラ ムし ます。出力をオンにし ます。

ステッ プ 3. 「 CV負荷変動」 のテスト ・ レ コ ード ・ フ ォ ームでの説明に従っ て出力電流の

RP79xxA負荷を設定し ます。出力をオンにし ます。テスト 対象ユニッ ト の出力ステータ ス

は「 CV」 です。こ の状態になっ ていない場合は、出力電流がやや低下するよう に負荷を調

整し てく ださ い。

ステッ プ 4. DMMから の出力電圧読み値を記録し ます。
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ステッ プ 5. RP79xxA負荷の出力をオフ にし ます。DMMから の電圧の読み値をも う 一度記録

し ます。ステッ プ 4と 5でのDMM読み値の差異は負荷変動であり 、「 CV負荷変動」 での該

当するモデルのテスト ・ レ コ ード ・ フ ォ ームに示さ れている値を超過し ないよう にする必

要があり ます。

定電圧リ ッ プルおよ びノ イ ズ

出力における定期偏移と ラ ンダム偏移が組み合わさ り 、DC出力電圧で重畳さ れる残留AC
電圧が生成さ れます。こ の残留電圧は、示唆さ れた周波数範囲でのRMSノ イ ズまたはp-p
ノ イ ズと し て指定さ れます ( RP793xA、RP794xAおよびRP795xA、RP796xAの各仕様を参

照 ) 。

ステッ プ 1. テスト 対象ユニッ ト の電源をオフ にし ます。RP79xxA負荷ユニッ ト 、差動増幅

器、およびオシロスコ ープ ( AC結合 ) を出力に接続し ます ( 「 テスト ・ セッ ト アッ プ C」
を参照 ) 。RP79xxA負荷の定格電圧がテスト 対象ユニッ ト の定格電圧と 一致するこ と を確

認し ます。

ステッ プ 2. 図に示すよう に、差動プローブを使用し て、差動増幅器を＋と －の出力端子に

接続し ます。2本のプローブのシールド は、一緒に接続する必要があり ます。オシロス

コ ープの入力を 50Ω終端にし て、差動増幅器の出力をオシロスコ ープに接続し ます。

ステッ プ 3. モデル RP795xA、RP796xAでは、プローブを 1:100に設定し 、差動増幅器の出力

がプローブ設定に一致するよう に設定し ます。モデル RP794xA、RP795xAでは、プローブ

を 1:10に設定し 、差動増幅器の出力がプローブ設定に一致するよう に設定し ます。入力を

AC結合に設定し ます。入力抵抗を 1 MΩに設定し ます。 オシロスコ ープのタ イ ム・ ベース

を 5 ms/divに、垂直スケールを波形がク リ ッ ピングし ない最大感度に設定し ます。帯域幅

制限 ( 通常は20 MHz) をオンにし 、サンプリ ング・ モード をピーク 検出に設定し ます。

ステッ プ 4. テスト 対象ユニッ ト の電源をオンにし 、「 CVリ ッ プルおよびノ イ ズ」 のテス

ト ・ レ コ ード ・ フ ォ ームでの説明に従っ て機器の設定をプログラ ムし ます。出力をオンに

し ます。RP79xxA負荷をテスト ・ レ コ ード ・ カ ード に示すよう にプログラ ムし て、出力を

オンにし ます。オシロスコ ープを数秒間作動さ せ、十分な測定ポイ ント を生成し ます。

Keysight Infiniiumスコ ープ上での最大p-p電圧測定値は、右側の画面下部に表示さ れます。

算出値は、「 CVリ ッ プルおよびノ イ ズ、p-p」 でのテスト ・ レ コ ード ・ フ ォ ームに示さ れ

ている p-p制限値を超えないよう にする必要があり ます。

測定結果に疑問符が付いている場合は、その測定値を消去し て再試行し

てく ださ い。こ れは、受信し たスコ ープ・ データ に疑問データ が含まれて

いるこ と を意味し ます。

ステッ プ 5. オシロスコ ープを切り 離し 、RMS電圧計を所定の位置に接続し ます。50オーム

終端は切り 離さ ないでく ださ い。差動増幅器設定に従っ て、RMS電圧計の読み値を除算し

ます。算出値は、「 CVリ ッ プルおよび雑音、RMS」 での該当するモデルのテスト ・ レ コ ー

ド ・ フ ォ ームに示さ れている RMS制限値を超えないよう にする必要があり ます。
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ト ラ ン ジェ ン ト 回復時間

こ のテスト では、機器の定格負荷電流の50%変化に続いて、出力電圧が指定値の範囲内ま

で回復するのに要する時間を測定し ます。

ステッ プ 1. テスト 対象ユニッ ト の電源をオフ にし ます。オシロスコ ープの指定し たプロー

ブをセンス端子に接続し ます ( 「 テスト ・ セッ ト アッ プ A」 を参照 ) 。RP79xxA負荷ユニッ

ト を出力端子に接続し ます。RP79xxA負荷の定格電圧がテスト 対象ユニッ ト の定格電圧と

一致するこ と を確認し ます。

ステッ プ 2. テスト 対象ユニッ ト の電源をオンにし 、「 過渡応答」 のテスト ・ レ コ ード ・

フ ォ ームでの説明に従っ て機器の設定をプログラ ムし ます。

ステッ プ 3. RP79xxA負荷のリ スト ジェ ネレータ を 50%の負荷サイ ク ルで 100 Hzの電流波形を

生成するよう に設定し ます。次のコ マンド を使用し てリ スト をプログラ ムし ます。

FUNC:CURR -電流優先を指定し ます。

VOLT:LIM MAX -電圧制限を指定し ます。

CURR:MODE LIST -電流優先を指定し ます。

LIST:CURR <low_value>,<high_value> -電流の最低、最高値に対し てレコ ード ・ カ ード をテスト するために参照し

ます。

LIST:DWEL 0.005, 0.005 - 50%の負荷サイ ク ルで 100 Hz電流波形を指定し ます。

LIST:COUN INF - リ スト ・ カ ウント を無限に設定し ます。

INIT:TRAN - ト ラ ンジェ ント ・ システムを起動し ます。

TRIG:TRAN - ト ラ ンジェ ント ・ システムをト リ ガし ます。

OUTP:ON -負荷をオンにし ます。

ステッ プ 4. 次の図に示す波形に類似し た波形になるよう にオシロスコ ープを調整し ます。

ステッ プ 5. 出力電圧は、負荷変化の後に、指定さ れた時刻に指定さ れた電圧範囲内まで戻

るよう にする必要があり ます。正と 負のスロープでト リ ガするこ と により 、負荷を加える

と き と 除去すると きの両方のト ラ ンジェ ン ト を確認し ます。「 過渡応答」 の性能テスト ・

レ コ ード ・ フ ォ ームに示さ れている時刻「 t」 に電圧を記録し ます。

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード バッ ク 確度

こ のテスト では、電流プログラ ミ ング機能と 測定機能が仕様の範囲内であるこ と を検証し

ます。

ステッ プ 1. テスト 対象ユニッ ト の電源をオフ にし ます。電流シャ ント を出力端子の間に直

接接続し ます。電流シャ ント を挟んでDMMを直接接続し ます ( 「 テスト ・ セッ ト アッ プ

B」 を参照 ) 。テスト のこ の部分では、RP79xxA負荷を使用し ません。
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ステッ プ 2. テスト 対象ユニッ ト の電源をオンにし 、「 電流プログラ ミ ングと リ ード バッ

ク 、最小電流」 のテスト ・ レ コ ード ・ フ ォ ームでの説明に従っ て機器の設定をプログラ ム

し ます。出力状態は「 CC」 に、出力電圧は0に近い値になり ます。温度を安定さ せるため

に5分待機し ます。

ステッ プ 3. 電流シャ ント の電圧降下 ( DMM読み値 ) をアンペアに変換するシャ ン ト 抵抗

で除算し 、こ の値を記録し ます。 ( Iout) 。また、機器のこ のイ ンタ フ ェ ースで測定さ れ

た電流を記録し ます。読み値は、「 電流プログラ ミ ングと リ ード バッ ク 、最小電流」 での

テスト ・ レ コ ード ・ フ ォ ームで指定さ れている制限値の範囲内になっ ている必要があり ま

す。

ステッ プ 4.「 電流プログラ ミ ングと リ ード バッ ク 、高電流」 のテスト ・ レ コ ード ・ フ ォ ー

ムでの説明に従っ て機器の設定をプログラ ムし ます。温度を安定さ せるために5分待機し

ます。

ステッ プ 5. 電流シャ ント の電圧降下 ( DMM読み値 ) をアンペアに変換するシャ ン ト 抵抗

で除算し 、こ の値を記録し ます。 ( Iout) 。また、機器のこ のイ ンタ フ ェ ースで測定さ れ

た電流の読み値を記録し ます。読み値は、「 電流プログラ ミ ングと リ ード バッ ク 、高電

流」 でテスト ・ レ コ ード ・ フ ォ ームで指定さ れている制限値の範囲内になっ ている必要が

あり ます。

定電流負荷変動

こ のテスト では、ショ ート から フ ル・ スケールへの電圧の変化による電流の変化を測定し

ます。

ステッ プ 1. テスト 対象ユニッ ト の電源をオフ にし ます。電流シャ ント を出力端子の間に直

接接続し ます。電流シャ ント を挟んでDMMを直接接続し ます ( 「 テスト ・ セッ ト アッ プ

B」 を参照 ) 。

ステッ プ 2. テスト 対象ユニッ ト の電源をオンにし 、「 CC流負荷変動」 のテスト ・ レ コ ード

での説明に従っ て機器の設定をプログラ ムし ます。出力状態は「 CC」 に、出力電圧は0に
近い値になり ます。温度を安定さ せるために5分待機し ます。

ステッ プ 3. 電流シャ ント の電圧降下 ( DMM読み値 ) をアンペアに変換するシャ ン ト 抵抗で

除算し 、こ の値を記録し ます。

ステッ プ 4. テスト 対象ユニッ ト の電源をオフ にし て、電流シャ ント と 出力端子間に

RP79xxA負荷ユニッ ト を接続し ます ( 「 テスト ・ セッ ト アッ プ B」 を参照 ) 。 RP79xxA負荷

の定格電圧がテスト 対象ユニッ ト の定格電圧と 一致するこ と を確認し ます。

ステッ プ 5. 電圧優先モード のRP79xxA負荷を設定し 、「 CC負荷変動」 のテスト ・ レ コ ード

での説明に従っ て電圧に合わせてその負荷をプログラ ムし ます。負荷の出力をオンにし ま

す。

ステッ プ 6.テスト 対象ユニッ ト の設定を、「 CC流負荷変動」 のテスト ・ レ コ ード での説明

に従っ てプログラ ムし ます。テスト 対象ユニッ ト の出力をオンにし ます。出力状態は

「 CC」 になり ます。こ の状態になっ ていない場合は、出力電圧がやや低下するよう に負

荷を調整し てく ださ い。
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ステッ プ 7. 電流シャ ント の電圧降下 ( DMM読み値 ) をアンペアに変換するシャ ン ト 抵抗で

除算し 、こ の値を記録し ます。ステッ プ 3での電流読み値の差異は負荷変動であり 、「 CC
負荷変動」 での該当するモデルのテスト ・ レ コ ード に示さ れている値を超過し ないよう に

する必要があり ます。

電流シン ク 機能の検証

こ のテスト では、電源に定格出力電流の100%までシンク する能力があるこ と を確認し ま

す。

ステッ プ 1. テスト 対象ユニッ ト の電源をオフ にし て、+および-の出力端子に外部ソ ースと

し てRP79xxAを接続し ます ( 「 テスト ・ セッ ト アッ プ C」 を参照 ) 。RP79xxAソ ースの定格

電圧がテスト 対象ユニッ ト の定格電圧と 一致するこ と を確認し ます。

ステッ プ 2.RP79xxA外部ソ ースを次のよう に設定し ます。電圧設定＝テスト 対象ユニッ ト の

定格出力電圧の50 %。電流制限設定＝テスト 対象ユニッ ト の定格出力電流の110%。

ステッ プ 3. テスト 対象ユニッ ト の電源をオンにし ます。動作モード を電流優先に設定し ま

す。「 電流シンク 検証」 のテスト ・ レ コ ード での説明に従っ て、機器の設定をプログラ ム

し ます。

ステッ プ 4. RP79xxAソ ースのフ ロン ト ・ パネル・ ディ スプレイ を見て、電源が定格電流の

100%をシンク し ているこ と を確認し ます。電流シャ ント の電圧降下 ( DMM読み値 ) をア

ンペアに変換するシャ ン ト 抵抗で除算し 、こ の値を記録し ます。読み値は、「 電流シン

ク ・ テスト 」 でのテスト ・ レ コ ード ・ フ ォ ームで指定さ れている制限値の範囲内になっ て

いる必要があり ます。
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機器校正

概要

校正間隔

校正セッ ト アッ プ

テスト に関する 注意事項

校正モード の入力

電圧校正

電流温度係数校正 - RP793xA、RP794xA

電流校正

電流共有校正 - RP795xA、RP796xA

抵抗ボト ムアウト 校正 - RP795xA、RP796xA

校正日の入力

校正を 保存し てロ グアウト

概要

感電の危険、致死電圧：多く のモデルが60 VDCを超える電圧を発生さ せ、定

格が950 VDCのモデルも あり ます。測定器のすべての接続、負荷の配線、負

荷の接続が絶縁さ れているか、または付属の安全カ バーで覆われており 、致

死的な電圧に誤っ て触れるこ と がないよう にし てく ださ い。

こ の機器は閉ケース電子式校正機能を搭載し ており 、内部の機械的な調整は不要です。こ

の機器は、設定さ れた入力基準値に基づいて補正係数を計算し 、次の校正調整が実行さ れ

るまで不揮発性メ モリ に補正係数を保存し ます。こ のEEPROM校正メ モリ は、電源の入れ

直し または*RSTによっ て変更さ れません。

校正で必要と さ れる装置およびテスト ・ セッ ト アッ プのリ スト については、「 推奨さ れる

テスト 装置と セッ ト アッ プ 」 を参照し てく ださ い。電圧計、電流シャ ント 、および負荷の

接続の詳細については、「 測定のセッ ト アッ プ 」 も 参照し てく ださ い。校正に関するその

他の情報は以下のと おり です。

l 校正機能を含むAdminメ ニュ ーを表示するには、正し いパスワード が必要です。パス

ワード は0( ゼロ ) にプリ セッ ト さ れています。校正モード に入っ たら すぐ にパスワー

ド を変更し 、校正モード への不正アク セスを防止できます。詳細については、「 パス

ワード 保護」 を参照し てく ださ い。

6 検証と 校正

310 Keysight RP7900シリ ーズ操作／サービス・ ガイ ド



l SCPIコ マンド を使用し てユニッ ト を校正する場合は、ほと んどのステッ プにおいて処

理前に *OPC?問い合わせを送信し て、電源のコ マンド 完了と 同期し ます。機器から の応

答は、*OPC?が送信さ れるごと に読み取る必要があり ます。一部のステッ プでは、

*OPC?の応答に最大30秒かかるこ と があり ます。

l 開始後は、各校正手順を完了する必要があり ます。それぞれの校正部分が完了する

と 、機器は新し い校正定数を計算し て使用を開始し ます。ただし 、こ れら の定数は、

SAVEコ マンド が明示的に実行さ れるまで不揮発性メ モリ に保存さ れません。

l Adminメ ニュ ーから ログアウト するか、CAL:STAT OFFを送信するこ と によっ て、校正

モード を終了し ます。校正し ても 保存し ない場合は、すべてそれ以前の校正定数に戻

るこ と に注意し てく ださ い。

校正間隔

1年の校正間隔

機器は、利用状況の確度要件によっ て決定さ れる一定の間隔で校正する必要があり ます。

ほと んどの利用では1年の校正間隔で十分です。確度仕様は、一定の校正間隔で調整を実

施し ている場合にのみ保証さ れます。校正間隔が1年を超えると 、公表さ れた確度仕様は

保証さ れません。

3年の校正間隔

電圧／電流プログラ ミ ングおよび測定確度仕様は、検証のテスト ・ レ コ ード ・ フ ォ ームに

示さ れた 1年の校正確度仕様に係数3を乗算するこ と で、3年の校正間隔に延長できます。

校正セッ ト アッ プ
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テスト に関する 注意事項

最適な性能を実現するには、すべての検証と 校正の手順が以下の推奨事項に適合する必要

があり ます。

l 周囲温度が18℃～28℃の範囲内で安定し ている。

l 周囲相対湿度が80%未満である。

l 検証または調整の前に30分間のウォ ームアッ プを行う 。

l ノ イ ズを減ら すためケーブルはできるだけ短く し 、ツイ スト 線またはシールド 線を使

用する。

校正手順

校正モード の入力

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\Admin\Loginを選択し ます。

Passwordフ ィ ールド にパスワード を入力し ます。 次

に、 [Select]を押し ます。

CAL:STAT ON <パスワード >

電圧校正

電圧プログラ ミ ングおよび測定

ステッ プ 1.Keysight 3458A DMMの電圧入力を出力に接続し ます ( 「 校正セッ ト アッ プ A」 を

参照 ) 。

ステッ プ 2.電圧プログラ ミ ングおよび測定校正を選択し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\Admin\Cal\Vprogを選択し ます。

電圧計が接続さ れているこ と を確認し 、 [次へ ]
を選択し ます。

フ ルスケール電圧レンジを指定し ます。

フ ル・ スケール・ レンジはモデルによっ

て異なり ます。こ こ では500 Vレンジを選

択し ます。

CAL:VOLT 500

ステッ プ 3.最初の電圧校正ポイ ント を選択し ます。DMMで出力電圧を測定し 、データ を入

力し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

画面には次のよう に表示さ れます。“Enter P1
measured data”。 外部DMMから データ を入力し ま

す。 終わっ たら [Enter]を押し ます。

CAL:LEV P1
*OPC?
CAL:DATA <データ >
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次のステッ プでは、テスト 中のユニッ ト の全出力電圧を出力に印加し ま

す。

ステッ プ 4. 2番目の電圧校正ポイ ント を選択し ます。DMMで出力電圧を測定し 、データ を

入力し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

画面には次のよう に表示さ れます。“Enter P2
measured data”。 外部DMMから データ を入力し ま

す。 終わっ たら [Enter]を押し ます。 [Back]を押

し て終了し ます。

CAL:LEV P2
*OPC?
CAL:DATA <データ >

電流温度係数校正

温度係数校正手順は、その他の電流校正手順より 前に実行する必要があ

り ます。

ステッ プ 1. 高精度シャ ント 抵抗を出力に接続し ます。シャ ン ト 抵抗では、出力のフ ルス

ケール電流を測定できるよう になっ ている必要があり ます ( 「 校正セッ ト アッ プ B」 を参

照 ) 。シャ ン ト 抵抗間にKeysight 3458A DMMを接続し ます。

ステッ プ 2.温度係数校正を選択し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\Admin\Cal\Misc\CurrTCを選択し ます。

シャ ント が接続さ れているこ と を確認し て [次
へ ]を選択し ます。

CAL:CURR:TC

ステッ プ 3.最初の電流校正ポイ ント を選択し ます。 温度を安定さ せるために5分待機し ま

す。 シャ ン ト 電流 ( I＝V／R) を計算し てデータ を入力し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

画面には次のよう に表示さ れます。“Enter P1
measured data”。こ れは、フ ルスケール電流定格

の約50％にし ます。終わっ たら [Enter]を押し ま

す。

CAL:LEV P1
*OPC?
CAL:DATA <データ >

ステッ プ 4. 2番目の電流校正ポイ ント を選択し ます。 温度を安定さ せるために5分待機し ま

す。 シャ ン ト 電流 ( I＝V／R) を計算し てデータ を入力し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

画面には次のよう に表示さ れます。“Enter P2
measured data”。外部DMMから データ を入力し ま

す。 こ れは、フ ルスケール電流定格の約80%に

し ます。終わっ たら [Enter]を押し ます。

CAL:LEV P2
*OPC?
CAL:DATA <データ >
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ステッ プ 5. 3番目の電流校正ポイ ント を選択し ます。温度を安定さ せるために5分待機し ま

す。シャ ン ト 電流 ( I＝V／R) を計算し てデータ を入力し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

画面には次のよう に表示さ れます。「 Enter P3
measured data」 。外部DMMから データ を入力し

ます。 こ れは、フ ルスケール電流定格の約

100%にし ます。終わっ たら [Enter]を押し ます。

[Back]を押し て終了し ます。

CAL:LEV P3
*OPC?
CAL:DATA <データ >

電流校正

電流プログラ ミ ングおよび測定

ステッ プ 1. 出力端子から すべての機器を取り 外し ます。

ステッ プ 2. 電流プログラ ミ ングおよび測定校正を選択し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\Admin\Cal\Curr\Iprogを選択し ます。

出力に何も 接続さ れていないこ と を確認し て

[次へ ]を選択し ます。

フ ルスケール電流レンジを指定し ます。

フ ル・ スケール・ レンジはモデルによっ

て異なり ます。こ こ では20 Aレンジを選

択し ます。

CAL:CURR 20

ステッ プ 3. 温度を安定さ せるために5分待機し ます。 最初の電流校正ポイ ント を選択し ま

す。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

5分待っ てから も う 一度 [次へ ]を選択し ます。 CAL:LEV P1
*OPC?

ステッ プ 4. 高精度シャ ント 抵抗を出力に接続し ます。シャ ン ト 抵抗では、出力のフ ルス

ケール電流の少なく と も 70%を測定できるよう になっ ている必要があり ます ( 「 校正セッ

ト アッ プ B」 を参照 ) 。シャ ン ト 抵抗間にKeysight 3458A DMMを接続し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

シャ ント が接続さ れているこ と を確認し て [次
へ ]を選択し ます。

適用不可
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ステッ プ 5. 2番目の電流校正ポイ ント を選択し ます。 温度を安定さ せるために5分待機し ま

す。 シャ ン ト 電流 ( I＝V／R) を計算し てデータ を入力し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

画面には次のよう に表示さ れます。“Enter P2
measured data”。 外部DMMから データ を入力し ま

す。 こ れは、フ ルスケール電流定格の約70%に
し ます。終わっ たら [Enter]を押し ます。 [Back]を
押し て終了し ます。

CAL:LEV P2
*OPC?
CAL:DATA <データ >

電流共有校正

こ の手順では、ユニッ ト を並列接続すると きに使用さ れる Imon信号を校正し ます。

ステッ プ 1.＋と －の出力端子を短絡し ます。共有コ ネク タ のピン 2および3を挟んで Keysight
3458A DMMを接続し ます ( 「 校正セッ ト アッ プ C」 を参照 ) 。

ステッ プ 2.電流共有校正を選択し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\Admin\Cal\Misc\CurrSharを選択し ます。

短絡さ れているこ と を確認し 、 [次へ ]を選択し

ます。

CAL:CURR:SHAR

ステッ プ 3.最初の校正ポイ ント を選択し ます。共有コ ネク タ を挟んで電圧を測定し 、デー

タ を入力し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

画面には次のよう に表示さ れます。“Enter P1
measured data”。外部DVMから のデータ を入力し

ます。こ れは約1ボルト になり ます。終わっ た

ら [Enter]を押し ます。 [Back]を押し て終了し ま

す。

CAL:LEV P1
*OPC?
CAL:DATA <データ >

ステッ プ 4.校正が完了し たら 、電圧計と 短絡を切り 離し ます。

抵抗ボト ムアウト 校正

こ の手順では、電流のシンク 中に実現可能な最小電圧を校正し ます。

ステッ プ 1.外部電源を＋と －の出力端子に接続し ます ( 「 校正セッ ト アッ プ D」 を参

照 ) 。

ステッ プ 2.外部電源を次のよう に設定し ます。電圧設定＝ ( 0.9 V＋0.08 *テスト 対象ユニッ

ト の最大出力電圧 ) ボルト 。電圧は、こ の値の10%以内になっ ている必要があり ます。電

流制限＝ ( 0.95 *テスト 対象ユニッ ト の定格出力電流 ) アンペア。電流制限は、こ の値の

2%以内になっ ている必要があり ます。

ステッ プ 3.抵抗ボト ムアウト 校正を選択し ます。校正には約5秒かかり ます。
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フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\Admin\Cal\Misc\ResBoutを選択し ます。電源

が接続さ れているこ と を確認し 、 [次へ ]を選択

し ます。

CAL:RES:BOUT
*OPC?

ステッ プ 4.校正が完了し たら 、電源を切り 離し ます。

校正日の入力

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\Admin\Cal\Dateを選択し ます。

Dateフ ィ ールド に校正日付を入力し ます。こ の

フ ィ ールド には、英数データ を入力するこ と も

できます。

CAL:DATE "<日付>"

校正を 保存し てロ グアウト

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\Admin\Cal\Saveを選択し ます。

Saveを選択し てすべての校正データ を保存し ま

す。

System\Admin\Logoutを選択し て

校正モード を終了し ます。

校正データ を保存する場合 :
CAL:SAVE

校正モード を終了する場合 :
CAL:STAT OFF
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テスト ・ レ コ ード ・ フ ォ ーム

Keysight RP7951A/RP7961A

RP7951A/RP7961A
テスト ・ レ コ ード

レポート 番号 ______ 日付__________

テスト の説明 モデル 最小仕様 結果 最大仕様

電圧プロ グラ ミ ン グと リ ード バッ ク

最小電圧 ( Vout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

圧：

高電圧 ( Vout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

圧：

両方

両方

両方

両方

0.43985
Vout - 0.08015

499.79
Vout - 0.230

_______
_______
_______
_______

0.56015
Vout + 0.08015

500.21
Vout + 0.230

CV負荷変動：

両方 - 0.030 _______ + 0.030

CVリ ッ プルおよ びノ イ ズ

    p-p：
    rms：

両方

両方

N/A
N/A

_______
_______

0.500
0.100

過渡応答 ( 500 µs) ：

両方 - 1.25 _______ + 1.25

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード バッ

ク &
最小電流 ( Iout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

流：

高電流 ( Iout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

流：

両方

両方

両方

両方

- 0.012
Iout - 0.012
19.968

Iout - 0.032

_______
_______
_______
_______

0.012
Iout + 0.012
20.032

Iout + 0.032

CC負荷変動：

両方 - 0.009 _______ + 0.009

電流シン ク ・ テスト

電流定格の100%： 両方 - 20.032 _______ - 19.968

RP7951A/RP7961AUUT設定 RP7952A/RP7962A負荷設定

電圧プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 最小 ) ：

電圧プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 高 ) ：

CV負荷変動、CVリ ッ プルおよ びノ イ

ズ：

過渡応答：

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 最小 ) ：

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 高 ) ：

CC負荷変動：

電流定格の100%( Isink) ：

電圧優先：0.5 V、10.25 A
電圧優先：500 V、10.25 A
電圧優先：250 V、20.5 A
電圧優先：250 V、20.5 A
電流優先：255 V、0 A
電流優先：255 V、20 A
電流優先：510 V、10 A
電流優先：255 V、 -20 A

未使用

未使用

電流優先：255 V、 -20 A
電流優先：285 V、 -10 A～ -20 A、 slew=max

電圧優先：250 V、0 A
電圧優先：250 V、 -20.5 A
電圧優先：500 V、 -10.25 A
電圧優先：250 V、 -20.5 A
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Keysight RP7952A/RP7962A

RP7952A/RP7962A
テスト ・ レ コ ード

レポート 番号 ______ 日付__________

テスト の説明 モデル 最小仕様 結果 最大仕様

電圧プロ グラ ミ ン グと リ ード バッ ク

最小電圧 ( Vout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

圧：

高電圧 ( Vout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

圧：

両方

両方

両方

両方

0.43985
Vout - 0.08015

499.78
Vout - 0.230

_______
_______
_______
_______

0.56015
Vout + 0.08015

500.21
Vout + 0.230

CV負荷変動：

両方 - 0.030 _______ + 0.030

CVリ ッ プルおよ びノ イ ズ

    p-p：
    rms：

両方

両方

N/A
N/A

_______
_______

0.500
0.100

過渡応答 ( 500 µs) ：

両方 - 1.25 _______ + 1.25

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード バッ

ク &
最小電流 ( Iout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

流：

高電流 ( Iout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

流：

両方

両方

両方

両方

- 0.024
Iout - 0.024
39.936

Iout - 0.064

_______
_______
_______
_______

0.024
Iout + 0.024
40.064

Iout + 0.064

CC負荷変動：

両方 - 0.017 _______ + 0.017

電流シン ク ・ テスト

電流定格の100%： 両方 - 40.064 _______ - 39.936

RP7952A/RP7962AUUT設定 RP7952A/RP7962A負荷設定

電圧プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 最小 ) ：

電圧プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 高 ) ：

CV負荷変動、CVリ ッ プルおよ びノ イ

ズ：

過渡応答：

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 最小 ) ：

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 高 ) ：

CC負荷変動：

電流定格の100%( Isink) ：

電圧優先：0.5 V、20.5 A
電圧優先：500 V、20.5 A
電圧優先：250 V、41 A
電圧優先：250 V、41 A
電流優先：255 V、0 A
電流優先：255 V、40 A
電流優先：510 V、20 A
電流優先：255 V、 - 40 A

未使用

未使用

電流優先：255 V、 -40 A
電流優先：285 V、 -20 A～ -40 A、 slew=max

電圧優先：250 V、0 A
電圧優先：250 V、 -41 A
電圧優先：500 V、 -20.5 A
電圧優先：250 V、 -41 A
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Keysight RP7953A/RP7963A

RP7953A/RP7963A
テスト ・ レ コ ード

レポート 番号 ______ 日付__________

テスト の説明 モデル 最小仕様 結果 最大仕様

電圧プロ グラ ミ ン グと リ ード バッ ク

最小電圧 ( Vout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

圧：

高電圧 ( Vout) ： *
イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

圧：

両方

両方

両方

両方

0.8797
Vout - 0.1603

949.595
Vout - 0.445

_______
_______
_______
_______

1.1203
Vout + 0.1603

950.405
Vout + 0.445

CV負荷変動：

両方 - 0.060 _______ + 0.060

CVリ ッ プルおよ びノ イ ズ

    p-p：
    rms：

両方

両方

N/A
N/A

_______
_______

1.000
0.200

過渡応答 ( 500 µs) ：

両方 - 2.375 _______ + 2.375

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード バッ

ク &
最小電流 ( Iout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

流：

高電流 ( Iout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

流：

両方

両方

両方

両方

- 0.012
Iout - 0.012
19.968

Iout - 0.032

_______
_______
_______
_______

0.012
Iout + 0.012
20.032

Iout + 0.032

CC負荷変動：

両方 - 0.009 _______ + 0.009

電流シン ク ・ テスト

電流定格の100%： 両方 - 20.032 _______ - 19.968

RP7953A/RP7963AUUT設定 RP7953A/RP7963A負荷設定

電圧プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 最小 ) ：

電圧プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 高 ) ：

CV負荷変動、CVリ ッ プルおよ びノ イ

ズ：

過渡応答：

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 最小 ) ：

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 高 ) ：

CC負荷変動：

電流定格の100%( Isink) ：

電圧優先：1.0 V、10.75 A
電圧優先：950 V、10.75 A
電圧優先：500 V、20.5 A
電圧優先：500 V、20.5 A
電流優先：510 V、0 A
電流優先：510 V、20 A
電流優先：969 V、10 A
電流優先：510 V、 - 20 A

未使用

未使用

電流優先：510 V、 - 20 A
電流優先：570 V、 -10 A～ -20 A、 slew=max

電圧優先：500 V、0 A
電圧優先：500 V、 -20.5 A
電圧優先：950 V、 -10.75 A
電圧優先：500 V、 -20.5 A
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Keysight RP7931A/RP7941A

RP7931A/RP7941A
テスト ・ レ コ ード

レポート 番号 ______ 日付__________

テスト の説明 モデル 最小仕様 結果 最大仕様

電圧プロ グラ ミ ン グと リ ード バッ ク

最小電圧 ( Vout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

圧：

高電圧 ( Vout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

圧：

両方

両方

両方

両方

0.017996
Vout - 0.002004

19.994
Vout - 0.006

_______
_______
_______
_______

0.022004
Vout + 0.002004

20.006
Vout + 0.006

CV負荷変動：

両方 - 0.001 _______ + 0.001

CVリ ッ プルおよ びノ イ ズ

    p-p：
    rms：

両方

両方

N/A
N/A

_______
_______

0.030
0.003

過渡応答 ( 300 µs) ：

両方 - 0.20 _______ + 0.20

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード バッ

ク &
最小電流 ( Iout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

流：

高電流 ( Iout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

流：

両方

両方

両方

両方

- 0.045
Iout - 0.045
399.795

Iout - 0.205

_______
_______
_______
_______

0.045
Iout + 0.045
400.205

Iout + 0.205

CC負荷変動：

両方 - 0.025 _______ + 0.025

電流シン ク ・ テスト

電流定格の100%： 両方 - 399.795 _______ - 400.205

RP7931A/RP7941AUUT設定 RP7933A/RP7943A負荷設定

電圧プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 最小 ) ：

電圧プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 高 ) ：

CV負荷変動、CVリ ッ プルおよ びノ イ

ズ：

過渡応答：

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 最小 ) ：

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 高 ) ：

CC負荷変動：

電流定格の100%( Isink) ：

電圧優先：0.02 V、204 A
電圧優先：20 V、204 A
電圧優先：10 V、408 A
電圧優先：10 V、408 A
電流優先：10.2 V、0 A
電流優先：10.2 V、400 A
電流優先：20.4 V、200 A
電流優先：10.2 V、 - 400 A

未使用

未使用

電流優先：10.2 V、 -400 A
電流優先：15 V、 -160 A～ -360 A、 slew=5 A/µs

電圧優先：10 V、0 A
電圧優先：10 V、 -408 A
電圧優先：20 V、 -204 A
電圧優先：10 V、 -408 A
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Keysight RP7932A/RP7942A

RP7932A/RP7942A
テスト ・ レ コ ード

レポート 番号 ______ 日付__________

テスト の説明 モデル 最小仕様 結果 最大仕様

電圧プロ グラ ミ ン グと リ ード バッ ク

最小電圧 ( Vout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

圧：

高電圧 ( Vout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

圧：

両方

両方

両方

両方

0.071984
Vout - 0.008016

79.976
Vout - 0.024

_______
_______
_______
_______

0.088016
Vout + 0.008016

80.024
Vout + 0.024

CV負荷変動：

両方 - 0.003 _______ + 0.003

CVリ ッ プルおよ びノ イ ズ

    p-p：
    rms：

両方

両方

N/A
N/A

_______
_______

0.080
0.008

過渡応答 ( 300 µs) ：

両方 - 0.80 _______ + 0.80

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード バッ

ク &
最小電流 ( Iout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

流：

高電流 ( Iout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

流：

両方

両方

両方

両方

- 0.013
Iout - 0.013
124.9495

Iout - 0.0505

_______
_______
_______
_______

0.013
Iout + 0.013
125.0505

Iout + 0.0505

CC負荷変動：

両方 - 0.013 _______ + 0.013

電流シン ク ・ テスト

電流定格の100%： 両方 - 124.9495 _______ - 125.0505

RP7932A/RP7942AUUT設定 RP7935A/RP7945A負荷設定

電圧プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 最小 ) ：

電圧プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 高 ) ：

CV負荷変動、CVリ ッ プルおよ びノ

イ ズ：

過渡応答：

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 最小 ) ：

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 高 ) ：

CC負荷変動：

電流定格の100%( Isink) ：

電圧優先：0.08 V、63.75 A
電圧優先：80 V、63.75 A
電圧優先：40 V、127.5 A
電圧優先：40 V、127.5 A
電流優先：40.4 V、0 A
電流優先：40.4 V、125 A
電流優先：80.8 V、62.5 A
電流優先：40.4 V、 - 125 A

未使用

未使用

電流優先：40.4 V、 -125 A
電流優先：60 V、 -50 A～112.5 A、 slew=2 A/µs

電圧優先：40 V、0 A
電圧優先：40 V、 -127.5 A
電圧優先：80 V、 -63.75 A
電圧優先：40 V、 -127.5 A
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Keysight RP7933A/RP7943A

RP7933A/RP7943A
テスト ・ レ コ ード

レポート 番号 ______ 日付__________

テスト の説明 モデル 最小仕様 結果 最大仕様

電圧プロ グラ ミ ン グと リ ード バッ ク

最小電圧 ( Vout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

圧：

高電圧 ( Vout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

圧：

両方

両方

両方

両方

0.017996
Vout - 0.002004

19.994
Vout - 0.006

_______
_______
_______
_______

0.022004
Vout + 0.002004

20.006
Vout + 0.006

CV負荷変動：

両方 - 0.001 _______ + 0.001

CVリ ッ プルおよ びノ イ ズ

    p-p：
    rms：

両方

両方

N/A
N/A

_______
_______

0.030
0.003

過渡応答 ( 300 µs) ：

両方 - 0.2 _______ + 0.2

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード バッ

ク

最小電流 ( Iout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

流：

高電流 ( Iout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

流：

両方

両方

両方

両方

- 0.090
Iout - 0.090
799.59

Iout - 0.41

_______
_______
_______
_______

0.090
Iout + 0.090
800.41

Iout + 0.41

CC負荷変動：

両方 - 0.050 _______ + 0.050

電流シン ク ・ テスト

電流定格の100%： 両方 - 799.59 _______ - 800.41

RP7933A/RP7943AUUT設定 RP7933A/RP7943A負荷設定

電圧プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 最小 ) ：

電圧プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 高 ) ：

CV負荷変動、CVリ ッ プルおよ びノ

イ ズ：

過渡応答：

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 最小 ) ：

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 高 ) ：

CC負荷変動：

電流定格の100%( Isink) ：

電圧優先：0.02 V、408 A
電圧優先：20 V、408 A
電圧優先：10 V、816 A
電圧優先：10 V、816 A
電流優先：10.2 V、0 A
電流優先：10.2 V、800 A
電流優先：20.4 V、400 A
電流優先：10.2 V、 - 800 A

未使用

未使用

電流優先：10.2 V、 -800 A
電流優先：15 V、 -320 A～ -720 A、 slew=10 A/µs

電圧優先：10 V、0 A
電圧優先：10 V、 -816 A
電圧優先：20 V、 -408 A
電圧優先：10 V、 -816 A
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Keysight RP7935A/RP7945A

RP7935A/RP7945A
テスト ・ レ コ ード

レポート 番号 ______ 日付__________

テスト の説明 モデル 最小仕様 結果 最大仕様

電圧プロ グラ ミ ン グと リ ード バッ ク

最小電圧 ( Vout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

圧：

高電圧 ( Vout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

圧：

両方

両方

両方

両方

0.071984
Vout - 0.008016

79.976
Vout - 0.024

_______
_______
_______
_______

0.088016
Vout + 0.008016

80.024
Vout + 0.024

CV負荷変動：

両方 - 0.003 _______ + 0.003

CVリ ッ プルおよ びノ イ ズ

    p-p：
    rms：

両方

両方

N/A
N/A

_______
_______

0.080
0.008

過渡応答 ( 300 µs) ：

両方 - 0.80 _______ + 0.80

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード バッ

ク &
最小電流 ( Iout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

流：

高電流 ( Iout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

流：

両方

両方

両方

両方

- 0.025
Iout - 0.025

249.9
Iout - 0.1

_______
_______
_______
_______

0.025
Iout + 0.025

250.1
Iout + 0.1

CC負荷変動：

両方 - 0.025 _______ + 0.025

電流シン ク ・ テスト

電流定格の100%： 両方 - 249.9 _______ - 250.1

RP7935A/RP7945AUUT設定 RP7935A/RP7945A負荷設定

電圧プロ グラ ミ ン グおよ びリ ー

ド バッ ク ( 最小 ) ：

電圧プロ グラ ミ ン グおよ びリ ー

ド バッ ク ( 高 ) ：

CV負荷変動、CVリ ッ プルおよ び

ノ イ ズ：

過渡応答：

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ー

ド バッ ク ( 最小 ) ：

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ー

ド バッ ク ( 高 ) ：

CC負荷変動：

電流定格の100%( Isink) ：

電圧優先：0.08 V、127.5 A
電圧優先：80 V、127.5 A
電圧優先：40 V、255 A
電圧優先：40 V、255 A
電流優先：40.4 V、0 A
電流優先：40.4 V、250 A
電流優先：80.8 V、125 A
電流優先：40.4 V、 - 250 A

未使用

未使用

電流優先：40.4 V、 -250 A
電流優先：60 V、 -100 A～ -225 A、 slew=4 A/µs

電圧優先：40 V、0 A
電圧優先：40 V、 -255 A
電圧優先：80 V、 -127.5 A
電圧優先：40 V、 -255 A

Keysight RP7900シリ ーズ操作／サービス・ ガイ ド 323

6 検証と 校正



Keysight RP7936A/RP7946A

RP7936A/RP7946A
テスト ・ レ コ ード

レポート 番号 ______ 日付__________

テスト の説明 モデル 最小仕様 結果 最大仕様

電圧プロ グラ ミ ン グと リ ード バッ ク

最小電圧 ( Vout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

圧：

高電圧 ( Vout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

圧：

両方

両方

両方

両方

0.143968
Vout - 0.016032

159.952
Vout - 0.048

_______
_______
_______
_______

0.176032
Vout + 0.016032

160.048
Vout + 0.048

CV負荷変動：

両方 - 0.006 _______ + 0.006

CVリ ッ プルおよ びノ イ ズ

    p-p：
    rms：

両方

両方

N/A
N/A

_______
_______

0.200
0.020

過渡応答 ( 300 µs) ：

両方 - 1.6 _______ + 1.6

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード バッ

ク

最小電流 ( Iout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

流：

高電流 ( Iout) ：

イ ン タ フ ェ ース上で測定さ れた電

流：

両方

両方

両方

両方

- 0.013
Iout - 0.013
124.9495

Iout - 0.0505

_______
_______
_______
_______

0.013
Iout + 0.013
125.0505

Iout + 0.0505

CC負荷変動：

両方 - 0.013 _______ + 0.013

電流シン ク ・ テスト

電流定格の100%： 両方 - 124.9495 _______ - 125.0505

RP7936A/RP7946AUUT設定 RP7936A/RP7946A負荷設定

電圧プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 最小 ) ：

電圧プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 高 ) ：

CV負荷変動、CVリ ッ プルおよ びノ

イ ズ：

過渡応答：

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 最小 ) ：

電流プロ グラ ミ ン グおよ びリ ード

バッ ク ( 高 ) ：

CC負荷変動：

電流定格の100%( Isink) ：

電圧優先：0.16 V、63.75 A
電圧優先：160 V、63.75 A
電圧優先：80 V、125 A
電圧優先：80 V、62.5 A
電流優先：80.8 V、0 A
電流優先：80.8 V、125 A
電流優先：161.6 V、62.5 A
電流優先：80.8 V、 - 125 A

未使用

未使用

電流優先：80.8 V、 -125 A
電流優先：120 V、 -50 A～112.5 A、 slew=2 A/µs

電圧優先：80 V、0 A
電圧優先：80 V、 -127.5 A
電圧優先：160 V、 -63.75 A
電圧優先：80 V、 -127.5 A
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サービスと 保守

概要

セルフ テスト 手順

フ ァ ームウェ ア ・ アッ プデート

サニタ イ ズ ( メ モリ のク リ ア )

校正スイ ッ チ

バッ テリ の交換

分解



概要

利用可能な修理サービ ス

保証期間中に本製品が故障し た場合、Keysight Technologiesは保証条件に基づいて機器の修

理または交換を行います。保証期間の終了後は、Keysightは手頃な価格で修理サービスを

提供し ます。

多く のKeysight製品には、標準保証が終了し た後に保証を延長するオプショ ンのサービス

契約が用意さ れています。

修理サービ スを 受ける 方法 ( ワールド ワイ ド )

製品のサービスを受けるには、最寄り のKeysight Technologiesサービス・ センタ にお問い合

わせく ださ い。窓口では、機器の修理または交換を手配し 、保証や修理費用 ( 該当する場

合 ) に関する情報をお伝えし ます。どのコ ンポーネント を送付するかなど、送付の手順に

ついては、Keysight Technologiesサービス・ センタ にお尋ねく ださ い。Keysightは、装置を

返送できるよう に、元の輸送用カ ート ンを保管し ておく こ と をお勧めし ます。

ユニッ ト を 返送する 前に

ユニッ ト を返送する前に、外部と の接続より も 機器に故障があるかどう かを確認し てく だ

さ い。過去1年以内に機器が正確に校正さ れているこ と を確認し てく ださ い ( 「 校正間

隔」 を参照 ) 。

ユニッ ト が動作不能な場合、以下の点について確認し ます。

l AC電源コ ード が本体にし っ かり と 接続さ れているこ と

l AC電源コ ード が正常なコ ンセント に差し 込まれているこ と

l フ ロン ト ・ パネルの電源オン／スタ ンバイ ・ スイ ッ チが押さ れているこ と

セルフ テスト が失敗し た場合、以下の点を確認し ます。

セルフ テスト の実行時には、すべての接続 ( フ ロン ト と リ ア ) が取り 外さ れているこ と を

確認し てく ださ い。セルフ テスト 中、アンテナの役割を果たす長いテスト ・ リ ード など、

外部配線に存在する信号により エラ ーが引き起こ さ れる可能性があり ます。

送付のための再梱包

サービスまたは修理のためにユニッ ト を Keysightに送付するには、以下の手順を実行し ま

す。

l 所有者を識別でき、必要なサービスまたは修理が記載さ れたタ グを機器に取り 付けま

す。モデル番号と 完全なシリ アル番号を記載し ます。

7 サービスと 保守
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l 適切な梱包材を使用し てユニッ ト を元のカ ート ンに戻し ます。

l 強力なテープまたは金属のバンド でカ ート ンを固定し ます。

l 元の運搬用カ ート ンが利用できない場合は、ユニッ ト が運搬中に損傷し ないよう に以

下の梱包キッ ト のいずれかを入手するこ と を Keysightは推奨し ます。

P/N 5188-9520 -モデル RP795xA/RP796xA用梱包キッ ト

P/N 5188-9614 -モデル RP793xA/RP794xA用梱包キッ ト

Keysightでは、輸送に保険をかけるこ と をお勧めし ます。

清掃

感電の危険：感電事故を防ぐ ために、清掃の前にACメ イ ンを切断し てく

ださ い。

機器の外側は、糸く ずの出ない柔ら かい布をわずかに湿ら せて清掃し ます。洗剤は使用し

ないでく ださ い。清掃の際に分解は不要であり 、推奨さ れません。
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セルフ テスト 手順

電源投入時のセルフ テスト

本器の電源を投入するたびに、セルフ テスト が実行さ れます。こ のテスト は、本器が動作

し ているこ と を確認し ます。

セルフ テスト は、ロジッ ク および電源メ ッ シュ ・ システムの最小限のセッ ト が正し く 機能

し ているこ と をチェ ッ ク し ます。セルフ テスト では、出力をオンにし たり 、電圧を出力に

供給するこ と はあり ません。機器をリ セッ ト ・ ステート のままにし ます。

ユーザが起動する セルフ テスト

ユーザが起動するセルフ テスト は、電源投入時のセルフ テスト と 同じ です。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

AC電源の電源を入れ直し ます。

セルフ テスト で異常が見つかると 、フ ロン

ト ・ パネルのERRイ ンジケータ が点灯し ま

す。 [Error]キーを押すと 、エラ ーのリ スト

が表示さ れます。

*TST?

0はセルフ テスト に合格し たこ と を示し ま

す。1はセルフ テスト に失敗し たこ と を示

し ます。

セルフ テスト に失敗し た場合、

SYSTem:ERRor?を使用し てセルフ テスト ・

エラ ーを表示し ます。

エラ ーの一覧については、「 SCPIエラ ー・ メ ッ セージ」 を参照し てく ださ い。
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フ ァ ームウェ ア ・ アッ プデート

本体にイ ンスト ールさ れているフ ァ ームウェ ア・ バージョ ンを判別するに

は、「 機器識別」 を参照し てく ださ い。RP793xAおよびRP794xAシリ ーズ

の最新フ ァ ームウェ アを入手するには、www.keysight.com/find/RPSfirmware
にアク セスし ます。RP795xAおよびRP796xA シリ ーズの最新フ ァ ームウェ

アを入手するには、www.keysight.com/find/RPS2firmwareにアク セスし ま

す。

必須ソ フ ト ウェ ア

フ ァ ームウェ アを更新するには、前に示し たRPSフ ァ ームウェ ア・ リ ンク にある RPS製品

ページから 次の2つのアイ テムをコ ンピュ ータ にダウンロード する必要があり ます。

l ユニバーサル・ フ ァ ームウェ ア更新ユーティ リ ティ

l 最新フ ァ ームウェ ア・ バージョ ン

更新手順

両方の品目をコ ンピュ ータ にコ ピーし たら 、次の手順を実行し ます。

1. ユニバーサル・ フ ァ ームウェ ア更新ユーティ リ ティ を実行し ます。

2. ダウンロード し たフ ァ ームウェ アの場所を参照し ます。 [次へ ]を押し ます。

3. 機器と の通信で使用するイ ンタ フ ェ ースを選択し 、アド レスまたは接続文字列を入力

し ます。 [次へ ]を押し ます。

4. 更新する機器の情報と し て正し いこ と を確認し ます。 [アッ プデート の開始 ]を押し ま

す。

更新ユーティ リ ティ がフ ァ ームウェ アを更新し 、機器を再起動し ます。

制限アク セス

機器へのアク セスは、フ ァ ームウェ ア更新ユーティ リ ティ を使用し て制限できます。こ れ

により 、無許可のユーザがフ ァ ームウェ アを更新できないよう にし ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド
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System\Admin\Updateを選択し ます。

Must log in as adminボッ ク スをオンにし ま

す。

こ の場合ユーザは、フ ァ ームウェ ア更新

ユーティ リ ティ がフ ァ ームウェ ア更新を実

行する前にAdminメ ニュ ーにログイ ンする

必要があり ます。

使用不可

7 サービスと 保守
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サニタ イ ズ ( メ モリ のク リ ア )

こ の手順は、予期し ないデータ 損失の可能性があるため、日常業務への

使用はお勧めできません。

こ の手順ではすべてのユーザ・ データ をサニタ イ ズ ( 削除 ) し ます。また、フ ラ ッ シュ ・

メ モリ にすべて 0を書き込み、次に製造元のデータ ・ シート に従っ てフ ル・ チッ プ消去を

実行し ます。機器フ ァ ームウェ ア、モデル番号、シリ アル番号、MACアド レス、および校

正データ などの識別データ は消去さ れません。データ がク リ アさ れると 、機器がリ ブート

し ます。

Adminメ ニュ ーを表示できない場合は、パスワード 保護さ れている可能性があり ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

System\Admin\Sanitizeを選択し ます。

Sanitizeを選択し ます。

Sanitizeを選択すると 、機器から すべての

ユーザデータ が削除さ れ、電源が入れ直さ

れます。

SYST:SEC:IMM

詳細についてはhttp://rfmw.em.keysight.com/aerospace/index.aspxを参照し てく ださ い。

サニタ イズ後の電源オン

サニタ イ ズ後にユニッ ト の電源を初めて入れたと きは、複数のNVRAMチェ ッ ク サム・ エ

ラ ーが生成さ れます。こ れら のエラ ーは、デフ ォ ルト 値で再作成さ れる、2つのフ ァ イ ル

が見つから ないこ と を通知し ています。次回ユニッ ト に電源を入れると 、エラ ーはなく な

り ます。

動作し ていない機器のサニタ イズ

機器が機能し ておら ず、前に示し たサニタ イ ズ手順を使用できない場合、P600ボード を本

体から 物理的に取り 外し 、破壊する必要があり ます。「 分解」 を参照し てく ださ い。
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校正スイ ッ チ

感電の危険 機器のカ バーを開けるこ と ができるのは、危険について認識し

ている有資格のサービスマンだけです。機器のカ バーを開ける際には、必ず

電源ケーブルや外部回路の接続を切り 離し てく ださ い。電源スイ ッ チをオフ

にし ても 、一部の回路は通電し ており 、短期間電力が供給さ れます。

2つのスイ ッ チで校正コ マンド へのアク セスを制御し ます。各スイ ッ チはイ ンタ フ ェ ー

ス・ ボード に搭載さ れており 、上部のカ バーを取り 外し てアク セスできます。

校正スイ ッ チへのアク セス

1. 機器のカ バーを取り 外し ます ( 「 分解」 を参照 ) 。

2. 校正スイ ッ チは、ユニッ ト の背面隅のイ ンタ フ ェ ース・ ボード にあり ます。校正ス

イ ッ チの設定を変更するには、小型のド ラ イ バを使用し てスイ ッ チを切り 替えます。

工場出荷時には、すべてのスイ ッ チがON位置に設定さ れています ( 下図参照 ) 。

3. 終了し たら 上のカ バーを取り 付けます。

スイ ッ チを動かすのに鉛筆を使用し ないでく ださ い。スイ ッ チ表面に黒鉛

の粉が付着すると 通電し ます。

スイ ッ チ機能

スイ ッ チ 1および2により 、次のよう にし て校正設定を設定し ます。スイ ッ チ 3および4は使

用し ません。

スイ ッ

チ 1
スイ ッ

チ 2
説明

通常 ON ON こ れは工場出荷時のスイ ッ チ設定です。校正機能には、数値パス

ワード を入力し てから アク セスできます。デフ ォ ルト のパスワード

は0( ゼロ ) です。
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スイ ッ

チ 1
スイ ッ

チ 2
説明

パスワード のク

リ ア

OFF ON 管理者／校正パスワード は、機器の電源を初めてオンにすると きに0
にリ セッ ト さ れます。パスワード を忘れてし まっ た場合は、こ の設

定を使用し てく ださ い。

校正禁止 ON OFF すべての校正コ マンド が無効になり ます。こ れは、機器を封印し て

アク セスから 防護する場合に便利です。

バッ テリ の交換

感電の危険 機器のカ バーを開けるこ と ができるのは、危険について認識し

ている有資格のサービスマンだけです。機器のカ バーを開ける際には、必ず

電源ケーブルや外部回路の接続を切り 離し てく ださ い。電源スイ ッ チをオフ

にし ても 、一部の回路は通電し ており 、短期間電力が供給さ れます。

内部バッ テリ はリ アルタ イ ム・ ク ロッ ク の電源です。ク ロッ ク の主要な機能は、Keysight
14585A制御/解析ソ フ ト ウェ アにタ イ ムスタ ンプ情報を提供するこ と です。バッ テリ が切

れると 、こ のソ フ ト ウェ アで時間を利用できません。本体のその他の機能は影響を受けま

せん。

室内温度での通常使用の場合、リ チウムバッ テリ の寿命は7～10年です。バッ テリ の寿命

は、機器を 40℃を超える温度下で長期間保管すると 短く なり ます。

バッ テリ の部品番号はPanasonic CR 2032です。

交換手順

1. 機器のカ バーを取り 外し ます ( 「 分解」 を参照 ) 。

2. 制御ボード を取り 外し ます ( 「 分解」 を参照 ) 。

3. バッ テリ は、リ ボン ・ ケーブル下のメ イ ン ・ ボード に取り 付けら れています。
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4. バッ テリ にアク セスするには、ロッ ク ・ タ ブを引き上げてリ ボン ・ ケーブルを外し ま

す。

5. マイ ナス・ ド ラ イ バを使用し 、矢印で示し たバッ テリ の側面にド ラ イ バで力を加えて

慎重に取り 出し ます。

6. 新し いバッ テリ を取り 付けます。プラ ス側 ( ＋ ) が上になっ ているこ と を確認し てく

ださ い。丸で示し た小型バネ・ ク リ ッ プの下にバッ テリ をはめて、バッ テリ の反対側

の端を押し 下げて取り 付けます ( 以下の赤矢印を参照 ) 。小型バネ・ ク リ ッ プの上部

は、バッ テリ の取り 付け後見えるよう になっ ている必要があり ます ( 赤い円を参

照 ) 。

7. リ ボン ・ ケーブルをコ ネク タ 内に完全に挿入し て元に戻し 、ロッ ク ・ タ ブを押し 下げ

てケーブルを固定し ます。

8. 制御ボード を交換し たら 上のカ バーを取り 付けます。

9. 日付と 時刻をリ セッ ト し ます ( 「 ク ロ ッ ク ・ セッ ト アッ プ 」 を参照 ) 。
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分解

感電の危険 機器のカ バーを開けるこ と ができるのは、危険について認識し

ている有資格のサービスマンだけです。機器のカ バーを開ける際には、必ず

電源ケーブルや外部回路の接続を切り 離し てく ださ い。電源スイ ッ チをオフ

にし ても 、一部の回路は通電し ており 、短期間電力が供給さ れます。

静電放電 ( ESD) に関する 注意事項

大部分の電子部品は、取扱いの際に静電放電 ( ESD) による損傷を受けるおそれがあり ま

す。50 V程度の静電放電電圧でも 、コ ンポーネント の損傷が発生する可能性があり ます。

サービス作業の際には、ESDによる損傷を防ぐ ために以下のガイ ド ラ イ ンを遵守し てく だ

さ い。

l 機器の分解は、静電気防止処置を施し た作業環境でのみ実施し ます。

l 静電気を減ら すために、導電性のある作業環境を使用し ます。

l 静電気の蓄積を減ら すために、導電性リ スト ・ スト ラ ッ プを着用し ます。

l 機器への接触を最小限にし ます。

l 交換部品を元の静電気防止梱包材に保管し ます。

l プラ スチッ ク 、発泡スチロール、ビニール、紙など、静電気を発生する素材を作業環

境の周辺に置かないよう にし ます。

必要なツ ール

l T10 Torxド ラ イ バ ( カ バーと ボード の取り 外し )

l T8 Torxド ラ イ バ ( P600の取り 外し )

l 小型のマイ ナス・ ド ラ イ バ ( バッ テリ の取り 外し )

カ バーの取り 外し

1. 電源をオフ にし ます。機器から すべてのケーブルを取り 外し ます。

2. 上部7か所と 側面10か所の皿ネジ、背面3か所のなべネジを取り 外し ます ( 下図を参

照 ) 。ネジは、なく さ ないよう に容器に入れてく ださ い。

3. 本体のカ バーを取り 外し ます。
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制御ボード の取り 外し

制御ボード はメ イ ンボード の外側に設置さ れています。メ イ ンボード に設置さ れている、

バッ テリ と P600ボード にアク セスするには、こ れを取り 外す必要があり ます。

1. 下に示すよう に、制御ボード の上部にある 2つのネジをまず取り 外し ます。ネジは、な

く さ ないよう に容器に入れてく ださ い。

RP793xA
RP794xA

RP795xA
RP796xA
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2. ソ ケッ ト から ボード を持ち上げて、横に移動できます

( 制御ボード を再び取り 付けると きは、ボード の背面にある絶縁体を忘れずに取り 付

けてく ださ い ) 。

メ イ ン ボード の取り 外し

制御ボード を誤っ て動かし て、メ イ ンボード へのアク セスに問題が生じ た場合、メ イ ン

ボード アセンブリ を取り 外すこ と ができます。

1. メ イ ンボード が取り 付けら れているシャ ーシの側面にある 3つのネジを取り 外し ます。

ネジは、なく さ ないよう に容器に入れてく ださ い。

取り 外し

ネジ

2. こ こ でメ イ ンボード アセンブリ をユニッ ト から 持ち上げて、P600ボード と バッ テリ に

アク セスできます。

3. P600ボード にアク セスするには、T8 Torxド ラ イ バでヒ ート シンク の4本のネジを取り 外

し ます。こ こ でソ ケッ ト から P600ボード を取り 外すこ と ができます。

ヒ ート シンク

の4本
のネジを外し

てから P600
ボード を取り

外し ます。
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Keysight SD1000A安全接続解除システム ( SDS)

概要

安全接続解除システムの概要

補足特性

Keysight SD1000A SDS( オプショ ン 500) が利用できるのは、Keysightモデ

ルRP7951A、RP7952A、RP7961A、RP7962Aのみです。

Keysight SD1000A SDS( オプショ ン 950) が利用できるのは、Keysightモデ

ルRP7953Aと RP7963Aのみです。

概要

Keysight RP7900シリ ーズのすべての法的および安全に関する情報は、

Keysight SD1000Aユニッ ト にも 当てはまり ます。

Keysight SD1000A安全接続解除システム ( SDS) は、Keysight RP7900シリ ーズ電源と UUT
( テスト 対象ユニッ ト ) 間の自動スイ ッ チング・ イ ンタ フ ェ ースです。RP7900電源が実運

用環境で使用さ れていると き、オペレータ の安全を確保するためのも のです。 SDSには、

緊急停止スイ ッ チや固定具カ バー・ スイ ッ チなどの安全入力と UUT間のイ ンタ フ ェ ースが

用意さ れ、オペレータ がテスト ・ システムを動作さ せていると きに危険な電圧にさ ら さ れ

ないよう にし ます。

SDSには冗長直列接続リ レー ( 2個のパワーおよび2個のセンス・ リ レー ) が含まれ、UUT
から 高電圧を切断すると き、さ ら に安全性のレベルを高めます。 SDSはKeysight RP7900シ
リ ーズ電源に専用イ ンタ フ ェ ース・ ケーブルで接続し ます。 SDSの動作はKeysight RP7900
シリ ーズに統合さ れ、リ レーが電源の内部にある場合と 同様に機能し ます。

Keysight SD1000A安全接続解除システムの概要

正面図
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裏面図

1. ラ イ ン ・ スイ ッ チ ユニッ ト の電源をオン／オフ にし ます。

2. 電源オンラ イ ト ( 緑 ) 点灯し ていると きにSDSユニッ ト の電源が入っ ているこ と を示

し ます。

3. 接続ラ イ ト ( 黄 ) 点灯し ていると きに1つ以上のリ レーが閉じ ているこ と を示し ま

す。

4. リ セッ ト ・ ラ イ ト ( 青 ) 点灯し ていると きにSDSをリ セッ ト する必要があるこ と を示

し ます。

5. AC入力 ユニバーサルAC入力 ( 100～240 VAC)

6. UUT出力端子 UUTに電源を供給するための+/-の出力接続

7. UUTセンス端子1 ローカ ルまたはリ モート ・ センシング用の+/-接続

8. RPS入力端子 RP7900ユニッ ト 用の+/-入力接続

9. RPSセンス端子1 ローカ ルまたはリ モート ・ センシング用の+/-接続

10. DI/DOコ ネク タ デジタ ル IO制御用のメ ス型コ ネク タ

11. 固定具カ バー・ コ ネク タ 固定具カ バー用のオス型コ ネク タ ( 「 カ バー・ スイ ッ チ」 を

参照 )

12. リ モート ・ イ ンタ フ ェ ース・ コ ネク タ ステータ スおよび制御イ ンタ フ ェ ース用オス型

コ ネク タ ( 「 ESTOPスイ ッ チ」 を参照 )

13. RPS制御イ ンタ フ ェ ース RP7900シリ ーズ電源用イ ンタ フ ェ ース・ コ ネク タ

注 1 出荷時は、センス端子はローカ ル・ センシングに接続さ れています。
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補足特性

補足特性は保証さ れたも のではなく 、設計または型式テスト によっ て確認さ れた性能を表

し ます。すべての補足特性は、特に記載がない限り 、代表値です。

特性 Keysight SD1000A

パワー・ リ レー定格

オプショ ン 500:
オプショ ン 950:

500 VDC、60 ADC
950 VDC、60 ADC

パワー・ リ レー、機械的

寿命 :

パワー・ リ レー、ホッ

ト ・ スイ ッ チング時の寿

命 :

センス・ リ レー寿命 :

1,000,000サイ ク ル

10,000サイ ク ル

1,000,000サイ ク ル

放電抵抗器

オプショ ン 500:
オプショ ン 950:

25 kΩ、10 W
97.5 kΩ、10 W

規制適合

    EMC：

安全規格：

電子計測器に関する欧州EMC指令に準拠し ています。

オースト ラ リ ア規格に準拠し ており 、C-Tickマーク が付いています。

こ の ISMデバイ スはCanadian ICES-001に準拠し ます。

Cet appareil ISM est conforme à la norme NMB-001 du Canada

欧州低電圧指令に準拠し ており 、CEマーク が付いています。

米国と カ ナダの安全規制に適合し ています。

本製品の適合宣言がWebから ダウンロード 可能です。

http://regulations.corporate.keysight.comにアク セスし 、“Declarations of Conformity”をク

リ ッ ク し てく ださ い。

環境

動作環境：

温度範囲1：

相対湿度：

高度：

保管温度：

屋内使用、設置カ テゴリ II( AC入力 ) 、汚染度2

0 ℃～55 ℃

95%以下 ( 非結露 )

最高2000 m

-30 ℃～70 ℃

出力端子のアイ ソ レー

ショ ン：

すべての出力端子は、他の端子またはシャ ーシ・ グラ ンド から ±950 Vdc以内でなけ

ればなり ません。

AC入力

公称定格 :

入力レンジ：

消費電力：

単相 100～240 VAC入力、50～60 Hz

86～264 VAC、47～63 Hz

150 W

通常の重量 33 lbs( 15 kg)

1連続で使用可能な最大電力は、40°C～55°Cでは1℃当たり 定格の1%が低下し ます。
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外形寸法

SDSでは受動冷却を採用し 、フ ァ ンなどの冷却装置を考慮する必要があり

ません。ただし ユニッ ト の両側にある換気穴を塞がないよう にする必要

があり ます。
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Keysight SD1000A安全接続解除システムの取り 付け

Keysight SD1000Aと RP7900の接続

外部制御接続

付属する品目については、「 付属品目」 を参照し てく ださ い。接続情報と ワイ ヤ径の詳細

については、「 シングル・ ユニッ ト 接続」 を参照し てく ださ い。

Keysight SD1000Aと RP7900の接続

次の図に示すと おり 、SDSユニッ ト を RP7900シリ ーズ・ ユニッ ト のできるだけ近く に設置

し ます。両方のユニッ ト は、標準のSystem IIラ ッ ク に適合するよう に設計さ れています。

ラ ッ ク ・ イ ヤーはSDSユニッ ト に付いています。

プラ イ マリ ／セカ ンダリ 電源設定を使用し ている場合、プラ イ マリ 電源を SDSユニッ ト に

接続する必要があり ます。

簡略化し た SDSのブロ ッ ク 図

ワイ ヤ接続

RPS、SDS、DUTを接続する際には、以下の要素を検討する必要があり ます。

l 負荷ワイ ヤの通電容量

l 負荷ワイ ヤの絶縁定格は最大出力電圧と 同等でなければなら ない

l 負荷ワイ ヤの電圧降下、ノ イ ズ、およびイ ンピーダンスの影響

出力用ボルト の締め付けト ルク は10.8 Nm( 8 lb-ft) を超えてはなり ませ

ん。

ローカ ル・ センシングでは、SDSユニッ ト のセンス接続を使用し ないでく

ださ い。
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ローカル・ センシング時の接続

リ モート ・ センシング時の接続
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1. RP7900ユニッ ト から SDSユニッ ト にイ ンタ フ ェ ース・ ケーブルを接続し ます。

2. RP7900シリ ーズの出力を SDSユニッ ト の入力に接続し ます。

3. SDSユニッ ト の出力をテスト 対象デバイ ス ( 負荷 ) に接続し ます。

4. リ モート ・ センシングを使用し ている場合、センス・ ワイ ヤを負荷リ ード と 一緒に束

ねないでく ださ い。負荷リ ード と センス・ ワイ ヤは別々にし ておいてく ださ い。

5. バスバーの安全カ バーを取り 付けます。ユニッ ト を接続すると きには、安全カ バーか

ら バスバーのカ ッ ト アウト を取り 外すこ と が場合により 必要です。

並列ユニッ ト と の接続

1つのSDSユニッ ト に接続できる Keysight RP7900ユニッ ト の数に関する制限フ ァ ク タ は、

SDSリ レーの定格電流である 60 Aです。例えば、500 V、10 kWユニッ ト 1つと 500V、5 kWユ

ニッ ト 1つを、1つのSDSユニッ ト に接続し た場合でも 、最大電流定格の60A以内に収まり

ます。

l プラ イ マリ ／セカ ンダリ 設定では、SDSイ ンタ フ ェ ース・ ケーブルをプラ イ マリ

RP7900ユニッ ト に接続し ます。

l 並列ユニッ ト の詳細接続情報については、「 複数ユニッ ト の接続」 を参照し てく ださ

い。

l リ モート ・ センシングを使用し ている場合、両方のRP7900ユニッ ト のセンス・ リ ード

を SDSユニッ ト のRPSセンス端子に接続し ます。

l 並列グループで複数のRPSユニッ ト を使用する場合、それぞれの60 Aグループには、専

用SDSユニッ ト が必要です。
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外部制御接続

カ スタ マーが設定可能な複数機能が、SDSのリ ア・ パネルで利用できます ( 「 外部接続制

御を使用し たSDSの制御」 を参照 ) 。コ ネク タ と ピン配列機能を以下に示し ます。

リ モート ・ イ ン タ フ ェ ース ( M12) コ ネク タ

リ ア・ パネルのピン配列図 通常接続

ピン 説明

1 ESTOPスイ ッ チ、ピン 1-2スイ ッ チ常閉 ( NC) 接点

2 ESTOPスイ ッ チ、ピン 1-2スイ ッ チ常閉 ( NC) 接点

3 ESTOPスイ ッ チ、ピン 3-4スイ ッ チ常閉 ( NC) 接点

4 ESTOPスイ ッ チ、ピン 3-4スイ ッ チ常閉 ( NC) 接点

5 RESETラ ンプ ( 青 ) +24V

6 RESETラ ンプ ( 青 ) 24V帰線

7 RESETスイ ッ チ、常開 ( NO) 接点

8 RESETスイ ッ チ、常開 ( NO) 接点

9 電源オンラ ンプ ( 緑 ) +24V

10 電源オンラ ンプ ( 緑 ) 24V帰線

11 リ レー・ ク ローズラ ンプ ( 黄 ) +24V

12 リ レー・ ク ローズラ ンプ ( 黄 ) 24V帰線
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固定具カ バー ( M8) コ ネク タ

リ ア・ パネルのピン配列図 通常接続

ピン 説明

1 安全カ バースイ ッ チ、ピン 1-2スイ ッ チ常開 ( NO) 接点

2 安全カ バースイ ッ チ、ピン 1-2スイ ッ チ常開 ( NO) 接点

3 安全カ バースイ ッ チ、ピン 3-4スイ ッ チ常開 ( NO) 接点

4 安全カ バースイ ッ チ、ピン 3-4スイ ッ チ常開 ( NO) 接点

DI/DO( M8) コ ネク タ

安全切断モード でDI/DO入力と 出力は補助ACコ ンタ ク タ を制御するも のです。

リ ア・ パネルのピン配列図 通常接続

ピン 説明

1 DOutput、ACコ ンタ ク タ の+24V駆動 ( 駆動電流 ≤500 mA)

2 DOutput、24V駆動信号の帰線

3 DInput、ピン 4と 短絡し たと きにACコ ンタ ク タ はOK

4 DInput、ピン 3と 短絡し たと きにACコ ンタ ク タ はOK
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コ ネク タ パーツ 番号の組み合わせ

コ ネク タ 対応 Phoenix接点パーツ番号

M12メ ス型 リ モート ・ イ ンタ フ ェ ース ( M12) 1404420( ワイ ヤゲージ 24-28 AWG)

M8メ ス型 固定具カ バー ( M8) 1681185( ワイ ヤゲージ 22-28 AWG)

M8オス型 DI/DO( M8) 1681169( ワイ ヤゲージ 22-28 AWG)

一般的なコ ン ポーネン ト ( カ スタ マーが用意する も の )

コ ンポーネント 説明 パーツ番号

ESTOPスイ ッ チ 2-極 NC、ラ ッ チ式、24V互換 Eaton C22-PVT45P-K02

RESETラ ンプ／スイ ッ

チ

青LED 24V、瞬時接触NOスイ ッ チ Eaton C22S-DL-B-K10-24

POWER ONラ ンプ 緑LED 24V Eaton C22-L-G-24

RELAYSCLOSEDラ ンプ 黄LED 24V Eaton C22-L-Y-24

安全カ バー・ スイ ッ

チ

磁力リ レーと の直接接続 Pilzmagnetic relay 504222

ACコ ンタ ク タ 補助NC接点のある 3相ACコ ンタ ク タ Omron J7KNA-09-01
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Keysight SD1000A安全接続解除システムの動作

RP7900電源を 使用し た SDSの制御

外部接続制御を 使用し た SDSの制御

RP7900シリ ーズ電源を 使用し た SDSの制御

RP7900シリ ーズ電源に接続すると 、SDSのリ レーが電源の出力状態に沿っ て自動的に開閉

し ます。

SDSへの接続

ステッ プ 1.SDSへのイ ンタ フ ェ ース・ ケーブルが取り 付けら れているこ と を確認し ます

( 「 取り 付け」 を参照 ) 。

ステッ プ 2.最初にSDSの電源を入れます SDSの緑の電源ラ イ ト が点灯し たら 、AC電源が供

給さ れているこ と を示し ます。青のリ セッ ト ラ イ ト も 点灯し ます。SDSがまだRP7900と 通

信し ていないから です。

ステッ プ 3.RP7900の電源を入れます。

ステッ プ 4.RP7900のフ ロント ・ パネルまたはSCPIコ マンド を使用し て SDSを有効にし ま

す。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\SDSを選択し ます。

hardware presentをチェ ッ クþし ます

SYST:SDS:ENAB ON

ステッ プ 5.SDSユニッ ト を RP7900電源に接続し ます。SDSへの接続試行が失敗する場合、

RP7900ユニッ ト はSDP保護状態になり ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\SDSR\Statusを選択し ます。

Connectボタ ンをク リ ッ ク し て SDSに接続し ます。

SYST:SDS:CONN

ステッ プ 6.( オプショ ン ) RP7900を電源投入時に自動的にSDSに接続するよう にプログラ

ムできます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\SDSR\Statusを選択し ます。

Connectド ロッ プタ ウン ・ メ ニュ ーで Autoを選択し ま

す。次に、 [Select]を押し ます。

SYST:SDS:CONN:MODE AUTO

ステッ プ 7.SDSの接続ステータ スが次のと おり であるこ と を確認し ます。
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フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レンス SCPIコ マンド

System\SDS\Statusを選択し ます。

Stateダイ アログにSDSの接続ステータ スが表示さ れ

ます。

SYST:SDS:STAT?

通常のリ レ ー・ オープン ／ク ロ ーズ・ シーケン ス

通常の動作では、RP7900電源はSDSリ レーの状態を直接制御し て、DCリ レーのホッ ト ・ ス

イ ッ チングが発生し ないよう にし ます。次に示すのは、SDSと 電源の通常のク ローズ・

シーケンスです。

1. パワー・ リ レーを閉じ る

2. 電源出力を有効にする

3. 電源出力をアッ ププログラ ミ ングする

4. センス・ リ レーを閉じ る

次に示すのは、SDSと 電源の通常のオープン ・ シーケンスです。

1. 電源出力を無効にする

2. センスと パワー・ リ レーを開く

RP7900電源の通常の出力オン／オフ 動作中に出力の物理的切断が必要な利用状況に対し

て、出力応答時間を短縮するために、SDSの出力リ レーを閉じ たままロッ ク するこ と を選

択するこ と も できます ( 「 OUTput:RELay:LOCK」 を参照 ) 。

次に示すのは、安全切断イ ベント が発生し た後の、SDSのラ ッ チさ れた「 安全」 状態で

す。

1. パワー・ リ レーはオープン

2. センス・ リ レーはオープン

3. 「 Connected」 ラ イ ト はオフ

4. 電源出力はオフ

5. 放電リ レーは閉じ ていて、DUTは放電中

6. 補助出力はオフ

7. 汎用出力はオフ

安全切断シーケンスの一部と し て、SDSはUUT端子を 3秒以内に40V未満のレベルにまで放

電し ます。 こ れにより UUTでさ ら に安全レベルが確保さ れます。 こ れを実現するには、オ

プショ ン 500の25 kΩ抵抗 ( オプショ ン 950では97.5 kΩ抵抗 ) を、SDSの出力端子間でス

イ ッ チし ます。UUTで電力の供給を停止できない、まれなイ ベント でも 、SDSの抵抗は電

力の継続的な取り 出し に耐えら れるサイ ズに設定さ れています。

Keysight RP7900シリ ーズ操作／サービス・ ガイ ド 351

付録A Keysight SD1000A安全接続解除システム ( SDS)



システム切断保護

RP7900電源は定期的にSDSのステータ スをチェ ッ ク し ます。電源投入時を含め、SDSが応

答し ないと きがあると 、RP7900ではラ ッ チさ れたSDP( システム切断保護 ) 状態になり ま

す。SDSステータ スがエラ ー状態を示し ている場合、RP7900も ラ ッ チさ れたSDP保護に入

り ます。最後に、外部ACコ ンタ ク タ が接続さ れているが、SDSリ レーが閉じ るよう に指示

さ れたと きにアク ティ ブではない場合も 、ラ ッ チさ れた保護が発生し ます。

SYST:SDS:STAT?問い合わせは、SDPの原因を調べるために使用できます。

SDP保護をク リ アできるのは、RP7900ユニッ ト をオフ にし て、問題を解決し 、RP7900ユ
ニッ ト を リ ブート し たと きです。

SDSにはウォ ッ チド ッ グ・ タ イ マがあり 、RP7900ユニッ ト と の接続が失わ

れた場合に安全状態に入り ます。

外部接続制御を 使用し た SDSの制御

外部から 制御すると き、SDSはRP7900に接続さ れている必要があり ます。

こ のセク ショ ンで説明する外部制御ケーブルは、SDSユニッ ト の背面にある適切なコ ネク

タ に接続する必要があり ます ( 「 取り 付け」 セク ショ ンを参照 ) 。こ れら の外部制御ケー

ブルにより RP7900電源の外部から プログラ ムで SDSを設定できるために、オペレータ の安

全性がさ ら に向上し ます。

緊急停止 ( ESTOP) スイ ッ チ ( カ スタ マーが用意する も の )

緊急停止安全スイ ッ チを使用し ない場合、リ モート ・ イ ンタ フ ェ ースのピ

ン 1から ピン 2、ピン 3から ピン 4を短絡さ せる必要があり ます。各ピンが

短絡し ていない場合、SDP保護イ ベント で電源の入れ直し が必要になり ま

す。

ESTOP安全スイ ッ チはデュ アルチャ ネルNCスイ ッ チで、押さ れたと きに、SDSはラ ッ チさ

れた安全状態になり 、メ イ ンおよびセンス・ リ レーを開き、テスト 対象ユニッ ト を放電し

ます。 ESTOPを押すと 、ラ ッ チさ れた安全状態になるため、オペレータ はSDSをリ セッ ト

し て安全状態を抜ける必要があり ます。 ESTOP信号はSDSリ ア・ パネルのリ モート ・ イ ン

タ フ ェ ース・ コ ネク タ で受信し ます。

ESTOPイ ベント に応答するオープニング・ シーケンスは次のと おり です。

1. パワー・ リ レーを開く

2. センス・ リ レーを開く

3. 電源出力を無効にする

4. UUTを放電する
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5. こ のラ ッ チさ れた安全状態は、ESTOPイ ベント が解消し 、RESETスイ ッ チが押さ れるま

で、残り ます。

SDSがESTOPモード であると き、電源は禁止 ( INH) ステータ スを示し ます。SCPI問い合わ

せを使用し て、電源禁止の原因を調べるこ と ができます。

オペレータ にリ セッ ト ・ スイ ッ チを用意し て、SDS状態をク リ アし て、出力をオンにし 直

すこ と をお勧めし ます ( 「 リ セッ ト ・ スイ ッ チ」 を参照 ) 。

リ セッ ト ・ スイ ッ チ ( カ スタ マーが用意する も の )

RESETは瞬時接続の、オペレータ 入力スイ ッ チで、SDSを手動でリ セッ ト し 、ラ ッ チさ れ

た安全状態を抜けます。 ESTOPスイ ッ チが閉じ ら れ、または他のエラ ー状態が修正さ れる

と 、オペレータ はシステムを再び使用するためRESETスイ ッ チを押す必要があり ます。

RESETスイ ッ チは、点灯し たと きにリ セッ ト が必要なこ と を示す、リ モート に設置さ れ

た、青く 点灯するスイ ッ チです。 ほかに青のRESETラ ンプは、SDSの前面パネルにも あり

ます。RESETシグナルはSDS背面パネルにあるリ モート ・ イ ンタ フ ェ ース・ コ ネク タ にあ

り ます。

リ セッ ト ・ ラ ンプの動作は次のと おり 定義さ れます。

l ESTOPスイ ッ チが閉じ ら れると きに、オンになる

l エラ ー状態 ( 電源の喪失、通信の喪失など ) が発生すると きにオンになる

l ESTOPボタ ンを放し 、SDSと 電源がリ セッ ト さ れたと きにオフ になる

固定具カ バースイ ッ チ ( カ スタ マーが用意する も の )

固定具カ バーを使用し ない場合、固定具カ バーピン 1から ピン 2と ピン 3か
ら ピン 4まで短絡する必要があり ます。各ピンが短絡し ていない場合、

SDP保護イ ベント で電源の入れ直し が必要になり ます。

固定具カ バースイ ッ チはデュ アルチャ ネル、NCスイ ッ チで、安全カ バーに機械的にイ ン

タ ーロッ ク さ れている必要があり ます。こ の安全カ バーでは通常の動作中にUUTへのアク

セスを制限する必要があり ます。 固定具カ バー入力はリ セッ ト 以外の入力です。 固定具

カ バーが開いて、UUTにアク セスできると 、固定具カ バー・ スイ ッ チが開き、切断シーケ

ンスが開始さ れます。 固定具カ バーを閉じ ると 、すべてのスイ ッ チが閉じ 、SDSが前の状

態に戻り ます。 固定具カ バーのシグナルは、SDSリ ア・ パネルの固定具カ バー・ コ ネク タ

にあり ます。

開いている固定具カ バー入力への応答で SDSの動作シーケンスは次のよう になり ます。

1. パワー・ リ レーを開く

2. センス・ リ レーを開く

3. 電源出力を無効にする

4. UUTを放電する

5. カ バーを閉じ たと きに、SDSと 電源を前の状態に戻す。
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固定具カ バー入力がtrue( オープン ) である限り 、SDSは安全状態のままです。固定具カ

バーがオープンであると き、電源は禁止状態 ( INH) を示し ます。SCPI問い合わせを使用

し て、電源禁止の原因を調べるこ と ができます。

ACコ ン タ ク タ ( カ スタ マーが用意する も の )

ACコ ンタ ク タ を使用し ない場合は、DI/DOピン 3から ピン 4を短絡する必要

があり ます。各ピンが短絡し ていない場合、SDP保護イ ベント で電源の入

れ直し が必要になり ます。

プログラ ム可能な汎用出力、+24V( DOutput-1) と 帰線 ( DOutput-2) はSDSリ ア・ パネル

のDI/DOコ ネク タ で利用でき、外部ACコ ンタ ク タ のリ レー・ コ イ ルを制御し ます。ACコ ン

タ ク タ の通常閉接点は、DInput-3と DInput-4も 接続し 、ACコ ンタ ク タ の状態をセンシング

し ます。 DInput-DOutputの組み合わせにより 、ACコ ンタ ク タ と 安全ハンド シェ ーク を形成

し ます。

汎用出力を次のと おり 選択し ます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

System\SDS\Outputを選択し ます。

1を指定し て汎用出力を有効にし ます。次

に、 [Select]を押し ます。

SYST:SDS:DIG:DATA:OUTP 1

外部ACコ ンタ ク タ が取り 付けら れていると きのSDSの動作モード は次のよう になり ます。

l SDSリ レーまたはACコ ンタ ク タ が有効 ( プログラ ムで閉じ る ) であると き、SDSはAC
コ ンタ ク タ が現在開いている ( DInput-3と DInput-4が短絡 ) かどう かをチェ ッ ク し ま

す。

l デジタ ル入力が短絡し ている場合、SDSリ レーと コ ンタ ク タ を有効、無効にできま

す。

l コ ンタ ク タ を有効にし ないでデジタ ル出力がオープンである場合、SDSはSDP保護にな

り ます。

l フ ロン ト ・ パネルまたはSCPIコ マンド でコ ンタ ク タ を有効にし た後、デジタ ル入力が

オープンである場合、SDSリ レーは有効、無効にできます。

l SDSリ レーと コ ンタ ク タ が無効であると き、SDSコ ンタ ク タ チェ ッ ク がリ セッ ト さ れま

す。

コ マンド 処理時間はコ ンタ ク タ のリ レー状態を変更するためにかかる時

間より も はるかに短く なり ます。ACコ ンタ ク タ 有効コ マンド をすぐ に送

信し てから 、オフ ・ コ マンド 、続いて別のオン ・ コ マンド を送信する場

合、デジタ ル入力はオープンを読み取り 、ユニッ ト を保護状態にし ま

す。
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外部制御ステータ ス情報

電源のフ ロント ・ パネルから 外部制御関数のステータ スを返すこ と ができます。

フ ロント ・ パネル・ メ ニュ ー・ リ フ ァ レン

ス

SCPIコ マンド

System\SDS\Data\Inputを選択し ます。

安全カ バー -ク ローズまたはオープン

EStop信号 -オフ またはオン

リ レー制御 -内部または外部

リ モート ・ スタ ート -オフ またはオン

使用不可
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